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' 73年 を 迎 え て

(扮 日本建築協会会長 塚 本 猛 次

新 年 お め で と う ご ざ い ま す。

昨年は、 6 月 に 国 連 の 「 人 間 環 境 会 議 」 が 、 ス ト ッ ク ホ ル ム で 開 カ、れ、 11 月には、

世 界 の 五 大 都 市 す な わ ち 、 ロ ン ド ン 、 モ ス ク ワ 、 ニ ュ ー ヨ ー ク 、 パ リ 、 東 京 の 代 表

に よ る 「 世 界 大 都 市 会 議 」 が、 東 京 で 聞 か れ る な ど 、 世 界 史 的 な 意 味 に お い て 、 あ

ら た め て 、 環 境 問 題 ・ 都 市 問題 が ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ ま し た 。 ニ れ ら は 、 単 に 、 問

題 点 が 指 摘 さ れ た だ け で な く 、 「 オ ン リ ー ・ ワ ン ・ ア ー ス 」 を 破 壊 か ら 守 り 、 人 間

環 境 を よ く し 、 都 市 を 住 み よ く し て い こ う と い う 国 際 上 の 協 力 の あ ら わ れ で あ り 、

そ の た め の 行 動 へ の 施 策 で も あ り ま す。

ま た 、 日 本 と 中 国 と の 国 交 正 常 化 が 実 現 さ れ 、 や が て 、 全 面 的 な 日 中 両 国 の 文 化 、

学 術 の 交 流 が 日 程 に の ぼ る 時機 に い た り ま した 。

こ の よ う な 国 際 的 な 動 き に 対 し て 、 圏 内 的 に も 、 日 照 、 都 市 交 通 問 題 、 地 域 地 区 指

定 の 問 題 な ど に と も な っ て 、 人 間環 境 を よ く し 都 市 を よ く し て い こ う と す る 住 民 運

動 が 高 ま り 、 ま た 「 日 本 列 島 改 造 論」 の よ う に 、 賛 否 さ ま ざ ま の 意 見 も あ る と し て

も 、 国 土 開 発 の に な い 手 で あ る わ が 建 築 業 界 の 深 く か か わ る 問 題 が お こ っ て き て お

り ま す 。 こ れ ら の 諸 問 題 は 、 単 に わ が 業 界 内 だ け の 範 囲 だ け で 処 理 す る の で な く 、

広 〈 世 界 史 的 な 意 味 を も つ も の と し て 、 こ れ ら の 環 境 問 題 ・ 都 市 問 題 へ の 解 決 へ の

責 務 の 一 端 を に な っ て い る と 自 覚 す べ き と き で あ り 、 そ の 社 会 的 責 務 は 一 段 と 重 く

な っ た と い わ な け れ ば な り ま せ ん。

一 方 、 建 築 生 産 の 分 野 で も 、 建 築 規 模 の 巨 大 化 、 複 合 化 に と も な っ て 、 建 築 生 産 組

織 の 変 容 、 建 築 技 術 者 の 職 能 の 変 貌 、 生 涯 の シ ス テ ム 化 、 情 報 化 社 会 へ の と り く み

な ど が み ら れ ま す 。 一 昨 年 か ら の 不景 気か ら 一 応 脱 し つ つ あ る も の の 、 環 境 ・ 都 市

問 題 に 対 す る 社 会 的 責 任 を ど う 果 し 、 一 方 、 建 築 生 産 の 分 野 に お け る シ ス テ ム 化 に

ど う 対 処 し て い く か 、 わ が 建 築 業 界 に よ せ ら れ た 課 題 は 大 き い も の が あ り ま す。 ニ

の た め に 、 自 ら 、 襟 を 正 し 、 厳 し く 現 実 を み つ め 、 自 ら の 組 織 を こ れ ら に 対 応 す る

こ と が で き る よ う に 改 め な が ら 、 社 会 に 貢 献 す る 姿 勢 を 貫 く ニ と が 必 要 に な っ て ま

い り ま し fニ。

こ の よ う な 観 点 に た つ と き 、 わ が 日 本 建築 協 会 の 体 質 は ニ の ま ま で 充 分 と は い え ま

せ ん 。 財 政 上 の 困 難 な 問 題 な ど が あ り ま す が 、 ぞ れ を 徐 々 に 解 決 し 、 建築 の 総 合 団

体 と し て の 利 点 を 生 カ 、 し な が ら 、 上 述 の 環 境 ・ 都 市 問 題 、 生 産 の シ ス テ ム 化 社 会 へ

の 変 貌 に 対 応 す る よ う な 組 織 の 編 成 、 諸 活 動 を す る 体 制 を と と の え て い か ね ば な り

ま せ ん。

昨 年 は 会 勢 委 員 会 が で き 、 建 築 ク ラ ブ ( 朝 食 会 ) の 発 足 も み る な ど 、 会 勢 の あ り 方 、

財 政 の 克 服 に つ い て 種 々 ご 検 討 ね が っ て お り ま す が 、 本 年 は 、 定 款 そ の 他 の 必 要 な

改 正 を も 含 む 一 連 の 改 革 へ の と り く み の 第 一 歩 と す べ き 年 だ と 思 い ま す 。

会 員 諸 子 に お か れ ま し て も 、 ど う か 以 上 の 点 を お く み と り 下 さ っ て 日 本 建 築 協 会 へ

の ご 協 力 な ら び.に 建 築 業 界 の 発 展 と 一 層 の 社 会 的 貢 献 を さ れ ん ニ と を 願 っ て や み ま

せ ん 。
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設 計 に あ た っ て 大 同 生 命 本 社 ビ J レ は 、 大 阪 の 衛 星 都 市 、 吹 田 市 の 計 画 的

な 都 市 づ く り の 一 部 と し て 、 新 し い 理 念 で 設 計 さ れ た オ フ ィ ス ピ ル で あ る 。

主 | 滑 に は 大 伽 廷 の よ う な の び の び と し た 大 空 間 を 惰 げ も な く 地 域 の コ ミ ュ ニ

テ ィ ー ・プ ラ ザ と し て 提 供 し て い る 。 プ ラ ザ に は 緑 の 丘 が つ く ら れ 、 人 々 は

或 る H寺 は 陽 光 に 線 〈 美 し い 緑 の 木1;会 に つ ど い 、 或 る 時 は し っ と り と 露 に ぬ れ

た草木にふれながら散策する ー ーー 人 ｉｂｾ と自然が融合しながら語り合う緑町空

間 が 泣 か な 都 市 環 境 を 創 造 し て い る 。 こ の よ り 新 し い 形 で の パ プ 1) " / クスペ

ー ス が、 コ ミュ ニ テ ィ の 連 帯 感 を も た ら し 、 環 境 自 身 が地 域 へ の 環 元 の 役 割

り を 務 め て い る 。

商業主主主 廷 の 収 支 を テ ナ ン ト と オ ー ナ ー と い う 小 さ な サ イ ク ル か ら 脱 し て 、 市

民 を 含 め た 大 き な サ イ ク ノ レ で と ら え よ う と す る 我 々 の 従 突 が、 建築 主 の 進 歩

的 な 迎 解 を 得 て 現 出 し た の で あ る 。 l悦 工 業 化 し つ 、あ る 社 会 の ニ ー ズ に よ る

建 築 そ の も の へ の 価 値 感 的 変 化 、 こ れ ら に 応 え る べ く 設 計 さ れ た こ の 建 築 が 、

本 来 の 使 命 を 果 す の は こ れ か ら で あ る。 ( 伊 東 哲 郎 )



近 畿 ス ポ ー ツ セ ン タ ー

施工 j菱沼組

設 計 : 安井建 築 設 計 事 務 所 協力 栄 利 秋

所 在 地 : 東 大 阪市稲田 966- 1

建築面積 7869. 38m
2  

延 面 積 : 10，863 .99m'  

徳造規模 : R C 3 F、一部 S 平家建

工 期 : 1972.  2- 1972 .  9  



、

環境の本質的な変革は、投入するストラクチュアが単にまわりにとけこ

むことだけではない。付加するものの自律性が必要とされる 。 それがコ

ミュニケーンョ ナルなものであれば、綜合的な人間と環境との l関係が問

題となる 。 人間のアクティビティ ・パターンがストラクチュアを構成し

つつある今日 、空間のストラクチュア( ネガティプな空間) の意味性は

大きい。建物自体の広場化あるいはソフトウェアとしてのフレキ y プl レ

な環境は人聞のアクティビティに多大な影響を及ぼすであろう 。 人間と

の!日1にさまざまなフィードパ y クを起こすような エ ンパイロメントは、

アクティビティとの対応関係において非常にビジュアルなものが要求さ

れるであろう 。 人聞のムープメントの理解は笠間にフィードバッグされ、

アクティビティの視党化は、それ自身コミュニケートされる 。

ここに出現した? イナースポーツを媒休としたコミュ ニケーションスペ

ースが地域社会の核となり、定治していくことを願う次第である 。

( 小 林 恒 )

-.  



鳥 取 県 立 博 物 館

施 工 熊 谷 組 広 島 支 庖

設 計: 日建設計

所 在 地 . 鳥取市東町2- 124

建築面積・ 3，575m'

延 面 積 ・9，699m'

4務造規模 : R C 一部 P C構 造 81 、2F 一部3F

工 期 : 1970.  10- 1972 .  6  

空 間 三 機 工 業 広 島 支 唐 く手EF緑町8二九日26>

電 気 栗原工業広島支 ｬ 吉 く 手在官民長 ｾ ＴＳＸＱ ＾

衛生建材社大阪支庖 〈 宇 ｅｆｊｩ 司王 ｾｬＲＱ ＾

屋 根P C ピ ー ・ エ ス ・ コ ン ク リ ー ト 大 阪 支 庖

〈丈 阪 市 北 区 絹 笠 町50

了 ｬｴ ｾￔＶ］ｲｳＳ ｟ＺＧ ＲＲＲＱ >  

内 装 ・ 展 示 ケ ー ス 宮 崎 木 材 工業

〈京 都 市 右 京 区 京 事 下 角 田 町 5 >

T EL. 075- 861 - 1585 /  

屋 根 防 水 三 星 産 業 大 阪 出 張 所

〈大 阪 市 西 区 京 町 娼 1 - 74 

T EL.  06- 443- 9721 
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flll 城」として著名な久松山の麓、久松公園のー荷は 、鳥取県 の文化地設の

コアとして| 徐々に生れ変ろうとしている 。 その第 l 号として建設された県立

陣物館は、山| 岳地方の生物 ・J也学 ・考古 ・民族等の科学展示、及び郷土の文化

ｮｾ の ｊｩｾ 示等地域住民の白らの「郷土」についての知識を学習し体験する場と

して、また県民の美術 ・工芸その他文化活動の発表と交流の場として、更に

県下各地に不安定なかたちで残されている種々の文化巡産をより良い状態で

集中保存していく場として、主要な役目をもたされている 。 ( 1]J :l:1II 弘)

1 階 平 面 図



そ ｾｊ レ手〆ーー

設計施工 フジタ工業

所 在 地 ・大阪府豊中市新千里東町 1- 5- 2

建築面積 1I ，I73m
2  

延 面 積 : 51 ， 084m
2  

構造規模 R C  一部 P S 81 、6F

工 期 1971. 9- 1972.  11 



[ 中 央 広 場 |  

( 1  ，400M
2

)  

オ ー プ ンデ ッキ | 憩いのテラス、小イベン ト、子 供の 広 場 et c

( 6，600M2)  I  

屋 上 広 場 | 展 望 広 場、回遊庭園、集会、 etC.

( 2  ，OOOM 2) 

案 内セ ンタ一 、 休 憩 談 話 ロビ ー 、 売 り買

い コーナ 一 、コ ミュ ニティーバザ ー 、 防

災 連 絡本部

都 市の 居間

0 自 発 的 な 演 出 と地 域 行事 の 場

コ ミ ュ ニ テ ィ ー 空 間 構 成 "

0 自 由 な 人 間 の 触 れ 合い の 場

主 旨

日 本 で 初 め て と い え る 総 合 的 ニ ュ ー タ ウ ン で あ る 千 皇 ニ ユ

ー タ ウ ンも 、 す で に 完 成 し 、 現 在 で は 約 13万 人 も の 人 々 が居 住 し て お り

ま す 。 こ の ニ ュ ー タ ウ ン の 都心 とも 言 え る 千 里 中 央 セ ン タ ー に 11 月 15 日

千 里 レ ジ ャ ー セ ン タ ー ( セ ノ レ シ ー ) が 完 成 し 、 そ の 都 心 機 能 は 一 段 と 充

計 四 三三旨

( 1  )  
縁 日、各催 事 、 子 供 カーニ パル

バザ ー 、集会、 コ ンサ ー 卜、et c突 い た し ま し た 。

こ の 千 里 レ ジ ャ ー セ ン タ ー は 大 阪 府 の 企 画 コ ン ペ で 採 用 さ れ た も の で 、

そ の 第ー の 趣 旨 は 「 人 と 人 と の 触 れ 合 い の 場 」 す な わ ち 「 都 市 町 居 IH1J

を 演 出 す る と こ ろ に あ り ま し た 。 レ ジ ャ ー の 本 質 を こ の 「 都 市 内 居 1111J

エキ ジ ビシ ョ ン | 各 種発表会、展示会、集会、 et c

ホ ール l

I  /， ーテ ィ 、コ ンサート 、 演 劇 、 教 育 映

多 目 的 ホ ー ル | 画

I  I!!!I et c 

コ ミュ ニテ ィー

ロビー

看護婦常駐の肥満児相談、健康相談、

( 医 師 会 連 絡本部 )

託 児 所

fセ ルシ ー フ 切 ー (案 内 一 補 導 諸 連 絡)

看 護 婦 ( ク リニ ック、病院、 医 師 会 連 絡 )

巡ら警官、 ガ ー ドマ ン ( 防 犯 )

防 災 セ ンター ( 防 災 、 衛 生 )

ヘルスク リニック

IO，OOOM
2  

( 2  )  
と し て 把 え 、 く つ ろ ぎ 、 楽 し み 、 あ る い は 、 ハ プ ニ ン グ 、 お 祭 り な ど 、

無 主 主 政 的 に 、 人 と 人 と が 触 れ 合 う こ と の で き る コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 場 で あ

る と 考 え て お り ま す 。

全 体 は 、 こ れ ら の 趣 旨 に 沿 っ て 、 中 心 的 大 広 場 と 、 そ れ を 閤 む 6 層 の 地

鍛 に よ っ て 梢 成 さ れ 、 ‘ 立 体 俊 層 広 場 " を 形 づ く っ て い ま す 。

この: l l i rl:n構 成の 特 徴 と し て は 、

① 大 、 中 、 小 広 場 の 連 続 性 → コ ネ ク タ 一 機 能

② 広 場 か ら の 視 党 誘 持 及 び 最 観 の 変 化 性

@ ネ ガ テ ィ プ主主fi I ) の付加 ii Hi l直 化

④ 多 業 績 絞 合 の デ ザ イ ン 調 和 と フ レ キ シ ピ リ テ ィ ー

( 3 )  ＯＢ ー ｾ

iーマン

¥ /， ワー/な ど が 考 え ら れ ま す 。

さ ら に 、 こ の コ ミ ュ ニ テ ィ ー 空 間 的 淑 出 内 容 と し て は 、 次 の よ う な こ と

を 考 え て お り ま す 。
可智ｾ Ｉ拐 、 機 内 君 主 介 、 山 戸 芳 彦 、 小 林 泰 之 、 岩 井 正 道 、 高 怖( 企 画 ・設 計 沼 田

u

u

-

，
‘

p

r

，
ι

包



神 戸 合 同 庁 舎

施 工 佐 藤 工 業

設計 近 畿 地 方 建 設 局

所在 地 ・神戸市生田区海岸 通

建築面積 : 1，66B. 30m'  

延面積・ 16 .034. 53m'

情造規模 : S R C 8 1 、9 F 、P I

工 期 ・ ＱＹＷＰＮＱＱ ｾ ＱＹＷＲ Ｎ 7  



東 本 願 寺 会 館

施 工 佐 藤 工 業

設計 日新建築設計事務所

所在地: 京都市下京区烏丸通七条上ル常葉町754

建築面積・ 1，244. 1m'  

延面積 : 4，475. 895m'  

構 造 規 模 R C 8 1 、 3 F  

工期: 1972.  Ｒ ｾ ＱＹＷＲ Ｎ＠ 9  



南 朝 潮 施 設 併 存 分 譲 住 宅

施 工 佐 藤 工 業

、

設 計 小 河 建 築 設 計 事 務 所

所 在 地 : 大阪市港区三先町入舟町付近

建築面積 2，434. 946 m'  

延面積 17 ，032 .66m'  

車構造規模 : R C A 、B棟 9 F 、C 練 5 F 、D棟 2 F  

工 期 : Ｑ ＹＷＱ Ｎ Ｘ ｾ ＱＹＷＲＮＹ＠



泉 ヶ 丘 駅 前 市 街 地 住 宅

施工西松建設

設計 . 日本住宅公団大阪支所、安井建築設計事務所

所 在 地 堺 市 竹 城 台 1了

建築面積 4，076 .01 m'  

延面積 25，217 .88m盆

構造規模 : S R C 8 1 、 14F 、 P 2

工期 ＱＹＷＰ Ｎ ＱＲ ｾ ＱＹＷＲＮ＠ 9  



京 都 ロ イ ヤ ル ホ テ ル

設 計 施 工 大 林 組

設 計 宮 家 建 築 事 務 所、大林組

所在地 ・京都市中京区河原町通三条上ル恵比須町426

建築面積 : 3，152 m' 

延面積 34，628m'  

構造規模 : S R C一部 R C B 3 、 10F 、 P 3

工期 ＱＹＷＱ Ｎ ＱＲ ｾ ＱＹＷＲ Ｎ ＱＰ＠



姫 路 市 文 化 セ ン タ ー

施 工 大 林 組

設計 日建設計

所在地: 姫路市西延末字石之元

建築面積: 3，963. 42m'  

延面積 ・8，891. 96 m'  

構造規模 : R C 一部 S R C 8 1 、 5 F  

工期 ＱＹＷＰＮ Ｑｏ ｾ ＱＹＷＲＮ＠ 10  



松 下 電 器 産 業 草 津 工 場

厚 生 会 館

設 計 施 工 鹿 島 建 設

所在地・滋賀県草津市野路町字観音堂

建築面積 : 2，376m'  

延面積 ・5，556m'

格造規模 R C一 部 5 8 1 、 2 F 、 P 1

工期。 1971 . 9  ｾ ＱＹＷＲ Ｎ＠ 3  



神 戸 製 鋼 所 加 古J 11工 場

体 育 館

設 計 施 工 鹿 島 建 設

所在地 加古川市別府町新野辺畑下 1527

建築面積 : 2，073.6m'  

延面積 4，591 .7  m'  

構造規模 R C一 部 S 4 F  

工 期 : ＱＹＷＱＮＸ ｾ ＱＹＷＲＮ＠ 4  



福 山 ボ ウ ル

設 計 施 工 大 成 建 設

'" 

所 在 地 大 阪 市 福 島 区 大 関 町 3 - 52 

建築面積 6，271.04m'  

延面積 20，124 . 12m'  

構造規模 R C 及び S 5 F  

工期 1971 .9  ｾ ＱＹＷＲ Ｎ＠ 6  
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加 古J 11産 業 会 館

施工大成建設

設計 K 構造研究所

所 在 地 兵 庫 県 加古川市寺家町南五反 田

建築面積: 2，472.63m'  

延面積: 20，030.54m'  

権造規模。 S R C 8 1 、 8 F 、 P 2

工 期 : 1971.  7  ｾ Ｑ Ｙ Ｗ Ｒ Ｎ＠ 9  



堺 市 立 大浜 体 育 館

施工 間 組

設 計 市 来 崎 建 築 事 務 所

所在地. 堺市大浜北町 5 丁 大浜公圏内

建築面積: 5， 141 .513m'  

延面積 8，381 .0683 m'  

構造規模 S  R C  2  F  

工期 1970 .  6  ｾ ＱＹＷＱ Ｎ＠ 7  



大 宮 西 分 譲 住 宅

施 工 間 組

設計 シグマ建築設計事務所

所 在 地 大 阪 市 旭 区 高 殿 5 丁目 13 0 6

建築面積: 3，428. 97m'  

延面積・ 35. 218. 09m'

構造規模 S  R  C  11  F 、 P 2  

工 期 Ｑ ＹＷＰＮＱＲ ｾ ＱＹＷＲＮ＠ 8  



大 阪 産 業 ビ ル

施 工 奥 村 組

設 計 福 本 建 築 設 計 事 務 所

所在地 大阪市西区新町通 1 - 28 

建築面積。 579. 5m'

延面積 5689m'  

権 造 規 模 S R C  8 1 、 9 F  

工 期 : 1971.  Ｓ ｾ ＱＹＷＲＮ＠ 7  



泉 北 陵 丘D 住 区 セ ン タ ー

高 層 耐 火 構 造 住 宅

施 工 飛 島 建 設

設計 ・大阪府建築部住宅建設課

市;満都市開発建築 コンサルタンツ

所在地 : 堺市高倉 3 T 2 番

建築面積 : 449 .868m
2  

延面積 5，858m
2  

構造規模 : S R C  14F 2 DK  104戸

工期 : 1971 .6- 1972. 12 



大 阪 北 逓 信 病 院

施 工 鴻 池 組

c  

設 計 郵 政 局 建 築 部

所 在 地 大 阪 市 北 区 山 崎 町35

建築面積 1，825 .77 m'  

延面積 : 6， 40 1  .  64 m'  

構造規模 R C 8 2 、 4 F 、 P 2

工期 。1971. 1  ｾ ＱＹＷＲ Ｎ ＱＲ＠



清 水 建 設 c c s s

く セ ン タ ー コ ア シ ス テ ム ・ シ ミ ズ > ア ノ 〈 ー ト

設 計 施 工 清 水 建 設

所 在 地 . 堺市三原台 3 T 4 番 14

建築面積・ 637 .73m'

延 面積 2，858. 63m'  

構造規模 : P C鉄筋コンクリート造 4 F  

工期 : ＱＹＷＱ Ｎ Ｑｏ ｾ ＱＹＷＲ Ｎ＠ 3  



摂 津 巾 総 合 福 祉 会 館

施 工 銭 高 組

設計 : 都市科学研究所

所在地 : 大阪府摂津市香露 園地内

建 築面積 : 2，378 .32 m'  

延 面積 : 6，704 .57m'  

構造規模 R C 一部 S R C 4 F 及び平家

工期 ＱＹＷＰ Ｎ ＱＲ ｾ ＱＹＷＱ Ｎ＠ 11 



奈 良 市 中 央 体 育 館

施工村本建設

設計: 奈良市建築課、山 下寿郎設計事務所

所在地: 奈良市法違町

建築面積 4，775 .54 m'  

延面積: 5，442. 82m'  

構造規模 : R C 屋 根 S 8 1 、2 F  

工 期 ＱＹＷＱＮＱＲ ｾ ＱＹＷＲ Ｎ＠ 5  



平 和 堂 近 江 八 幡 庖

設 計 施 工 鉄 建 建 設

所在地 滋賀県近江八幡市鷹飼町57 1

建築面積 2，992 .511m'  

延面積: 12，391 .3455m'  

事構造規模 R C 5 F 、P  2  

工 期 : 1972 .  Ｒ ｾ ＱＹＷＲ Ｎ＠ 9  



び わ こ 八 千 代

施 工 松 村 組

設計 : 大同建築設計事務所

所者E! 也 : 滋賀県守山市今浜町2620の 4

建築面積 : 1，141 .  60m'  

延面積 1，897 . 64m'  

構造規模 R C  2  F  

工期 : 1971 .  8  ｾ＠ 1972 .  6  



メ ゾ ン ド ー ル 灘

施 工 戸 田 建 設

設計 ・下村建築設計事務所

所在地' 神戸市東灘区住吉東町 2 - 3  - 20 

建築面積 : 1，930 .64 m'  

延面積 : 11 ，223 .23m'  

構造規模 R C 8 1 、 7 F 、 P 2 一 部 S R C 8 F  

工期 ＱＹＷＱ Ｎ ＱＲ ｾ ＱＹＷＲ Ｎ＠ 11 



吉 祥 寺 マ ン シ ョ ン

設計施工不二建設

大和銀行 j

所 在 地 東京都武蔵野市吉祥寺南町 2 - 2112 

建 築 面 積 956 . 14m'  

延 面 積 : 9191. 16 m'  

構造規模 S  R  C  10F 、 P 2

工 期 1971 .  9  ｾ ＱＹＷＲ Ｎ＠ 10 



夢 野 ハ イ タ ウ ン

設 計 昭 和 設 計

施工. 大成建設

所在地 : 神戸市兵庫区菊水町

建 築面積 : 2，142 m'  

延 菌積 : 30，092 m' 

構造規模 : S R C  14 F 、 P 2

工期 。1970 . 9  ｾ ＱＹＷＱ Ｎ＠ 12 



京 都 市 染 織 試 験 場

試 験 研 究 棟

設 計 大 建 設 計

施工: ミラノ工務底

所 在 地 京 都 市 上 京 区 烏 丸 通 上 立 売 上 ル

建築面積: 2，832 .36 m'  

延面積 : 6，880.  65m'  

構造規模 : R C 3 F  

工期 : ＱＹＷ ＱＮＱｏ ｾ ＱＹＷＲ Ｎ ＱＱ＠



大 阪 紳 士 服 回 全 也

設 計 竹 内 建 築 事 務 所

施工. フジタ工業

所 在 地 大 阪 府 枚 方 市 長 尾 谷 町

建築函積: 1，512.  15m'  

延面積 2，664 .60m'  

構造規模 R C  2  F  

工期: 1972 .  Ｓ ｾ ＱＹＷＲ Ｎ＠ B  



富 士 ゼ ロ ッ ク ス

江 戸 川 台 研 究 所

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施工 : 大成建設

所 在 地 千 葉 県 流 山 市 東 深井

建築面積 2，190 m'  

延面積: 4，900m'  

構造規模 : R C 8 1、3 F

工期 : 1971. 8  ｾ ＱＹＷＲ Ｎ＠ 7  

r  
，、



住 友 生 命 博 多 駅 前 ビ ル

設計 日建設計

施工 : 鹿島建設

所在地 ー福岡市中央区三社町 158

建築面積 : 1， 714 .90m'  

延 面積 26，874. 37m'  

構 造 規 模 S R C 8 3 、 13F

工期 ＱＹＷＰ Ｎ ＱＲ ｾ ＱＹＷＲ Ｎ ＱＱ＠



大 阪 弁 護士 ビ ル

設 計 根 津 建 築 事 務 所

施 工 大 林 組

所 在 地 ・大阪市北区梅ヶ枝町81

建築面積 725 .64m'  

延面積 7，282. 56 m'  

構 造 規 模 : S R C 8 1 、 9 F 、 P 2

工期 1971.  1  ｾ Ｑ ＹＷＲＮ＠ 3  



星 ケ 丘 厚 生 年 金 病 院 本 館

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 戸 回 建 設

所 在 地 大 阪 府 枚 方 市 星 ケ 丘 4 - 8 - 1

建 築面積 6.027m'  

延 面積 22.676m'  

構造規模 : S R C 8 1 、 7 F  

工期・ 1971 . 6  ｾ ＱＹＷＲ Ｎ＠ 7  



4 京都伏見の清酒月桂冠と黄桜酒造の

見学会

京のみや乙にほ ど近い， 秀吉の築城になる桃山城の城下町，伏見には

白壁の酒倉が静かなたたずまいの内に古い歴史を物語っています。

今回は伏見でもっとも古い伝統をもっ清酒「月桂冠」と伏見の名作

「黄桜J の工場をおとずれて，それぞれ特徴のある酒造りの一端を見学

する乙とにいたしました。

本会の恒例の酒蔵の見学会に多数のど参加をお待ちいたします。

日 時 昭和48年 1 月20日( 土) 集合 13. ∞ →解散 16. ∞

集合場所 京阪電車「中寄島」駅，改札口付近 ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 巡貨は各自負担 ・京阪淀屋橋より 片道 155円)

往 12. 04 京阪淀屋橋急行乗車→12. 50 中苔島者

復 16. 28 中笹島発急行乗車→17. 14 淀屋橋着

見学場所 1. 黄桜酒造株式会社- … T E  L  075- 61 1- 4101 

行 程

( 京都市伏見区横大路下三樋梶原町53)

2. 大倉酒造株式会社… .. T E L  075- 611- 0111 ( 本庄)

( 京都市伏見区南浜町247)

• 

13. ∞ 中古島駅発→途中月経冠発祥の内蔵の前を通り→幕末の有名

な「寺田屋」を経て黄桜酒造へ

13. 30→ 14. 30 黄桜酒造( 大タンクによる仕込政 ・屋外貯蔵タンク ・

公害対策としての媒煙脱流装置，汚水処湿などを見学)

14. 40→ 16. ∞ 大倉酒造( 昭和蔵 ・びん詰工場 ・酒造りの映画を観賞)

見学後現地にて解散の予定

定 員 40名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚1 C 1名限りとし ， ["伏

見の酒蔵見学会」と明記し，氏名 ，勤務先名および所在地 ・

役職 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入の上 1月

10日( 7 ] ( ) までに事業課へ，ただし定員を超過した l時は抽せ

んにて決定しど通知いたします。

乙の見学会は小林得志建築事務所の小林得志殿と昭主主工業附の大西惣

次殿のど斡旋と大倉酒造，黄桜酒造のど厚怠により催す乙とになりまし

た。

大阪で施工中の超高層ビル見学会シリーズ ( 第 7 回〉

ーでニア ーてつ』皿 ｅ 時 ＭＭｲ Ｇ Ｍｾ 晶壬戸ー邑 ιｅ 司ｾ二二ｾＮＮＮＮＮＮ｟ＭＺ［［ＺＺＭ

剣 一第 2 回・大阪ロイヤルホテル新館新築

工事の見学会一

( 共催 日 本 建 築 協 会 ・ 大 阪 府 建 築 士 会 ・ 日 本 建 築 学 会 近 畿 支 部)

日 時 昭和48年 2月13日( 火) 14 ∞ ( 集合) →16.30 ( 解散)

集合場所 大阪市北区玉江町 1- 1 ，現在のロイヤ J レホテノレ東側工事場

北側出入口受付前 ・目標会旗

( 連絡む話番号 ・竹中工務広作業所 443- 284ω

定 員 50唱( 本会llJ 当 20名)

申 込 往復はがきに限ります。はがき 1 枚に 1 名限とし，氏名 ・勤

工事概要

務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便1: f i : 号

を記久の上 1 月31日( 水) までに事業課へ。ただし定員を超

過したときは納せん lζ て決定し ，ど通知いたします。

辿 築 地 大 阪 市 北 区 玉 江 町 1- 1

建 築 主 株 式 会 社 新 大 阪 ホ テ ル ・株式会社ロイヤルタワーホテル

設 計 吉 田 五 十 八 研 究 室 ・株式会社竹中工務庖

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一 一

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

敷地面積 14，115. 39m' 

建築面積 6，822.  30m' 

延床面積 72. 633.  40m' 

階 数 地 下 2 F ・地 上 30F ・塔屋 2 F

粁 高 G L + 102，3∞m 

構 造 S R C造 ・S 造

外 壁 P C版

見 学 時 の 状 況 高 層 ，中居階の外装完了

低回階の外部仕上げ

パブリック関係 ( B l - 4 F ) の内部仕上げ工事中

客室関係は順次仕上げ施工中

工 期 昭 和46年 3 月24日→昭和48年 9 月30日

用 途 ホ テ ル

客 室 数 726室( 本館845室，合計 1，571室)

駐車台数反) ( ) 台

大阪で施工中の超高層ビル見学会シーリズ ( 第 8 回〉

ｾＭ第 Ｓ 回・竣工した大阪大林ビルの

見 学 会 -

( 共催 日本建築協会・大阪府建築士会・日 本 建 築 学 会 近 畿 支 部 〉

日 時 昭和48年 2 月23日( 金) 15. ∞( 集会) →17.∞( 解散)

集合場所 大阪市東区京橋 3 丁目

大阪大林ピJ レ1 階南側ホール ・目標会旗

( 速絡電話番号 943- 1131 大林組本庖)

定 員 80名( 本会割当 30名)

申 込 往復はがきに限ります。はがき 1枚1 C 1名限りとし ，氏名 ・

勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番

号を記入の上 1月311ヨ( 水) まで事業課へ。ただし定員を超

過したときは抽せん lζ て決定し ，ど通知いたします。

工事槻要

建 築 地 大 阪 市 東 区 京 橋 3丁目 37

建 築 主 株 式 会 社 大 林 組

設計 ・施 工 株 式 会 社 大 林 組

敷 地 面 積 4，995. 36m' 

建 築 面 積 1，367. 82m' 

延 床 面 積 50，292.  64m' 

階 数 地 下 3 F ・地上 32F

高 さ 地 上G L + 120. ∞m ・地下G L - 13.80m

構 造 地 下 部 分 S R C造 ・地上部分 S 造

高層部外壁 ショックベトン P C版パネ J レおよびアルミサッシ

見 学 時 の 状 況 完 成

工 期 昭 和45年12月→昭和48年 2 月上旬

用 途 29F - 3 0 F レストラン ・会議室

2  F - 2 8 F  事務室

1 F  

地下階

玄関ホール

食堂 ・駐車場

. 超高層建築の見学会は毎図書加申込者が多数のため始せんいた しますから今までに怠加され

た方l立なるべくこ遠慮下さい@

・本会の催しの申込は必ず往復はがきに限ります。

. 怠加者i . 0  J  ｾ歪 Ｔ 若尾冒 Ｐ こ Ｔ 。
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一 一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

ｾ＠ 1973年版会員名簿刊行

上記名簿ができました。会員特価 700円で頒布中です。

来購入の方は至急事務局( 電話 06- 231-9ω 8) までお申込み下さい。

止

早

乙のたび下記会員諸氏は，秋の叙勲ならびに褒章を受けられま した。

乙乙に誌してその栄誉をお凌び申し上げます。

記

受の員司 会

ｾｉ 建築と社会」誌昭和 ＴＰ 年，｟ 47 年の

東京鉄骨編集製作所社長

岩住サッシ社長

ノt ックナンバーのお知らせ

下 表 lζ ，過去 8 年間のパックナンパーの特集名をひろってみました。

表 の な か で * 印の ある号は品切ですが，それ以外 の号はそろっています。

購入ご希望の方は本会まで電話 ( 06- 231- 9648 ・9649) またはハガ

キ ( 〒 541 大阪市東区北浜 3 - 37) でお申込み下さい。

昭和40年 1 月号- 12月号 ( B 5 判) ￥ 180 

昭和41年 1月 号- 12月号 ( B 5 判) ￥ 2∞ 

昭和42年 l 月 号~昭 和47年 3 月号 ( A 4 変形判) ￥ 3∞

昭和47月 4 月 号 以 降 ( A 4 変形判) ￥ 4∞ 

定 価

浜国建築事務所代表取締役

山 手 研 吾 氏

岩住幸治郎氏

藤坂捨治郎氏

岩 元 熊 雄 氏

城 戸 武 男 氏

若 林 繁 吉 氏

西 村 圧 市 民

小 向 正 雄 氏

浜 田 瑞 穂 氏

秋の叙勲

勲五等双光旭日主主

元銭高組専務取締役

岩元工業代表取締役

城戸武男建築事務所代表取締役

二葉盛装備工業代表取締役

太陽工藤工事元社長

小向商会取締役社長
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「建築と社会」特集号テ ーマ 一覧表( 昭和40年~昭和47年)

6∞ 号 記 念 号
下

尾 崎

会 l地

工 事 別 建 築

材料集成( 下)

員委

号

ロ

可月

月正

司戸ーー』ーー一一_，

2  

イ ン テ リ ア *

デ ザ イ ン

建 築 基 準 法

号月

都市交通問題

11 量 産 住 宅

解 体 工 学

の 設 備

号 *

用利

般

水

都 市 生 活 と

み ど り

企 画 と 設 計

の プ ロ セ ス

都 市 と 港 湾

高層建築問題

法

内 部 空 間

社 会 開 発

第

青

人 間 工 学

学〉中( 桂
転 換 期 の

ニュータウン

施 工 の 手 続

都市住環境へ*

のアプロ ー チ

都 市 防 災

軟 弱 地 盤

と 渓 災

進ー建 物 管 理

号

号

8 月 号

号

月

月

月

3  

4  

6  

5  
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号

月

月

9  

10 
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ロ

τ王
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都 市 ・建 築

ー一一『ー一一 匹ー- ー ーーー一一ーー一一一ー

月

月

11 

12 
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二主寸時a・

長聖 賀

部 暢

東 洋 土 建 株 式 会 社 取 締 役 社 長

浅 沼 猪 之 吉

(50音順)

男

大阪市東住吉区田辺車ノ町 6 丁目; お電話06(692) 1331- 5  品目3 大阪市天王寺区点高 i:lt町8 番地の1 電話06(768 ) 5222 嘩 臼l 大阪市東区高関儲5丁円 28111' 1也 ＧｬｬｬｾＱｩ ＰＶＨＲＰＲＩＰＳＲＵ＠

自宅・大阪市東住吉区田辺本町 3 丁目 l関 電 鉱06(621)7982 畠 臼l 自宅・ 奈良市学園南 l 丁目 7番15号 電話0742( 45) 0681 畢 565 自宅 ・吹田市藤白台 4 の30の12 電 J W68 (72) 3214 

東光電気工事株式会社 大阪支社 取締役支社長

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 社 長

三同主

木 益 次 LJ 
浅 沼 誠 夫 l 下咋J 静岡 野

u  

Ll  

栄
，U  [  

E 戸、.

=  

株 式 会 社 青 木 建 設 取 締 役 社 長 株 式 会 社 浅 沼 組 常 務 取 締 役 株 式 会 社 研 文 社 代 表 取 締 役

大阪市大淀区大淀町南 1丁目 5番 地 電 話 06 ( 458)  5851  - 臼1 大阪市天王寺区東高樽町81番地の1 包括06( 768) 5222 "' 5却 大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6 電話 06 ( 361)  2091代

自宅・神奈川県逗子市山の恨 1- 3-19 - ω0- 02 自宅・生駒市東松ケ丘7番30号 電話 07437( 3) 4805 

電話 0468( 71) 2882 
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同

志

劃

い

青 盛 繁 男 も.

青 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 社 長

広 島 市 鉄 砲 町 5 番 1 6 号 電! W822 (21)2281 

自宅 ・広島市翠町 1 5 0 7 の 1 0  電3W822 (51) 6730 

三主

同 柳 不 折

株 式 会 社 岡 本 組 取 締 役 社 長

層 制2 本 社・大阪市南区周防町25番地

電話 06( 252) 8101代

' 日7 大阪支底 大阪市西成区玉出本通4 丁目 1番地

電 信 師 ( 651) 7775代

8151東京支底 東京官官渋谷区富ケ谷 1丁目 35調書22号

電話 03( 460) 9621代

d・副

.・

掴

j斐 澄野 真

株 式 会 社 浅 野 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

8543大阪市天王寺医城市寺院 [ 9 の27 電話 ＰＶＨＷＶＸＩＨ 沼 ｏ ｬｻｾ

・5花自宅・寝屋川市成 IJJ 岡田[ 4 の 2 1  電結0720( 31) 1750

... .  

}斐 海 正 雄 L

.・ 園開園

荒 芳木 手B

株 式 会 社 . 荒 木 造 園 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

池 田 市 鉢 塚 2 丁目 8 番 21 号 電l W727(61) 8874代

自宅・池田市鉢家2丁目 91昏8 号 電 話0727(61  )  8874 

r  

伊

浅 海 電 気 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 伊 藤 喜三 郎 建 築 研 究 所 代 表 取 締 役 社 長

大阪市北区老松町 1 丁目 22 電話06( 362) 8701- 8 ・102 車京都千代閏区紀尾井町3番地主宰，歓ピル 電話ω( お3) 1481( ト 7

ー141 東京都品川区東五反田 3- 16- 55 1包括03( 441) 5437

夫• 
株 式 会 社 三 国 タ イ ル 底 代 表 取 締 役

本 社 大 阪 市 東 淀 川 区 18条町3- 7 電絡06( 393) 1951代

・田5 千里必' 業所・吹田市津雲台7- 20 電話068( 32) 1101代

臨時自宅・吹田市藤白台2丁目 28- 14号 電 話068( 72) 3256

赤 崎 尚 信

株 式 会 社 赤 崎 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

8 550大阪市西区立売線北通 l のω 第三富士ピ J レ

電話 06( 541) 7625代

畢 659 臼宅 ・芦 屋 市 三 条 町 47 番 30 電l i W797(31) 8781 

浅 貞

ごム

J 口井

株 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖間 大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁目 37 電話 06( 341) 6671

畢 65司 自宅・芦屋市東山町213 ローズハイツ芦屋406号 1ll 1l i0797(31  )2339 

秀

株 式 会 社 三 国 タ イ ル 代 表 取 締 役

本 社・大阪市東淀川区十八条町 3'丁目 7 番地

ー日5 営業所・吹悶市治容台 7 了目 20番地

官官官舌068( 32)  1101代

' 描自宅吹田市雄白台2丁目 28需地 電話068け2) 3256

• 
園 田 圃

秀
保 留

東

株 式 会 社 東 建 築 設 計 事 務 所

8530 大阪市北区天神崎筋 3 T  f1 67 電話06( 358) 5598 

畠 572 自宅 ・大阪府寝庖川市成問町 15- 25

電話0720( 31)3986

• o  • 

rI'  

伊 藤 鎖

株 式 会 社 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

・4曲 名古屋市中区錦三丁目3番6号( 日経ピル) 電話052(951)1110 代

東京都千代田区神田小川町l のIII l 1Ui W3  ( 294 ) 6061  

自 宅 ・ 芦 屋 市 山 手 町 6 9 1tlお0797( 22) 幻63

伊 藤 武 彦

株 式 会 社 伊 藤 組 取 締 役 社 長

彦 般 市 安 滑 東 町 95 番 地 電話 07492( 2 )3141代

自宅・彦根市本町2丁目 l 番9号 電話 07492(  2 川025

大 栄 電 気 株3究 会 社 大 阪 支 庖 専 務 取 締 役 支 庖 長

8550 大 阪 F 市西| えよn[ 綴 2 の 3 5  1tl JIi 06( 443) (お31

・則 自 宅 豊 中 市 北 般 塚 3 - 8 ー 7 司1.1舌068( 54) 7747
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謹 賀 新

{手 東 也正

株 式 会 社 伊 東 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

年 昭和 4 8 年元旦

井 上 久 雄

株式会社井上久雄建築設計事務所代表取締術庁長

愚 5団大阪市浪速区拳町通2丁目 6番地泊先ピル 電話06( お 2) 4343 "' 550 大阪市西医抑T混 1 r 阿38 千島ピ j レ

品価2 自宅 西 宮 市 松 生 町 129 番地 の 2 電話0798 (2幻3598 '1l!おO引443) 7338{¥' : 

品，565 自宅吹田市汗山台 3 r 日20ー 7 包括068(  31) 3256 

井 手 正 雄

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 京 都 支 部 支 部 長

京郎 I行中京区押小路通仰烏上品* 人柄1側T645

電話075( 211 )  2857 

崎井 梁 次

株 式 会 社 井 崎 工 務 底 代 表 取 締 役

和 歌 山 市 北 河 岸 4 丁目 1 番地 電 話0734( 24) 5195 

自宅 ・和歌山市玉員長了 2 T 目 5 ;'I'; J也

電話0734( 22)  0382 

諌 信夫早

不 動 プ レ ハ プ 株 式 会 社 社 長

暗 l旧東京都中央区銀座 4 - 2 - 2 弥生ピル

官誼1君03( 56リ3581

畳 157 東京郎世田谷区南.t1山 2 ー18 - 4  

電話03( 300) 3705

井 達 明

(50音順 )

生 島 道 春

上

株 式 会 社 井 上 透 明 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

晶 530k阪市北区鶴野町51番地安田ピル 電話06(372)2821 I¥': 

骨 555 自宅 ・大阪市西淀川区竹島 3 丁目 7 の4

電話06( 473) 1069

井 上 ↑専

日 積 工 務 株 式 会 社 代 表 取 締 役

串制大阪市南区大宝寺町東之丁20番地宇野ピ j レ内

電話06 (251  )3195 

生 重回 政

株 式会 社 弁 上博 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 l町東京都港区北青山 2 丁目5 - 6 電話03( 401) 7177代

自宅 ・東京都世田谷区弦巻3 - 6ー18 電話03( 420 )1001  

井 上 ;晃

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畢 臼 ｬ 大阪市東区安土町 Ｔ 丁目 Ｕ 昨地電 ｊｾＰＶ 位 Ｖ ＱＩ ＷＵＹＱＭＶ

愚 659 自主円尾市朝日ケ丘 2 21
1
吊11 ，;. 電話0. 91 (:幻 ) 065i  

池 回 目白

株 式 会 社 大 建 設 計 漫 事 ・ 技 師 長

"' 550 大 阪 市 西 区 京 町 騒 2 - 75 包括06(441)9351 

' 缶 7 自宅 ，大阪市西成区松原通 2 - 3 5 電話06( 651) 9901

株 式 会 社 池 田 宮 彦 設 計 事 務 所 代」表 取 締 役

串臼2 大阪市南区瓦屋町三番丁68 オート七ンターピ j レ3 階

沼，1!i 06( 761 ) 0360 

愚 問 I 自 宅 排 市 東 上 ノ芝田J 2 了321 電お0722(52)7753

石 井 蔀

東 洋 基 礎 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 取 締 役営業所長

愚 5回大阪市西区京町綴 l f 目156( 中谷ピル)

屯，1!i 06( 441) 6678- 9 

自宅 大販府豊中市新千里北町3丁目 l 番地

新千里北町第三団地 C4 0の2似 電JIi068( 72) 3050 

井 上

凶

秋 次 井 上 福 裁 石 JII 
ごJ 三同z  

白

日

井上ｾ業株式会社 代 表 取 締 役
株 式 会 社 弁 上 組 代 表 取 締 役

日 生 不 動 産 株 式 会 社 技 師 長

大阪市天王寺区生玉町40番 地 包 括06( 771)  28251¥:: 

号制 大 阪 市 都 島 区 網 島 田T 6 番25号

串541 大 阪 rll * 灰 本 田T 4 ) " I I l
電話06( 352) 4031- 4 ・06( 351) 1530

自宅芦屋市川丙鋼T 4 謡T23 号 電話0797 (22)  6930 
自宅 ・東大阪市東石切町6丁目 4番4号 電話0729( 8υ2526

串546 rI宅 大阪r I ; * 住吉区田辺点之町 l お

井 上 浮 夫 飯 国 精
ヨ、Ｎｾ ヘ

郎 石 JII 寛

石 J  11 宏

株 式 会 社 弁 上 浮 夫 商 庖 代 表 取 締 役
共 同 設 計 株 式 会 社 取 締 役 社 長

石 )11 建 築 事 務 所

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 l の 101 電話 06(441)  8531- 6  
e S却 大 阪 市 北 区 富 田 町 9 電話 06( 364) 5836 

大阪市天王寺区茶臼山 1 1 1 電話 06( 779) 9491- 2

自宅・西宮市甲子園三番町9 の5 電昔前789(41)4661  ' 抽自宅・畳中市本町 2 丁目 2 - 2  4  1t t1i068 (52)  5775 

自宅・兵車県宝壇市雲雀丘山手 l丁目5番l号 電活 0727 ( 59)  29臼

井 上 正

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

畢4日 名古壇市中村区樽町イの28 国鉄会館内電話052(452)  1271犬代

関 2( 451) 26お直通

事 4副自宅・名古尾市千個区下方町 4 の30 ;'l! ! 8052 (711)  9  4  0  0  

44 

五 十 嵐 昇 石 田 縛 男

( 資 ) 三 共 建 築 設 計 事 務 所 所 長

名古屋市中区下前 i幸町 1 Z  6  電話052( 321) 9591代

自宅・名古屋市中区下前海町126

電 ｾＱｩＰ ＵＲＨＳＲ Ｑ )3654 

株 式 会 社 石 田 建 築 研 究 所 代 表 取 締 役

串l団東京間!i 巷[ i 1_i %鎗 4 r 伺 2 待6; ;

屯話03( 443) 9321- 3

哩 Ｑ ＵＵ 自宅 ー 東京剖 Ａｕ 世間谷区代日 ｾＴＭＳＱ ・ Ｖ 目立，:，f;03l12214452



二主4 酔

長里 賀 新

磯 道 秀 夫

太 F平 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

畠7剖星: 媛県総山 'nlli ミi西側 f2 r  11131t'tI也 17 ，l!:，; i ; 0899(21ll 02:l 

串7由 自 宅 松 山 市 昧 t西岡r 2  1，113- 16  '1[ ; : ぷ情99( 21120お

泉 沢 哲 史

株 式 会 社 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪 ､ｩｾｴｬ 託ｾ砂田 ｔＴＸＭＱ ( オオシマピル)

電話06( 3臼 ) 9071

F 品 『

昌 自長 手口

U 泉 化 学 工 業 株 式 会 社 J専 務 取 締 役

大阪市西区生佐堀通り 1T 日27の 2 タケウチピル

電話06( 443) 2261

自宅 ・神戸市灘灰篠原南町 2 ノ23 4l，l i ; 078t8i  U3479 

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

哩帥 l 京 都市南区西九条車田町20 電1却 75( 681) 5101- 5  

自宅・京都市左京区下鴨芝本町'37 'Ilt，1i5075 (781) 0289 

稲 葉 重 良日

建 ll : f 設 計 工 務 株 式 会 社 取 締 役 社 長

<I>530 大 阪 市 北 区 芝 田 町 0 電治06( 372) 切97

自宅・八 I f 市 山 本 町 南 5 - 13 電路0729( 22) 3587

指 宿 真 智 雄

株式会社建築デザイン l級建築士事務所 代 表 取 締 役

骨 542 . k 阪市東区南本町4-47 イトウピル電話06 (252) 1011 

晶 100 東京/ i f l 千代悶区永回町 2 - 14 - 3 電! &03 (臼0) 1011 

晶ω4 京郎市中京区柳時地通御池下る電話075( 221) 1101

串ω 6 自宅 京郡市左京区下鴫北野々神町8の511111; 075( 781) 6573 

.d、

田フ 西 茂 雄

株 式 会 社 今 西 建 築 デ ザ イ ン ル ー ム 代 表 取 締 役

唖5切大阪市西区北堀江通 2 丁目 47 番地 電話06(541)3051- 3

品卸向宅・大阪市西区北堀江通2丁目 47番地電話06(541) 3 0 5 4

' J  

:. 

E唱

年
昭和 4 8 年元旦 (50音順)

A  

西 書 雄
左L MT  

崎 弘
"フ

株 式 会 社
今 。 西

組 取 締 役 社 長
株式会社教育施設研究所大阪事務所常務取締役所長

串臼3 大阪市天王寺区上本町 7 ト丁目 2 番地の l 上六ピ Jレ
大阪市西区立売堀北通 2 の27 ｾ､ 孟 ＰＶＨＵＳＱＩＰＹＱＳ

06 (541)  7301  
電話 06( 772)1251  

大f J ピル 2 m3 階

畢592 自宅 Jに阪府高 l idi 羽ぷ 21・f-I 4l f i Hi 11UW722 (61) 1179 
骨 630 内宅ー 奈 良 市 法 誕 立 花開r 1  0  "  6 電話0742( 22) 2217

凶

取 締 役 会 長 今 村

' 唱

騰

取 締 役 社 長 立 石 行 男

中 央 電 気 「工 業 株 弐 ，会 社

晶5羽 大 阪 市 北 I>{ 悔 ケ 校 町 56 ＧＱＨｬ ＧＡｾＰＶ＠ (312 1888i  

A  

ーフ フE 康 彦

L.L.f 

崎
主皇

雄若宮

=  

恒 和 化 学 工 業 株 式 会 社

串143 点京市i大田区大森北 5 丁目 8 許 11号

I. .U 

疋Z 下 哲

取 締 役 社 長

電話03( 763) 0211

近 畿 屯 気 I Ｇｊｾ 株式会社 取 締 役 社 長 相 互 建 設 産 業 株 式 会 社 設 計江 務 部 主 任

串聞 大 阪 市 北 区 南 扇 町 11 番 地 電話 06( 312) 1281 <I>5四 -02 大阪府泉南部東鳥取町山中 1134 電話0724( 72) 40811-1:

ｅ 蜘自宅 ・監中市北桜場 Ｔ 丁目 Ｕ 番 Ｕ 号官官 ｾｗＶＸ (52)  5887 自宅泉南市幡 ｉｾ 5 9 6 ー 1 9  

井

株 式 会 社 建 材 社 吠 阪 支 庖 芸 ｦｾ 書締立
畢5羽大阪市北区中之島 2 r 日新制j 円ピ J レ5 階

1官，11i 06 ( 203 ) 3721  

畢661 白宅 ・J:i; nll 県尼崎市機堂下末長99

ＡｬＡｾ姐ｬｬｊ グリーンハイツ ＳｆＭ Ｑ Ｕ 泡， ＱｾＰＵＲＨＷ ＱＱ ) 3444 

岩 崎 甚 太 郎

義
'じ

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 副 大 阪 市 点l五日開縞 2 U I 9 待地 屯話06( 202) 4791 代

畠師自宅・兵庫県川西市花屋敷 l 了目 32の11

U ， A ， 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

畢刷。大阪市東l垣谷町5丁目 30 新野付ピル司1，1，1; 06( 768) 2941

e Sη 自宅・寝屋川 '市本町 1 7 の 1 8  電話0720( 21) 0320

I. .U 

右吉 崎

電話。727( 59) 9 3 17  

久 雄

高 千 穂 電 機 株 式 会 社 取 締f支社長

唖 副大阪 ｲ 哲郎島区中野町 Ｔ 丁目 Ｘ ＱｩＱＧ ＱＰｾ ま

電 話06( 358) ＱＱ ＷＱＱｾ＠

' 詰 5 自宅 盟中市新干. ! l l 南町 3 r 日以ー 7

ι ι a  

考古 崎 徹

株 式 会 社 岩 崎 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖6初本 社奈良市法必立花町1046 ＧＱ Ｑ Ｎｬ，ｬ ｾＰＷＴＲＨＲＲＩＲＲ Ｑ Ｗ＠

串630 奈良耶務所 ・奈良市大森町57の 3 ｾ是協会館内

屯，l /i 0142 ( 22) 2283 

串631 自宅・奈良r I ，' 下関北ー r I'l 5  - 11 ＧｩￌＮｬ，ｬ ｾＰＷＴＲＨ ＴＵ Ｉ ＱＵＱＳ＠

上 蓑 義

共 立 建 設 株 式 会 社 大 阪 支1;5 取 締 役 女 庖 長

晶臼0 大阪市東区谷町 5丁目 30信地 新野村ピ Jレ内

司!，!;li 06F61) OIl 2代

酎 H 自宅・京都府緑喜郎八幡町備本粟ヶ 谷2 6 - ]t，2

牛 場 栄 一 郎

株 式 会 社 牛 場 建 築 設 計 事 務 所 代 表 者

晶箔7 大阪市阿成医市首EIJ 田T 3  5 帯地 '1[ 1，l;li 06(  661)  3636代

愚 民7 自宅大阪市道成区南吉剖 J T 3 5 岳地 電話06( 66113636

45 



ニ主寸陪・

長室 賀 新 年
昭和 4 8 年元旦 ( 50音順)

成 之

会 長 ，J、 JLI 実
大 下 !慎 郎

内 田
副 会 長 牛 場 栄 一 郎

副 会長 玉 置 彦 一

平 和 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

須 賀 工 業 株 式 会 社 相 談 役

副 会長 中 井 隆
一

唖駒大阪市城東区間目町l丁目40番 地 電 話06( 939) 4741代- 5

"' 5田大阪市西区上位劇通 1 r 目14 'o1t J t 06付41)5171

社 団 法 人 大 阪 建 築 設 計 協 会

骨 535 自宅・大阪市旭区新森 5T f J 51fn 号 電ZW6 ( 952) l 2A0  

晶 6団自宅 ・神戸市東轟区間能町商宇野字荒神山61 屯.!I;o78( 851)  9357 

晶 5回大阪市西区土佐堀過 5丁目58 訟久ビル 電話06 (448) 4110 お泊

内 輪 勝

株 式 会 社 創 構 造 建 築 事 務民所 代表取締役

畢 133 広島市十日市町 1 丁目 2 - 2 0 電結ω22( 91) 4495

・m 自宅・広島市中山 2 9 9 の 6 包括0822( 89) 1658 

j甫 野 男

株 式 会 社 浦 野 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

副認名古屋市西区山田町上小田弁字中浦l お4の5

電源 052 (502)  1991代

劇臼 自宅 ・名古屋市西区山田町上小田井字中浦l お4の5

'11m;  052 (日)2) 4501  

浦 辺 鎮 太 郎

株 式 会 社 illi 辺 建 築 事 務 所 代表取締役

町 大 阪 市 北 区 剛1附也新阪急ピル W06jZijiiii

"' 662 自宅 ・西宮市甲米関 I H I 7 の8 'i(l.l/i 0798 (51  ) 0389 

‘
、

I

E

J

 

，
，
 

河 吉 之 助

株式会社 小河建築設計事務所代表取締役所長

本 社 次 阪 市 南 区 瓦 frl 町 4 番 T 8 電 脂 06 ( 763) 2301 

支 社 東 京 都 中 央 区 日 本 惜 2 - 1 ニ y セン・ピル

電 話03 ( 866)  9606 

分司王 ・和 歌 山 ・箕 面 新 船 場

自 宅 技 庁 市 香 旦l ヶ 丘 12丁 目 22- 37 電 腎0720( 54) 0690

尾 亀 清 四 郎

株 式 会 社 三 晃 空 調 取 締 役 会 長

暗 5却 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 電話06 ( 363) 1371  

晶 573 自宅・枚方市 岡山手町 15 の 4 電 話0720 (41) 3427 

置 塩 光

大 鳥 居 満 也

株 式 会 社 置 塩 建 築 事 務 所

株 式 会 社 大 鳥 居 工 業 所 取 締 役 社 長

京郎市右京区西院酒田町30 1世路075( 313)2191代

自宅京都市右京区川島有柄ＩＱｉｾｔｬ 電J古075( 381)3647

大 場 広 次

妹式会社松田平田坂本設計事務所大阪出張所長

・5初 大 阪 市 北 区 堂 島 上 3 ー 10 包括 06ω44) 7821

... ，67 自宅 ・東京都杉並区西荻南4- 19- 13 電話 03( 333 )2621  

大 旗 正

協同組合広島県設計技術セ ンタ 一 代 表 理 事

広 島 市 繍 川 新 町 7 番 3 号 電 話0822( 91) 7245

江 )11 好 巴
取 締 飴 社 大 木 目白 大 林 芳 郎

株式会社山下寿郎設計事務所大阪支社支社長

取締役社長 近 藤 喜 久 二
株 式 会 社 大 キ本 組 取締 役 社 長

唖剖 l 大阪市*1メJ ヒ浜 5 J i l l l j 昏I也 新虫川ピル

株 式 会 社 桂 建 築 設 計 事 務 所
大阪市東区京橋 3 丁目 75番 地 電 話 06( 似 1) 0861

屯活06( 231) 4217

晶 l 曲東京都新宿区市谷田町 3 - 8 新杵ピル 3 階
自宅・神戸市東灘区御影町御影字上の山1682の l

包括03(269)6411

電 dW78 (85) 2501  

榎 栄

株 式 会 社 東 嶋 ，美 建

"' 574 大阪府大京市赤) 1 ' 1  r 目3 の23 ＱＱｬＮＡｬ［ ＰＷＲＰＨＷＲＩ Ｑ ＸＵＰｻｾ＠
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正

株 式 会 社 竹 中 工 務 底 常 務 取 締 役

取 締 役 社 長 大 津 幸 平

取 締 役 副 社 長 大 津 博

大 幸 建 設 株 式 会 社

"' 5駒大阪市西区西長場北通1丁目 51在 地 電 話06( 538) ω81代

層制自宅・豊中市王弁町1丁目8番18号1l l dW68 (52) 3237 

電話068( 55) 日38

大 繁 樹下

唖剖 l 大 阪 市 東 区 本 町 4 の 27 m.! 1i 06 ( 252)  1201 哩 TJ O 広 島 市 東 白 島 町 1 7 の 4 'II U苦0822 (28)0281  

日 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

46  

大 次原 正

明 和 管 工 業 株 式 会 社 代表取締役社長

' 同 I J I f 郎市南区吉祥院池ノ内町1番地 電話075( 681)7171大{ ¥

晶 印6 自宅京部市左京区修. ，，; : 院茶屋ノ i前田T28t初也

t弘治075( 781) 5227

大 森 久 司

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長

串知 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 番 地 電 話 06(312) 1281  

aω 自宅 ・奈良市 今 辻 子 町 1 2  電3却 742( 22) 2おO



謹

岡 崎

賀 新

俊 彦

l拘束電気工事株式会社関西支社 支 社 長

晶副大阪市東区南久宝寺町 3 丁目 4 1 番地

電 話06( 253)  0291  

晶561，自宅・大阪府畿中市曽線東町 3 - 2 - 1 ー 鈎4

ベルビュー・恨館 9 - 9 04 電 話068( 62) 3517

年
昭和 4 8 年元旦 ( 50音順)
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l
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谷 勇
梶 本 秀 尾

川 谷 建 築 設 計 事 務 所 自 営

畠 踊 京 都 市 左 京 区 一 乗 寺 清 水 町 1 5  電ｾｩｗ ＷＵ (781) 1148代

・4 渇自宅・京都市在京区一乗寺清本町15 司H 'i 075( 781) ＱＱ ＴＸＨｾ＠

岡 橋 作 太 郎

株 式 会 社 日 建 設 計 取 締 役 会 長

岡 本 行 善

株 式 会社 昭 和 設 計 事 務 所 取締役社 長

畢駒大阪市西区西長堀北通 1丁目 8 1 1 F 地四ツ儲ピル

電話 06 ( 532)  3421 代

岡 本 全 男

tr 組 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畢臼3 大阪rli X. E  ， Ｇ ＱＧ Ｑ メＧ，ＡｬＨ，ＺＧ ＺｪｩｬｬｾｦｬＴＭ 5  '，[I.!l ;06( 768)  1515( ¥ 

唖笥7 (1宅ー大阪市尚成区玉出本通ト 37 m，l fi06 (661)  3317 

奥 回 政 雄

奥 田 設 計 室 建 築 r事 務 所 所 長

守 11 ，I i 縦町 1 6 番 地 電 治 06( 992) 鎚08

f ' I 宅交野市.大 字 私 的 3 0 7 9 電話 0720(91  )1556 

奥 野 晴 弘

株 式 会 社 和 光 建 築 設 計 事 務 所 代表取締役

唖羽 大 阪 市 浪 速 区 新 川 3 r 目6 3 0 11l J古06(633) 0141- 3

海 上 静

株 式 会 社 il正よ静一建築事務所 代表取締役

骨 知 大 阪 市 東 区 間労町 2 丁目 41l i 1' 地中↑ 尊ピル 4 F

電話06( 271) 1149 ・(261) 4428- 9  

畢591 臼宅・大阪府塀市日置荘西町13暑地 2 電話 0722 但5) 2120 

八 千代 電 設 工 業 株 式 会 社 取締 役 社 長

・ 副 大阪市東区森之宮東之町 3 9 2 電話 06( 941)臼 31代

・湖 自 宅 ・ 堺 市 大 美 野 1 0 7 の 4 1電話 0722 (37) 2548 

嘉 納 伝 廷 誠 治 郎

三 宝 定 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長 神 鋼 建 材 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畠駒大阪市北区制笠岡T5 0 堂ピル内 電話06( 364) 1471 ' " 醐 尼 崎 市 西 向 島 町 7 7 信 地 旬結 06( 411) 1301代

'  

ー

亀

ごム

，ロ 唱 JII
E中

正 道井 晃

三協アルミニウム工業株式会社大阪支底 取締役大阪支底長

. ssc 大阪市西区靭 1 丁目 1 2  3 番 地 近 畿 向 山 会 館 ピ ル

電結 06( 443) 9ω 1

一級建築士事務所

株式会社 A  '  R  '  1建築事務所 代表取締役社長

大阪市南区谷町 7 了目 17の l 新谷町第 3 ピル

電目舌06( 768) 1405代 - 8

自宅・祭良市中町 1 f R  4  7  9  官官給0742( 43) 1226 

... 河 喜 之 助

l

 

l

 

--a

，

 

喜代 枝
j章

河 津 装 飾 株 式 会 社 社 長

晶日0 大 阪 市北| 毛堂島上 l の 2 4  ￍ｛ￍ，ｾ占 ＰＶＨＳＴＱＩ 1351- 3 

白宅 ・ ｾＧｉＧ ，til 服部本通 l の 1 0  'i(!.ll; 068( 62) 6865 

柄 谷 吉 太 郎

株式会社 i舟 池 組 福 岡 支 底 支 庖 長

. 810 儒防1，背中央区大名 1 r 日14番45号 包括ω2( 75お025 ・ 醐 尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 番 地 電 話 06( 411)1451

幅 制 自 宅 尼 崎 市 元 浜 田f 1  - 9  mJ i W6 ( 416)0378  骨 鈎 自 宅 ・西宮市甲子園浦風町 9 の14 電 3i W7ヲ8( 41) 07，∞

株 式 会 社 柄 谷 工 務 庖 取 締 役 社 長

晶 軍

口

株 式 会 社 篠 111 川 I1 建 築 'IC務 所 所 長

晶岨l 名古庖市東区宮上場町 3守目 2 1 f t 地電話052ω62) 7581代

自宅 畠古眉市干檀区稲舟通 2丁目 7番地 電信052 (751 )2613 

川 上 慶 次 郎

ー
醤

神
互

同崎 明

E  

崎

近畿電気' I 京株式会社広島支社取締役支社長

. 730 広島市稲何町 4 需 1 }.} 住友生命広島ピル

I官J孟0822( 62) 1471 

. 734 1.ふ'( T¥d-j' j:: M. 御幸 2' J"l 12 11F 2 月 屯 おω2 2 ( 51) ， 7535 

.r J  11 崎 敬

株 式 会 社 神 崎 組 取 締 役 社 長

畢670 姫 路 市 北 協 口 8 6 の 3 電 話0792( 23) 2021代

畢針。自宅 ・姫 路 市 北 飾 口 6 2 電 J; W792 (23) 0210 

神 音日 節 男

株 式 会 社 近 畿 建 設 取 締f支社長

唖 550 k 阪 市 附 I正靭本側 f4 1"1 1103 Ｇｩｬ ｬＮＡ ｾＰＶＨＵＳＲＩ ∞ Ｘ Ｑ＠ (¥: 

唖556 (1屯 大阪市浪速l川正川 2 J i  1666 屯，;/i 06( 臼2) 7369

株式会社/ l l l組大阪支山 市務取締役大阪支成長

晶臼 l 大阪市東区瓦町5- 20ー 1 屯ｾｴＰＶ (20 1  ) 2751大代

臼宅 ・ ｾ中市械山町 Ｑ - 115 曽恨ロイヤルハイツ

m，Jl;(路8( 62) 5251

47 
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長室 賀

岸 本 文貞

生 活 美 術 研 究 所 ・ 岸 本 貞 文 建 築 事 務 所 所 長

骨 l弱 点 京 都 渋 谷 区 恵 比 寿 南 2- 21- 4 1包括 03( 719) 1771 

"' 1加自宅東京都渋谷区恵比寿南2・21-4 電話03(713 ) 5137 

木 也村 悦

木 村 工 機 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

畢540 大 阪 市 庶 民 1: 町 13 番 地 司1，! 506 ( 761) 6921  

Ｇ日 Ｑ ＨＺｪ宅 ・ 八尾市山本町時 ｾＶ f  Fl 8番9号 電， ＡｾＰＷＲＹ ( 99 ) 2591  

木 村 謹次

株 式 会 社 木 村 工 務 所 取 締 役 社 長

大阪市南区' y ' j 炭 屋 町 38 司! ，!，T; 06 (271 )  5678 

1' 1宅 大阪市東住吉区平野元町 7 の14

電話 06 ( 791  )  0834 

ご; 主

J 同 文 氷田

株 式 会 社 梓 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 i伺 県 J;r Iif S千代凶 I寛永 l盟関 f 2 丁目 14lff 2  ｾＮ＠

il ， r : グランドピル 5 階 司1，1503( 580) 441 HI:

i'I宅 ・'1' !fI >{'I' !1- 5  - 3 7  - 2 3  "'IWi 03( 387)  1539 

新 年 昭和 4 8 年元旦 (50音順)

島 巳栗 山和 勝

有 限 会 社 小 島 勝 巳 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

骨 臼l 大阪市東区南本町4丁目 41番地( イヨピ J レ6階)

電話 06( 252) 鈎 88代表

自宅 ・西宮市五月ケ丘 6 番35号 電 話 0798臼3) 5120

児 島 矩

株 式 会 社 シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所 部 長

大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 会76 電話 OG( 303) 7131  

自宅西宮市枝川町ト 144- 304 屯J孟0798( 4別9428
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巳

黒 川 建 築 事 務 所 所 長

制曲名古屋市昭和区鶴舞町 2- 10- 5，屯，!.505以882) 0281代

晶 497 自宅霊知県梅田昌薗江町大字蟹江軒回字鹿島 119 電話( l i 679[5) 包55

桑 正

、主主

E  茂回

桑 田 硝 子 株 式 会 社 取 締 役 社 長

神戸市立i J : 1! >{ 外浜町3 f R 2 - 5

骨 6田神戸市生旧民中町通 3 f r l 5 "1官級078( 732 )6811代

畢 Ｖ 日白宅神ド市民 ＱＱ｝ Ｑ メｾｉｩｦ立ノ池町 Ｓ の Ｓ 'ifil! 后078( 62υ3807
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、

I

E

J
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泉 昇

シャ ー プ 株 式 会 社 機器営業本部 副 本 部 長

晶同大阪市阿倍野区長池町22番22号 電 話 0 6 ω21) 1221

晶問自宅・大阪府羽虫野市野々 上 5丁目 6の7 ＱＧｬｴ ｾｗＷＲＹ＠ ( 54) 4488 

小 中 村 繁 次 郎

株 式 会 社 新 建 技 術 研 究 所 代 表 取 締 役

事 5田 k 阪市同区江〆繊1rl 152/存地堀問ピル，l ! ，11i 06 (441)  1366 . 曲l 京都市南区東九条河西町27番地 電話075( 691) 0791- 2

a 副 自宅 ・摂津市ー正定本町 2 - 1 2 - 2 9 竜踊 06( 381) 5559 電話 075( 691) 8224

富 士 建 設 機 工 株 式 会 社 代 表 取 締役

坂
由

ｉｾ 旬、 勝

工 藤 建 夫
泉

差
重 西 出甲

広司

工 藤 哲 夫

工 藤 雅
一

建 築 事 務 所

株 式 会 社 栄 和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長
株 式 会 社 問 中 小 西 建 築 事 務 所 取 締 役 社長

' 岱4 大阪市此 1<' 区四貫島大通 2 丁目 12 電話 06 (461' )∞43 

岳部大阪市傾向| メ 'l : t ぬ浜通 4 r  1114 'iI.l，!苫06( 452)  1651  " 5ω 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南通 2 のω 需給 06 (532)4051 

06( 461) 4198・06(461)4393・06( 4611)6922飽g3 串 団3 自宅大阪府羽曳野市高鷲7丁目 3番11帯 電3吉( )729 ( 55) 4416 
唖 臼6 自宅・大阪市東住吉区平野西路町373の4 電話 06( 701) 0297

唖 55' 1 ｾｉ 宅大阪市此花区鎚ケ崎 Ｑ ＭＵＳ 電話06( 463

肯is
津

- L .  

J 、 朗

平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

畢制大阪市城東l垣間日開 f l T R 4 0番地

屯，l i i 06( 939) 4741代- 5

晴樹自宅 ・1次世1，1; 内本田 f 3 T 日23需B号 沿，1，T; 06( 381)  0451  

栗 林 馬

栗 林 建 築 士 事 務 所

和 歌 山 浦 和 歌 i浦鶴立嶋 5 2 7 宵H言。お4 ( 44) 3623 

48  

{
寸義 人

株 式 会 社 * i毎 "主 J 十 代 表 取 締 役 相 互 建 設 産 業 株 式 会 社 設 計 部 会 社 役 員

4印名古屋市中区栄3・7-1 電訴052( 261) 2651- 5  

事 5四-02 大阪府泉市却1* 鳥取町山中 1134 'iI.l，11i 0724(  72) 408[ 代
唖 4官 fl 宅 ・名古J;l rli 端艇 I>{ 岳見町4- 20- 2 ，包i.'i 052( 831) 4459 Ｇ ｾ［ＩＺｲＮｊ Ｍｕｌ＠ ～ｾ～， ｉＧｊ ｮＺ＠

自宅 ・ ｾｩＱ�Ｎ ｈｮｉ ｊｬ｛ＮｲＮｾ取町山中 ＱＱ ＳＳＭ ｛ '，!i ;1/i 0724( 71 )  2761 
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-
E
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崎 官多

株 式 会 社 ミ ラ ノ 正 務 ! 占 取締 役 会 長

⑤仙京都市中京区尖川通河原町東入鉾田町310

電JW75 (231) 0177 

$ 輔自宅京都市左京区下山t園町63番地 m，1f; 075( 781) 0676 

‘
、----a 

.
，
 

林 清

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

. 530 :k. 阪 市 北 区 常 宮 町 1 7  1住地 電話ω臼制) 46n

自宅大阪市阿倍野区北畠 3丁目 l 番7号 電話06 (651)  15向



長重 賀 新 年
昭和 4 8 年元日 (50(' 1引1([ )  

河 内 義 就 佐 野 正

小 林 住 宅 産 業 株 式 会 社 社 長 一 級 建 築 士 有 限 会 社 河 内 議 就 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

大 阪 市 点 以 南 久 宝 寺 町 5 ー 18 1Il，!1i 06( 251i 8371 骨 730 広 ぬ rl1 j 二 椴 町 2 1lI' 37 ｪｾ ，＠ 'i (l話0822( 28) 2271 .，. 制 大 阪 市 東 灰 島 町 2 ' 了目 7 番地電，11i 06( 943)  1371代

唖 Ｗ 羽 自宅広島市 ｊｾ 峨町 Ｒ 番 ＳＷ 号 Ｒ 包括 ＰＸＲＲ (2114808 愚 砧2 自宅 ・西 宮 市 雲 弁 町 4 の 9 電J 50798 (22) 1569 
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E

E

E
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林 良R四

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社 社 長

大阪市制ぬl呈上福島 It 2  r  bI 1 番地

小 林 清 一 郎

大 同 鋼 板 株 式 会 社 取 締f支社長

暗 醐 l己崎 市 枕 瀬 宇午新 1.I:l 2  2  1lI' 1也 ｾＧｬＡ，ＡｴＮ ＰＶＨＴＸＸ ￭＠ 1181  

鴻 池 藤 佐 春
士

口

株 式会社 鴻 池 組 取 締 役 社 長

畢日l 大阪市点医北久宝寺町 4 r Fl幻酢地電品開 (252)31∞大代 畢制 大 阪 市 北 区 常 安 田T 16  "江J北06( 443) 8381代

自宅 。京鶴市北区干肝鳥居前町 8 6 電話075(461) 1526 晶硝I n宅・尼崎市東園田町3 rI，，! 85- 11 ・'.'I!，!占 06( 491i 9402

雑 孝夫

野

森井電業株式会社大阪支) ，1 ; ¥lf. ft 取 締 役

佐 々 木 孝

:.1.>. 

J 口賀

株 式 会 社 雑 賢 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

引刷利歌山市西汀丁 I 番地 1Il.1li 0734 (31)  1371代- 5

ｾＶＰＮＱ 臼宅 ・Ｎｦ ｬｬ Ｚｬｾｩｬｬ ｲｬｩ 小伝 ｊｾ［ｩｬｩ り Ｕ r  ｲＱＱ ＱＱＧｩｾ也 ｾｕ 組問 ＨＲ ＳＩ醐

ｾ柄建設株武会社大阪支Ａ苫取締役支 ｉ 占長

大 阪 市 阿 区 ボ 田I 堀 3 の 12 屯，!，f; 06( 443) 0641  

n 宅 ・J;( t，1Srl du[ I[)i，111科点聖子 Jt- J咽 f 2 - 48 

t日，i，' ;075( 581  ) 5713  

林
干4守日 せ，じｾ｜、

j  ' l ?j ' _J 一

佐

ミ.1.>.

誠 次 h J 7  坂 内 幾 男
1  11 目 J 口 可

百-

株 式 会 社 小 林 得 志 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 ・吉 凹 建 築 'JI 務 所 取 締f支社長

同

坂 内 建 築 設 計 事 務 所
，;Jf長

晶駒大阪市北区堂島北町 2 0 番地 1官"Ii( 渇 ( 311') 5658 品制大阪市西区北緑江上i u I 3 J i l  2  2 11'i 1也
. 555 大阪市西淀区歌島 3 - 3 - 2 ';1):，:古06( 472i 0631代

06 '( 341) 弱 59
宿 泊06( 538) 2991代

. 662 自宅 ・西符市丸繍町 6 の 1 6  
電話 0798 (66) 2394. 串面2 自宅 ・西宮市街灘間 11佐町1. 1昏36号司l . l / i 0798( 36) 2516  

松 英 明耳目¥.'1
イ左 ー 藤

z当巳

松日

株 式 会 社 さ￥ 西 車且 取 締 役 会長

東 海 興 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪駐住専務取締役

品臼3 大阪市天王寺区上本町 7 丁目 2 番地の 1 上六ピ Jレ内

電話 06 (772) i251 

骨 659 自宅芦屋市六鍵荘町12番32号 11UW797 ( 22) 2226 

株 式 会 社 小 向 商 会 代 表 取 締 役

串刷o fll 歌 1I1 市 小 松 原 通 3 の 1 'I[!，!1i 0734 (24 )6141 

6 白肌1' 1宅 相 歌 山 市 大 泉 寺 丁 6 '，1!，150734 (22) 7771 

宣
問武 主

コ ー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 所 長

晶& 5 0 大阪市内区江戸掘 5 丁目 155( 針山組ピル7

電話u6( 制 8) 0178 ・2408

"' 550 自宅・大阪市西区北絹江御池通り 6 l i  121  

ｾｴ 織江コーポ ＷＰＶ 号 屯，!1i06(531)  2812 

佐 良R藤 四

株 式 会 社 大 仰 取 締 役 社 長

晶 側京都 ｲｬｪ ＮＡｉｌ山 ｬ ＾ｩ今自民 ｮＭ大 ｦ 拠地 ｈｉｾｲ 9 の 9

?tt，l孟075( 541 ) お制 ft

晶 ＰＰＵ 白宅 ー 点目ｊｬ＼ｴ ｪ ｊｩ｛山氏今熊肝池 ｉｉｉｾｔ 8 の 4

電話075( 56 113725 

佐 藤 次 夫

株 式 会 社 佐 雌 武 夫 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 105 点京町WJ I >{ 新総 4 J i  J  61昨15刀 D K  日新綿 ピル 6 '背

'dl ，lli官3 ( 436 )3511代

串 Ｑ ＵＶ 向宅 Ｇ ｗＺ， ［ｦ ｴ，Ｑ ｓｬｬｴｬｮ 谷 Ｑ＾＼Ｚ 亦 ＱｾＱＭＱＶＭＱＳ 屯話03( 420) 5810

阪 r l 建 設 株 主主 会 社 取 締 役 社 長

! l t540 大阪市東区) ; f 儲 3 の68 北浜ピル 2 号館

包括06( 941) 8441- 5  

畢臼O 自宅 ・吹田市高野台3ー7 - 4 1ft ，活068( 71)  2523 

斎 藤 博

株 式 会 社 三 晃 空 調 取 締 役 社 長

問 大 阪 市 北 区 富 田 町 1 6  ｾＧＱ ＡＮｬｦ［ ＰＶ＠ ( 363)  1371 

1' 1宅 箕 面 市 首 楽 荘 3 - 4 - 3  ・払活 0727( 21 ) 2341  

四 方 靖 郎

問 方設，H工 務 株 式 会 社

l 級 建 築 士 事務 所 代 表 取 締 役 社 長

唖 612 ) 支部市伏見区深草J¥! l I 長敷町3 2 - 2  

m話075( 641) 6091 ・ 6092 ， 6324 

倒 121' 1宅・京師l市伏見区深字削I1批 判 f 32- 2  
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長里 賀 新 年
昭和 4 8 年 元E ( 50開 11員)

代 表 取 締 役 塩 路
物' u . ，吉1--1 

白 石
2玉3五4  

宅謹=ー

男 鈴 木 宏

代 表 取 締 役 塩 路 寅 雄

吾

株 拭 会 社 塩 路 建 築 事 務 所

株 式 会 社 藤 木 工 務 底 活 務 理 事
日本電設工業株式会社大阪支庖 取締役支底長

大阪市「軒l孟忠岡fi IT! り 3 の14 戸地ピ J レ
' 副 大阪市東区両幸子園f 1 丁目 13帯 地 電 話 06 (942) 1461 

品 ＵＳＱ 大阪市大淀区ｾ崎西通 ｬ ι 下回 ＲＰ 番 Ｙ 号

1'13舌06( 251)  3231 . 558 自宅 ・大阪市住吉区鍾江中 1 の68 電話 06 (671) 3792 

司i.!o'i 06 (372)  :ぁ31代

06( 271) 2495 

ロ

ロロ

ー

l

 

E

E

・'

男

株 式 会 社 品 川 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

唖， ＹＱＰ 福井市 ｉｾｩ 化 Ｑ r 目 l 番 目 号 11i:. l l i0776(22) 6683 

畢， ＹＱＰ 自宅官 ｕ ￯Ｍ＼ｬ ｩ 総 ｉ ｬｉ ｾｬｲ 70- 2  屯，l l i 0776(2幻3552

:.1.1::. 

，;. 之 谷 雄幸

渋 谷 金 属 産 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

事 叫 大 阪 市 南 区 鍛 冶 屋 町 5 2 電話 06(211)7333 

畢制自宅 ・八 尾 市 二 俣 2 5  2 の 7 Ｑｬｴ ｾｗＷＲＹ＠ (22)8644 

白 石 雅
隅 美

一晃エンジニアリンク

串5臼31 大開阪I U市1;)点↓ι{υ ，淀定川|区2豆u戸凶t可Jれ村'1小l' 品困町I応5一101

新大阪サンアールピル 屯訴06( 303 )0941  - 5  

串565 臼宅・吹田市藤白台四 l 目おの 8 ・'/l! .l 古068 (72) 2099 

城 庸 平

田 正

口

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役.支 庖 長

串間 '大 阪 市 北 区 富 田 町 30 ，酢 I也 7包括 06 ( 364)  6661 

瀬 戸 本 典
:.1.>. 

J ロ

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長 三 建 設 備 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 取 締 役 支 庖 長

"，530 大 阪 市 北 区 高 垣 町 l 番 地 電 話 06(372)7151代 唖別大阪市北区紅梅町65番地 電話06ω52) 11311"¥: 

自宅 ・神戸市* 灘区本山田I間本214の 6 .. 岳 部5 自宅 ・宝塚市御殿山 2 丁目 19の1 包括 0797( 86) 1437

，! W; 078(  431)  1863 

島 村 ' 由ｾ Ｎ、 雄 須 賀 孝
銭

E-Eー冨・Z 圃23  圃

輝 之

日 本 建 鍬 株 式 会 社 大 i仮 安 応 支 庖 長

須 賀 正 業 株 京 会 社 取 締 役 社 長

株 式 会社 銭 f笥 組 取 締 役 社 長

唖臼0 大阪<l i 北区締田町 4 7  ( 新阪村1ピル 9 階) 串駒大阪市阿 区土 ｻ主婦通 ｉ ｾ ｔ 目 ＱＴ 電話06( 441) 5171
畳間-91 大阪市西区阿波座上過3丁目2番地 電話06( 531) 6431' *代

1ltJ 古06(341) 4331

. 662・自宅・西宮市 2注目井 町 6 需 14 号電話 0798( 33) 0269 

ごJ重同Z  

水 愛 明

支 所 長 菅
良 春 日 イ山 田 四 良E

株 式 会 社 譜 水 江 業 所 代 表 取 締 役

副 支h 近
藤 貝

大 阪 市 大 淀 区 尚 浜 町 3 - 14 屯.11i 06( 372) 2851 代

日 本 住 宅 パ ネ ル ' I '業 協 同 組 合 吠 阪 支 所

株 式 会 社 カ ン ダ ン 取 締 役 社 長

自宅兵庫県凶富市南郷町 3 - 12 "I !.l1; 0798 ( 22)  1184 

唖5羽 大 阪 市 北 区 古 田 町 46 ，岳地

<1>558 大阪市住吉区万代東 6斤 目31l H也

第二百C81町ピル 屯話06 (313)  3321 

電話06( 672) 1281大代

庄 野 勝

不 動 建 設 株 主t 会 社 代 表 取 締 役 社 長

唖臼l 大阪市東区 平針町 5 丁阿 30帯地 1[¥.1l i06(201) 1121 

自宅・量豊中市新千里南町 2 丁目 19番 7 号

1[¥.11i 068( 31  ) ω92 

白 井 周

清 水 建 設 株 式 会 社 代表取締役副社長 ( 大阪駐在)

品問大阪市西区土佐殿通 2 丁目 2番地

1i U1i 06( 443)  5431大代表

50 

杉 村 正 三 郎

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畠o3 2 k . 阪市点淀川区卜E 凶之町3丁目34番地電話06(302)0231 ft 

愚 鈍5 (1宅・ 2草原市栄町3 丁目 9番20号 電話0797(86 )3623 

鈴 木 襲
士

口

西松建設株式会社大阪支底 専務取締役支庖長

串5'0 大阪市東区釣錦町 2 r 目41帯 地 屯 訴06 ( 942)  1131代

盲リ 島 ) ¥ 柴

株 式 会 社 高 村 電 機 製 作 所 取 締f支 社 長

本社 大阪市北区河内町2丁目 28番地

111. 1506(358)6351代 - 5

江崎 ・大阪府八尾市佐堂田T3丁目 3番12号

活 .11i 0729 (99) 015111: 

田 信夫口

株 式 会 社 恵 美 須 建 設 代 表 取 締 役

畢蜘京都市左京区浄土寺 ， Ａｾｪ 品田 ｔ 1  5  1  

電話075( 761) 1151代- 1153

自宅・京都市左京区鹿ケ谷法然院町 7

電話075( 771) 3543 



長重 賀 新

田 賀 勉

株 式 会 社 団 貨 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

睡も田大阪市同区北細江通 5 J i J 5511H也 J点I f l ピル

電話06( 531) 7193- 5

唖盟諸自宅 ・河内長野市千代田台町13ー13 ;屯，1507215( 3) 0455

回 谷 清 三 郎

消 光 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

年
昭和 4 8 年元日

田 村 厚

田 村 再調 {I;: 演 者
L>.  

"" 
串651・01 神 戸市生田[ > < : J; t 町ヒ =- m，l i i 078( 391) 0881  

自宅 神戸市東骨量[ X: 森北町 5 1'日 2 - 2 5

電，l，Ii 078( 452 )0707 

高 須 洪 郎

品駒大阪市州民附 j且頓線通 3 1'口 4 1ft; 血屯，11i 06(541) 1661  " 532 大阪市東淀川区加島町 3 5 7 番 地 電 話 06( ま) 2)2271

畢658 自宅 ・神戸市車聾区魚崎中町4丁目 5書10号112 電話 078( 411 )3396 畢師自宅・西宮市甲子園町 3 番 8 号 電1i50乃8( 41) 0494

株 式 会 社 朝 日 工 業 社 代 表 取 締 役 社 長

( 50 i"，' )11(1 

由

I I，!，'、 7  
岡

一 相 輸 送 機 株 式 会 社 代 表 取 締1支社長

晶536 大阪市城東区茨回J l : 11町6501il';也

1官訴06 (911)  ＱＲＱＲ 大Ｈｾ

fT 男

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串別大阪市北区締ケ伎町 5 6 1i1';也'，U.l舌06( 312)  8881大代

畢脳内宅伊丹市西聖子字下の池入江 4 - 6 9

屯，150727( 8J ) 6263 

幸 ニ 郎
I罰 杉

差
久

tt _PL 
谷

口 ｉｾ ー
尚 武

司'

.  "， " ; ' 1  一 一 両

L園内

田 中 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

株 式 会 社 大 成 鉄 工 所 代 表 取 締 役
株 式 会 社 大 林 組 専 務 取 締 役

骨臼 Ｓ 大阪 ｲｬｩ 天 ー ビ守反 ｾｴ i可痢倒 f54 ｭｾ ｩＵＰＶ ＨＷＷ Ｑ＠ ) 2391代- 4
枚 方 市 大 茅 a.n  3 丁目 1 番11号

大 阪 市 東 区 京 総 3 1 日75帯 地 屯 話06( 941) 0861  

晶臼5 自宅 '大阪市阿倍. 聖子区阪南町5- 9- 24 電源06( 622) 0494 m，IIi0720 (31)  7001代- 8 :  

政

取 締 役 社 長

点火1¥' >1 ，fj t片山 1 1  4 待J也 屯 泊06( 782 )_4171 代

06( 782) 6734 代

唖鴎 fl 宅大阪市減東区野江東ノ町4- 99 電話 06( 931) 3506

日召
雄

吉

岡田 伊 三 郎

昭 和 ア ル ミ ニ ウ ム 株 式 会 社 取 締 役 社 長

l!/I rli 海 山 町 6 r  2  2  4 需 地

-
旦
問

橋 慶 夫

タ ナ カ 風 呂 代 表 者 株 式 会 社 大 建 設 計 取 締 役 社 長

大阪市浪速民元町 1 r 目7 4  7  '，l l J 506( 649)  3726代 晶 駒 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁目 75 電話06(441) 9351

回
』hfd 中

弘

ー

竹 腰 健 造

「ぜ;ζ

橘
マアヨ

泰

ごム
1:，1' .-11 

| 剛 ー 」 且
r-"_ ]i.. J ロ

淡 陶 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株式会社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 * 邦〆 ー ラ イ ト 株 式 会 社 取 締 役 社 長

..s回 大 阪 市 西 区 阿 波 座 中通 l の 9 司! J后06 ( 532 ) 5301  . 5 l : l 大阪市北区堂島中 2 丁目37- 3 電 話 06 ( 341) ω71代

畢臼0 大阪市京区森之宮西の町 5 9 4 屯，!品06 (941  ) 9243 

自宅ー芦屋市楠町 l 番 8 - 1 0 6号1 ( ! ，l l i0797 ( 22 ) 7686 
品 師 自 宅 西 宮 市 松 園 町7 番 2 2 号 沼 話0798( 34) 2650  

自宅. l ! / I r[ i 若松 f i 3 r z 6番 3 号泡，l . Ii 0722(91  )2267 

決リ 誠 也

株 式 会 社 田 被l建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

相l 歌 山 市 L下 町 19 器 地 電 話0734 (31  )0261- 2 

臼宅・和歌山市下町 19 ' 11' f 地電話0734 (31  ) 0261- 2 

、

竹 原

株 式 会 社 伊 東 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役

唖蹴大阪市浪速|正幸町通 2 1"1 16 目的也 消光ピル

電ｾｩＵＰＶ ( 562 ) 4343- 5 

. .560 自宅・盟中市蛍池西町1丁目 1 - 4 包括ω 8 ( 55)  0230 

谷 ヌミ 夫
I

 

l

 

-
-
E

，

 
株式会社西原衛生工業所大阪庖 専 務 取 締 役

稿i 建 築 事 務 所 所 長

大 阪 府 東 大 阪 市 御 厨 1 6  ｾ昔話 ＰＶＨＷＸＱＩＰＹＳＷ

n宅・ fE良県生駒市祈I l ! ! ケ丘 ll d'i 34け

'，1l，11i 07437(  3  )  2401 

丹 徳 戴司

ア サ ヒ 街 陶 株 式 会 社 取 締 役 社 長

晶 制 大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 田r 1  沼 J l i 06(673) 印 01

愚問自宅 大阪市住吉区粉浜東之町 4 rJ [ 30需地

51 



長重 賀 新

実日 義 夫見

株 式 会 社 斎 藤 符 1 商 府 大 阪 支 出 取 締 役

唖 550 大阪市丙反 u主制i曲1 J 白 1 1在地大rdJ ピル 6 際

電話 06 (443)  3361 代

地 E頁 政 人

小俣シャッター工業株式会社大阪支底 取締役支信長

串田0 大阪市北区此: 1E 町2丁目 51 第5新興叱ル電話06( 353) 7377代

畢砧l 自宅・尼崎市武 ). 1(/1: 字正ノ上 1 9  5 の3 電話06( 421) 5228

千 原 大 五 郎

株 式 会 社 大 建 設 計 取 締 役 副 社 長

"' 5回大阪本社 ・大阪市同区京町岨 2 - 7 5  

電骨舌06 ( 441) 935J 代

e・105 東京本社 東京都港区新情 1 - 10- 7  式相銀行新偶ピル

胃tltl i03 ( 572)  4595代

ー田1 自宅神帯川県輯沢市鵠沼松が岡 1 - 15 - 25 

電 筒0466 ( 23)  3124 

塚 本 5孟

、h

，̂ 

株 式 会 社 日 建 設 計 取 締 役 社 長

辻 本
屋包

5 ヨ己

辻 本 豊 設 計 事 務 所 所 長

制拍手[ J ［ｊｾ 山 ｲｬ￮ 点長関 ｲ (rl' 之 r '，'Il，I，'; 0734 ( 24)  6346 

制 40 f l宅ー利歌山市一点l却 I 中のJ " l 2- 3 ;'!t，I/i 0734 ( 24) 臼47 串573 II 宅・} c 阪府枚} j r町三栄 1r R13ノ5 '，'官，1，f，0720 (56)  4451 

年 昭和 4 8 年 元 旦
(  ＵＰｾＢｊｉｉ 員Ｉ

内 藤 正 克寺 徳、 重

株 式 会 社 内 藤 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

畢675-13 ｍｩｫｾ 日小野市 ｫ 本町 ＲＴＰ 小野ビル 電話 07割 6( 2) 4757代

向宅 兵lが県小野『恒久保木町 1063 電話 07剖 6 ( 2 ) 4668 

代 表 取 締 役 悩 中 井 惣 一 郎

代表取締役副社長 中 井 康 勝

株 式 会 社 中 井 終. 組

田

尼 崎 市 常 光 寺 瓦 町 1 - 3 司!，l舌06( 481)  5461代

自宅・尼崎市東国岡町 9 - 17  電話06( 491)1386 

中
l

 

l

 

-

E

E

，

 

匠

大 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役

唖 臼1 - ' " 阪市東医本 町 4 r 日 2 7  包，l t 06( 262) 1131 

骨 5 6 2 n宅 ー大阪府箕面市桜チ1 ' 2 r n 4 - 3 9

電話0727( 21) 4641

f専 馬 正 明

中 川 匠 建 築 ・ 設 計 事 務 所 所 長

大阪市北区浪花町 3 8 新興ピ Jレ 電話 06 ( 371) 3651  

自 宅 ・ 宝 塚 市 米 谷 石 田 1 8 電Z初' / 97 ( 86) 2391  

中 真 佐 吉

サンi J ! I : 株式会社 取 締 役 営 業 部 長

大阪市西 ｉ＾Ｈｾｴ 掛江ＡＭＮｩ￬Ａｩ 3  J i l 2211'i J也( 久竹ピル}

包括06( 532沌881

東 士田 議

ア ポ ロ 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市点灰北新田T 2 丁目 7 '.:註訴O引942) 2951 - 5

中 道 夫

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 臼 I k . 阪市東J l I : 伏 見 町 5 - 19 電話 06 (202) 0391 

唖 侃8 n宅 神戸市 il!ilI. IR住吉町縄 F 下1680 電 Jk 078 (851) 5043 

時 山 龍 太 郎

時 山 設 計 事 務 所 所 長

骨 5羽大阪市北区僧恨崎上2丁目 21i書地主書官ピル 電話06 (361) 6248 

n 宅 k 阪 rl1 車淀川区三岡本町 2 の127 句 J k06 (393) 9557 

R 金司

=  
E罰

光 男
I

 

l

 

---， 

日 研 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

串間太恥 ｬｩｾｴ ｛￭Ｈ Ｎｫ J : 町印( 千代田第一ピル) 則 的6 ( 353 ) 7272 

自 宅 同 機 市 FI 吉台、 2 ー 11 - 3  '1官，l l i 0726 ( 82 ) 5923 

↑亘 成 司11
友 田 俊 夫 中

;畢 誠 郎

合 名 会 社 つ ね な り す た じ お 代 表 省

友 図 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

株 式 会 社 中 海 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

思 ＵＴＱ 大阪 ｲ 打点区 ｾｴ i兵 3 J 凶 40 也!品06( 231)0141 

串5.11 大阪 di ｍＡ，ｲＮ，｜ｉｘＺ自 ｪｾ 弘中通 Ｓｊ￯ｩＳｾ 昨 Ｖ 号 串 Ｕ 担大阪 ｲｬｬｾｴ 灰富岡町 ＳＸ 高橋ピ ｊ レ北 Ｕ 舟館

'屯，1，f，06( 921 ) 0331代
電話 06 (363)  3881  

自 宅 鐙 中 市 玉 井 町 2 - 8  - 2 0 屯，1，'; 068(41  )  2659 

品 570 自宅・守口市滝弁元町 3 の 27 電話 06 ( 991)  1848 

津 芳村

田

中 原 茂

丸事手冷熱 ｉｾ 株式会社 代 表 取 締 役

串 ＵＵＶ 大阪 市浪速 Ｑｾ Ｚｩ ＧＱ 原則 ｲ 2  J ' f 11470跡地( 九拝ピル)

屯，I!;o6( 631 )1431 Ｈｾ＠

内 藤
盲

........ 

株 式 会 社 中 原 茂 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

オリエンタルメタル製造株式会社代表取締役社長 居 542 大阪市南区長岨崎節 2丁目 35のl 日亜ピル包括06( 211) 2706代 配四大阪市西区靭本町 3 丁目90番 地 岡 崎 橋 ピ Jレ

畢醐尼崎市昭和市通り 3 f 112611'iJ也 泡oi ! ; 061412) 5131 自 宅 大 阪 市 阿 倍 野 区 王 何T4 丁目 11制 の303 号 電話 06 付45) 0039 

屯，1，1; 06 ( 623)  7385 
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長重 賀

中
士

ロ田

E ヨ

ヲE

株式会社 11 本 総 合 ill ，築' 任務所取締役社長

晶 ｩ 印Ａｵ点目 ［ｈｾ 行 ＱＢＺ ｾｉＧｉ 判 Ｑ - 12 - 1 6  "世，1，'; 03( 463 ＩＵＰＲＰＨｾ＠

畢
143

1'1宅 !.RJ; t ' 郎大川医1111:ト 29- 3 ・日 ｾ ， ｲｩＰＳ Ｑ ＷＷＱ )  2408 

中 村

陸信

5 三三

株式会社 11 fll i J ! ; 築企 IdJ j 投，i I 代表取締役

軍ｳＺ［Ｚ＾ ｫ 阪市北区悔ケ枝町 ｉｉｾ 関西ピ ル 司 Ｑ ， Ｑｾ 附 ＨＳＶＲ Ｉ 1767 .  9697 

畢醐 自 宅 車郎市下車1>( ヒ語通 l l ! 相川西人八百崎町12

Ｇｉｉｬ， ｉｾＰＷＵ＠ (371  )2755 

IIJl 'J 泊 中 村

所 長 坂

文 夫

静 雄
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中 明本 正

中 本 電 気 株 式 会 社 取締役社長

愚問大阪市城東区聖子江点之 町 3 - 15  m，Ii; 06(931  ) 7341代ー5

唖 573 臼宅 ・枚J j rli e"[ l 丘 7 汁11 3 ー14

11W; 枚 'j j 局0720( 54 ) 0578 ・0688

水 井 賢 城

株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

串 i価点京都港i壬凶麻布 I I i l 13酢II 対 '，'l1，I W3( 403) 0251大 代

串 お l ( j 宅 ・維 i尺rHMl i!liIii I:j 12 J i J 8の26 市，lli0466 (36) 7706 

氷 田 鼎

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 相談役

串 駒 大 阪 市 河 区 江 戸 綴 l の 6 O  1lt.l1i 06T  441 i  8231  

唖 瑚 自 宅 ー盟中 rfi 上野点 3 の2 の 1 O  '1{! ，11i 068( 55)  3710  

長 費屋

株式会社朝[ i 悠築事務所 1¥::&取締役所長

晶 制 大 阪 ddt l え内本側 f ｴ･ ， ｾ 占阿 ｛ＳＹＱ件 ｉ 也 '，'1!.!ii06 (941  13928 

唖お5 自宅・ l吹田市，' ，山台 3 丁目 191ftの l 号

需 品 068( 31) 5781  

新 年
昭和 4 8 年元日

丹 武 男ｾｾ＠

株 式 会 社 高 島 屋 正 作 所 点 必 取 締 役

( 50 I"i: /l I(l) 

野 崎 謙

株 式 会 社 山 下 美 子 自I1 設 計 邪 務 所 社 長

串 562 k I WWf l ; 面山梨' 主新家 8 0 5 111' J也

o'n，i f; 0727(  29 1  2631大代 畢 1制東京都中央区八了堀 2 - 7 - 1 k 行 ピ ル

畳 剖7I I 宅 J;( 伺1市* 山 [>{Ill 科御陵天徳町29吊' J也
1"ll ，i品03 ( 552) 8311代

'，UJ l i 07: ; (  f>8い 0902

西 嶋 徳 太 郎

株 式 会 社 大 建 設 計 取 締 役 副 社 長

串制 大 阪 di I川 1)( . 1; ( 町制 2 - 75 ｭ ，ＡＱｩ ＰＶＨ ＴＴ Ｑ ＩＹＳＵ ＱＨ ｾ＠

自宅・箕面市機ケ丘 3 丁目 11接地 5 号

Y日，1古0727( 21) 2432 

西 太 良日回

凶凹工業株式会社大阪本 l占取締役副社長本 l.!i長

唖臼l 大阪市大淀医中山本通3 1'1 [5岳地 ';1!.l i i 06( 371)  7371  

自宅 ー吹田市佐竹h 3 J T 1 8 - 8 711，18068( 71) 3447 

iUEl;! 西 国 康 治

攻防長 樽 田 光 男

島 厳 建 設 工 業 株 式 会 社 大 阪 広 広

大 阪 rli ｾｴ＠ Ｑ 正茶 ｬｩｾ 関 ｛Ｓ I  fト 2 n1.l，f，06(  372)  ＶＰＰ ｬＨｾ＠

西 キす 虎

株式会社ナイガイ( 旧内外写m 代表取締役社長

畠 ＵＳＰ 大阪市北ｼえ ｾ Ｚｾ品北町 ＱＶ "世，1，f，06 ( 345)  9055 

自宅 ・JU，jl 間1).，、 1111屯I W見込_ 1'1 130- 14 

1官，! l i03 ( 771)  1408 

根 津 耕 一 郎

株式会社恨津建築 Ｇｊｾ 務所代表取締役

畠聞大阪市北! > { 悔 ケ校側 f81 ( 大阪弁 J壇上ピル}

'l l! .lfi 06 C:l64  )  8301代

置 晶5 ( 1 宅宝塚市川 I而 6 l i l  19l f f l  Ol ; '  

?目，l f; 0797(  86 )  7862 

野 網 俊 雄

西日本主見絡サノシ株式会社 代 表 取 締 役

大阪市浪速区敷市町 3 の20(i l l l ，H迎会館L

'.:1i  ，1，' ;06 (&1 1  ) 5859ω 18  

....'" 
目E 勢

差

Eコ
桔t

株式会社能勢建築精進研究所 代表取締役

串間 ｫｾ ， ￹ ｬ￭ 凶 ｉ Ｚｻ 初制 ｛Ｒ Ｑ ＧＱ ＱＱＰＷ 祈興経ピj レ

'i[1. Ii i06( 538)  0378- 9 

萩 正 勝

株 式 会 社 萩 建 築 設 計 事 務 所 代 点 取 締 役

串153 JU点節目以氏市議台 2 - 2 0ー 14 払If;03 ('119 )  ＱＷ Ｓ＼ＱＨｾ＠

橋 本 正

Ａ庇仏建設株式会批大ｼ以ｊｩ Ｇｾｩ '，;:i;fs取締役J i ' ，lU正

大 阪 市 W [ 3( ' x田[ 5 ー 71 Ｑ 喧 ， ＺｦｩＰＶ Ｑ ＲＰＳＩ お ＸＱ 大Ｈｾ

橋 本 久
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川

石
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手

J

F

1

里

山
間

口

火山

叫

且

唖

浜 口 幹 良日

株 式 会 社 浅 沼 組 等 務 取 締 役

串臼3 大阪市天王寺医* 1 .1; 津 町8のl 泡，Iii 06 ( 768 ) 5222 

岳 町 自 宅 ・奈良市三名町 3336 ー7 沿，11i 0742( 44) 3237 

原 正 太 郎

ア ス ニ ュ ー 工 業 株 式 会 社 取 締役 社 長

大阪市東淀川区西中島町 l 丁目 125番地

1l!訴 06 (301)  9081  
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長重 賀

原 精

甲 南 建 設 t 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖532 大阪市東淀川区十三西之町4丁目3 番地 電話06ω02) 1551代

畢 662 自宅 商 宮 市 名 次 町 12 需 9 号 電 話0798(22) 15刷

原 重回

/J;t 川 セ メ ン ト 化 I二 妹 式 会 社

ふ12コ守クTー で 工 芸 株 主 会 主 代 表 取 締 役

大 統 ハ ウ ス 仕 業 株 式 会 社

11t .I Ii 06( 462)  1212代

電 J l i 06( 462) 1421代

、554k 阪 市 此 花 区 朝 日 紙 通 2 ー 13 電話 06( 462】1471 代

電話06(463 ) 6401代

骨 匝1 il 宅 . ｲｾ 崎市塚 ＱＱ 町 Ｓ r 日41の 8 屯 J孟06( 421) 4518

原 守蔵田

原 田 今 商 事 株 式 会 社 代 表 取 締 役

岨 駒 大 阪 市 阿 区 西 長 級 順 i且3 の 8 司!，11i 06( 541 Ｉ＿ＴＵＵＨｾ＠

m2鶴崎ピ J レ

品目ト大阪府八尾市南小坂合町 3 丁目 4 の16

ｾ ｩＡＮｬｉ［＠ 0729. (.22) 67 10  

春 田 政

中 外 商 そE 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

新 年 昭和 4 8 年元旦

日 名 雄

.6. .  

ロロ

建 築 コ ン サ ル タ ン ト 事 務 所 関 西 所 長

畢副大阪市東区安上町 2 の12 トヤ 7 ピル

電話 06 ( 271)  4103 

唖抑 自 宅 豊 中 市 旭 ケ 丘 9 帯 64 の l 屯，11i 068 ( 56)  02∞ 

氷 室 紳 三 郎

決 成 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 応 長

晶 臼 ! 大 阪 市 東 区 本 開f 4 の 27 泊，11i 06 (262)  1131  

自宅 . ｉｾ 中市城山町 Ｑ '丁目 115 1電話068( 62) 7  0  4  5  

平 田 作 太 郎

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 社 長

晶駒 大 阪 市 西 区 阿 披 座 中 l の 5 ￭Ｇ 喧， ｬｬｩＰＶＨＵＳＲ Ｉｬ ＲＳＴＨｾ

il 宅 京都市下京区緩小路通太;ψr W: m，1/; 075(801  )1806  

福 田 朝 生

株 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

畢S回大 W，i di I珂 l正 靭 本 町 1 J i l 75 '，1!.l ! ;06 ( 443)  7321  . 間 大 阪 rJ i ｾヒ ｦ ｬｻ ; ' l i : 島中 2 J・11 37 .1!，11i 06 (341  ) 6671  

_ 6円 自 宅 ・丙富市甲 f 関砂間町21ff 8号地，1/; 0798( 48) 0989

自

巨ヨ 中 繁

株式会社翼建築設計 Ｇｊｾ 務所代表取締役

哩潟大西市西区靭 1 丁目 130 電J舌06( 411 ) 2284・2288 . 9595

晶616 rl 宅 ーJ;f Iif S市お，;Ol{ IEI 剥木辻1軒目f 1  2  

'，1!.l! ; 075(  462)  2495 

福 田 銅

(50音順 )

福 中 定 郎

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 常 務 理 事

' 副 大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 3 7 電話 06 (231) 9648 

串573 自宅 枚方市香里園町 2 6 の6 8 電話。720(31) 0549

福 氷 薫

株 式 会 社 穏 永 建 築 設 計 喫 務 所 代 表 取 締 役

畢日2 大 阪 市 南 区 l制 度 町 通 4 の 6 1  電話06( 251) 3102  

串臼2 自宅 ・大阪市南灰順慶町通 4 の61 電話06( 251) 5189

福 本す 久
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福 車員 圭裁

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 取 締 役 社 長

畢駒 大 阪 市 西 l天体1脱江通 6 の 3 9 屯話06 ( 541)  5757代

畢溺自宅・大阪rlil l:吉I頁住吉町242の22 電話06( 673) 5120

船 橋 明

株 式 会 社 桜 井 建 築 設 備 研 究 所 大 阪 事 務 所

常 務 取 締 役 所 長 高砂熱学工業株式会社吠阪支底取締役大阪支底長

暗闘大阪市西区靭本町 l の5 O (第 2 富士ピル) Ｎ ＵＳＰ 大阪市北区芝回目 ｲＵＵＨｾｴ 阪急、ピルＩ 電話06( 372) 2511 

電話06( 443) 7891

林
"  

唯 夫 福 田 ↑専 臣 藤 井
a与I!:I:主.  

西 日 本 建 設 業 保 証 株 主 主 会 社 取 締 役 社 長

株 式 会 社 藤 井 工 業 所 取 締 役 社 長

株 式 会 社 昭 和 設 汁 取 締 役 専 務 大 津 市 本 品 ・ 2 の 2 の 9 電 話0775( 23) 0119代

晶5却大阪市l珂I豆西長刷E通 1 J 日81在地 l川γ t品ピ Jレ
畢日0 大 阪 市 東 区 F上田r 5 岳 地 電J孟06( 762) 5701代

自宅 京都市在京| 孟松ケ崎泉川田f 2 3  

.!Ll/i 06( 532)  3421 嘩 631 自宅 ・奈良市戸国大和町1 1'1:1179 屯 J l i 0742 ( 45 )8817  

電 話075( 781) 5333 

伴 秀 雄

株 式 会 社 丙 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底 取 締 役 会 長

哩日! 大阪市大淀区中津市通4丁目U 番地'，'i!，11i06(458 ) 3531代

54 

福 好 雄田

社 団 法 人 日 本 サ ッ シ 協 会 関 西 支 部 関 西 支 部 長

藤 岡 正

大阪市浪速反敷津田T 3 - 20( 建団連会館内) _ 7田 -41長 門干tifl 山 崎 漁 協 ピ ル 20号室 電話08372 ( 6 )  1580 

'，;也l l i 06(641) 5859 ω 18  畢759-44 自宅 ・山 口県大浬郡日誼村吉m 屯話 08373( 7) 101 

唖7羽 広島別宅 ・広島市段原山崎町15ー 7 電 話0822(81  ) 2840 

藤 間 設 計 'JJ 務 所 所 長



昭和 4 8 年元旦年新賀長重 50 (illlr l) 

也

畳 間 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

畳間 大 阪 市 北 区 天 満 縞 筋 4 - 3 0  7包括06 ( 353)  1001 代

串師 自 宅 ・ 西 宮 市 甲 子 園 口 北 町20- 21 匂，l i i 0798(67 )  2787 

哲丸松児

日 生 不 動 産 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

串臼l 大 阪 市 京 区 ト本 町 4 1 日 l 屯J昌06( 262) 2沼4l1t

健駿

株式会社新日本技術コンサルタント 署管室官112

晶臼2) ; 阪市市民投嘱僧筋 l 寸自 3 番地 1l! .1孟06 (271)  1251大代

( J t 普石油ピ Jレ内) 電話06 ( 271)  1952夜/ HI

. 573 自宅 ・枚 }j 市黄金聖子 1 丁目 13 - 2 5 電お0720( 56) 6292

岡藤

雄ヰサ松藤

株 式 会 社 松 村 組 代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 空 心 町 l の 7 0  '1It J Ii 06 (353)  1131  

新 日 本 空 調 株 式 会 社 大 阪 支 庖 E支 j占長

串530 大阪市北区堂島浜iili りlγ 口25帯地のl ( 新大ピ )v'

，11，:1i 06 ( 344)  6031代

自 宅 ・ 尼 崎 市 七 位 町 2 - 13 - 4  " 自治 06 (417)  3613  

近 鉄 住 宅 建 設 株 式 会 社 取締役社長

晶 542 ) ; 阪市 Ilj 区谷田T 9 1 日 l 番 地 m，I/i 06 ( 763) お81 島正刻。

ごム

J 口

株式会社新日本技術3 ンサルタント 取締役社長

@ 臼2 大阪市南医長堀縞筋 1 r l 13 吊: ｾＧｬ￬，泊 ＰＶ Ｈ ＲＷＱ ｊ ｉＲＵＱ Ｉ､ｾ＠

tk持石油ピル内)

円宅 ，凶 百... ｲｬｩ 平木 ｾｉ｛ 8  I昨2 7  ;} 

ｾι＠

河，本松雄

東 丙 建 築 サ ー ピ ス 株 式 会 社 取締役社長

晶剖l 大 阪 di ! U 区備犠 2 r l l .4 8 待I也 ，!r，1l; 06( 202)  3626 

晶制0 自宅 ・和歌山市新堀商の丁 2 丁目 I の 6

'，U  ， Ｑ ｬ［ ＰＷＳｾ＠ ( 22)  9382 

園袋布

'1 • 鎌

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 両 容 町 1 の 1 3  電Uo06(942)1461代

木藤

B喧活0798( 66) 0032

史 郎

利 定

本 田

鈴 木

(¥: J { 取締役会長

良日

松 本 金 物 株 式 会 社 取 締 役 社 長

哩5-13. 91大 阪 市 天 王 寺 区 上 綿 屋 町 6 電. l l i 06 (779)  1581大 代

畢 湖 自宅 ' W.京市向弁町358 '1[ ¥.11i 0723 (31) 0158 

....._ 

J 、本松
(¥: l { 取締役村長

本 田 工 l業 株 式 会 社

晶 Ｕ 却大阪 ｲｬ ｩｾｴｲ ｒ ［Ｇｩｅｬｬ ｾ｛ＶＵ ＱｩｬＧ地の ｬ 傍 111尚工' 1 ' 令ピル l勾

晶抑 制J ) 点目:1I1I i 点111s 1. 山科御陪・l' 榊 [ 2 "世，1/; 075( 581) 2217

晶臼4 鈴 本 ) ａｾＮＨ､［ 仰向 ｉ＾Ｈ Ａｬ ｭ 川町 ｬ ・ ＹＭＱＸ コ ポ セグ ノ303) ;

，1l，I.'i06 ( 353)  24ω 

BB 

株 式 会 社 郎 市 問 題 経 合 研 究 所

' 知 大 阪 市 北1>( 木融寺町9 8 - 5( 聞記，色* ピル)

泡，! [ ; 06(312) 3918

愚問 自 宅 神ド rl i *l 健[ 垣本山町| 河本宝厳 | 河本ハウスω 5

'，'Il ，! [;078 (4  1  1  ) 3989 

i長所

ヂR回藤

‘  

操

株式会社 � Ｉｶ タ建築 Ｇｊｾ ｦｾ＠ iiJi" (¥: 点取締役

*J j ( Iif S千代 ru[x: l<Jl IIHJ1f1l町 1 - 2 4.( 1刷局 ピj レ)

'，u:.:，r; 03 ｊ ＲＵＴ ｾ Ｑ ＹＵＶ＠

r l ' i ' : : 地玉県浦和 rli/;! 町 7 1"1 110許10) ;

'，U.ili 似 88( 22) 9405

田丸慶 太 郎

株 式 会 社 あ め り か l呈 取 締 役 社 長

暗聞 大 阪 市 北 |主 治 安 田T 1  7  電 話06( 444Y1501

畢 ＶＵＹ ＱＧＱ宅内 ｊ［ｉｉ ｉｩＧｾｾケ丘町 Ｔ 吊 Ｚ 1  8) }  1!r，! ! ; 0797( 22) 2005 

野目IJ

'  
清

株 式 会 社 日 新 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

. 530 大 阪 市 北 区 登 屋 町 l 丁目ω 番 地 ＱｉＡ ｡ 苦 ＰＶＨＳＵＲＩＶ ＱＶＱＨ ｾ

，ω  自宅・ 奈 良 市登美ケ丘 5 丁目 937 番 地

電 ｾ ｗＷＴＲ (44) 0201  

村藤

信晃岡キ公{萄
丘

才屋古

株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 107 東京師港区北青山 3 丁目 5 番25号 電話 03 (40Ii 2287.  6703 

ｭ 悦所・ ＿中純 ｲｭ ｩｬＧ￬ ｲ 打 Ｉ［ＱＱ ＱＱＰＰＳ 官， ＡｾＨ 7) 2974 ・4077

ア イ エ ム 換 気 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 5国 大 阪 市 浪 速 区 芦 原町 1 1 8 3  m，11i 06( 561)  3901  

rl 宅 ，lWrli 'i ' 之開[1Il 2 1" 2 酢9; ; 沼 稲 0722 ( 38) 2582 

日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 底 長

畢 533) ; 恥 li l l u定川区瑠光通 4 r 930制 の2 抑 制6( 329) 7737代

品 53:. i 自 宅 大 阪 市点淀川区瑞光通4- 30- 2 泡，!Ii 06 ( 328)  3343 

株式会主i 汎美辿築設，if ・Ji 妨，i，庁 (I;: k 取締役

唖 叫1 1>=社・ J;fttj Srljt!l .l jfl )( 御，出泊場開II I ! j 人間所八附阿225砕 J也

t目。1.'; 0751241) 1006 

k 似 '11修 所 大 阪 rli 点lメJ 荷物! 2  _ 1荷二ピル

Y江，1，号06( 231) 0804 '  ( 22810101  

晶曲4 I ' I ' 告が間S，f i 中 :;fr>( 御池j岨緋町内人御所1¥鰍町225 /1';)也

，'!l，:，' ;075( 222 以106

松 田

松 田

株 式 会 社 松 田 設 計 事 務 所

ＮＸＱ Ｒ 福間 市博 多区綱場町 Ｒ 番 ｉ 号 ｉｉ ｊｬ ｩｦ￬ｊｾ ピル

電源 092( 27) 7441代表

平

吉

昌

順

代表取締役会長

代表取締役所長

星 慶

所 長 星 利

星 ・建 築 設 計 事 務 所

大 阪 市 東 成 区 東 中 本 1 丁 目 15帯 25号

地 下 鉄 蹄 僑 車 時 ピ ル 電 話06( 972) 9 2 6 5  

自宅 ー門真市植垣町 7 - 6 電 略0720 ( 81)  1  3  1  8  

自宅・門真市地垣町 12- 16 電 話 0720 ( 81)  0  6  6  7  

文

pι 岡.

女

55 



長重 賀

木

ヨ

円

U

E

n

J

 

株式会社 t  木 組 代表取締役

唖日2 *淀川医 元今宅南通 3 の 1 3  ｾＱＡ活 ＰＶ ( 302)  1451 代

好 幸 男

第 F 挫 設 工 業 株 吠 会 社 取締役社長

暗臼 l 大 阪 市 東 区 今 締 1 - 2  包括 ＰＶＨＲＰＳＩＲＹｾＱ

居 館 自 宅 n 而市縦ケ丘 3 - 1 1- - 31 1屯，1，1; 0729( 21) 2634 

輪 泰 司

株式会社地域計画・建築研究所 代表取締役所長

品 価 点 rnHfi 柁京区下鴨 上川原町69

(  rl1屯地物園'，1[停，.1) 1世話。75( 711) 2161

骨 612 J ' J ' セ. ｾｪＨＯ￭ Ｑｓ ｲｬｩ 伏見 ＱＧＨ 桃山市犬島町 ＹＵ の ＴＵ

屯 ｾｉｩ ＰＷＵＨ 印 Ｑ ＩＳＹＶＲ

水 野 喜 郎

水 野 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

タ社京冊市下京区西七条市部町771昨地電話075 (312)加 31代

支底 大阪市北区鶴野町72番地 ＱｴＡ ｊｾＰＶＨＳＷＲＩ＠ ＷＷＶ ＱＨｾ＠

南 長
士

ロ

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪ちをl占 代 表 取 締 役

&530 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番地司l . l li 06 (443)  5041  

自宅 ・尼崎市塚口町 6 - 20ー 7 官，l;! i 06( 421 )5136 

ｾ＠

昌 飼 克

社団法人 日本建築協会兵庫支部 支 部 長

神戸市生田区下山手通 5 丁目 23 兵庫建設会館内

;官，1f. 078( 351  ) 28∞ 

自宅 i明 石 市 人 丸 田T 2 の 4 7  1l! j iW78 (911 ) 2298 

ｾ＠

昌 f愛 健

株 式 会 社 宮 後 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

⑥臼3 大 阪 市 天 上 寺 lメ | 沙 問 6 の 35 屯，: 506( 772) 016511::

畢 臼6 (1 七 Ｎｫ Ｑｾｾ ｯｉ ｩ Ａｕ ｦｴ＠ 古 ＱＢＺ［ｉ ，ｊｉｊｩ ｾｲ 1  J  11 ;，吊;地

， ｴ￬ ，Ａ，ｾＧＨ渇 ＨＶＲＲＩＵＱＳＰ

56 

新 年
昭和 4 8 年尤日 ( 50 t1'/l 1長)

室谷 山水宮 武 伊 三 郎

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

暗品。神ド rli 生川 lぺ北長狭通 1 1'1 11 長剥l ピル

ｾＡｬ，Ａｉｩ ＰＷＸＨ＠ 331)  0881 

畢 6田( ，宅 ・神， i di 生1111，('1，本通 4 1'1 11憾の37

* ，!;初78( 221 ) 印50

森 良日

大 阪 建 設 業 協 会 事務局長

品 副 大 阪 市 東 区 京 矯 3 - 7  0  1包括06( 941 ) 3651  

キす 石 秋
士

口

日 刊 建 設 通 信 関 西 支 社 常 務 取 締 役

支 社 長

串 間 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の ω 沼，1506 は44 ) 4451代

盛 道 雄

浪 速 合 板 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖部 大阪市浪速区幸町3丁目 2番地のl 電 dW6( 561) 2201 ｾ＠

' 白9 自宅・芦屋市岩園町10番 16の401号

電話司797 (31)  2643 

村
l

 

l

 

E

E

E

，

 

雄

株 式 会 社 盛 工 務 底 代 表 取 締 役

唖聞大阪市北区伊勢町 19- 2 高橋ピル北2号館 品切 大阪市北1><.' 有森町471昨J也(/;)t 興ピル)

電 J 孟06( 312) 5765- 7 電 結06( 364)  1581代

唖 締 (1宅 宝塚市消泌やj l 4 l i 1 1 4 ー 1 8  

m，!!i 0797( 8612431 

矢橋
-c ョ

ヲロ

士

口

株式会社パンデックス・ジャパン関西営業所代表取締役

村 田 よ 志 子

株 式 会 社 矢 紙 大 理 石 商 庖 代 表 取 締 役

大 I宣 市 赤 坂 町 2 7 3 包括0584( 71) 1211 

八 十 島 健

安藤建設株主t会社大阪支底取締役大阪支応長 株 式 会 社 竹 '1' 工 務 j 占 常 務 取 締 役

唖553 太田川i 偏向1><. I:t' ，¥，r;;，北通 1 1"1 117耐也の 1 ' " 副 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 27 司l J Ii 06 (252)  1201  

屯 ，11: 06( 453) 2190 島佃自宅・西宮市甲子園 2 番 町5 の30 電，liW798(41) 0598 

大 手日 正

明 研イ七 # 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖613 明 石 市 雌 江 小 谷 町 8 8 8 俳 地 屯 お078( 913) ＳＴＵＶｻｾ＠

rl 宅 ・神戸市垂本区温l長町内の回 164

電 目指0781751)41郎

村 隆 次

株 式 会 社 大 和 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

晶 聞 大 阪 市 西 区 京 町 制 2 r Fl 1  7  3  1l !話06( 441' 0741代

品臼6 自宅・大阪市東住吉区平野里f堂町367

電話 06σ09) 3928 

F 晶 『

7ま
誠

田

村 本 局司

田

安 凶 株 式 会 社 会 長

阪市南区末吉備通 l 丁目 1 7  包括06( 251 ) 7091代

屋皇

玉三と

村 本 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

奈良県北葛城ms広陵町大字安部547 屯，l t 0745(55) 11 51  

村 藤
五

口野

( 布) 村野 ・森 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

k 阪市阿倍野区阿倍野筋 2 - 3 - 8 電話06( 624川926

自 宅 宝 展 市 清 荒 神 2 r 臼18ー 27 電話0797(  86)  2559 



長重 賀 新

薮 本 芳

薮 本 一 級 建 築 士 事 務 所

和 歌 山 市 東 長 町 1 0 了目 1 3  電 ｾ ｗＷＳＴ ( 22) 9930 

自宅・和歌山市東長田T l 0 丁目 13 電，180734 ( 22J 9930  

年
昭和 4 8 年元日

( 50 /干)1国)

山本 博
山 ↑亘

; t .  

，ロ

朝 陽 電 気 株 式 会 社 代表 取締 役

・m 大阪市北区中之島 3 の 3 ｾｾｉｉ ピル内

司l ，1舌06( 385) 1361 

・踊 自宅 ・吹田市雄白台 4 丁目 23，岳 8 号 電 話068( 花 ) 9087

薮 本 弦 一

ＱￎｾＧ 傍取締Ａ品 ＱＱ 珂駐在
固山 本 哲

山 回

重量

夫

.!6!.. 

株 式 会 社 笹 )/1 

常務取締役支庖長
昭 和 鉄 工 株 式 会 社

組 取 締 役 社 長
-E= 

木 政 夫

取 締 役 社 長

唖 520 大 湾 市 打 出 浜 13 ー 1 5 電話0775( 23) お 14

Je司
唖812 稲 岡 市 点 区 箱 崎 4 1  2  1 泡，15092 (65)  2931 

唖 520引 自 宅 ・大津市瀬田南大' l f I I T2087-4 官邸主0775( 45) 3蜘

大 日 本 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 底

自宅・稲岡市中央区薬院 2 丁目 2 番4 号

0'11，!孟ω 2 (74)  5095 

山内 栄

近 庄 化 学 株 式 会 社 代 表 取 締 役

' 仙 京都市中京区四条大宮西人る壬生川通角

電話 ＰＷＵＨＸＲ Ｑ ＩＲ ＱＱＱＨ ｾ

' 蜘 自宅・京都市下京区J品門過日辻よる今大，' ) ; ¥町 206

包括075伶01) 6828

山
王

国郎口

不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨5祉大阪市西区阿滋座上通 4 丁目 8 番地電話 06(541) 5534代

唖 届 5 自宅宝塚市雲雀丘 l 丁目 13-，時 2 57=} 電話0727(59) 2018  

山崎 敏 明

辰 巳 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

晶 倒 神 戸市生佃灰栄 町 2 丁目 2 1 包 括078( 321) 侃55代

"' 662 自宅 ・西 宮 市 五 月 ケ 丘 5 の7 電話0798( 26) 27 63 

山
客、

男下

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

串 制 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 (7) 54 電目的6( 702) 7814 代

串剖6 自宅・大阪市東住吉区加辺東之町3の193 1tt?青06(621) 9086 

山新
ご・ム

，ロ 郎回

株 式 会 社 山 田 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

幅広拍大阪市北区万才町43 浪速ピル 司! J t 06( 312) 0937 代

畠拙 自 宅 ・摂添市千里丘5γ 自9番21号 電 話06( お8) 0119 

回

株 式 会 社 山 田 工 務 底 取 締 役 社 長

・碕l 神戸市: u 合区八君主通1丁目 4番地電話078( 221) 1013代

11U古078( 231) 5601代

串652 神戸市兵廠区山岡町大池 29 電話 078 ( 581) 2055 

山 義 fT 田 山本 良 勝

株 式 会 社 竹 中 生 務 庖 常 務 取 締 役 佐藤工業株式会社大阪支底常務取締役大阪支底長

畠臼l 大阪市東区本町 4 f 自27 / 11' 地需品06 ( 252)  1201大代 ，剖1 大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電話06( 203) 7221

畢6臼n宅・ i'G富 市 北 昭 和 町 6 - 6  'i l!.!i i 0798 (67 ) 3561  自宅強中市来 ｬｴｾ ｔ I 丁目 6 - 2 7  ｾＧＱＱ［ Ｑ 舌 ＰＷＶＳＳＨ 2)  2763 

栄 輿 建 築 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畢531 大阪市大淀区中w浜通 2 - 6 6 '，'l! ，!/;06( 371) 5056- 7 

屯，1506( 372) 2026- 8

骨臼6 ｮ 宅・大阪市 ｢ 在住吉ｾ凶鷹合開 ｔＳ f  /] 11昨I也

111M! 06( 691  ) 8771  

山 啓西 之

阪 神 興 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

畢臼l 大 阪 市 東 区 平 野 町 2 丁自 2 電話06 ( 203)  7131代

.山本 雄園

中 国 電 気 工 事 株 式 会 社 大 阪 支 社 支 社 長

畢5却 大 阪 市 北 区J I ( 堀川町 10 沼，1/;06 ( 362) 節 目

山 本 憲

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商 会 専 務 取 締 役

山 本 禎 弥

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 1 - 3 - 6 ・立.活 06( 381) 9131

n 宅 l吹 悶 r/ l 南 4 0 9 の 7 電話06( 382 ) 3003 

湯 浅 武 夫

湯 浅 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市東区南久太郎町 3丁目 32 電，!1i 06( 245) 0701- 2

m 事務所， ｾ界市浅香山町 Ｓ 了 ＱＰ の Ｓ 'i'l! j W722( 32) 8714  

士

口
武回

株 式 会 社 吉 田 建 築 事 務 所 取 締 役 会 長

哩悶大阪市西区北線江上通 3 f I J 2 2 /11'地

1t U古06(538)  299l ( t  

哩574 ｉ 守宅・大東市住 ｩｬｩｬｦＯｾＷ ＭＵ 電話 ＰＷＲＰ ( η) 0406 

士

ロ
虞 助田

"' 530 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 15 1l Ul i 06 ω64)  3056 8544 大阪市生野区撲大池町 1 3  2  1I!，l l i06 ( 757)  1101 Ｈｾ＠

"' 5剖 自 宅 ・ 滋 賀 県 守 山 市 今 宿 町 電 話07758(2 ) 2665 "' 543 自宅・大阪市天王寺[ メ九ケ辻町61 '，11; 1苦06 (771) 引 23

株 式 会 社 ナ ニ ワ 代 表 取 締 役

57 



長重 賀 新

米 良 男田

株 式 会 社 米 国 主 務 底 代 表 取 締 役 社 長

年 昭和 4 8 年元旦

渡 辺 紋 左 衛 門

渡 辺 建 築 設 計 事 務 所 所 長

唖 543 大 阪 市 天 王 寺 区 逢 阪 上 / 町7 昏I也' i l!治06(771)  7771 畢510 肉 J 1 市 市 中 部 1 1  - 9  屯 話0593(  53)  5505代

晶開 自 宅 k 阪 市 天 王 寺 区 逢 阪 上 ノ 町7番地 ・512 自宅ー阿 IJ rfirlil 草稿岡田T 1 3 - 8 電 話0593( 65)  2523 

電J舌06( 771) 0155

若林 繁
士

ロ

こま寝 屋 装 備 工 業 株 式 会 社 社 長

畢531 X 阪市大淀区本庄川崎町 2 丁目 6 1t地

宮町 ｊｾＰＶ ＨＳＷ Ｑ ＩＳＳＲ Ｑ Ｍ 3  .  3630 

晶日号自宅 京郎市東山区清水 2 丁目232暑地

鷲 尾 健

明 石 工 業 高 等 専 門 学 校 長

骨 674 附l “ di 魚 住 町 内 防i 屯 話07894(' 6  i  0375 

和 田 員

株 式 会 社 東 和 組 代 表 取 締 役

串臼0 大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 1 7  5  電 話06 ( 363)  4051 

・朗 自 宅 ・芦 屋 市 公 光 町 3 番 8 電 話0797( 22 ) 3282 

渡 辺 勇

ハ ザ マ 興 業 株 式 会 社 取 締 役

島 107 点点制li 在|メー仲'I ，'f lLJ 2 - 2 4ー 15 ｉｾｾ 山タワ ーピ ル

'/I! J;li 03 (403)  8191 

"'4筋肉宅・名古尾市千種氏神丘町2 - 48- 3 m，11i 052( 701) 4203 

j度 辺
志

東洋 シャッ ター株式会社 代表取締役会長

晶剖0 大阪市東区両替町 1 - 1 2 日生ピル

電 話06( 943) 65711

畢闘 自 宅 ・豊中市緑丘 3 丁目 21番 8 号 電 話068 (56) 0988 

j度 雄辺 正

株式会社大者11' ) γ チ ラ ン ド 代表取締役

大 阪 市 北 灰 南 扇 町 5 il1'の 1 <'1l J t 06 (313 )  2921代

58 

jfl Mi 

大
ご・ム

，ロ 郎井 弘

株式会社大弁建築設計事務所代表取締役

大 阪 市 西 区 京 町 場 1 丁目 76 福 岡 ピ Jレ

電 話060斜4) 4521- 2

ＨＱ 宅 ・ 箕面市 Ｈｩ 翠 ［ｾｦＴ 丁目 Ｔ Ｍ ｝｛ 1童話 0727 (21) 4113  

jfl ｾｉ￬＠

玉置 巌

ェ 詑 建 築 設 計 事 務 所

大阪 diiU述 [>( 凶則子関f l 009需I也

電 話06( 562) 1513.  3355.  3726 

J:. 阪 市 浪 速 li Z 丙凶手町1009111' 1也

電 話06( 562 ) 1513.  3355.  3726 

迫I 1 1 i

広 谷 嘉 秋

合 資 会 社 中 建 築 設 計 事 務 所 代表社員

名古屋市中区西瓦町19( 石瀬ピ Jレ) 電 話 052( 262) 4411 

自宅 ・名古屋市千種区月ケ丘2丁目 ー2- 83

電 話 052( 711) 8010

M

m

 

迫

三邑

同 山 正 義

株 式 会 社 二葉建築設計事務所

取締役所長

有 限 会 社 青 山 建 築 積 算 事 務 所

ili 針。6(.制 3)0598
串 おO 大阪市西区江戸堀ト128( 江南ピル) 電路

繍算06(443)

串 610- 11 自宅 ・京都市古車巨大原野上里' 山町14-6 電話 075( 331)8082 

j!l hli 

泉 治 郎 ー

株式会社熊谷組大阪支庖 専務取締役大阪支応長

串 日4 大 阪 市 鶴 島 区 片 町2丁目 10番5号 電 話06 (352)  1151 

jr: ｾｉｩ＠

山 本 徳

株 式 会 社 山 本 工 務 庖 代 表 取 締 役

串 546 大阪市東住吉区間辺西之町2の81の3 電話 06(628)7871代 長

串 546 A 宅 k 阪市東住吉区山坂町 l の 10 電話 06( 622) 1871

( 50音順)

J皇 制i

岩 久 哉下

鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 次 長

唖 541 東 区 瓦 町 5 - 71 瓦町ピル 電話06( 203) 3381

串ぬ4 神 戸 市 須 磨 区 汐 見 台 町 4 - 6- 8
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ヨーロッパの都市と建築調査のご案内

〈都市環境・住宅団地・歴史的建築〉

と周知のように ，近年の建築業界の発展 lζ はめざましいものがあります。

わが日本建築協会では. このたびヨ ーヨッパの都市と建築事情を調査研究する目的で調査団を募集

する計画をいた しました。

当協会では，過去ヨーロッパに 3 回、モ ントリオ ーノレ万国侍に 1回の視察団を派遣し，会員の皆様

方のど好評を得ました。

今回の企画は現在日本でも問題になっている都市環境 ・住宅団抱 ・現代建築を主眼として、さらに

近代か らノレネッサンス中佐古代ローマ ・ギリシャへと歴史をさ かのぼり各時代の代表的な都市施設 ・

建築物等についてつぶさに調室研究していただけるよう 6 カ月聞に及ぶ委員会を開き決定しました。

又ど参加が決まりました後に数回のオリエンテーションを開き十分な知識を持って出発していただ

けるように考えておりま すc

特に今回の企画 !ζ は若い人達のために ，もりたくさ んの視察箇所を入念に選びましたので実のある

ものと確信しております。

皆様方多数のご参加をおま ちいたしております。
日 本 建 築 協 会

( 乙のたび旅行業法勾&i E により この企画 についての問合せ申込みは日本交通公社において取扱う ζ とになりました。)

| 募 集 要 項

1. 旅 程 旅程表の通り (後褐)

( 又現金書留にでも可)

又残金は昭和48年 5 月15日までにお支払い下さ

し、。

2. 旅 行 期 間 23日間〔昭如48年 6 月12日( 火) - 7月4 日( 水) J  

3. 募 集 予 定 人 員 25名

4. 参 加 資 格 本会々員とします。

9. 参加取消について 旅行出発日の 1 カ月前までにお取消の場合は l

万円を，それ以後にお取消の場合は申込金全額

を取消料として申し受けます。

5. b荒行参加総費用 ￥ 398. 000-

との費用 lζ 合まれるも のは次の通りです。

イ ) 航 空 遂 賃 金行程エコノミークラス航空運賃

ロ ) 鉄 道 運 賃 1等運賃

ハ) 送迎ノてス料金各地にお ける空港( 鉄道駅) とホテル聞の特別

パス運賃

ニ) 観 光 パ ス 料 金 各 地 に お け る 特 別観光ノ〈ス料金 ・ガイド料金及

び入場料等

ホ 〉 ホ テ ノ レ 料 金 各 地 に おける高級ホテ J レ部屋料( 原則として浴

室付 2 人部屋) 及び税金 ・サーヒ。ス料

へ) 食 事 料 金 毎 日 3 食 (朝 ・昼 ・タ) の食事料金但し自由行

動日の昼食料金は含みません。

ト) 手荷物運搬料金 お l 人傑20キロま での運搬料金

チ) 空 港 税各地における空港税

リ) チ ッ プ団体行動中のチップを含みます。

ただし超過手街物料金，洗濯代，道話代，果物類その他個人的性質

の費用及びサービス料等や渡航手続費用( 一回旅券印紙代 3，α)() 円

・数次旅券印紙代6. C別円予防接種代1.α ゎ円) 等は総詑用の中に含

まれておりません。

6. 申 込 み 締 切 日

7. 閉 会 せ

昭和48年 3 月31 日

日本交通公社海外旅行関西支庖

運輸大臣登録第64号

旅行業務取扱主任者 柿 本 博

担当 宮後グループへ

大阪市東区安土町 4 丁目 19 Tel :  06- 261- 0140 

8. 申 込 み 方 法 参加申込書( 別掲様式により) に所要事項ζ 記

入の上. 上記へお送りいただくと同時に ，東京

銀行船場支庖「日本交通公社海外旅行関西交庖

普通預金口座 ( No. I02012)J へお申込み金 3 万円

をお振込み下さい。

10. 旅行費の分割払いについて どなたでも楽K ど参加いただけるよ う

旅行費用の分割制度も用意いたしました。

例 ( 日航トラベローンによる)

参加申込書 ( 様式)

ヨーロ ッパの都市と建築調査団旅行に参加申込みます。

住所

氏名

勤務先名

電話( 自宅)

( 勤務先)

年 令 ( 才)

建築と社会/ 1例 年 1月号 59  



1引州川川州11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川川川11川川川111川川11川川川11川川川11川川川11川川川H川川川11川川|リ川11川川11川川川111川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川111山川11川川11川11川11川川11山川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川川川111川川11川川11川川川11川川川11川川11川11川川川11川川川11川川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川11川川川川11川川川11川川川11川川11川11川川川11川川川川11川川川11川川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川11川川11川川川11川川11川11川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川川川11川川11川11川11川11川川11川川11川11 日本建築協会第 5  回 ヨ一ロ ツ パの都市 と建築調査団

日本建築協会第 5 回ヨーロッパの都市と建築調査団日程

、
、

1

-

E

，，，

，

間ロ同

内

4

H

W

内

γ

'

・

昭和48年 6月12日

昭和48年 7月 4 日

宿 泊 池弓き'i IIJ 

ｾ弓ｾｾ，こて弓言へ

交迂主イ説明

J  L  ＱＲＶｾ 更
l< 

中

J  L  44 1  ｾ史ニｾＱＺｲｾｴＺＮ Ｎ ｾＺξ 畠ｾ ' i i ! . こて

一 九 ヨ 一 己 〆 へ ( ア ン カ レ

ジ 注 臼 ) I機

flJ1主役 二 ヘ / ー ケ ン 市 内

i守::i'. ノてス| 竺 J

I 市庁舎、 S f... S 二 J レ デ イ ン ク

テイ; ; - ' ) ミ

ク リ ス ニ ャ ン ー μ ク玄室Li

ラ ン ゲ リ 一 二 三 7 A等

ｓｋＴＰＴ 目更ｾｾ吾プ ｩ 、 月 寸 J レムへ

fJ  "": .  - i. 句 穴 l レ ム 市 内

5 二乙

ロアノレ＿ルＺＺｾ三零 ｃＮｾ＿ i-主

市庁舎、 5 有 γ

7 ス ーιJ レ‘ υ 主の人i 1: : : 号主事

ウミヲ ｡ パス ｬ 止 ｈｅｨ 団［ｾ岳ＮＮＮＮＺＮＮＮＮｾ

フア ｊ レ ｰ ク ｓ［ｾ

ウ ニ ー ・ 〆 ク ブ イ 5 3 2

王
一

5

5

0

一

5

4

一
4

3

3

一2

泡

一

9

o

l

-

-

l

-

u

u

モ一

1

2

2

-

o

一
発

f

H

え

:  1  :  40 

22 :  50 

コ ペ ン ハ ー ゲ ン え

| スト γ ク ' J - / レム，

6 月13 日

( 水)

2  

シ ニ J レ 戸 ル ノ ム 3乙

3 与 へ ル . / キ ヘA Y  786・宅

へ J レシンキ

へJ レ y ンキ

乞 ン

ロー

ド ン

学

箆

ム

更

設

ム

エ

ア

宇

一

引

d

元

日

(

ジ

ア

一

一

円

ク

一

巾

ク

九

・

一

ン

-

J

一

一

、

三

一

一

一

ヘ

・

一

℃

f

r

)

句

ミ

三

一

ン

句

一

ム

，

ニ

ル

一

二

一

ン

-

7

τ

=

ヒ

一

〆

戸

ン

タ

ソ

一

口

付

乙

リ

一

ン

一

%

会

イ

一

タ

オ

介

エ

一

之

↑

到

ハ

一

日

一

同

ワ

ノ

一

コ

d

ノ

れ

一

♂

ニ

一

川

リ ー ン

パンＯＷｾ｟Ｚｊ［室

一- ，: " ' - 呈民

J ン「 ステ f ノてJ レホール

ノて 三ユンィム' 玄白予

訂 」 ノ 、 ス 郊 外 国 氾 e:::.=.:

ノ¥ーローー. _ . ・

一- 4 - ジヨ:!...:?_.

( へ J レ シ ン キ )

戸、 j レ シ ン ー ェ 吾
E 】

F ン f ・

ロ ン

ス テ

円 二 内

〆ノ一一 こ_ 1; .〆J  

ビシ ー‘ - -

ワインマ- _ - 工

ノ、ンー@ ン コ ー

6 月14 日

( 木)

3  

ス ト ッ ク ホ J レムえ

へ ん シ ン キ

てノロ

4  

6 月16日|

( 土)

5  

( ロ ン ド ン )

6 月17日!

( 日)

6  

ド ンロ ン呂 三2

;主 3 バ ス τ ン、てー，- " ' _ . 乞三主主昭会

テ ム ヌ ミ 一 三ユ乞

一一司町ーーニュ、，

'" 

ロ ー 〆 ン _ '

， 

-
-

4〕

(

口

町

公

一

ン

叩

，一旦，

/

へ

乙

〆

一

九

パ
ニ-由一

i

A

持
。

フ』

門

U

C

」
ロ
u

6 月18 日

( 月)

7  

ノマ

18 :  00 

19 :  00 

み

九

t

七

ソン

60  



111111111111111111111111111111川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川旧本建築協会第 S 回ヨ ー ロッパの都市と建築調査団

宿 泊 地車、名1也目 次 l 月 B ( 曜)

ノマ

8  

ンJ レ

ごノ

フ

ヴ エ ニ ス

コ ン 二 J レ

凱 hft 日

モ ン マ v トレ

サ ク レ ー - - ' 寺町完等

l 午 役 巨 s : ，Ｍ，，Ｍｾｾ＠

白白ｾＺｓ］

シテ島( " T Ｇ 島 ｊｾｾ

T  E  E  1国 際 が さ = 豆 こ 戸 「 イ ス へ

ｾｬ 急列車ｼ

E  X  P  6871 ウ' リ- ，...こ F

' '̂ )レン r.

特別ノ Y ス| へ j レン

学

ハレンI ! ' . . f - 一発2， 1包

ザツ. " ，=: ζ プ J ・{ ス

コj レ ビ ‘ - ｾ｛ＭＺＺ豆諸等

ま た は 、 官 己 二 T 勺 三 守 j レプ|

ス 浪 花 主 }

※ 7 イ " ー

※ ユン，. . . ｾ二ｻヨ P す、三喜

E X P 866' 急 行 /':- 1; 豆 こ F ミラ ノ へ

到 己主'": EI 53 ￪｟ｾ＠

ピレ" ー' : " f /  _  ｾ不可会場

カ サ ヘ ニ 7 つ

i、フT モー。ーモ二z号

l  け ナ ン ク - ，一二，ンーラ" ，イエ|

1  1  ( 長伎の Be ， 舌 人 ミ

ＲＰ い夫法 ＴＰＹＱ ＧＱＺＺＱ夫」主主 Ｚ豆こ Ｍｾニニスへ

07 r'J (.'>.:. 島 田 片 的

サ ン マ ，レコ 圭 S

六i亙疋

ｊ 急ｾ 1す ド 豆 こ て 7 コ ー レ ン ス へ

霊l香 ' 訟 手 ; 53 ｾｊ 灼

ィ主の聖士呈

ウ フ イ

-...Ec' ， 

一6 月 20 B  

(7J ， )  
9  

; m 

現地時刻| 交通機関| 授

ｉｾ 寺 ｽ｝ｉｊ パスｼ郊外因氾 Ｕ｟ 字

デ フ ァ ン τ 1乞 三 苓 旬 発

ノマ J レ" 一 、一三"' ' : ' '

ホ ヒ ニ ケ ニ - 3j ; : :  

ノマンテ〆/ 三= こ

| フノレコーニーに号交

! ヴエルーペニ8 ' 5 ，等

特別ノてス| パリ市てE z - 一一

オ ベ ラ 庄

日

辺

川

崎

泊

発 1 13 

グ 者 1 19 

グ 発 1 19 

4主1 21 ンJ レ

6 月21 臼ノマ

( 木 ) ヴ

ヴ

「

10 

ノ

l レ
，、、

己市内見

( へ J レ ン )

12 

発

指

ン

ノ

ノ

j レ

フ

「了τ

6 月 22 臼

( 金 j

ベ

ミ

口

u

2

d

、

J

わ

土

F

O

 

11 

ス

ス

二乙

二巳ヴ

6 月 25 日

( 月)

14 

61 

フロー

レ ン ス

" 7  

， 三主口二 月早 吉

一 -・説。

特別パス| フロー J 二 P ニーでへ

ｾｬ＠ ｾ，ハー二ＭｪＡ売→ょと中

せ ず 可 J 二 4 ーで y よ

サンシミニ一一ノｾまと

へγ;.::. ___.，町

08 :  00 フ ロ ー レ ン ス 発

6 月 26 日

( 火)

15 



11川111川11111州111削11111削111川111川11川11川11川川11川1111川111川11川川11川111川111川11川川111川川11川川11川川11川11川川111川111川川11川川111川11川川111川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川川111川11川11川111川川11川川11川川11川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川11川1111川11川川11川川11川111川11川川11川11川川11川川11川川川11川川11川川11川111川11川川11川11川11川川11川川111川11川1111州11川川11川11川11川川111川川11川川lリ川1111川111川11川1111州11川川11川1111川11川附1111川11川11川川11川川11川川111川111川川11川川11山I!旧旧日本建築協会第 5 回 ヨ一ロツ パの都市と建築調査団

宿 泊 τ也

ー亨

マ

司、

二干、

ロ

中

三，ｾ｟［ＺＡ￲ ｡ 寺主宰通 機 Ａ匂 ｉ t商

i f: }JIJ ノミス| 車名目 ロー 7

ピ ン チ ヨ の 丘

ス ヘ イ ン 広 場

聖 天 使 淑

バ チ カ ン 市 国

ノマンテ，f ン

トレビの泉

ロロ 7 ノ

ァ，ピア法ri 差

| カ ラ カ ラ 冷 場 等

車ゑ日 白白 f守的

※ ナ ポ リ 、 ホ ン へ イ 日 帰 り 京 汗

("j : }j IJ パ λ ) ロ ー マ 市 内 史 学 l ロ

1" 日>1 / てス刈外国エ也見学

エ ウ J レ団地

カ ザ ー j レ バ ロ 2 ク 団 地

ネ J レ ヒ ー の オ リ ン ピ ク芦モーit

午 後 自 由 行 十J

A  Z  486: 空会・ 3品 ア テ ネ へ

ヲ'

Ａｾ＠ ｾ￭＠ . パ ス 休 日 へ ロ ボ ネ ノ ス 半 島 見 学

古 代 コ リ ン ト の l主計

コリント逗，可

H ./ L  1) " 7 ンによ て 発f屈

さ れ た ミ ケ ー ネ の 喧 跡 、 古 ' t

エ ピ タ ウ ロ ス の 主 1蕩 ア

午 前 ア テ ネ 市 吋 見 ヂ

ア ク ロ ポ リ ス の 丘

ア コ ラ

0 0  J  L 466・更王おェープ卜へ

50 カ

パ % ノ Vλ ピラミ |、 ・λ フインクス 't 学

カ イ ロ 朽 日 見 学

J ミザ J レ モスク

ー乙ジフ・卜 1専"イ初 自富

00 J  L  4541史 子 路 帰 国 の i全に

一一一γ 一

21 ，30 

要

内 見 学

ー 戸

_. <.;.... 

ロ

フ

、

18 

」ーー

6 月28 B

( 木)

16 月 別

16 I  

1  ( 7ド1

6 月29 日

( 金)

17 

山

時

開

制

措

岬

菰

(

h

h

E

司

)

T  

T  

イ

拍

お

一

∞

冷

却

一

羽

- .  00 1  

重

Eヨ
「

20 

巴

ーヲ

T:  

門
巳

円

U

、

J

れ

は

f

口

7 月 l 日

( 白)

19 

百草

仲

向

日

m
r
司

日

明

以

栂

聞

記

制

<<I 
忘

川

相

干

=三 1 :9 

芸

，ｾ＠

京東ま11 ! 言々 l且俳句ホテ J レへ[ 宣行

」

3  

J し105更 国 寸 仰 に て に 阪 へ

f ，] /主役 解貴文

∞ 

55 

コ9

09 

-

4

-

i

ヨ

ミf

[.7 

カ

吉

J

吉

Y

十

ロ

」

一

口

u

口

u

2

リ

一

3

d

一
4

け

月

仔

一

月

'

U

一
月

M

7

'

一7
'

勺

/

内

ζ

一

一

ぽ

22 

田

23  

c:::: 

母

∞

守

口

峠

笹

。
l

下

梢

，心

地

怪

異

翰

u
-
t
挺

E

桝

罷

叫

帆

州

制

リ

吋

拒

同

府

Q

中

、

h
-

ロ

l

m

E

m
一紙

叩

盤

縦

訓

叫

M

村

田

事参加希望者は左記申込書にご記入の上，日本交通交社海外旅行関西支庖 ( 大阪市東区安土町 4- 19)  

へお申込み下さい。

62 



1111111111111川11111111111111111111111川111川11川 l川 1111111111111111111 日 本 建 築 協 会 常 設 委 員 会 ・ 本 年 の 抱 負 111111川 l川1111川 川11111111111川1111111川1111111111111111川11川

法 規 委 員 会 本 年 の 課 題

法 規 委 員 長 福 田 朝 生

ｈ 乍王手 ｪ 立は ｊ ， ｾ 準法改正の総 ＱＱ 上げとも云うべき新用途 地 域指定の問題

に つ い て l符 お よ び 市 の 徒 尖 説 明 が な さ れ た が 、 本 年 は い よ い よ そ の

施 行 の 年 に あ た る 。 ま た法令処築事務所に| 比l しでも種々論『泌が交わ

されたが、主主事長主 ｾ ｲ ［［Ｚｩ 試験もすでに終り、 ＶＰ 時 Ｑ ＺＱ Ｑ の研修会を絡て Ｔ 月

1 日 よ り 突 胞 に 移 さ れ る 。 い ろ い ろ 知 し い 問 題 に 遭 遇 し そ う だ が 、

何 と か 良 い 紡 米 を 生 み 出 す よ う 協 力 し た い 。 こ れ に 1' 1" う 法 令 怨 築 事

務 所 協 会 の 設 立 、 往 築 li}j 災協会の設立等もJ . ( ミ眉の問題として本年の

泌 姐 の ー っ となろう 。

方、日本位築ザ: 会て" . i i 主めておられる lli 築 J 左 準 法 の 法 令 的 研 究 も 今

年は少し ｬｩｬｩｊ 変を早めて何らかの結論が出されよう。ますます明Ｑｦｾ Vj平と

な る 法 令 の 交 通 路 思 役 と し て そ の 成 米 を 期 待 し て や ま な い 。

住 宅 委 員 会 本 年 度 の 抱 負

住宅委員長 小 西 岬

111，年度 li: 定 委 以 L毛 を 命 ぜ ら れ 、 先 銀 各f立の ;J}j ( かれた路線を走るだけ

で、 「第 9 回よろず宇11談住宅展」も予想以上の成長長をあげ、出 l医者お

よ び 委 H れ {;i: の 労 を 多 と い た し ま す 。 こ と に 会 期 中 、 ご 多 忙 の な か

を 2 日 川 会 場 に お け る 入 場 者 の 相 談 に 応 じ ら れ た 委 只 に 対 し 、 深 〈

! 必訓いたします。 お か げ さ ま で 予 期 通 り の 収 入 も あ げ 符 ま し た こ と

は 、 協 会 の た め に も ご 同 l去 の 宅 り で あ り ま す。

委 以 会 1政 大 の 仕 事 た る J.Jk覧 会 は 、 今 ま で 阪 神 百 貨 庄 の 格 別 の ご 日 配

で、きわめて ｊ ｬ ｬ ｪＧｪ，ｾ，Ｇ，ｦにｼ持 Ｑ Ｑ ｭ できましたが 、 本年は ＱＰ 年を迎えるに当り、

今 後 の 方 針 に つ い て 、 再 考 す べ き と き と 考 え ま す。 10年 前 に 比 し社

会 状 勢 が 大 い に 変 っ た H乍 今 、 い つ ま で も 同 じ 厚 意 を WI 待 で き る か 何

か 、 委 J- i 会 と し て 、 早 急 に 対 策 を た て る べ き 時 期 か と 思 い 、 同 時 に

協 会 の 財 政 辺 直 し の一 役 に と 、 111，年 11 月 「 新 し い 事 業 企 画 」 小 委 只

会 を 設 け 、 新 し い 主j工業を i検 討 中 で あ り 、 本 年 度 は 何 と か 、 有 意 義 な

新しい・J>;' 業 を 実 地 す べ 〈 、 努 力 す る 所 存 で あ り ま す。

建 材 委 員 会 の 抱 負 と 要 望

建材委員長 場 内 三 郎

ｈ 乍年は、千日デパート火災をはじめとして多数の人命を失う災 ｾ［ＺＷｊＧ

社 会 の 注 伺 を 集 め た 年 で あ っ た 。 こ の こ と は 、 耐ilf l耐火 構 造 の ピ J レ

であっても、惑粂{ 牛がlli な れ ば 人 命 を 失 う 危 険 の 大 き い こ と を 一 般

市 民 に も 教 え た と い う 点 て ゴtlli な教訓| であったといえよう 。 そ し て

こ の こ と は 、 建 材 を も 含 め て す べ て の 材 料 の 不 燃 化 と 有 苔 ガ ス の 発

生 を 少 な く す る こ と へ の 要 望 が ま す ま す 向 く な る 傾 向 に 拍 収 を か け

る も の と み ら れ る 。

当 委 以 会 で は 、 こ の よ う な 社 会 の 要 望 を i及みとりつつ、 lよ く 会 員 諸

氏 と の 相 互 交 流 を 通 じ て 、 よ り { 長 良 な 処 材 の 発 l民 お よ び そ の 使 用 方

法 の 迎 正 化 を は か る と い う 目 的 に 向 っ て 、 今 年 も 委 g ー 問 、 大 い に

努 力 す る 党'1密 で お り ま す の で 、 ど う か 会 以 諸 氏 に お か れ ま し で も 、

活 Ｑｾｾ なご意見をお寄せ下さいますよう、お願いする次第であります 。

会 勢 委 員 会

会勢委員長 什、キ本 i育

会 勢 の {'I'/艮 を 祈 念 し て 誕 生 し た 本 委 只 会 は 、 !j 夜 前 朝 日 ピ ル 時 代 に あ

っ た 「 建 築 ク ラ ブ 」 の 復 活 を め ざ し て 、 と りあ え ず ホ テ ル を 利 用 す

る朝食会を ｬｾ ｦｊｦｉｩＱすべ〈企画したところ 、 大方の賛同を得て、 ｈ 乍年 ＱＰ

月 現 在 に て 1 6 0名余の入会を得た。

朝 食 会 は 毎 月 第 2 火 眼 目 811寺よ り ( 冬季は 8 11寺 半 よ り ) 、 新 大 阪 ホ

テノレ宴会場にて 開 催 。 朝 食 を と も に し た あ と 各 界 か ら ，mDiIi を招 いて 、

有ｾｾ義なお話をきく こ とになっている。

ま た 、 平 紫 は お た が い に 多忙 にて 顔 を あ わ す こ と の な い 人 た ち に

も 会 え て 、 久制 を 叙 す る こ と が で き る な ど 、 相 互 の 親睦 を た か め て

いる 。 さ て 、 本 年 は 会 A 数 3001"，突破をめざして、委以一問、何l 己 に

よびかけ勧誘しているが、入会ご; f u ' ' 3 l . の方は協会ZJ>;. 務 J，，) ま で 申 しこ

ま れ る と あ り が た い。

( 次回の集会は 1 月 1 6 日 、 講師 |荻村I有 1'i: J i I i 社長南部知伸 氏)

教 育 委 員 会 本 年 の 抱 負

教育委員長 谷 口 尚 武

毎 年 、 こ こ で 述 べ た 抱 f l を 半 分 も 笑 現 で き な い ま ま に 数 年 を す ご し

てきた 。 ＱＱ Ｑ ，年は ｊ ， ｾ 礎工法成習会を各 地 で 附ｊｬ ｭ したものの、これは教

育 委 J..( 会の自主1 t " : ITI ii と い え る も の で な か っ た し 、 シ ン ポ ジ ウ ム も 第

1 固 と し て 都 市 災 出問 題 を と りあ げ た が 、 あ と は tZ11会 自 体 の Hオ政 ピ

ンチに気勢をそがれてしまった 。 委只各 ｦ 立の熱ＺＧｑｾをｾＮｾにした施 ｊｬＮ があ

り、委只長の無力を ｊ ￧｣Ｎ ずる次第である。 本 年は企 ｾ ｉ ￬￮ を十分にねり 、

参加会只によろこばれるとともに、あらゆる: u 一味で協会の力の j函謎

に役立つ滞留会などを ｮｾｊｭ ｬ できればと考えている 。 こうした 似 しに

ついての会只諸比の縫尖は大いに歓迎したいと思うので、& J . o .hなく

声 を き か せ て い た だ き た い。

事 業 委 員 会 '73の 抱 負

事業委員長 北 垣 智 造

願 み れ ばH乍年は 、委 u各 伎 の 熱 意 あ る 活動 に 支 え ら れ て 、 3 小 委 只

会 が そ ろ っ て 密度 の 泌 い斬 *Ji な 企図 で 、 い さ さ か な りともこ' 期 待 に

/; ¥11 し、科Fた も の と 自 f l し て い ま す。

今 や 激 励 の 世相 を' 11' 扶 に 、建 築 界 も 様 々 な 問 題 に さ ら さ れ な が ら 、

今 日 も 、 街 に 建 設 の 槌7T は 日 〈 響 い て い ま す。 転 換 の 年 と い わ れ る

1973年 は 、過 密iiS疎 、 i UJ ; l ゃ環境等、今日的な社会的課題のなか

で の 建 築 の 歩 み を 正 し く 捉 え た 企 画 で 、 地 道 に 会 只 利 17 L の初H貨と 模

索 の 場 を 提 供 す る と と も に 、 lム〈 一 般社会に訴えてゆきた〈念: ! 9 . i [ し

てお ります。

新 年 を 迎 え て 委 只 ー 問 、 フ レ ッ シ ュ な 感 覚 で 取 組 む 決 意 で お ります。

何 卒皆様の変らぬご支扱をお原i [ - 、します。

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 本 年 の 抱 負

建築データシート委員長井上 混

「建築データシー ト」 が 本 会 創 立 50周 年 記 念 卒 業 と し て 発 足 以 来 、

昭和 4 7年 末 に お い て 目 標 の 6 0 0 シ ー ト を 超 え ま し た 。 こ れ は 会 〈 皆

機 方 の お か げ で あ り ま し て 、 現 在 お 手 も と に あ っ て お 役 に 立 っ て お

れ ば 委 只 一 同 何 よ り の 悦 び で あ り ま す。

今年は既刊シートの宇i ! i . @. . 改 訂 に 重 点 を 置 い て 、 あ わ せ て 新 シ ー ト

をお屑けしたいと忠、っています。 こ の た め 会 民 初 見 が ご 利 用の結来:

の ご 希 望 、 ご 意 見 を lt 易 り た く ご 協 力 の ほ ど お 願 い 申 上 げ ま す。 なお

ｾＧｴ￼Ｎ＠ {Iまは、 引 続 き 日 本 建 築 総 合 試 験 所 所 長 坂静 雄 博 士 に お l傾い 申上 げ

る 所 存 で ご ざ い ま す 。 今 年 も 委 只 一 同 頑 張 ります。 諸 }止の ご 理 flj l(と

ご 支 援 を 期 待 し て い ま す。

出 版 委 員 会

出版委員長 小キ本 清

昨 年 の 春 、 刊 行 し た 「 処 築 基 礎 工 法 と 笑 例 」 は 、 お か げ を も っ て 好

評 、 順 調 な 売 行 き を 示 し て い る 。 そ の う え 、 教 育 委 只 会 の 協 力 を 得

て、 地 元大阪をはじめ、 |河 山 、 広 島 、 名 古 記 、仙 台 、 東 京 ・・ーー各地

て｜本誌をテキストとして成習会を ｉ ｾ 日 ｦｩｩＺ し 、 ー そうの成 ｾ ーをあげる

こ とカf てa きた 。

本 年 は 体 質 を 改 普 し て 、 会 只 に 喜 ば れ る 図 書 を 刊 行 し た い と 念 願 し

ている。

編 集 委 員 会

編 集 委 員 長 彦谷 邦 一

改 め て 云 う ま で も な く 、 建 築 と 社 会 " は 一 般 の 商 業誌とは巡って、

協 会 員 全 員 が 参加 し協 力 し て つ く ら れ る も の で あ る 。 一 苦11の 編 輯 担

当 者 や 関 係 者 の 好 み に よ っ て 偏 向 する こ と は 許 き れ な い の で あ る 。

私 ど も は 永 年 に わ た っ て 培 わ れ た この雑 誌 の 伝 統 の 上 に 立 っ て 、 新

しい ｬ 時 代 の袈 ｾＱＡＱ と 、情 報過多の 現代 の 社 会にあってユニークな魅力

の あ る 雑 誌 を つ く り出 す た め に 努 力 し た し 、 。 と も す れ ば ? ン ネ リf じ

する 雑 誌 を い か に す れ ば時 代 に即 応 した よ りよ き も の に な る か 、 初

心 に返って考えていきたし、 。 現 在、 協 会 員 が 一 つ の 辿 帯 感 を も ち う

る場 は こ の雑 誌 以 外 に な い 点 を 考 え あ わ せ 、会 只 の 辿 帯 の 坊 と し た

い。 もとよ り、協 会の経済的法盟主の上 に 立 っ て 他 会 な る 協 会 誌 を つ

く る た め に は 抜 本 的 な 手 術 を 裂 す る が 、単 に t肖板的 に つ じ つ ま を あ

わ せ る だ け で は 汗 さ れ な い の で あ る 。 ここ に 全 会 u の 協 力 と 指 iヰを

切 にＡｾｊｩう 次 第である。
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支

支

支
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東

西

州

本

間

関

九

回

人

社

法

東京都中央区八重洲 1 - 3  

同 」二

大阪市西区新町北通 1 - 17  

長 111な 市 大 柿 町 2 3  - 5  

ル ト 同 業
ふ
一

A

T  E  L  (541)  3785 干550

T E L  (45)  6216 干852

関 西 支 部 会 員 (業別近十音) 11<<)

製 造 業

アオイ化学工業株式会社

広島県安佐郡安古田] 下相凹 (08287)7-1341
0

〒731-01

協和 建材工業株式会社

大阪市東淀川区田川通 5 - 9  1  (301) 6437 干 532

株式会社 工 英 社

大阪市西成区橘通 9 - 2  4  (661)  8861  干 557

株 式 会 社 工 盛 社

大阪市城東区西嶋野 6 - 4  3  (961)  4460 〒 536

昭和石油アスフ アルト 掛 大阪営業所

大阪市北区梅田町 27 産経ビル (341)  6395 干 530

新関西化工株式会社

堺市浜寺船尾町東 4 - 2 7 0 (61)  1788 干 592

田島応用化工側 大阪営業所

大阪市西区京R l l 堀 1 - 7  4  (441)  5951  干 550

東亜工業株式会社

八尾市南太子堂 6 - 4  - 27 (23)  3921  干 581

七王工業株式会社

善通寺市金蔵寺町 1 8  0  ( 2 )  0951 干 765

日涯化学工業側 大阪支底

大阪市東淀川区西中島 3丁目犬飼ビル (303)  0161  〒 532

日渥化学工業 掛 名古屋支J吉

名古屋市港区南11- 2  - 6  (661) 8251  干 455

日新工業側 大阪支庖

大阪市東淀川区瑞光通 4 - 30- 2  (329)  7737 干 533

三島工業株式会社

伊予三 島市宮川 1 - 8  - 25 (3)  4420 干799-04

一一 販 売 業 一一

アサヒ涯青側 大阪支庖

大阪市西区北堀江通5-55原田ビル (538)  2731  〒 550

梅本石油株式会社

大阪市西区新町北通 1- 17(イサオビル) (531) 9064 干 550

大阪丸油株式会社

大阪市福島区鷺洲本通 1 - 48 (451)  7601  〒 553

川崎物産欄 大阪支庖

大阪市北区堂島浜通 1 - 25 (344)  6651  干 530

大丸石油株式会社

大阪市東区安土町10新トヤマビル (262)  1421  〒 541

中西涯青掛 大阪営業所

大阪市北区老松町 2 - 7  (364)  4305 干 530

中西涯青暢 名古屋営業所

名古屋市中区錦 1 - 20- 6  (211)  5011 干 460

富士アスフアルト販売株式会社

大阪市西区京町堀 3 - 20 (441) 5195 〒 550

前 回 商 庖

大阪市西区土佐堀通 5 - 64 (441) 5223 干 550

村 井 工 業 所

大阪市生野区生野田島町 4 - 94 (757)  1725 干 544

山文商事株式会社

大阪市西区土佐堀通 1 - 13  (443)  1131  〒 550

工 事 業 一一

青盛建材株式会社

広島市鉄砲町 5 - 1  6  (21) 2281  干 730

麻田建材株式会社

大阪市天王寺区逢阪上之町 16- 4 (771)  6470 干 543

旭化建工業株式会社

大阪市北区茶屋町 3 8  (371) 6555 干 530

池田涯青工業株式会社

大阪市住吉区長居町東 3 - 22 (699)  5757 〒 558

伊東工業所株式会社

徳島市昭和町 1 -;- 11 (25)  1812  干 770

石井建材株式会社

神戸市兵庫区荒田町 1 - 13 (511)  5353 干 652

株式会社 井上浄夫商庖

大阪市西区江戸堀 1 - 1  0  1  (441)  8531  干 550

有限会社 小野甚商庖

岡山市内山下 3 0 - 1 0 (25)  4868 干 700

大阪耐酸工業所

大阪市北区浮田町 8 2  (371)  1333 干 530

大芝建材株式会社

和歌山県東牟楼郡古座町西向841 古座局88 干649-41

大島応用化学工業株式会社

東大阪市新庄 1 1  4  (782)  4171  干 578

太田建材株式会社

四日市市追分 1 - 8  - 16  (45)  0531  干 510

岡田建材株式会社

名古屋市西区桜木町 3 - 8  (571)  7461  〒 451

株式会社 カナヱ商会

大阪市北区空心町 1 - 4  0  (352)  3412  干 530

株 式 会 社 神 原 商 庖

守口市大庭町 2 - 3  1  (993)  1413  干 570

株 式 会 社 木 下 謹 三 商 庖

大阪市西区江戸堀 5 - 5  (443)  0115  干 550

共栄涯青工業株式会社

大阪市東区船越町 2 - 3  4  (941)  5561  〒 540

協和工業株式会社

姫路市西夢前台 1 - 7  1  (66) 1606 〒671-22

久 下 商 庖

京都市右京区西院春栄町23 (311)  2044 干 615
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内外工業株式会社

大阪市阿倍野区旭町 1 - 1  - 30 干 545(641 )  3434 

株 式 会 社 中 出 商 会

神戸市兵庫区上沢通 6 - 9

干 530(364)  0206 

久 保 商 庖

大阪市北区真砂町 5

株式会社

干 652( 511)  4501 

中村涯青工業株式会社

神戸市生田区海岸通 4 - 1 6

〒 601(691 )  6883 

興亜建材株式会社

京都市南区西九条南田U l T56

干 650( 341)  5884 

日建涯青工業株式会社

神戸市兵庫区水木通 8 - 5

〒 532( 392)  4618  

株 式 会 社 佐 々 木 商 庖

大阪市東淀 川区三 国町 2 - 141 

干 652( 561)  0851 

日新建工側 大阪出張所

大阪市西区新町北通 1 - 1  8  

干 530(312)  1118 

坂口奥業株式会社

大阪市北区神山町 2 6  

〒 550( 541) 1607 

日新工材株式会社

大阪市西区新町北通 1 - 1  7  

干 652(361)  1071 

信 工 業 所

神戸市兵庫区神田町 4 3 9

干 550( 541 )  3785 

日東物産株式会社

名古屋市 中区東瓦町 3 9  

〒 7343366 ( 83)  

三和防水工業株式会社

広島市東雲本町 2 - 4  - 21 

〒 460(261) 2501 
干 657(851)  9451  

山陽建材工事株式会社

神戸市灘区高羽町 2 - 9 - 6

干 541( 309)  4701 

日本涯青工業側 大阪支底

大阪市東淀川区元今里北通5- 16干 530( 313)  3776 

崎 興 業 所

大阪市北区西扇町扇町ビル

島

〒 461(711 )  3321 

日本涯青工業側 名古屋支庖

名古屋市東区矢田町 10- 36

西川アスフアルト工業株式会社

大阪市住吉区苅臼町 1 1  - 1  1  

干 530( 372)  0250 

清水興業株式会社

大阪市北区鶴野 JUT 3  4  

ァ 558( 699)  2727  

浜 原 豊 商 庖

尾道市新浜 1 - 3 - 4

株式会社

干 7908161 ( 2)  

正和商事株式会社

松山市一番町 3 - 3 - 5

T  722 2760 (23)  

束中国防水工業株式会社

岡山市原尾島 5 8  0  - 1  

干 532( 939)  0351 

神光建材工業株式会社

大阪市城東区今福中 4 - 7

〒 7001181 (23)  

フタパ奥業株式会社

吹田市南金田 1 - 10- 18 

干 600( 361) 5311 

園 建 材 工 業

京都市下京区猪熊木津屋怖下ル

干 564( 385)  2781 

株 式 会 社 双 葉 商 会

大阪市東淀川区木 川西ノ町1- 10- 14

干 530( 364)  .7135 

高山工業側 大阪営業所

大阪市北区老松町2- 19 昭栄ビル

T  532 (301 )  3855 

株 式 会 社 不 藤 商 庖

西宮市 Ef!イー困 9 番 IUT4 - 5  

〒 600( 313)  5401 

谷中建材工業株式会社

京都市下京区西七条掛越町54

干 6623033 ( 47 )  

古市断熱工業株式会社

高 松市宮脇町 2 - 30- 5  

干 7306811 )
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大三工業株式会社

高松市本町 2 - 1  7  

〒 7605034 (61)  

マサル涯青工業側 大阪営業所

大阪市東淀 川区木 川西ノ JUT 4 - 4

干 661( 427)  3726 

大成株式会社

尼崎市久 々知西町 2- 2- 4

干 532(303)  0241 

マルヱ工業有限会社

高松市福岡町 2 - 1 3 - 2 2

〒 652(551)  5814 

大日本アスフアルト株式会社

神戸市兵庫区塚本通 2 ー 3 - 2

干 7608410 ( 21) 

マルエス工業株式会社

大阪市福島区上福島南 1 - 152 

〒 536(939)  0156 

大日特殊建材工業株式会社

大阪市城東区今福中 2 - 3 2

〒 553(458)  4841 

藤 商 庖

大阪市北区天神柿筋 2 - 1

丸

干 542(631 )  6221 

株 式 会 社 大 和 商 会

大阪市南区宮津町 4 番丁73

大和防水株式会社

岡山市矢坂2376- 10

〒 530(351 )  0308 

三星産業側 大阪出張所

大阪市西区京町堀 1 - 74 

干 7002642 ( 52)  

T  550 (443)  9721 

商 会

松原市柴垣 2 - 7 - 1 9

輪箕

〒 460(231 )  3295 

高 橋 建 材 庖

名古屋市 中区丸ノ内 1 - 15- 24 

干 5805419  (31)  

干 601(681 )  7221 

株式会社 タテパヤシ商庖

京都 市南区西九条大田町37

干 536( 939)  0351 

山崎防水興業株式会社

大阪市東淀川区西三 国町5 - 83-1  

〒 657(841 )  3551  

棚田建材有限会社

神 戸市 灘区友田 町 3 - 2 - 1

山田善次郎商庖

大阪市旭区生江町 1 - 4 干 535(922)  0495 

〒 6700001 (82)  

千代田建材株式会社

姫路市神屋町 6 - 2  0  3  

井 商 庖

西宮市今津曙町 1 3  - 1  0  

+黄

干 6625613 (33)  

〒 464(761 )  6181 

中央建材工業株式会社

名古屋市千極区若水町 3 - 26 

(451)  4905 

山 商 会

大阪市大淀区大淀町中 1 - 1  

維 持 会

十黄

干 531

干 542(271 )  1251 

貝

丸善石油株式会社

大阪市南区長堀橋筋 1 - 3  

〒 600

干 534

(371) 6080 

(921 )  0331 

東洋建材株式会社

京都市下 京区西酢屋町 1 0  

友田工業株式会社

大阪市都島区都島中通3- 3- 6
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地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

〈

嶋

村

臣

官

)

会固有名建材庖又は当社へ

⑧ 

発 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号予 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 町 4 丁目 2 6 番 地 T E L 大 阪 (672)

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

福 岡 市 上 牟 図 入 国 町 2 6 の 1 T E L 福岡 ( 41)  

-

+

'

畠

C

・

・

4

9

U

ぬ

u

・

.

新

い

す

ジ

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

伯

卸

紡

帆

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

毛見，る

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソ ｾｊι

q ィs，z，

コート

( 特長)

塗吹f呆防

音

・

耐

ア

ル

カ

リ

而サ商す

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区南堀江通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538)2951 - 5・( 541 )5757

営 業 所 東 京 ・ 高 微 ・ 明 石 ・ 姫 路 ・ 四 国 ・ 中 国

イ寸温水

*  

コニ責 任 施由自色 彩物尺長

オリエンタルメタル (O. P. M)

不 燃 ( 個 ) 1068号

オリエンタルスーパーメタル ( S. P. M)

種

c  

ロロ

燃 え な い

不 燃 ( 個 ) 1048号

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S. P. M)わ れ な い

不 燃 ( 個 ) 1 0 4 5号

オリエンタルシリカチール ( 5. T)  

W ジ ャ ン ボ 波S コkこ波 V i，皮 ポ y ク ス J皮

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 盛 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー ・ ル ー パ

ー ・ ル ー フ エ キ ゾ ス タ ー ( 強 制 換 気 装 置 )

S ノI、t皮

加 工 品 種

r肘 反 規 格

腐 ら な い

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115- 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

オリ工Uヲルメヲル製造株式会祖

電 話

電 話

電 話

電 話

電 話

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

66 



回 「建築データシート 」に関する

アンケー卜のお願い

本会では ，建築実務1<:: 必要な建築

資材 ・工法など多種多様な資料と

して会員各位にど利用願うべく ，

「建築データシ ート 」を昭和43年

3月以来すでに ω0 シート 余りを

発行して参りました。内容の吟味

・調整については細心の考慮をは

らって鋭意努力致しております

が，より一層シ ート を充実させ会

員各位のど要望K応えてまいりた

く，乙の度全般にわたって実情を

調査する乙とになりました。

つきましては，ど多忙中のと乙ろ

まととに恐縮ですが，上記の主旨

をおくみとりいただき，別紙回答

欄にど記入のうえ折返しど返送い

ただきたくお願い申し上げます。

建築データシート委員会

H111取E11111 

郵 便 は がき

回目目-口口大 阪 東 局

承 認

1936 

差出有効期間

昭和48年 2月

初日まで

( 受取人〕

大阪市東区北浜 3 丁目37

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

建築データシート委員会行

. 建築データシ ー ト「パックナンバー」・「特製フ ァイ J レ」の購入

を申込みます。

I/'¥':; ' J -r:/I '¥- I  
NO. (発行号)

|特製フアイル | 冊



2  

3  

4  

5  

「建築データシート」に関するアンケ ート

主にどんな仕事をど担当ですか ? 具体的にご記入下さい。

(  )  記入例 ・施工業者の見積，エ喝の営繕

データシ ート の利用頻度はどの程度ですか ?

下さい。

該当番号を O で阻んで

(  1  よく利用する 2. 時々 利用する

主にどんな事を知るために利用しますか ?

で囲んで下さい。

3 ほとんど利用しない )

該当するものをすべて O

(  i製 品 ( 工 腕 2 会社名 3 一 番 号 4 性能)

5. 製品規格 6. ディテ ール 7. ｾ材Ｈ工法Ｉの選択 ・ 比 較 ｬ

8. 価絡 9. その他具体的にど記入下さい。( )  /  

編集についての ど感想のうち該当する番号K O印をお付け下さい。

0 装 隙 ( 1 良 い 2 普 通 3 改良の点がある )

0 目 次( 1 良 い 2 普 通 3 改良の長がある )

0 内 容( 1 良 い 2 普 通 3 改良の点がある )

0 索 引 ( 1 良 い 2 普 通 3 改良の点がある )

改良する点があるとすればどんな事ですか ?

今後増補すべきデータがあれば具体的にお音き下さい。

( 電話)

勤務先 ・住所 ・⑤

名氏

園本会では会員各位のど便宜を図

るべく 「パックナンバー」および

「特製ファイ J レ」を下記の価格で

頒布いたしております。( 送料別) • 

ど希望の方はアンケ ー トにど協力 。

の上，乙の用紙を利用してお申込

みください。

1/'¥ックナン1'¥ー」

• t¥ 

(  ) 内は γ ー ト数 ' τ  ・・

Nn 1  (26) 520円 I Nn20 ( 12) 240円 ぁ与・ :(.-t

Nn 2  (22) 440円 I Nn21  ( 10) 200円

尚 3 (27)  540円 I Nn22 ( 12)  240円 . r  

Nn 4  (28) 560円 I Nn23 ( 6)  320円

Nn 5  (18) 360円 I Nn24 (12)  240円

Nn 6  (26) 520円 I Nn25  ( 2)  240円

Nn 7  (27) 540円 | ぬ26 ( 8)  160円

ぬ 8 (28) 560円 | 恥27 ( 6)  120円

Nn 9  ( 18) 360円 | ぬ28 ( 8)  160円

Nnl0 (21) 420円 | ぬ29 (10) 200円

Nnll (27) 540円 | ぬ30 ( 7)  140円

ぬ 12 (17) 340円 | 地31 (10)  200円

Nn13 ( 15) 3∞円 | ぬ32 ( 15) 300円

ぬ14 (15) 300円 | ぬ33 (19) 380円

Nn15  (14) 280円 I Nn34 ( 7)  150円

ぬ16 ( 16) 320円 | ぬ35 (20) 400円

ぬ17 (14)  280円 I Nn36 (16)  320円-

Nn18  (15)  300円 I Nn37 (16) 320勺

Nn19  (11) 220円 I Nn38 (25)  500円

〈注〕 ・ ( ) 内のシート数はその後事

く改訂版が発行されたものは隊

ております。

.  Nn34は総合目次 ・索引につき特Z

価絡。

「特製ファイルJ

l セッ ト ( 4 冊)

l 冊

1， 8∞円

450円

...... .. 
- -

+  ' " 



日本建築協会法規委員会

ーナ

質疑などの投稿をお待ちしております。
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内 装 制 限 に つ い て ( その 2 )  

3)代 替 措 置 、 そ の 他 の 内 装

計 四 に i &べたように、 i壁 紙 に お け る 内 装 制 限 の

が・架を認めて、| 坊火惜也の代仔ーとして、または

淫維七ょっ高度な規f ! J IIを 必 婆 と す る た め に 内 装

要求してし、る場合がある 。( 内装褒 2 を参照)

、こ の 場 合 、 単 に 仕 上 材 の み で な く 、 下 地 材 料 に

ハて も規 ｦｾ［ Ａ J さ れ る こ と が 多 い の で 、 と く に 注

窓 す る 必 要 が あ る 。

今) 内 装 材 料 の 分 類

後半オヲｾ Iふ多:f: ' 1l 多和E に わ た っ て い る カ ヘ お お よ

ι う に 分 類 で きる。

わ もの ー石 't'l 系 、 金 )fJ!， 系、 友 1' 1"系、

そ の11!!.

1::>-. 牲 に もの ・ 木 質 系 、 合 成 樹 脂 系 、 壁 紙 、

塗 料 、 そ の 他

中 1mの も の ーーポ ー ド系、 そ の他

し た が っ て 、 不 燃 性 の材 料 に つ い て は 、 そ の似

用 に1 ¥公して 、 と ま ど い す る こ と は な い が 、 可 燃

絵 手 た は そ の 中 ItHの材 料 の使用に| 祭しては、日11，

しも 迷 う と こ ろ で あ る 。 そ の た め 、 い ま す こ し 、

[71;; 長

不 燃 材 料

不 燃 材 料

不燃材事十

不 燃 材 料

不 燃 材 料

不 燃 材 料

ボー 1・系

トステンレス中皮

l… レ 塗 不 問

プラスター主主 不 燃 材 料

日本当主 不 燃 材 料

(まMカ ベ は 不 可 に つ き 注 な )

石 こ う ポ ー ド 不 燃 ( ア 12協 )

ｩＮ｜Ｇ ｬ 不燃Ｈア Ｙ ｾ ん Ｉ

世 ｉｴｾｾ (ア 7 mlm)  

のえと、定あ り

( 化事正ボ ー ド と も )

テ y クス 不 燃 、 準 不 燃 、

員It 燃 の f附別犯、定

あり

木 毛

不 燃 、 単 不 燃 の

セメ ン ト中反

認 定 あ り

木 質 系ー 「 板日長

L合 板 張 準不燃、官f f ; 燃 の

がl別 認 定 あ り

( 化 粧 合 板 とも)

合 成樹 脂 一 一 強 化 ポ リ エ ス 法22 、25 、63条の| 切火

テノレ板 性 能 有 す る も のあり

内 装表 ( 2  )  

代答措置等

(1)  

防火区画

(2)  

j陸出If 施設

(3)  

排煙 ｾＱｾ ｬｊ

制 限 内 容 緩 手口

簡易耐火建築物 体育館、工場等階段

の区 間 室等の区画の 免除

200m司玄画

に緩和

11 F 以 上の

100m'区 画

500m'区 画

に緩和

. 1決函館、工場苦手で

用途上やむを符な

い部分の免除

l次抜け等の区画

- 避鰍| 稽の直上また

は直下| 荷のみに通

じる音11分の免除

直通階段への

主主芸構造 が耐火構造

またな不燃材料でつ

くられている場令の

歩行距離制限

10m延長

- 避雄、特別避難階

段 室 お よ びI: f. t室

緩和なし

- 非' 応用エレベータ

ーの来降ロピ

地 下 街の地下道 緩和なし

地下街各構え の

(1)に同じ

100m' 区 画

| 坊火区画きれた居室

高さ 31m以下 の建 築

以 外の室の排煙 免 除

物 の 部分 の排 煙 設 備

100m' 以下に| 山火 区

画された居室のfJ I燈

免除

高さ 31 mをこえる 100m' 以下に| 坊火区

建 築 物 の 部 分 の 排 画されたｾまたは居

僅 設 備
室の排煙免除

:!i.i *，氏一一一( 器 材 に よ り 、 化 粧 線不 燃 、 化 住1) 0 =不燃材料、 6 =単不燃材料、 x =難燃材料

粧慎II !燃 の11川 別 認 定 あ り ) 2)  ，<: は堕で床而から 1. 2 m以下の部分は適用きれない.

皇室 米トーー( 法材 F司令・の認定あ り)

/;句 装 ｦｦｾＱ＠ ド民

関 連 条 文

壁、天井の下地; 壁、天井の仕上

/  

。
令 112- 4  

ム

。 。
令 112- 6  

ム ※ A ※  

。 。
令 112- 7  

。 。

ム ※ ム ※

令 112- 9  

。 。

ム ヰ 。。 ※

令 120- 2  

路とも ) 6

令 123

。 。
令 123- 2  

( 義務えJ t lli )

令 129- 13- 3

。 。
( 義務設置)

令128- 3  

(1)に同じ ( 1) に同 じ

。

A  

令 126- 2  

。
示 S 47 

A  

m33号

。

6  

( 大阪市建築局審査課 前 野 良 規)
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山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 ・ 工 場 / 大 眠 府 摂 埠 市 東 別 府 I - 3  - 6  n ( 0 6)  381 ー 引 31 - 5  

東 京 世 瞳 所/ 東 京 都 干 代 田 区 園 町 3 - 6  ( 腫 井 草 2 ピ ル } 官 ( 0 3) 265- 8888 - 9  

名 古 車 嘗 県 所/ 名 古 屋 市 中 区 常 3 - 2 3 - 1 4 ( 山 市 ピ ル ) 冒 ( 052) 262- 6774 - 5  

大 胆 官 揖 所/ 大 胆 市 東 区 唐 物 町 4 丁 目 S S( 本 町 北 朝 ピ ル } 君 ( 06) 251 - 67副 代 曹

帽 岡 宮 聾 所/ 植 岡 市 博 多 駅 前 4 - 3 - 1 4 (菅 原 ピ ル } 官 ( 092) 4 3- 6  9  4  0  

広 島 歯 車 所/ 広 島 市 中 広 町 2 - 2 0 - 9 ( み の る ピ ル ) f t ( 0822同 1- 6  Z  0  0  

仙 台 出 損 所/ 仙 台 市 上 杉 2 - 4 - 4 6 (韓 林 世 間 ピ ル ) 宮 ( 0222) 2 2 - I  2  5  9  

r  



年 頭 の 辞 安 田 誠 一

新年おめでとうごさ' います。

昨秋ヨ ー ロ ッパを 9 年 振 り 、 ア メ リ カ を 7 if-J:辰

り に 廻 っ て 参 り ま し た 。

日 本 人 は 働 き 過 ぎ る と い い ま す。 そ う で し ょ う

か。 存 、 外 国 人 が 働 か な 過 ぎ る の で す。

イ ギ リ ス 人 は 世 界ー の 長 者 生 活 て ¥ 努 力 と い う

ＱＺ ｊ ｾ を忘れたのでないでしょうか 。 フランス人は

頭 は よ い が の ん き で 、 夜 の i遊びは 31侍 4 11寺まで、

イ タ リ ー は 法 規 で 正 午 に な る と シ ャ ッ タ ー を 降

し て 休 み 、 午 後 4 11寺まで閉 j占、月 H椙 も 午 前 中 休

み、これで経済に支 ｉｾ Ｎ ｾ Ｚｴがないのでしょうか 。Ｈ し、

まだに 7 ッチが統制lで す )

金働いて夜絞るのが人J i ¥J の自然の姿ではないで

し ょ う か。

ヨ ー ロ ッ パ に は 数 千 年 の 蓄 積 さ れ た 底 力 が あ り

ます。

ア メ リ カ は 桁 追 い の 日j立 成 長 の 富 国 で す。

日本は 7 ダ マ ダ で す。 沢 山 の 外 固 め 特 許 や 技 術

を 導 入 し て の 発 展 で す。 日 本 人 が 努 力 の 国 民 だ

か ら よ い の で す。

人 生 は 「よく働き、よく遊」ぐ」 で あ り た い。 慰

安 も 必 要 で す。 レジャーも結構て持すが、心の安

ら ぎ の あ る レ ジ ャ ー で な く て は な り ま せ ん。

神 は 努 力 に 対 し て 興 味 を 与 え て く れ て い ま す。

ど ん な 仕 事 で も 、 努 力 す れ ば す る ほ ど 、 楽 し く

な り ま す。 能 率 も 上 が れ ば 、 良 い ア イ デ ア も 湧

き 出 る の で す。

これが逆に、 「 よ く 遊 び 、 よ く 働 < J で は い け

ま せ ん。 日吾〈遊んで、苦しく働〈事になります。

先日、 「 サ ラ リ ー ? ン の 方 に レ ジ ャ ー の 金 、 貸

し ま す 」 と し 寸 街 頭 広 告 を 見 て 篤 き ま し た 。 金

貸業者から高し、金利の借金してのレジャーが市i

白 い の で し ょ う か。 そ れ こ そ 心 の 負 担 でl忠一ぃi ! t

び に な り 、 借 金 を 返 さ ね ば な ら な い 苦 し い 働 き

に な り ま す。 借 金 を し て 毎 月 、 月 I1武で返すくら

いなら、先に計画を立てて ｦＡ ｾ ｴ :5L金 で も し て 目 的

読者の頁

の 額 に 達 し て か ら の レ ジ ャ ー な ら 、心、 の 安 ら ぎ

の あ る 楽 し い レ ジ ャ ー に な り ま す。

「よ く 働 き 、 よ く 遊 J ; J でなくてはなりません。

近 頃 、 週 五 日 制 と か で 、 土 、 日 連 休の 問 題 が だ

ん だ ん 大 き く な っ て い ま す。 現 に 実 施 さ れ て い

る 会 社 も あ り ま す。

先 日 、 級 友 の S が、夜、に土日連休は賛成か反対

かと 1mきます。 私 は 、 今 の 情 勢 で は 好 む と 好 ま

ざ る と に か か わ ら ず 、 結 局 は 土 日 連休 に な って

し ま う の で は な い で し ょ う か 、 と 答 え ま し た。

現校の土 ｉｉｉｾ 半休でも、月 ｬ 略 目は 車 のラＧＯＺＮＯュで

交 通 麻 癖 の 状 態 で す。 二 日 連 休 に な っ て 祝 日 で

も 連 続 し て 三 日 休 み に で も な れ ば、 自 動車 の 停

滞 だ け で な く 、 通 信之J H0に 至 る ま で 、 一 度 に 幅

減ーして、仕事になりません。 産 業 界 の 有 形 、 無

} 杉め打 l筈 は 甚 大 で す。

また、病人などは困ります 。 病気に日 ￟ｉｾ も祭日

も あ り ま せ ん。

: f 1. . の願い

二 日連休f I 1 l ) になるときは、正月の三 ヶ日は 別 と

し て 、 記 念 日 等 は 国 の 祝 日 と し て 国 1j)"( を揚 げ て

祝 意 を 表 し 、 当 事 者 だ け の 行 事 に す る 。

成 人 の 日 は 1 月 の 第 3 土 H詔日

子 供 の 日 は 5 月 の 第 1 土 眼 目

敬 老 の 臼 は 9 月 の 第 3 土 陥 日

体 育 の 日 は 10月 の 第 3 土 H琵日

勤 労 感 謝 の 日 は 11月 の 第 3 土 眼目

と 土 自 の 述 休 を 有 効 に 利 用 し て も ら え ば 合 理的

なt - le 日 に な る と 思 い ま す。

「 よ く 働 き 、 よ く 遊 ぶ 」 信 念 で 「 楽 し く 働き、

楽 し く 遊 ぶ J r 努 力 に は 幸 あ り J

『官。u< 主宰びの人生』 を 念 願 し て 、 r休日 の 合 理

11ニ」 をH Il日 いたします。

昭 和 四 十 八 年 元 旦

( やすだせいいち安回株式会社会長)

大 林 ノ 、 ゥ ジ ン グ 側 八 日 市

工 場 見 学
鈴木忠五郎

まえ 2うずき

私 も モ ー ラ 研 究 所 を や り 、 見 て も ら う 立場 の 経

験 があった。 私 の 場 合 は 工 場 も 小 き か っ た た め

か 、 羽 ば た き た い フ ァ イ ト が ア セ I} が 、 見 学 者

を 圧 倒 し て い た と 思 う 。 と こ ろ が 八 日 市 工 場 に

は ま っ た く そ の 気 配 は な か っ た 。 そ れ が ど う も

ビジネス自守だったというと Hじられるかも主切れな

いが、 P R の 焦 点 が 充 分 わ か ら な い 点 で も あ っ

『円

~。

工 場 の 第 一 印 象

ま ず 工 場 が 大 変 に 広 〈 、 敷 地 は 更 に 広 大 で 、 美

し く 監 理 繋 頓 さ れ 、 昔 の 木 工 場 の イ メ ー ジ は ま

ったく 見 ら れ な か っ た。 ま た や か ま し い 木 工 場

の 常 識 、 特 に 組 立 、 針 打 ち 騒 音 は 少 い 。 あ れ で

は恐らく 100ホ ー ン は な か っ た か と も 思 う 。

第 二 印 象 一主 と し て 技 術 、 技 能

昔 の 日 本 独 特 の 大 工 技 能 の 、 ひ か る と か ゆ と り

をつける、イ士口、継手のうまみなど絢lか い 技 巧

は 、 ま っ た く 見 ら れ な か っ た 。 そ れ ら は か え っ

て 邪 魔 に な っ て い る か の 印 象 を 受 け た 。

素 材 た る 木 材 の 活 用 は ま っ た く 考 え な い 。 恐 ら

く昔の大工なら、 -1背 い な と 考 え 込 む と こ ろ が 多

々 存 在 し て い た 。 す な わ ち 杢 目 、 節 の 良 さ 、 材

質 の 活 用 は ま っ た く 無 視 さ れ て い た 。

見 え が 、り 材 と 見 え が く れ 材 と の 工 作 上 の 区 別

は ま っ た く さ れ て い な い 。 野 も の と 化 粧 材 と の

区 別 、 技 能 的 な 考 服 、 は さ れ て い な い 。 そ れ は す

べ て が 野 も の た め か。

プ レ フ ァ プ、 パ ネ ノレ 締 成 の 工 作 の た め か 、 収 り

と い う か 、 組 立 の 安 定 と か い う も の は 無 視 さ れ

ていた。

機 械 工 作 的 な 技 巧 が 多 〈 、 建 物 部 品 工 作 の 中 に

入 っ た 感 じ を 受 け 、 正 確 と か 精 密 と か は 主 張 さ

れ て は い る が 、 技 能 の う ま み を 味 う こ と は な く

なってしまった。

私 の 疑 問

ノマネノレの床板、パネノレの壁だけに、その接着工

法 に は 大 分 苦 心 の 跡 が う か が わ れ る 。

ボ ッ ク ス 内 で 細 い ポ ノ レ 卜 で 締 付 け 、 そ れ に 蓋 を

して 、さ らに 化粧 す る 工 法 に よ る 。

こ の 接 着 工 法 が 敢 高 の も の か 、 最 善 の も の か ど

う か 。 現 在 は 物 理 的 按 着 工 法 と 化 学 的 接 着 工 法

と そ の コ ン ビ 工法 が 採 用 さ れ て い る 。 その有 効

さ 、 し 易 さ で は 化 学 的 工 法 が 最 善 だ と さ れ て い

る が 、 こ の 工 法 は ま っ た く 採 用 さ れ て は い な い。

建 物の組 立 、 特 に パ ネ ル 式 と な る と 、 ク レ ー ン

を 使 用 す る に し て も 、 瞬 間 的 な 収 り と 永 久 の 接

精 効 果 は 当 然 考 慮 さ れ ね ば な ら な い と 思 う が 、

そ の 点 は 世』本分ナ対ノレトにまか せ き り と は ど う か

と考えられた。釘打、シベノレ接着、もちろんよ

か ろ う が 、 さ ら に 接 着 剤 に よ る 接 着 が 、 工 場 工

作 な らよ り 効 果 的 で は な い か と 思 わ れ た。

私 に 感 心 さ せ た ニ と

従 業 員 、 経 営 者 に は 少 し の あ せ り、不安がま っ た

く 見 ら れ な か っ た 。 安 心 し き っ て や ら れ て い る

さ ま に は 篤 い た 。 さ す が は 大 林 組 の 系 列 会 社 だ

け あ る と つ く づ く 感 じ た 。

新 し い 住 宅 産 業開 発 を 期 待 し て お り ま す。

( すずきちゅう ごろう 正会員・鈴木忠五郎建築士事務所)

編集 : 大林ハウジングの方の御意見を期待します。
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ドする画期的新製品グ

開問機

ッター界をリー

使用モー タ一
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停電時周手動チ ェン

2  6
M 

4  5  

幅 (W)一 一 +

開閉機使用範囲 (スラット S C I 6)

3  

電 動 開 閉 機

L 型
実 用 新 案 巻 取 り 軸 と の 連 結 機 例

お よ びL 型 機 偶

チ エ ン 収 納 箱

リミ y トス イ ッチ

ガ パ ナ ー 機 構

手 動 機 情

・特長・

号寺書午出 願 中

1. 開問機を設ける場所の心配がいりません 。

2. 凸部のない真直なシャッターケース 。

3  袖壁は不用です 。

4  減速機構はすべて完全密閉式です 。

5 . 小型で耐久力に富む減速機構。

6. 給油の必要がありません 。

7 . エンドレス強力ローラーチエンの内造。

8  リミ ッ ト・スイ y チを完全に内造。

9  手動操作をひとつにしました 。

10 ヒユース装置の取付けが可能。

11 . 一斉・両面・遠隔操作いづれも可能です 。

L 型 電 動 li 司問機は、日本シャッター技術研究所において、長

年 に わ た り 、 国 立 大 学 精 密 機 械 工 学 部 諸 教 授 の 指 導 を あ お ぎ つ

つ 、 当 社 技 術 陣 が 総 力 を あ げ て 研 究 開 発 し 、 遂 に 従 来 の 開 問 機

の 概 念 を 破 って 完 成 し た 画 期 的 な 新 製 品 で す 。

こ の 間 問 機 に は 独 創 に 満 ち た 新 機 構 が 数 多 く 取 り 入 れ ら れ て

おり( 特許 3 件、 実 用 新 案 2 件を出願中) 、減速機、モータ一、

ブ レ ー キ 機 構、停 電 時 用 手 動 装 置 は も と よ り 、 リ ミ ッ ト ス イ ッ

チ 、 配 電 板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の 円 筒 内 に コ ン パ ク ト に

車内めであります 。

従 って 、 建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に 簡 単 で 、 し か も 、 取 付 や

そ の 後 の 保 守 点 検 等 も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す 。

こ れ ら の 点 か ら 見 て 、 従 来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り、 シャッタ一関問機の決定版といえるでしょう 。

北 九 州

鹿 児 島

ッター製作所

営 業 所

日本シャ

m: J古( 代 ) 中原 ( 41 )6325  

包 括 ( 代 )( 65)  6  1  3  1  

包括( 代 )( 361) 7 4 4  1  

。
川 崎 市 新 ) L 子 東 3 丁 目 1 1  5  9 番 地

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 6 丁目 3 8 番 地

福 岡 県 粕 屋 郡 粕 屋 町f中原釜屋 2 7  2  7 番地

名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁目 1 2 番 地

株 式 会 社

東 京 工 場

大 阪 工 場

九 州 工 犠

名 古 屋 工 場
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ニュース原稿をお送りください.

-

「中 之島 を ま も る 会 」結 成

.. 

う三阪のオアンス中之島をまもろう」の趣旨で、

10月30 日夜、北区中之島の市: ド央公会立で新建

築 家 技 術 新m回 大 阪 支 部 の 呼 び か け に 応 じ て 、

市 民 、 文 化 人 の 団 体 が 結 成 集 会 を も た れ た。

午 後 61時 半 か ら 始 っ た 集 会 は 、 画 家 の 大 泉 米 吉

氏の司会で、者11市 計 図 学 者 の三 村 浩 史 家 大 助 教

授 、 建 築 学の 滝 沢 其 弓近後大教授が中之/ ; 占保存

運 動 の 意 義 を 説 き 、 続 い て 参 加 者 が 意 見 を 交 換

し 、 明 治 、 大 正 の 名 建 築 が 軒 を 並 べ 、 公 閣 の 緑

堂123川 、 土 佐 堀 川 の 流 れ と 調 和 し て い る 姿 を 永

久に保有・し、これを拠点に公害と過密の大阪を

人 間 ら し い 生 活 め で き る 田Tに っく りかえること

を 確 認 し た。 ま た 作 家 の 藤 本 義 一 氏 も 参 加 さ れ

た。 11 月 27 日 に も 第 2 回 目 の 会 を も ち 、 作 家 の

小 松 左 京 、 小 山 仁 示 、 作 曲 家 の す す き き よ し 氏

ら が 参 加 し て 、今 後 と も 積 極的 な 運 動 を 展 開 し

てゆ〈ことになった。

道 路 問題 シ ン ポ ジ ウ ム

一者11市 高 速 道 路 の 本 質 と 実 態 -

rr，11市 高 速 道 路 の 本 質 と 実 態 」 と 題 し て 、 さ る 11

月11 日 出12 日( 日) の 2 日 間 、 大 阪 市 立 大 学 工 学 部

階 段 教 室 に お い て 、 日 本 科 学 者 会 議 大 阪 支 部 、

新 建 築 家 技 術 者 集 団 大 阪 支 部 、 道 路 公 害 問 題 研

究会の 主 催 、 中 i'j t コー ポ 高速 道 路 に 反 対 す る 会

の協 力 に よ る 道 路 問 題 シ ン ポ ジ ウ ム が聞 か れ た。

第 1 日目は 『都 市 行 財 政 と 高 速 道 路』 の テ ー ?

で、平井高ｾ士夫氏 Ｈ 大阪市立大学教授 Ｉか「 政

府 自民党; の道路政策」、{王 国 昌 二 氏 ( 大 阪 市 立

大 学 助 教 授 ) が 「 道 路 関 係 法 の 体 系 と 計 画 決 定

過 位」、日続的氏 ( ，符岡大学教授 ) が 「都 市 政 策

と 道 路 投 資 」 と の 報 告 が な さ れ た 。

m2日目は、rj也域百十回と高速道路』 の テ ー マ て ¥

日 比 野 正 己 氏 ( 日 本 科 学 者 会 議 愛 知l支 部 ) が「大

都 市 闘 の 街 路 網 計 画 と そ の 現 況」、湯川利手口氏 ( 長

崎 造 船 大 学 教 綬 ) が 「市民本位の者11市 交 通 体 系

とl再住環境」、また 『自 動 車 公 害 と 高 速 道 路 』 の

テ ー ? で 、 日 田 昇 氏 ( 新 建 築 家 技 術 者 集 団 大 阪

支 部 ) が 「 都 市 高 速 道 路 の 地 域 社 会 に 与 え る 諸

彬斡」、大志野章氏 ( 大 阪 市 立 大 学 教 授 ) が 「 道

路 公 害 の 笑 態 と 公 害 防 JIニ対 策」 と そ れ ぞ れ 専 問

の 分野 か ら 報 告 が な された。

新 刊 紹 介

本 論 と し て 立 体 図 学 の 記 述 が 、 ご く 簡 単 な も の

から 相 当 複 雑 な も の ま で 網 擬 さ れ て い る 。

正 投 象 以 下 各 般の投 象 法 を 11債を追って記述し、

各君主とも 一 般 的 な 解 説 の ほ か 標 準 的 な 作 図 法 を

例 題 と し て 採 上 げ 、 そ の 解 法 を 文 章 と 図 で 説 明

し、証il ':l1l用 と し て そ れ に 関 連 す る 問 題 が 付 さ れ

ている。

A Q U A E X P 0 7 3の お 知 ら

せ

日 本 建 築 セ ン タ ー

チェ y コ ス ロ パ キ ヤ 建 築 セ ン タ ー で は 、 外 国 貿

易 機 関 広 報 部 一ー- F o r e ign T r a de  A genc y  

.. Ma de  in Publ i ci t y" と 共 同 で 水 体 プ ー ル の 建

設 シ ス テ ム に 関 す る 国 際 展 覧 会 を 組 織 し つ つ あ

るという 。

同 展 覧 会 A QU A E X P O7 3は、水泳プーノレの建

設 シ ス テ ム お よ び 運 営 に 関 す る 国 際 大 会 な ら ぴ

にその廷E設用資材に| 主lする γ ン ポ ジ ア ム に 関 連

して 1973年 5 月 プ ラ ハ で 開 催 さ れ る 。

こ の 展 覧 会 の 狙 い は な か ん ず 〈 、 水 泳 プ ー ル ・

シ ス テ ム に お け る 技 術 の 現 状 を 明 ら か に す る こ

とである 。

こ の 展 覧 会 の 詳 細 な 項 目 は 次 に 示 す。

1 / 水 泳 プール コンクリート / モノリス、構造エ

レメント/ 、鋼、アルミニウム 、プラスチック、

等 々 製

2 / 遮蔽付 水泳プー ル一定置式、移動式および膨脹

式等々 。

3 / 技術設備: 貯水管・理一櫨過装也、浄化装置宝/ オ

ゾン処理、 U V放 射/ 、パイプ、溢水等々を含む

浄水用機械設備 。 ｾ［湖、暖房、通風、開明、逃

管 。

4 / 水泳 プール施 設 : t符生設備ーシャワーパス、 W

C 等々。ス ポーツ附設備i品、スト y プ ウォ y チ、

自動タイマ一、スプリングボード、ウ方ーター

エ1噂 山 田 幸一 ・宮 崎 興二 共 著 ｾ口、スウィミング・トラ γ ク等々。

発行所 ・附 工業ＺｴｴＮｾＳ 空会 その他の設備・ 更衣施設、乾燥室、熱気および蒸気

頁 数 264 p p.  定 価 1，000P: J  室 、サウナ/ 及びその可動式/ リクリエ ーンヨ

本 件 は 大 学 理 工 関 係 学 部 に お け る 図 学 の 教 科 詐 ン ・ルーム。 ラジオ、 l時間澗箆

ないし参考 ｩＧ Ｎｾ ｉ ｾ と して、まとめられ 、 各種工作物的 A QU A E X P Oに l射 す る 詳 細 は 下 記 に 御 述 絡 を 。

設 計 製 図 を 行 な う 場 合の 法 礎 と な る 立 体 観 念 を チ ェ コ ス ロ パ キ ヤ 建 築 セ ン タ ー

f巴i! i ! することに重点がおかれている。だから平 所 長 ミロスラフ ・マ タ ソ フ ス キ ー

商 図 学 の 基 本 的 な 図 形 が 付 録 と し て 加 え ら れ 、 Mi los lav  Ma t a s ov s k y  M. S c .  

収 納型 屋タね壁難階段の開発

消防研究所

消 防 研 究 所 で は 、 昭 和 39年 度以 降 、 と くに「高

層 耐 火 建 物 ( お よ び 地 下 施 設 ) の 火 災 対 策 」 を

E聖書研究課題 のーっとして、干i[[々 の 角 度 か ら 科

『図学精義』 -. 世EI主

ｾ＠
F  

' sII" 

2・

な い 、 手n¥J がかかるなどの欠点があり、このた 場 で桃 成 さ れ 、 各|滑 の 窓 な ど か ら 連 続 し て 多 人

め多人数の人が名階から連続して安全にi ! l i 雌で 数 の 人 がj脱 出 避 難 で き る 。

き る 新 方 式 の 装 置 と し て 開 発 さ れ た も の で あ る 。 建 物 の 壁 面 か ら 最小 2 mの 塗 Il¥l が あ れ ば 降 下 展

こ の 装 置 は 、 平 常 時 に は 建 築 物 の 屋 上 に コ ン パ 聞 が 可 能 で 、 績 に 走 行 さ せ 移 動 す る 方 式 も あ る 。

クトに 収 納 さ れ 、 非 常 時 に は 次の よ う に 作 動 す ま た 地 F 街 、 高 架 道 路 、 高 架 軌 道 な ど の 救 出 装

る。 置としてもイ吏用できょう 。

学 技 術 的 な 研 究 な ら び に 1m発 を 進 め ら れ て き た 。 信 号 を 送 る と 、 回 定 義 也 が外 され、自動的に主主

今 回 公 表 さ れ た 「収納型屋外遊慨を階段」は、 小 物 外 方 に 張 出 し、引き続き 降下を始め、 l順次l渚

四 万立ちょうちん式の 応 急i ! l i 難11皆 段 と し て 、 東 洋 段 を 形 成 す る 。 降 下 中 に は 非 常 箸 報 装fEや フ ラ

シヤ y ? ー側 と 共 同 で1) 日発 さ れ た も の で あ る 。 y シ ャ ー ラ ン プ が 点 灯 す る な ど 、 降 下 と そ の 位

最近 の 中高層ビノレの火災 ｾ ｊ ｯ［Ｎ ｪ Ｙ ｲｪ では、火焔による 置 を 知 らせるとともに、 地 上 に お け る 危 険 を 防

防 筈 よ り も 、 発 生 す る 娘 、 有 毒 ガ ス 、 酸 紫 欠 乏 止 す る 。

な ど に よ る 障 害 が 大 き い 。

こ れ に は 屋 外避 脈 階 段 が 効 果 的 で あ る が 、 従 来

の 悶定 階 段 で は な く 、 平常 時 に は 昼 上 に 収 納 さ

れ 、 非 常 の 場 合 や 必 要 な H寺 に 、 自 動 的 に 屋 上 か

ら降下惣; きをする階段が望ましいとされている 。

ま た 救 助 袋 で は 、 多 人 数 の 量!ii !ftに は 対 処 し き れ

火 災 感 知 総 と 述 動 さ せ る こ と も 、 ま た 中 央 防 災

令官i室 か ら の 操 作 も 可 能 で 、 自 重 に よ っ て 降 下

す る た め 、 停 電 に よ る 途中停 止 も な く 地 上 に 遥

する 。

建 物 の 外11111 に降下したこの装l i ' l l手、転手書防止用

の 手矧 や 安 全 械 な ど 保 泌 装 f Uをも っ た 階 段 と 踊

71 
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

。

軽 量

比 重 0. 5

断 熱

而七k

法 定 耐 火 材 料

当

⑨ P O R Eぎ〉

スミ モ ト ビル ( ホ ワイ トパ ーク ) ・広 島市

設 計 K A M I 建 築 設 計 事務 所

施 工 側 鴻 池 組

f吏用 場 所 カ ベ ・マ ジ キ リ

. シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工 期 短 縮 を 要 す る す べ て の 建 物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・倉 庫 事 務 所 住 宅 等

3  鉄 骨 大 張 閉 め 工 場 ・体 育 館 等

4  軽 量 化 を 要 す る 高 層 建 築 物 ・軟 弱 地 盤の 建物

5  鉄 骨 耐 火 構 造 の 建 物

長ポレ11/ ' 7叉 株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ビ ル )

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 宮 士 ピ ル )

電 話 大 阪 (538 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 J苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 高 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 5 8 1 ) 代 表 7 4 2 1  
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田飯 高 松 市 市 民 文 化 セ ン タ ー

i設計 佐 蕗 武 夫 設 計 事 務 所

地工 鹿 島 建 設

a  香 川 県ＯＮＧＡｩｾ市佳品町 Ｑ 丁目 ＱＵ 番 ｬ 号

b.  7，975. 0  m'  

c .  14 .811. 6  m'  

d.  R  C造、 5 F 、 B 1  

e  . 昭和45i
j三11月~昭和47年 5 月
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823.  帝 塚 山 学 院 南 館 増 築 I 824.  

設計 A R  j 建 築 事 務 所

施工 鴻 池 組

a  大阪市住吉区帝草山中3丁目52番地

b.  667. 5 m'  

c  .  1，958.  1  m'  

d.  R  C 造、 4 F  

e  昭和46年 8 月~昭和47年 4 月

芦屋市立体育館・青少年センター I  825.  

設31 昭 和 設 計 事 務 所

地i工 ・奥 村 組

｡ 目 兵 ｉ ・ ｵｶ［ｾ 戸以市 川 西町 Ｑ Ｕ Ｍ 5  

b .  2，385 m'  

c  .  5，543 m'  

d.  ( 体育館 ) R  C 造、 2 F 、以般

シルパークール版 ( 背少年セ

ンター) S  R C造、 4 F

日目相46年 12月~昭和47年 6 月

大 阪 電 気 通 信 高 等 学 校 体 育 館

:utai" : サンケイサ - ピス- 揖璽聾士事覇所

』地血工 大 日 本 土 木 大 阪 支 庖

a  勾守:1け1 i市!i 儲? 披庄西之町 1 の 1

b  .  1  ， 630. 398 m'  

c .  3.210.485 m'  

d .  R  C 造、 3  F 、』附守

e . 昭和46年 12月~昭和47年 8 月

826.  兼松江商千里桃山台レックスマンション I  827. 

設計 中 島 建 築 事 務 所

地工 : 大 末 建 設

a  12中市新千皐南町 2 - 2  - 13 

b.  1，498. 40 m'  

c.  9，419.70 m'  

d.  R  C 造、 7 F 、 P 2

e  昭和46年 12月~昭和47年 10月

大阪市住宅供給公社大宮西分譲住宅 I  828 

ｊ ムＺｾ : シグ マー建築設計事務所

総工・ 間車且・熊谷組共同企業体

a  大阪 lfi l l ! ! 区向殿 5 丁目 13の 6

b.  3，428. 97 m'  

c.  35，218.09 m'  

d .  S  R  C i丘、 J l F 、 P 2

e  昭和45年 12月~昭和47年 8 月

有 馬 甲 風 会 病 院

i設計 . 奥 村 組

地工. 奥 村 組

a  神戸市兵lf . 区有馬町平山田山 1819-2

b .  2，083 m'  

c .  4，033 m'  

d .  R  C 造、 一部 S iil l F 、 4 F

e  昭和47年 1 月ー昭初47年 9 月
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入間尊重時代の

インテリアづくりに・

新光クロスのユニシリーズ

ハ ウ ジ ン グ の 先 端 を ゆ く 感 覚 と 技 術 で 業 界 を リー ド す る

新 光 ク ロス。 そ の 高 級壁 装 材 一 総 合 見 本 帖 ユ ニ シ リ ー ズ。

' 72年 ' 73年 のための新 作 を 取 り そ ろ え て い よ い よ 登 場 /

激 動 す る ' 70年 代 を 生 き ぬ く た め の 仕 事 の 場 、 憩 い の 場 を

ず ば り 、 イ ン テ リ ア する 業 務 用 か ら 家 庭 用 ま で 、 あ ら ゆ

る フ ィ ー リ ン グ と 目 的 に か な っ た 素 材 と 色 柄 を 豊 富 に コ

レ ク 卜 し て い ま す。

4. 
ｅｾｭ ｬ ｬｾ｀ 冒 ｅ

新光クロス

株 式 会 社

本 社/ . m. 550 大 阪 市 西 区 北 堀 江 御 池 通 り 3- 18 怨 06 ( 538 ) 7321 大 代 表

支 I吉/ . m. l 03 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 人 形町 3- 4 n 0 3 ( 661 ) 0 2 7 1 - 5  

出 張 所/ ⑮ 730 広 島 市 外 安 芸 町 下 温 品 2 5  4  n 0 8 2 2 ( 89 )  1248 - 50 



口 "j : 1工と概嬰をどしどしお送りくどき L 、.

J U，IJ :  a 所 (0 也 b. .i!l築 ifii fl t ｣ 延 ｬ Ｈｬｪ ｦｬｾ d. /，Y/i1i );)U<;i e.  r'. JUI 
ｅＧｾ ＷＭ ＷＧｾ＠ ?  

829 日本万国博記念公園エキスポラン ド中央ゲー卜 I 830.  万博記念公園運動施設地区プール I 831 .  ボ ウ ル マ ッ ク ス

832.  

設計 ・日本万国博覧会記主協金事務部

地エ ー大 日 本 土 木 大 阪 支 底

a  吹 回市大宇山 ｂ 小 ＱＱＱ 日本万国 博 ｅ 全ｉ￨ｾ踊告内

b.  100. 8 m'  

c.  100. 8  m'  

d.  S ;在、 1 F  

e  昭和47年 2 月~昭和47年 3 月

大 同 生 命 本 社 ビ ル I 833.  

設計 竹 中 エ 務 唐

施工 竹 中 ヱ 務 底

吹 川 ，Ii iC 坂 田I

2，581. 99 m'  

31，123. 95 m'  

S R C  泣 & S i1i、 15 F 、 8 3

e  .  1昭和45年 10JJ - 1可休日47年 l on

日

，投，1I' : 日本万国博覧会記章協会重注部

大 建 設 計

施工 大 日 本 土 木 大 阪 支 庖

a.  吹岡市 k 中山崎小川包本万固糟E 告i ! z縄全内

b.  1，458 .03 m'  

C  .  1，571. 72 m'  

d .  R  C 造

e  昭和47年 3 月~昭和47年 7 月

設計 : 井 上 久 雄 建 築 設 計 事 務 所

地工 大 木 建 設

a  茨木r ! i 犯Hl t 4  T 日41 帯 地

b.  4，619. 088 m'  

c .  15，242. 162 m'  

d.  S R Ci1i、 5 F 、P1 、104 レーン

e  .  ag有14611' 10n - 1昭和47i l' 6  iJ 

奥 ビ ル I  83ヰ. 神戸市立教育センターおよ び神戸幼稚園

設計 . 三 菱 地 所

施工 。竹 中 工 務 底

a  大阪市北区曽般的中 1 丁目 51

b.  1，200. 5 m'  

13，604 .5  m'  

S R C造、 10 F 、 8 3

昭和45年 9 月~昭和47年 9 月

設計 : 昭 和 設 計 事 務 所

施工 奥 村 組

｡Ｎ 神 戸市生川区北 ｌｾ 侠ｩｬＡｩ Ｔ - 18  

h  .  656. 2 m含

c.  4，021. 7  m'  

C .  S  R  C i1i‘ 7  F 、 8 1

e  .  ｂｾ 初 ＴＶ 年 Ｔ J J - lI ll 布147年 H J

835.  株 式 会 社 ヤ ク ル 卜 本 社 I 836.  妙 見 山 法 華 寺 本 堂 I 837.  朝日生命保険相互会社 富岡林営業所

.i1，il ・ 圃 堂 建 築 設 計 事 務 所

地工 戸 田 建 設

a  東京I mi住区東祈俄} 丁目ー岳地

b.  1，161. 70 m'  

c  .  11 ，281. 73 m'  

d.  S R C;丘& R C造、 14F、82. P2  

e  昭和45年 12月~昭和47年 8 月

設計 : 井 上 久 雄建 築 設 計 事 務所

縮工 : 奥 田 組

a  . 盟中市岡上向町 1丁目 9番 8号

b.  295. 03 m'  

c.  346 . 86 m'  

d.  S 造一部 R C造、 1 F 、8 1

e. 昭和46年 8 月~昭和47年 6 月

設計 。 大 日 本 土 木 大 阪 支 底

地工 大 日 本 土 木 大 阪 支 底

a  大臣府高田 1I 市2丁目 日55の6- 8 番地

b.  171. 055 m'  

C .  437. 195m'  

d.  R  Cj 立、3 F  

e  .  ｉｉｾｻ 干 ＱＱ ＴＷ 年 Ｔ ＱＱ -1I 1111147i1' . 8 JJ 
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安 田 宏

新 日 本 筏 術 コ ンサルタ ン ト企画部畏

城 谷 豊

徳 井 大 学 教 慢

木 原 正 雄

住 宅 公 団 大 阪 支 所 建 築 部 長

上 領 潤 一 郎

新 日 本 空 聞 大 阪 支 庖 営 難 都 銀 長

1月号より 6 月号まで上記 4 氏で担当

口 大 い な る 技 術

明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま す。 皆 き ん も 今 年 こ そ ー ー 一 と 新 た な 希 望 に 燃 え て お ら れ る こ と で し ょ う 。

き て 、 年 頭 に あ た り 、 建 築 ( A r chi t ect ur a) という 言 楽 に つ い て 考 え て み た い と 思 い ま す。

工 学 部 の な か で 、 建 築 学 科 だ け が 、 土 木 工 学 科 や 機 械 工 学 科 の よ う な 「 工 」 の 字 が つ か な い の は 、 工学 技 術

だ け で な く 、 社 会 科 学 や 宗 教 ・芸 術 な ど の 領 域 に も 関 係 が 深 い か ら な の で し ょ う 。 と こ ろ で 建 築 学 科 と な る

前 は 、 造 家 学 科 と 呼 ば れ て い た そ う で す が 、 造 家 と か 建 築 と い っ た 言 葉 か ら は 残 念 な が ら 総 合 性 が 感 ぜ ら れ

ません。 造 家 術 が や が て 建 築 学 に な り 、 さ ら に 意 匠 ・梢造 ・設 備 と い っ た 専門分 野 に 分 化 し た わ け で す が 、

今 日 の 私 達 が あ ま り に も 専 門 化 さ れ た 結 果 、 日 本 経 済の異常ーともいえる高度成長のお 先 絡 を か つ い て ¥ 自 分

中 心 の 分 野 で 窮 々 と し つ づ け 全 体 の 節 理 や シ ス テ ム を 忘 れ て い た よ う な 気 が し ま す。

公 害 問 題 や 交 通 地 獄 な ど 、 人 間1の 生 活 そ れ 自 体 が む し ば ま れ よ う と し て い る 現 在 、 私 達 は 、 今 年 こ そ は 単 な

る 都 市 施 設 や 建 物 の 個 体 に つ い て の み 云 々 す る の で は な く て 、 地 球 上 に お け る 生 物 と い っ た 面 か ら 、 改めて

自 然 と 人 間 と の か か わ り あ い 、 都 市 形 成 の 論 理 と メ カ ニ ズ ム な ど を 究 明 し 、 建 築 家 の も つ セ ン ス と 叡 知 を 最

大限に発揮して、快適な人間空閉め創造に| 刻して、 A r chi t ect ur a本 来 の 意 味 す な わ ち 大 い な る 技 術の解 明 に

たち向う必要があると思い、ます。 ( Y )  

口 ト ラ ック 1 周

昨 年 4 月 、 東 京 か ら 福 井 へ 転 勤 し て き て 何 よ り 熔 し か っ た の は 、 そ の 澄 ん だ 空 と 緑 と 水 で あ っ た 。 ま だ地 方

に は 「 自 然」 が あ る と 思 っ た 。 と こ ろ が 人 口 過 疎 ・経 済 停 滞 か ら 脱 け 出 ょ う と し て 、 地 元 の 為政 者 は 例 の「開

発 」 に 必 死 で あ り 、 地 元 住 民 に も そ れ を 容 認 す る ら し い 雰囲 気 が強 い 。 す な わ ち 原 発 で あ り新 港 で あ り臨海

工 業 地 帯 で あ り 、 そ の た め に 、 美 し い 海 岸 を 含 む 固 定 公 閣 の 指 定 も 返 上 して し ま っ た 。 そ の 意 気込 み の 滑 稽

さは、 トラ ックを 1 周 返 礼 た ラ ン ナ ー が 先 頭 切 っ て 走 っ て い る か の よ う に 錯 覚 し た の と 似 て い る 。 し か し 同

じトラ y ク を 走 る か ぎ り 、 ピ リ は ピ 1) 、 し か も 今 で は 最 も 恐 か し い ピ リ で し か な い 。 か と い っ て “ せ め て 北

陸 だ け で も 「 自 然 」 を 残 し て お く べ き だ " な ど と い う 提 案 は 、 同 じ ト ラ ッ ク を 逆 向 き に 走 れ と い う 表 日 本 の

人 聞 のエゴとしか、 地 元 の 人 に は 受 け と ら れ な い 。 こ こ に お い て 、 公 害 に 甘 い 大 企 業 本 位 の 計 画 ではなく、

生 活 基盤 の 整備 を 優 先 し 地 域の 自 然 と 産 業 を 生 か し て 、 バ ラ ン ス の と れ た 地 域 発 展 の 計 画 が 、 地 域 住 民 の 衆

知 を 集 め て 緊 急 に 創 り 出 さ れ ね ば な ら な い。 r所 得 倍 増 」 論 と 同 じ 「 列 島 改 造 」 論 の ト ラ y クではなくて、

今 こ そ 住 民 の 、 住 民 に よ る 、 住 民 の た め の 新 し い トラ y ク が 用 意 さ れ ね ば な ら な い と 思 う の で あ る 。 ( s  )  

口 複合 建 築

近 年 「 複 合 建 築 」 と 呼 ぶ べ き 建 造 物 が 非 常 に 多 く な っ て き て い る 。 こ れ は 都 市 機 能 の 集 中 と 集 積 を 土 木 的 、

建 築 的 に 処 理 し た 建 造 物 を 意 味 す る も の で あ る 。 そ し て そ の も の 自 体 が機 能 、 用 途の 異 な る 榔 築 物の 集 合 で

もある 。 ま た そ れ ら が わ れ わ れ の 非 常 に 身 近 か に あ り 、 日 常 化 し て い る の で 、 元 来 の 建 築 技 術関 係者 の 眼に

も 、 別 段 異 な も の と し て 写 ら な い の で あ る が 、 修uえ ば 「 タ ー ミ ナ ル ビ ル 」 は 鉄 路 交 通 勤 線 の 基地 として 都 市

活 動 の 必 要 性 に 応 じ た 形 で 、 駅 そ の も の 、 デ パ ー ト 、 パ ス タ ー ミ ナ ノ レ 、 ホ テ ノ レ 、 レ ス ト ラ ン 、 商 庖 街 、 そ し

て 地 下 道 な ど が 必 然 的 な バ ラ ン ス で そ の 位 置 を 占 め て い る 。 ま た 高 級 マ ン シ ョ ン 或 は 高 層 集 合 住 宅 で は 住 宅 、

商 府 、 ガ レ ー ヂ 、 レ ス ト ラ ン 、 美 容 院 な ど が 、 住 生 活 の レ ベ ノ レ ア ッ プ に よ る 進 展 の 形 て ¥ 建 物 機 能 の一 体と

し て 建 設 さ れ て い る 。 今一 つ 複 合 建 築 と い う よ り 複 合 総 築 と し て 、 大都 市 内 で 重視 し な け れ ばならぬものに、

巨大化してゆく「ネガティプの街」、地下街という 、建 築 の 分 野 と も 土木 の 分 野 と も 解 ら ぬ も の が 存 在 し て い

る 。 地 上 の 交 通 繁 雑 化 、 商 業 活 動 の 鈍 化 か ら 逃 避 の 使 方 的 に 発 達 し た 絢欄 に し て 、 し か も 不 安 定 な ギ ャ ラ リ

ー で あ ろ う 。 構 造的 に み て も 大 建 築 物 の 地 下 J! 皆 で も あ り 、 或 は 公 道 直 下 の ベ デ ス トリ ア ン で も あ り 、 そ れ に

ぶらさがる庖昔前、そのほか、生活追求の場である 。 法的 に も 非 常 に 複 雑 と 思 わ れ る し 、 防 災 上 、 空 気 浄 化 な ど

で 、 き び し い 統一 的 な 規 制 が 後 手 に な ら ぬ よ う に 願 い た い も の で あ る 。 ( K )

口 お か し な 繁 栄

か つ て 建 築 に お け る 設 備 工 事 が 付 帯 設 備 と 呼 ば れ 、 文 字 通 り 建 築 の お 添 え も の 的 一 般 認 識 で あ っ た 時 代 、 わ

れ わ れ の 諸 先 輩 は 研 究 と 向 上 を 目 指 し て 努 力 を 霊 ね て こ ら れ た 。 そ し て 今 日 、 設 備 は 建 築 の 大 き な 要 素 と な

り、そ の 重 要 度 は 更 に 増 大 す る 趨 勢 で あ る 。 し た が っ て こ れ に た ず さ わ る 設 備 業 界 も 益 々 盛 大 に な っ て ゆ く

こ と は 喜 ば し い こ と で あ る 。 し か し な が ら 、 こ の 現 状 を 手 放 し で 喜 ん で い て 良 い も の か ど う か 一 考 を 要 す る 。

考 え て み る と 実 に 奇 妙 な こ と で あ る が 、 付 常 設 備 時 代 は 規 模 は小 き く と も 業 界 の 意 志 と 努 力 に よ っ て 業 界 と

し て の 主 体 性 が あ っ た よ う に 恩 わ れ る 。 所 が 、 戦 後 の 復 興 期 を へ て 今 日 の 隆 盛 を も た ら し た 今 、 そ の 社 会 的

な 認 識 が 建 築 に 間 化 す る こ と に よ っ て 、 設 備 業 界 と し て の 主 体 性 も 建 築 業 界 に 移 行 し つ つ あ る 事 実 は わ れ わ

れ に 諜 せ ら れ た 大 き な 命 題 で あ る 。

わ れ わ れ 設 備 業 界 が い か に あ れ ば よ い の か 、 自 分 の 足 元 を し か と 見 つ め 直 す 時 期 で あ る 。 ( K )  
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弁上 決 谷 淳之介

尾 亀滑四郎 大O! 勝

圃次号予告ー泉北二ュータウンのコミュニテ ィ施段
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近 吃圃エはあすを考えています

総 合 設 備 産 業 の パ イ オ ニ アー一一一一

〈近 電 工〉 は 新 レ い 時 代 の 展 開 と と も に 成 長 を つ づ け ま ッ 。

電 気 工 事 は も と よ リ 計 装 ・空 調 ・土 木 工4 ま て 、 そ の 総 合 力 を

広範な分野て発揮じ、国際的レベ) [ ; の技術 ・技 能 を ほ こ る 椅 鋭

企業として、 70年 代 の エ ネ ル ギ ー を 先 導 レ ま す 。

逸欲電急エ孝妹夫令系土

大 森 司

彦

久

康

取 締 役 会 長

取 締 役 社 長





第18回工高生デザインコンクール入選作品

設 計 課 題 : 庭 に ひ ろ が り を も っ 住 宅

主 催 : 日 本 建 築 協 会

委 員 長 寸 評

杉山笑; r 庭に広がりをもっ住宅」という非常につかみにくい課題に 、あえて若手に走らず具体的構想、のもと

に見・J'; 解決された手腕に敬服します。 とくに敷地全体を夜う手法は、これからの街造りのプライパンー問

題解決への一手法と考えられる。

永労ニヲ長 i 鈴 木 衆; 首Ij 者と共に地下村i法であり、居室がある 。 地下室という在来の観念はないが、ちょっと考

えすぎの感がある 。

家永笑，スカイハウスまことに結構だが、 500m
2

の敷地'，I!IJ では充分長所が生きない うらみがある。

服部案; 笹尾裟，石図案; 在来の間取に巧に庭を自己遣された楽しい雰囲気があり、床 の高低差によって庭への

視 党の変化 を 作 った 巧みな案である 。

輿詩集 ; 虫! I l 登架; ユニット型に主り科i る可能性 をみとめられる 。

大野栄［嵯 への広が りよりも閉鎖的な扱いによってより広がりを心 ｊＡｾＨｊ ｊ Ｇｊ 1こ感ずる。今す ぐ建 て て み た い 笑 で

ある 。 すでに将r，怨築家がコートハウスとして発表されているが、この笑む 一 つの i 長案である。

応 募 点 数117点 ( 応募校21校 ) のうち、予備選考、

第 1 次から 5 次までの本審査を経て 、入選作品 10

点を決定し、うち最優秀作品 1 . <2. を決定 しと.

( 棒読会は 、昭和47年 10 月24 日 に 開 催 )

設 計 要 項

1 敷地・郊外の住宅地、 商 椴 5 0 0 m宏、地形 ・形. f J

および道路な どは自由に想定してよ い

上 下 水 道 屯 気 ・ガスなどの芯備が完

されているもの。

2. 規 侠 : 独立住宅で床面絞め合計は 200 m' 前後と

する。 た だし 、カ ーポートを設けたＮｴ ｾ Ｑｾ

その而積は含めなくてよい。

家族構 成は夫婦と 小・中学生のチ供 2 -

3 名とする 。 所要室および設備 は任意. と

する。

3.jWi 造 . 任意とする。



住宅の内部 ｾｉｕｊ についてはよく与えられておＧＩ . 住 宅 平 砺 と し

て は 楽 し い む の が あ る が 、 庭 に 広 が る と い う 観 点 が な 仁 閉 鎖

的 む の は 課 題 を よ く 認 識 せ ず 独 走 し た 感 じ が す る

内 縫 を 閉 鎖 的 に 権 成 し た 突 が あ る が . 正Eの コ ミ ュ ニ テ ィ と し て

の 立 場 を 理解 し た の び や か な J j え が ほ しかった 建物だけを1 ) ' ・

えたためか、敷地怨定があいまいて・外部 ｾｉｉｉｉＧ 丹お王立がなされて

い な い の は 作 品 と し て 理 解 で き な い

郊 外 的 住 宅 地 と い う 怨 定 の と ら え 万 が . 河 原 町 別 荘 地 と 解 釈 し

たむのがある。またユニットを使った梁は少なかったが、折 ｦｾ

ユニットをｾえながら平而 ＨｉＧｊ 巧 祭が不 ｊｉ なのは ｦｩｩ しい

巧級1 1 : よりフ ァ イ ト の あ る む い ア イ デ ィ ア 的 発 恨 の 万 が 守l まれ

る の で は な い だ ろ う か . (工，ffs/t=. 教 TJ'I 、まさu会 ，jじw

〆ｾ
- ‘ :1蜘-ー‘

＿ー γ ーーｾもＦ ・ 、ＯＧ 句 ｖ

｟Ｇｾ Ｎ ｟ｪＧ＠ ':，1 ｾ＠ '";' 

入 選 作 品 家 永 幸 典b

m岡県立! ; ，¥1l I 工業正':j 校 3 年

今 の め ま ぐ る し い え ピ ー ド 時 代 に 孫 ，，vi d- の あ る の び の び し た 場

を つ 〈 リ 出 す こ と が こ の 設 計 の ね ら い で あ る と 思 っ た は じ め

は 建 物 的 地 t に 筏 つ す る 部 分 を :11 人 rl と附段たけにしたが. 手L

f内 五 ス ベ ー ス と 社 会 的 な ス ペ ー え は で き る だ け 分 維 し た }j が

い と い う 巧 え に な り 、 プ ラ ン が ま と ま っ た .
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特 集 ・ 建 築 教 育

技術教育と技術者教育/ 吉田 光邦

田 企 業 内 教 育

1 - 1 企業教育としての建築教育/ 竹内 勇

1 - 2 企業内教育のあり方

多国英之/ 坂内幾男 / 高橋季義/ 長浜 忠/ 植木俊一/

南条恒雄

1 - 3 企業から学校教育への注文

山本純孝/ 彦谷邦一/ 星 康文/ 長町守康/ 中川秀夫

図 工 高 建築教育

2 - 1 工高の建築教育における課題 と展望/ 鍛治拓美

2 - 2 工高の建築教育のあり方

乾 亮 三/ 池 下 進/ 永井賓 .

回 大 学 建 築 教 育

3 - 1 大学建築教育における総合化 と専門化/ 福田晴度

3  - 2 大学建築教育のあり方

栗原嘉一郎/ 金谷英一/ 莞天義久/ 林野全孝/ 巽 和夫
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技術教育と技術者教育

吉 田 光 邦

日本の近代化は明治をもってはじまったとよくいわれる。けれども近代化 という言葉は ，実はいささかはっき

りしない言葉 ，多義性をもった言葉だ。だからその内容を一応考えてみよう。近代化は第ーに新しい国家体制を

つくる乙とからはじまった。そのとき目標とされたのは， 19世紀型の欧米の国家である。それは憲法をもち議会

政治が行なわれ，強力な軍備をそなえ ，海外 lζ 植民地をひかえた国家組織であった。乙うした国家をモデルとし

て体制づくりが進められたのが，近代化の第一の要素となった。

第二は工業化，資本主義化への歩みである。モデノレとされた欧米の諸国は ，すでに産業革命を経過 して，資本主

義体制をとっていた。そとで日本の進路もとの方向 lζ 定められた。できるだけはやく工業化を促進するに最も能

率のいい方法，それは海外の工業体系をそっくりそのまま輸入する乙とだった。よく知られているお雇い外人に

よるまるどと輸入のシステムは ，工業体系の移植の立場でみるならば，きわめて効率のいい方法だったのである。

近代化の第三は公教育体系の確立である。近代社会は義務教育によって，すべての人びとに知識獲得のチャン

スを平等に与える。乙れが義務教育制度である。それによって人聞の精神は新しい知的向上が可能であり ，ある

いは新しい精神の発展と解放の道を見いだす乙とになる。明治 5 年の学制の発布による，近代教育制度の方針の

確立は，人間そのものの近代化を意味するものであった。

日本の技術教育の基礎は，実 l ζ ζ の近代化の二方向 ，すなわち工業化と教育体制の融合によっ てつくられたも

のであり ，加えてそれの枠組をつくったのは， 19世紀型欧米の国家組織であった。そ乙でまず開設されたのが，

新技術のリ ーダーとなるべき ，エ リー ト技術者を養成するための工部大学校であった。明治10年の乙とである。

卒業生の優秀な者は ，直ちに海外 lと送られそ乙でふたたび教育を受けた。

工部大学校の技術教育体系は ，今日まで日本のもった最もすぐれた体系といえよう。立案に当ったのは26才の

青年工学者 H. ダイエルであった。彼は英の実用主義 ，独の理論性をかね具えた ，理想、のモデ J レスク ーJ レをつく

ろうと努力したのである。工学はまだ若い学問であったし，欧米にも専門のカレッジは存在していない。ダイエ

J レはそ乙で理想的な工学カレッジをつくろうと考えたのだった。

工部大学校は講義と実習を半々に取扱った。しかも注意されるのは，最終学年はそれぞれが地方に赴いて ，各

地で進められる近代化への動き ，開発プランの作成に当った乙とである。現実の場の責任ある地位へ学生が投入

される乙とは ，青年技術者の意気を高くした。今も京都で高い利用価値をもっ琵琶湖疏水は ， ζ のプランによっ

て実現した ものである。青年たちは国家体制建設の技術 エ リー トとしての自負にもえていた。事実，工部大学校

の目的にも，工業の「士宮」を養成すると明記されたのである。彼らは士宮であり ， リーダーであった。まさに

エリート 養成には理想のシス テムであった。

しかし工業化の進展につれて，エリ ート ばかりでなく中級技術者の必要が痛感されてくる。そ乙で資本主義に

よる工業が，ひとまず定着をみた明治20年代 どろから ， しきりに，中下級技術者養成の必要が叫ばれはじめた。

工場は軍隊とひとしいものである。そ乙で士官 ，下士官 ，兵卒の 3 段階の人材がそろわねば，順調な工業の成長

はのぞめない。 ζ うした意見にもとづいて，中下級技術者養成のための実業学校制度が検討され，やがて実行さ

れるようになった。日本の技術教育はいつも工業の成長と発展という，国家目的の進行に対応しつつ構想され，

実現されてきたのである。技術は つねに工業成長のためにあった。明治政府のス ロー ガンが，富国強兵であ ったと

とは有名だ。富国のための経済発展，工業発展，その必要をみたすために技術教育が存在したのである。

乙れは日本の技術教育の一世紀にちかい伝統となった。教育はいつも要請に乙たえて，必要技術を与えるとい

った形式をとった。その姿は今日でも大学教育のなかにさえ発見するととができる。情報化社会の成立が問題と

なると ，すぐさま大学に情報工学が場設されるといった類だ。それは工学という学問体系の内的な必然性から生

まれた科目ではなし企業の要請に対応するという形で現われてくるのである。

しかも明治以来の工業は ，ふたつの方向を もった。ひとつは富国のための輸出型産業の育成である。紡績業や

製糸業が代表的産業となったのはそのためである。第二は強兵のための軍事工業であった。明治30年代，日本の

86 建篤と社会/1973年 1月号



工員の約 5 分の 3 は政府関係の軍事工業または交通関係の仕事 に従事 しているという有様であった。 乙れに加え

て政府は造船奨励法などの立法によって ，乙 れら目標産業の助成をつづけたのである。

そのため第一次大戦当時，海外からの染料医薬品の輸入が杜絶し，市場が混乱したときも， 染料医薬品製造奨

励法が公布され， 同時に急速な技術者養成の方法がとられた。そして乙れにつづいて昭和 に入ると ，日 本の国家

目標は， 高度国防国家体制の建設 というスロ ーガンとなった。国防国家 ，すなわち軍事国家の建設の ための技術

者教育が，あらゆる 面につい て強力に推進されるよ うになった 。乙 うして国家総動員体制のなかに ，技術者はす

べて位置づけられ， ζ れを目標として教育も進められた。さらに乙れを加速し補強したのは自動車製造奨励法な

どの一連の立法でもあった。

そして戦後である。富国強兵の強兵のラインは退き，富国が第一目標となる。そしてまさにレッセフェ ールの

経済が，はげしく展開される。企業はひたすら利潤を求めて，さまざまの技術を選択する。多くの海外技術があ

いついで導入された 。それは明治のお雇い外人時代を恩わせるものがある。 利潤のためには ， 自主的な技術開発

よりも，輸入技術にまつ方がコストは低い 。そ 乙で日本の技術者の多くは ，いちはやく海外の技術情報をキャッ

チす る情報収集者 となった。

もっ とも乙の傾向は ながい一面の伝統でもあった。お雇い外人以後も ，急速に先進国に追いつくためには ，や

はり海外からの輸入を主とする 方が有利で あった。そのため技術者はい つ も海外の情報に目をさらし ，情報収集

に専心し ていた のである。できるだけ外国の特許公報に注意せよ ，というのが多くの経営者に共通した対技術者

の意識であ った。乙 の要請にとたえて， 技術教育も進められていたのであっ た。

ζ ζ lζ 日本の技術教育のもった大きなひずみがある 。たしかに海外の技術は先進的で あった。だがそれのみを

学んでは ，日 本は永久に後進的な発想しかもちえないであろう 。 しかも日本の大学は，早くから海外技術を十分

に学んだとみなされる人のみによって教育体系が成立していた。自 主的なみずから創造と開発を経験したと とも

ない教授たちによって ，どうして自主的な開発，発想の教育を行なうと とができょう 。技術教育がいつも海外技

術情報の紹介に終ってきたのは ，そ乙にも理由がある 。

そ乙で教えられたのは ，風土も歴史も完全に異なる欧米で成長した体系であった。技術は物をつくる。従 って

技術はいつもそれぞれの場の特有の' 自然と人聞に 関わる存在である。 しかし欧米技術体系の完全移植を中心とし

た日本の技術教育は ，その自然 と人聞を見すてた形で進められた。今日 ，日本が人間の存在そのものすらおびや

かされるような ，世界 lζ 類のない高密度工業社会をつくりあげてしまったのは ，技術が自然と人聞を切りはなし

たものとして ，考えられてきたと 乙ろに大きな原因があろう。科学は観念の系であり ，あるいは実験室という閉

じた系の内部での所産である 。 しかし技術は物をつくりだす乙とによって ，直接的に人間と環境に関わりあう。

そとに必然的に歴史と風土の問題が生まれる。日本の現在の悲劇的状況は ，技術を中性的なものと見 ，その忠実

な移植をのみ求めたと乙ろに生じてきたのである 。

そのほかいつも技術教育が叫ばれて ，技術者教育が行なわれなかった乙 とは， そうした技術の解釈自身に由来

するものであっ た。技術者はいつも単純明快に体制内の一員である乙とが要求され，技術者もまたそれを疑わな

かった。ある とき は富国強兵，あるときは軍事国家体制 ，あるときは企業利潤のための体制。技術者はい つ もそ

の内部にあっ て， 中性的技術を活用させていると思い乙む立場で生きつづけてきたのである 。そ れもまた技術教

育のみが先行して ，技術者教育が念頭になかったととろから起ってきた現実である。

そ 乙で今日必要なのは ，技術教育と技術者教育を ，はっきりと区別すると とで ある。技術教育の面では ，正確

に技術そのものの教育と ，新しい技術開発の発想の教育が行なわれねばならない。そ して一方技術者教育にあっ

ては ，技術の哲学，技術と経済または当該技術の歴史などが行なわれねばならない。技術者も人間である。まず

人間としてのあり方が定立されたとき ，はじめて技術も人間と関わりつつ ，し かも有効なものとなる。

また職業の倫理性についても追究されねばなるまい 。今日的な科学者，技術者が独立した職業となったのは ，

きわめて新しいととで あり ， 一世紀余りを経過したにすぎない。そのため職業倫理はまだ十分に独立していな

い。原爆がアメリカで開発されテストされたとき，軍人の一部には使用に反対する者があった。彼らはそうした

兵器は騎士道に反すると考えたのである。それが職業軍人の倫理だっ た。ととろ がかえって科学者の態度はあい

まいなものだった。それは彼らにまだきびしい職業倫理が，確立していなかったととを意味する。それもまた今

日の教育に与えられた重要な課題であろう 。 ( よしだみつくに 京都大学助教授)
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I  1  I 企 業 内 教 育

企業教育としての建築教育

竹 内 勇

建築教育を述べるに際し ，まず第ーに教育に対する基本的な

考え方，立場を明らかにし ，第二にとの考え方を基盤にしたと

乙ろの企業教育の現状について紹介したいと思う。

(1) 教育に対する基本的な考え方

1. 人間教育と技術教育

「技術」という言葉を思い浮かべると ，つぎに必然的にそれ

が人閣の福祉，幸福にどうかかわるかという疑問が生じる。

「技術」の進歩は本当に人聞に幸せをもたらすのか ……， 技術

革新とそれに支えられた経済社会の発展は逆に人間の幸福にと

って程拾となりつつあるのではないか … … そんな疑問ないしは

不安をもたざるを得ないような状況が生じているのが現代であ

る。たとえ種々の欠陥が生じているとはいえ，技術進歩は大局

的にみて人間の幸福に多大の貢献をしているし今後とも当分の

聞は心配はないであろう，とする楽観論，技術進歩肯定論の立

場に立脚したとしても ，それが長い将来とも人聞に確たる幸福

を約束しうるか，となると一抹の不安を拭いきれないのが妥当

なととろではないであろうか。

「技術進歩J i 経済社会の発展」は長い将来にわたって本当

に人間の福祉κ 貢献し得るか …… 乙れは現代の重要なテ ーマ と

思われる。しかし ζ れは容易には解決し得ない問題であり ， も

しかすると永遠に解答を見出すととができないかも知れない。

けれどもつぎの乙とは明確に言えるのではなかろうか。すなわ

ち，とのまま進めば人類の滅亡 ，生物の破滅をもたらすかも知

れないという一抹の不安を内蔵しつつも ，現代 lζ 生きるわれわ

れにとって ， i 技術進歩 ，経済社会の発展」の方向は決して変

えるととはできない宿命ともいえるものである，という ζ とで

ある。 i 技術進歩，経済社会の人為的な停止」は，理論的 Iζ は

可能であっ て も，また理念としてそうありたいと願う乙とは可

能であっても ，現実の問題として社会的，世界的観点からなが

めた場合，とうてい実現不可能なととは明らかである 。とすれ

ば，われわれに残された道は ， ますます高度化する技術進歩

を，少なくとも破滅への方向を避け ，われわれ自身とわれわれ

の子孫の幸福に真に役立てるよう 最善の努力を払う というとと

に尽きるのではないであろうか。技術進歩に対する盲目的な賛
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美の時代はすでに過去のものとなり，技術の根底に横たわるも

のとして， i良心J i 倫理観J i 誠実性」などのいわば人聞の

「心」の要素が重要な問題としてクローズアップされてきてい

るのが現代である，と言えると思われる。

とのようにみてくると ， 技術 lζ 先行するものとして人間性

( 雑な把握の仕方かも知れないが，良心，倫理，宗教等の概念

をひっ くるめて人間性という言葉 K 代表させる ζ ととする〉の

重要性は自ら明らかのようである。したがって人間教育を無視

した企業教育，ひいては企業教育としての建築教育はあり得な

い，と言っても過言ではない。しかしながら，人間性と技術と

を対比して考えるとき ，人間性を重視するあまり技術の占める

比重が小さくなったと考えるのは妥当ではない。否，むしろ人

間性重視の思考は ，それに比例してますます技術の重要性を浮

き彫りにさせる結果を招来していると思われる。乙の理由は ，

つぎの通りである。

企業にあっては ， i 良心」あるいは「誠意J を体現するもの

は，その企業の業務たる行為をおいてほかにはなし、。建築とい

う枠で考えれば，建築を業とする企業は建築活動を通じてしか

その企業のもつ「人間性」の発揮の仕様がないのである。

個人対個人の関係について言えば，個人と個人の心 と心とが

結び合い ，誠意，愛，真心，親切などは，それを通じて直接的に

伝達し得る。しかし企業対社会にあっては，個人対個人におけ

るような関係は成立し得ない。「し得ない」と断言するのは言い

過ぎとしても ，その可能性はきわめて薄いと言えるであろう。

と乙ろで企業のなす行為には単純なものは何ーっとしてな

く，とりわけ建設業は複雑な問題を多数かかえている典型的な

業種と言えるであろう。関連する対象物の数の多さと複雑さと

困難性は他産業 lζ 類を見ない。人，物は言うに及ばず，生活，

営業等人間行為あるいは歴史 ，環境，形態といったような時間

的，空間的な抽象概念までも取扱う仕事の対象として考えなけ

れば，完壁を期せない業である。しかも現代の大 きな社会問題

となっている公害あるいは住民ノf ワ一等，まさに現代的な諸問

題! と第一線におい て直面している業でもある。

かくのごとき複雑かっ困難な 渦中にあ っては，企業構成員個

々人ならびにその組織が，いかに「人間性」を有する人間集団



であったとしても ，それを具現化すべき手段= 技術をもたなけ

ればいかんともし難いのが現実であり ， とれなくしては社会

は，企業の人間性を決して認めてくれるととはないであろう 。

乙のように考えると ，企業にあっては人間教育の前に技術教

育が優先すると言っ ても十分な妥当性を有する 側面をもってい

る。

「人間性か技術かJ ，乙れは「にわとりが先か卵が先か」の

論争 lζ 似て，容易に結論はできないが，明確に言える乙とは，

技術( 科学の範時) と，心( 良心，宗教，道徳等の概念〉は両

者ともに過去のいずれの時代よりもその重要性は高まっている

と言えるであろう。

中世における宗教，道徳等への志向時代，近世以降現代にい

たるまでの科学万能時代を経て ，まさに今日，両者ともに過去

のいずれの時代よりもはるかに高次の段階において相等しくそ

の重要性が認識されようとしているし ，確固として認識されね

ばならないと考えられる。現代における企業の具備すべき要件

は，ーに理念としての人間性尊重の基本方針であり ，こに手段

としての最新の技術である。乙の二つの車の両輪のどとく 高度

なレベルで調和がとれていなくてはならない。

さて ， i 人間性」と「技術」の問題を以上のように考える

と，教育においても当然「技術教育」と「人間教育」が両者とも

に同じ重要性と比重をもって実施されねばならない乙とは明ら

かである。けれども両者の質的内容は非常に異なる面があるた

め，実際に実施する場合にはとれを同ーのレベノレで考える わけ

ICはいかない。

人間教育はいうまでもなく人閣の内面 ，深層にかかわる問題

を対象とするため ，企業構成員に対し一率的に律するととはで

きないし，あえてそれをするならば人間の尊厳に傷をつける乙

とにもなりかねない。したがって ，企業内の人間教育において

は，企業が直接手を下す部分は非常に小さなものとならざるを

得ない。直接手を下す乙とよりも ，(1)企業として乙うありたい

と願う方向，理念を明示し ，企業構成員に浸透させる努力を払

う， (2)知性，教養 ，人間性を高めようとする個人の努力を側面

的に援助する ，乙となどいわゆる動機付けを行なう ζ とが主要

な内容となる 。人間教育は，個人の自己啓発によると乙ろき わ

めて大であると言える。わが社においては ，新入社員に対し

一年間の全寮制を実施し ， 祭生活を通じて相互啓発を促進す

る方法をとっている 。技術を開花させる土壌 として幅広い ，豊

かな人間性を ， と願うわが社の理念の具体的な施策の一つで

ある 。

以上の人間教育に対し技術教育は ，その対象とするものが先

に述べたどとくきわめて高度，複雑，困難な要素が多いた めに

個人の力や努力では限界があり ，とのた めどうしても組織力を

動員せざるを得ない必然性を有する。したがって，上司または

先輩社員が仕事を通じて後輩 lζ 教えるいわゆる実務教育 ( On

the J ob  Tr ai nni ng)  ， あるいは講座，研修会 ，セミナー参

加などの職場外教育 (Of f the J ob Tr ai nni ng) いずれにお

いても企業が直接タッチし組織的かっ集団のなかで行なう部分

が大きな比重を占 める ζ とになる。

2. 補填教育と付加教育

前記において企業教育を質的側面からながめたが，つぎに段

階論的な観点から概括しておきたい。

企業における教育の目標は段階的にみてつぎの 2 点と考えら

れる。

第 1 段階 現在の社会が，企業 lζ 要求する一定水準の乙とがら

を，業務遂行過程において具現化するために必要な

知識，技能を個人ならびに組織に付与する乙と。

第 2 段階 将来の社会が要求するであろう高度で革新的かっ複

雑な乙とがらに対して，臨機応変 lζ 的確に対処しう

るための知識，技能を予測し，つねに付加しておく

ζ と。

今 ，乙乙で第 l 段階を「補填教育J ，第 2 段階を 「付加教育」

と一応名付けておく 。企業教育は乙の 2 点を目標 として実施さ

せる が，つぎのととも考えられる 。すなわち ，企業構成員一人

ひとりの保有能力には 当然格差があるが，教育目標を達成する

過程において必然的に格差是正の効用が生じる。なお ，先 lζ 述

べた「将来の社会要求水準」はつねに上昇 してとどまる と乙ろが

ないため，教育にも当然、終駕はなく ， ζ の意味で 「生涯教育」

を意味するととを付記しておきたい。
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(2) 企業における建築教育

1. 企業における建築教育の概要

建築を業とする企業といっても ，規模の大小 lζ 大きな聞きが

あり，また設計事務所と施工会社とでは内容的 lと相当異なる面

を有する。したがって以下の記述においては，大規模な施工会

社であってかつ設計部門，施工部門，建築技術研究部門を組織的

に確立している程度の企業を想定して話を進める乙ととする。

施工会社の部門のなかには ，現在，現実の社会の要請に即座

に対応すべき施工部門およひ事各種の管理機構から，高度技術か

っ将来指向を業務とする研究所や調査開発部門まで広範囲に分

岐している。一部門のなかにおいても ，現業遂行を中心とする

ク守ル ープから計画を担当するグル ープなど多種多様に細分化さ

れている。一般的にみた場合，職能面については第一線に近い

ほど「補填教育」が重視され，研究所を典型とする部門におい

ては「付加教育」が重視される，というより必然的にそうなら

ざるを得ない面をそれぞれもっている。階居的な見地からいえ

ば，初級職員( 入社近時点〉に対しては「補填教育J ，中級，

上級lと進むに従って「付加教育」に重点が移行する。全職員に

対し「補填教育」が完壁に行なわれ，確固としたベ ースの上に

「付加教育」が推進されるのが理想、の型と考えられる。

上記の概要を実際の教育形態 iζ 即して， 1. 実務教育 ，2. 職場

外教育のうち建築技術教育， 3. 技術研究所研修生制度の 3 点を

とりあげ詳述する乙ととする 。

2. 実務教育の現状と問題点

実務教育とは ，現実の業務遂行を通じて上司ならびに先輩職

員が後輩を育成指導する教育形態を指し ，企業教育の基本をな

す最も重要な事項である。 ζ の場合は「教育する J ， I教育さ

れる」の意識が双方にない場合でも，業務遂行を通じて自然に

必要な事項を修得していくものである。したがって一般的に乙

の形態が教育の範暗に属さないかのどとく見なされる場合が多

い。しかしながら ，企業における人材の成長にとって ，ζ の実

務教育の占めるウェイ卜が最も大きい。端的にいえば上司，先

輩の業務指導いかんによって成長の度合とスピ ー ドは著しく異

なる。教育効果は「授ける側の能力」と「受ける側の能力」の

関数であるといえよう。実務教育を効果あら しめるための基本
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要件は，一般的にいってつぎの 3 項である。

① 上司，先輩の部下，後輩 lζ 対する高度な育成意識

@  適切なジョブロ ーテーション

(山一一一…能力向上のためには幅広い知識と経験を必要とする。した |

がって適当なジョプロ ーテーションが不可欠である。 I

(例 ; 設計→施工→見積→研究) 〆

@  受ける側の意欲と能力

乙れは職員を採用する時点の問題ではあるが，とれに関連

し企業サイドから学校教育への要望事項はつぎの通りであ

る。

1.  基礎学力の向上( 数学，力学，語学)

2  正しい職業観の付与

3. 知性，教義の福義

実務教育は，初級職員屈にかぎった乙とではなく，上位職位へ移

行しでもその段階に応じた教育は当然行なわれる。ただし ，業

務に占める教育のウェイ トは当然のととながら漸次低下する。

3. 職場外教育のうち建築技術教育

職場外教育とは講座，研修会，セミナ一等，実務の場を離れ

て実施する教育をいう 。 ζ の教育には全職員を対象として種々

様々な教育が考えられるが，乙とでは初級職員を対象とする建

築技術教育に焦点を当て述べる乙ととする。初級職員居に対し

ては， I専門馬鹿」への進行を極力避けるためとくに幅広い知

識，技術を修得させ る必要がある。近年ますます専門化への方

向が顕著となる一般社会風潮に対し一見逆行するかのように考

えられるが，建築を自己の仕事となす者は ，建築における種々

の分野のいずれを専門にするといえども ，その基盤として確固

たるしかも幅広い素養が要求される。建築工学は当然の ζ とと

して，ほとんどすべての工学は建築と深い関連性をもち，また

経済学，社会学から心理学，医学の分野まで無縁ではない。 ζ

れらのすべてに通暁するととはむろん不可能であり ，企業教育

においてカバーするとともできないが，可能なかぎり幅広い方

向へと指向し努力する姿勢が必要とされる。乙の段階までくる

と技術教育と人間教育との区別が判然としなくなるが，いずれ

にせよ，その重要性についてはすでに述べたとおりである。



乙のようにみてくると建築技術教育の展開の方向として ，専

門化の方向ではなくて総合化の方向へ，具体というよりはむし

ろ抽象の方向へ，テクニックよりも原理，原則の方向へと展開

せざるを得ない一面を有するのであるが，一方現実の業務に即

して実践的な側面から建築技術教育をながめる と， つぎのとと

が考えられる。

まず， 初級職員に対する建築技術教育のねらいは高度な知

識，技能の付与ではなくすでに良く知られている事実，理論あ

るいは方法などに関する基本的な事項を ，完壁 lζ 修得させる乙

とにある。 乙の意味では内容的に高度かつ困難な乙とがらを含

まないので問題は何もないようにみえる。しかしながら企業に

おける業務の出発は修得する乙とから始まるのではなく ，実施

する乙とが第一歩となる。したがって「知っ ている」乙とと

「行ない得る」ととが一致しなければならない。しかも 9096の

確かさで実施し得る という ととでは十分ではない。初歩であれ

基本であれ，その段階において 100 96の確かさで実施されなけ

ればならないのである。 ζ の意味で初級建築技術教育について

は未知な α を探究する部分は皆無に等しいかわりに ，100 96の

完全性が要求される。けれども教育について考える場合には

100%完壁主義は決して好ましい乙ととはいえない。 10096主義

を企業サイ ドから要求するととは多かれ少なかれ強制もしくは

押しつけを伴うために ，被教育者の側の反援もしくは萎縮を誘

引させる原因となる。全職員の溌沸lたる意欲と活動を企業発展

の原動力としている企業にとって ，能力向上のための教育がい

ささかでも職員のバイタ リティ ーを阻害させる乙とがあっては

ならないのである。乙のようにみてくると 100 96完壁主義が要

求されると同時に否定されるという自己撞着に陥いるとととな

る。乙れを解決する道は ，被教育者の自発的な意思でもって ，

それぞれが己に対して 100 96主義を課するようになる乙と ，乙

れにつきる。すなわち ，直接的には教育する側の問題ではなく

て，被教育者の側の問題として把握される乙 とがより妥当であ

り，かっ技術教育の範略から脱して人間教育の範時にはいるべ

き乙とがらであり ， したがって教育の方法 として考えるならば

自己啓発による ととろきわめて大である，といえるであろう。

乙の論の冒頭において「人間教育」の重要性に関する考えを

述べたが，上に見たように初級の技術教育についても ，乙の完

壁な実施のためには人間教育の有効な支えが必要であるととは

明らかであり ，本質論的にみても方法論的にみても ，技術教育

と人間教育は切り離す乙とができず，相互依存的な関係にある

ととが改めて認識されるのである。

さて， 初級の建築技術教育の内容 としては ，企業それぞれの

ニュアン スの違いはあろ うが，I標準施工技術J I構造，力学」

「建築原価，見積積算J I工法，新技術J I建築設備J I コン

ピュ ータ関係J I安全」等がその主要な部分となるととを付記

しておく。

4. 技術研究所研修生制度

いずれの企業においても ，技術研究所は ，当該企業における

保有技術の ①集約，総合，②原理的追究，③実験的応用 ，等の

機能をシステム的 lζ 統合する人的組織といえるが，乙れを最先

進的 ，最効率的 lζ 稼働させるための人材と設備を備えている。

、ードウ ェアの面における技術研究，技術開発はもちろんの

とと ，近年 と くにマネジメン ト産業としての施工形態重視の方

向に沿っ て， システム管理技術，工程管理技術，需要拡張技術

などソ フトウ ェアとしての技術が大きなウェイトを占めるよう

になっている。本組織における本来業務そのものが，技術数育

における最も高度かっ本質的意義を有している ，といっても過

言ではない。

技術研究所研修生制度は ，当社の場合全国各地の技術者のな

かから毎年10数名を選抜し ， 2 年聞にわたって研究活動に従事

させ，その過程において最先進的技術教育を行なう制度である。

乙の過程を経た青年職員は ，生産活動の第一線をなす全国各地

の部門 κ おいて，先進的技術の実際的活用を行なうとともに ，体

得した技術知識の普及の輸を拡げる 乙と になる。

さて， 技術はいかに高度であり ，かつ革新的であってもよい

が，かなら ず企業目的に合致している ζ とおよび現実の技術に

適用 し得る乙 とが必要である。人間くさい言い方をすれば，企

業内の研究所は孤高であっ てはならないのである。したがっ て

その構成員には一面と して高い知識，技能が要求され，他面には

エリート 意識，独断主義は厳 しく排除されるとともに高い倫理

観が要求される。 ( たけのうち いさむ 限竹中工務唐人事本部般育課長〉
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随 想

企 業 内 教 育

の あ り 方

設計事務所から

建設業から

官公庁から

教育の原点を見直そう

多 国 英 之

われわれがその生活の大部分を賭けている日建設計について単純に企

業と呼ぶには， その言葉のもつ ニュア ンスからある種の抵抗を感ずるの

は私ひとりではないと思う。しか し大方の同窓を得られそうな適切な友

現も見つからないのでそのまま企業としてお ζ う。

教育を，与える側の言葉とすればそれを受ける側の言葉として学習が

あり ，訓練によってそれらが固められると考える。人聞に限らず，割合

lζ 下等な動物でも ，その個体は生活の場を通じて不断 IC学習活動を続け

生存のための行動様式を身lζ つけていく。人聞の場合は言葉のもつ文化

的環境が，大脳の発達と相まって ，複雑な価値観と，行動様式が生れて

くる。各個人が意識しょうがしまいが，環境からのあらゆる刺激がその

価値観に重大な影響を与え続けている乙とは ，近来の人間学によっても

明確に捉えられている 。教育は学習に対して方向づけを行ない，効果的

に，予測される環境 ( C対して適応能力を与えようとするものである 。訓

練は教育および学習の具体的な手段として欠かせない方法のひとつであ

るが ζ れとても，自らの学習活動としての訓練と ，強い枠付け，強制力

を伴った教育活動としての訓練とを分けて考えてみなければならない。

教育の効果は乙れらの学習 ，訓練がうまくからみ合う乙とによって高め

られるが，それは教育する側と学習する側との価値観が一致するか否か

によって大きく左右される 。

この両者のパランスが破れ，教育研究の窃場. を混乱lκζ 落入れたのは記f憶窓

{にζ 新しい 。ある人はこれを「断絶の也

子の問題」ともいつた。しかし乙れらは現象の命名であって，本質を突

いてはいるがよりよい調和へ向かつての希望を抱かせるものではない。

企業内教育というものがあるとすれば，それはまずその企業がどのよ

うな環境にあるかを効果的に構成員 IC徹底する乙とであろう。その企業

をとりまく人間，技術，経済，そして企業として乙の環境にどう対処し

ようとしているか，そしてまたその姿勢がいかに柔軟かっ明快であるか

を構成員に納得させうる場合lζ ，教育の効果は高められ，学習活動は突

を結ぶ乙とが期待される。乙の意味で企業内教育を単に社会規則や，技

術のルーチ ンワ ーク等の教課を目標とする限りにおいては ，ましてや，

統制や権限行使の安易さの確保に主眼があるような教育を行なうにおい

ては，その成果は企業そのものの活動力 ，適応能力の欠如と いう救い難

い報復を受けるととは明らかである。自然の生態系における適者生存の

法則は ，人聞社会においても厳として存在する乙とを再確認する必要が

あるのではなかろうか。

〈ただ ひでゆき K K目途設計理事 ・技師長 ・工噂)
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中小規模設計事務所の社内教育 i  

坂 内 幾 男 三

統計によ ると，日本の設計 事務所の ＸＵ ｾ ぢ以 上は Ｑ Ｐ 名以下の規線である

そうだ。設計事務所 といって も一年に数十名 も採用すると とろと. 1 名

を採るか採らないかというとこ ろでは当然企業内教育法は大幅に異な る

であろう。所員30名前後，毎年新卒生を 1 - 2 名程度採用する私の事務

所は規模 としてはまず中型くらいだろうか。そしてまだ何とか所長のワ

ンマン コントロ ーJ レができる限界にとどまっている。乙のくらいの規絞

の組織では ，新旧所員ともに大企業で行なわれると聞く組織だつた企業

内教育などは行なわれるべくもなく ，また行なう必要もない。すなわち

入社の日より実践教育あるのみである。すべての業務を所長が統括し ，

また ，大部分の所員で一つの設計に当たらなくてはならぬ規模では， す

でにその瞬間よりプロとして取扱われ，その業務を通し，描かされる図面

とチェックのうちで教育が行なわれる。大組織といえどもζ のパタ ーン

はあまり異ならないであろうが，その果" な る点は組織の主宰者であり ，

また経営者を兼ねる 所長自らがその教育者でもある ζ とである。乙れら

の差は，現在でも中小規模の設計事務所に入所してくる若者たちの多く

が，将来は自分も独立した設計組織をもっ乙 とを目標としているととを

考えれば，理解 していただけよう。その所長が作家として個性が強い人

であればそれはさ らに重大な意味をもっている。 ただ中小組織で・は ，大

企業のように一定のパー卜 をあまり動かずに構造，積算等とスペシャリ

ストとして仕上げてゆくということがむずかしく ，いろんな業務をとな

していかねばならぬととが多く ，今日のように一つの業務を考えてみて

も複維さ のより増す時代ではもっと徹底したスペッシヤリストとして教

育するか，幅広 く育てていくかは一考を要する問題である。

新学術l後は学校，とくに大学においては専門教育の時間数が短かく，

そのために ，新卒生が実際仕事の上での戦力として役 lζ 立つまでの期間

はだんだん長くなるように息われる。そのために基礎を十分きたえる目

的て入社後 3 年ぐらいは ドラフト lζ 徹せさせるようにしている。材料な

ども日ごとに新製品が生まれ，また木材のように使いなれたものも絶対

数の不足による大幅な値上がりでますます使用しにくくなり ，また多く

の分野にコンピュータ ーの導入など建築設計を取巻く条件も社会的な構

造も大きく変わっていくなかでは ，教育も単なる技術的なものばかりか

社会に対する建築家のモラルや姿勢までと考えてゆけば，想、いはあって

も力量足らずの悩みに頭を痛め ，経営に苦労する所長の姿を時には所員

に見せてしまう ζ ともあるが，乙れが中小組織の設計事務所の教育上の

効果としてプラス になるか7 イナスになっているのか，私にもよく解ら

ない。

( さかうち いくお 板内建築E主計事蕊所所長)
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企業内教育のあり方

高 橋 季 義

「事業は人なり J は平凡K 見えて真実の表現である。

企業内教育の充実がわが国の産業発展に大きい役割を果してきたこ

と. また果しつつある ζ とは誰も異論のないと乙ろであろう。企業とい

うものは元来，経済的利益追求を最大の目的とする集団であるため，企

業内教育も ひとつの経営の手段と見られ，企業経営の目的を達成するた

めに役立つかどうかによ って， その価値が判断されるのは止むを得ま

い。 したがって，社員の能力開発や，向上訓練も ，企業の教育活動とし

てとりめげられるのは，それが直ちに生産性向上lζ 役立ち ，企業発展lζ

結ひ‘ つくからである 。だから企業内教育では窓外lζ 人間形成という面で

は重点を置き難い考え方があるのは. 不必要な経費を省く姿勢として当

然と思われる。だが今日の学校教育の内容は企業にとっては 7 イナス要

ｾ＠



因を多くもっている上，喜美はもちろん，社会人としての常識さえも弁え

ぬ若者を育てている 。 したがって企業内教育のあり方もまず新入社員教

育で健全な社員としての基礎を確立する必要があり ，遠廻りのようでも

，長期的視野に立って正しい職業観や企業観を育成し，職務iζ 適応でき

るように導く乙とが要求されよう。その上，新入社員たちは大学はもと

より，日教組の教師による体制の否定思想を植えつけられ，あるいは，

レジャ ー文化の拡大に刺激されて生じつつある勤労の嫌悪，それらを誇

大表現する 7 ス ・コミの影響，さらには ，積極的な表現，善良な意見の

表明を遠慮する風潮など ，復維な環境のなかで育てられてきているので

ある。 ζ れらはすべてそのまま企業内教育の切実な課題として前面lζ 出

てくると恩わなければならない。当然の乙とながら ，企業内教育によっ

て誤れる観念の遊磁を打破しつつ社会人として，正しい成長をはかるほ

かはあるまい。幸い長近「生涯教育」が喧しく論ぜられるようになっ

た。今後企業が積極的に生涯教育と取りくんで日常教育訓練の上lζ 生か

し i O. J . T J にあるいは「自己研修J (ζ 具現されてゆけば，社員とし

ては責任感旺盛に ，人間としても魅力ある人物 IC正しく成長を約束され

るであろう。混乱して止むところを知らぬ学校教育 K 多くを期待できな

い現在，企業内教育の社会的責任はきわめて大きいといわなけれぽなら

ない。また企業にとっても決して無駄ではないはずである 。

( たかは し すえよし 近畿電気工事K K労易郎長〉

問題解決的方法による教育

長 浜 忠

最近の技術面での変化は全くめまぐるしい。 しかし， 10年後には ，10 

年前は悠長であったと恩われるかも知れない。乙のように感ずるのは ，

変化の速さだけがそう感じさせる要因ではなく，それを吸収し ，消化し

ていく体勢や，能力も大きな要因となっているからであろう 。乙れか ら

の教育も ，乙のようなことと無関係ではあり得ない。

進歩と称する変化は，人間が行なっているものである 。 進歩の速さ

は，それを進める手段が，進歩につれて加速度的lζ 多くなっていくため

に，さらに加速されるという面もあるであろうが，進歩の推進にたずさ

わる人の数( 割合) が急速に多 くなってきている乙とにもよるであろう 。

かつては，一人の人が建物の設計から施工までのオ ーソリティ ーであ

り得た 。また ，乙のような人たちが進歩の推進者であり ，他の人は，こ

れらの人たちに指導されてきた。 しかし ，今では，そのようなオ ーソリ

ティ ーの存在はむずかし t 、。それは，進歩の推進者の層が広がり ，数が

多くなり ，一人の専門とする範箇も狭くなって，進歩の速度も大きくな

っているからであろう 。このようなことが今後，さらに急速に進めば，

どのような乙とになるであろうか。極論すれば，大多数の人が，それぞ

れの分野のみでのオ ーソリティーという乙とになる 。そとで，それらを

企業という有担量的な組織のなかで十分に生かし ，企業目的を効果的に果

たすためには，どのようにオルガナイズし ，システム化し，コ ーディネイ

トしていくか，ということが企業としての大きな問題となるであろう 。

と乙ろで，乙のように企業内の人的情成が変化しようとしている現在，

企業内教育のあり方を考えてみると ，教育の目標，媒体，施設，方法などが

大きく変わってくるであろうことが推察される。たとえば，教室という

四角な空間で集中的に行なった教育が，もっと自由な機会をとらえて，

日常業務のなかで，各人が互いに教え ，教えられる ，すなわち外からの

指導者に多くをたよるのではなく ，組織の織成員各人が教え，教えられな

がら問題解決的な方法で教育が行なわれるといった乙とが考えられる 。

そ乙では，ますます多くなる情報を ，いかに処理し ，効果的に役立て

るかという乙と ，組織およびその憐成員に進歩の推進をいかに動機づけ

るかという乙と，全体として最大の効果を得るには. どのように方向つ.

けていくかという ζ とが重要なこととなるであろう。

〈ながはま ただし K K大休組東京本社建築本部技術部技術謀長)

企業内教育のあり方- 神戸市の場合

南 条 f亘 雄

標題のようなテ ーマで、あるが，行政K 携わる官公庁が企業としては

般に受け取られていないであろう。しかし，公共事業を執行する意味で

は企業的であり，とくに現在の公務員に企業的感覚が要請されている乙

とは事実である。神戸市では ，職務をより能率的! C ，かつ効果的 lζ 遂行

するためにいろんな機会をとらえて，新規採用者研修，一般研修，管理

職研修，教養講座，各部局内で行なう職場研修などを行なっている。一

方，各種団体が催す講習会や説明会にも積極的に参加している 。

実務』ζ 伴なう必要な職場の教育としては，従来，日常行なう業務その

ものが教育であったが，今日では上司や先輩たちの指導を受け，また ，

お互いに研究し，討議し合う時間もないうえ ，若人の社会に対する怠識

変革もあり ，新しい知識と技術の修得は各個人の努力次第とならざるを

得なくなってしまった。また業務の内容が複雑化 し多機化するなかで，

人間性を失う乙となく情勢に適応し ，新しい情報を吸収するためにも企

業内教育の重要性があるのではなかろうか。

実際IC研修を企画しようとする場合，個人差の大きい職場で適切な研

修テ ーマ，講師，適当な時期などを定め ，参加者が片寄らぬよう配慮す

るのはなかなかむつかしいものがある。したがって ，職場における教育

は学校教育と異なり ，受講者に全面的な受入態勢を求めるのは無理であ

り，学校教育の社会的欠陥を補うため ，むしろ ，間接的効果( 意識魯発)

をねらうべきであると恩われる。

物質文化の氾濫する一方，精神文化の貧困に悩まされている現代社会

において ，社会 lζ ，また ，仕事 IC i 生きがい」を持ち続ける ζ とがいか

に困難であるかは，男性社会人の自殺の原因の最高が，職場関係にある

ととをみても明らかて‘ある。哀のコミュニケーションのための基礎知識

を確保し ，合理的で，精神的にも盤かな社会をきずくためにも ，また ，

すぐれた実務能力と柔軟な頭脳の持主となるためにも ，職場教育は現代

社会lζ 生きる人聞にとって必要不可欠なものとなりつつある。

( なんじよう つねお神戸市住宅局営絡銘営錨課長)

企業内教育にたずさわる者として

植 村 俊

企業内教育のあり方 として，学校教育の延長であるがごとき，講義を主体とした句教える句

" 受けたまわる "方式のつめ ζ み主義の教育のやり方は後退して，集団学習討U i . 体験を過 して

自から感知させ るような教育の進め方 IC変りつつある E とは喜ばしい E とである。

しかし，一方では会社のため 1'"なる人材の養成を目論む意図はわかるが，実践教育と称して，

相変らず限られたど く一郎分の知識や技術のつめ込みだけをしている ζ とも案外経強く残勺て

いる。もちろん，乙 のやり方の すべてが間遭っているとはいわないが，教育訓練の大部分をこ

のような形式で実施 され a または ζ れでよいものだと思い込まれた場合. 1 : . んにち のような激

動変革の時代にあって， とれほ どに効巣があがるだろうか. また日常薬務に必要な知畿や技術

はその気にさえなればいつで も容易に ltl る己とができる時代である。

そのような環境のなかで ，ζ の教育だけで，十分だといえるだろうか。

現在の企業にたずさわる者にとって，基本的に大切な乙とは，単なる

業務知識や管理知識だけでなく ，日常，職場のなかで発生するいろいろ

な複雑な問題をいかに的確に迅速に解決する能力や行動力をもっている

かという乙とであり，あるいは当面する問題のみならず，将来の問題を予

測しそれの対策を種々考察し思いめぐらす能力をもっ乙とである。 ζ れ

はただ単なる知識や技術のもち合せだけでは何もならない。知識という

土台をもとにして問題に積極的に対処していく知恵が必要なのである。

したがって企業内教育として，知識を生かし知恵、をはたらかせ問題解

決につながる能力開発の教育が望まれるわけである。そ乙で教育にたず

さわる者としてやらなければならない乙 とは，知識のおしつけをするよ

りも ，職場業務のなかでの種々な変化や問題に対応 していくためには，

各人それぞれに自己の変身，革新がまず必要な乙とを理解させ，積極的

に勇気をもって自己をそのように変えてい乙うとするように動機づける

よう援助 していく乙とが大切であり ，やがては自己啓発につながるもの

Tごと{言じて い る 。 ( う え む ら しゅんいち 大末建設側教育課)
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設計事務所から学校教育に望む

山 本 純 孝

財界の調査機関である「日本経済調査会」が，一昨年春「新しい産業

社会における人間形成」というテーマで長期的視野からみた教育のあり

方について提案を行なっている。乙のなかで調査会は，社会の変化が激

しく ，知識や技術の寿命が短かくなった現代においては， i学校教育」偏

重を改め「企業内教育」を重視して，職業人の創造性を開発し ，志気を高

めるために「生涯教育」という理念に基づいて，総合的な教育計画をつ

くるべきであると提唱している。今日では大学でどんな高度の専門教育

をうけても ，社会の進むテンポが速いので，それに追いついてゆくため

には，学校を出てからも職場で一生教育を受けなければならない。現代

人は自己の職責を果すためには，絶えず「人間とは何かJ ，i人聞は社会

のために何をなすべきかJ ，i そのためにはいかなる手段を開発すべきか」

を探求しながら生涯学習を続けなければならないというわけである 。

乙のような社会的状況のもとで，有能なるスタッフを確保して強力な

業務活動を行なってゆくために，建築設計事務所側から新しい人材の育

成の場である「学校教育J IC対して，つぎの三つの事柄をお願いしたい。

まず第ーには，建築に対する正しい心構えを教えてほしい。現在建築

社会の内部では ， i領域の拡大J ， i技術革新J ， i設計システムと生

産システムの因果関係J ， i都市問題J ， i価値観の変動」等，技術の

問題，技術と人間とのぶつかり合いの問題が山積している。乙のような

混沌たるなかで建築を創る場合に最 も重要な乙 とは人間生活，社会生活

における建築の怠義一一誰のために，何のため化建築を創るのかという

建築の本質についての明確な認識ではなかろうか。職場IC出てからの日

常の業務で，絶えずとの人聞のための建築を行なうという基本的な思考

の姿勢がとれるように族をしてほしい。

第二は技術的な素養を身につけさせてほしい。建築に関連する技術は

急速に多様化，専門化している。設備，施工，工業生産，土木，交通，

経済といった，いまだ十分に体系化されていないが，現実には多用され

ている技術や，建築IC隣接する専門技術などもどしどし教課内容に組入

れて，技術社会における広い視野をもたせてほしい。

第三は創造力，綜合力を養成してほしい。建築技術者はいかに正しい

倫理観をもち ，広汎な知識を有していても，建築を創り出す能力がなけれ

ば結局失格である。設計上の複雑多岐な条件を整理して適切な判断を下

し，優れた建築にまとめるカ乙そ大切である。乙の窓味で設計演習は建

築教育の主軸をなすものといえよう。多人数教育等の悪条件で実施は困

難かも知れないが，いろいろな傾向の設計課題をつぎつぎと演習させ，そ

の結果についてそれぞれの専門講座の教授が合同で評価なり指導を行な

えば，学生各人のオリジナリ ティの啓発に大きな効果が上るに違いない。

以上，大変抽象的な注文で申しわけないが，乙れらをどのように具体

化してゆくかを考える乙とが「学校教育」の役割ではなかろうか。

( やまもと すみたか K K安井建築I ! t 計事務所〉
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学校教育は実践の場

彦 谷 邦 一

普のように20人とか30人を単位IC教育された時代には血のかよった教

育もできただろうが，今日のようにひとつの単位が 100 人以上に マンモ

ス化された教育の場では，もはや教師と学生，学生閣の人と人のつなが

りによる情愛や友情といったものが生れる素地はなくなっているのでは

ないだろうか。ただ知識の受け売りだけになって，教師も ，もはや教育

に対する情熱，同時にそれは建築に対しての情熱も失ってしまって学生

との肌でのつき合いをむしろ避けているので、はないか。かつては，かな

らずしも社会的に有名や立派でなくても教育K 熱心な先生がおられたが

今日ではもはやそういう人を望むべくもない。

もっとも ，乙れは現代の風潮から考えて先生だけの責任ではないが，

淋しい乙とである。たとえば建築の設計指導の場合でも単に ，ひややか

な傍観者のような立場での批評だけでは，どんなに立派な批評であって

も教育 とはいえない。少なくとも自ら具体的な案を示 して自分の考えを

示す乙とが必要である。自らま容をもっという乙とであって，お互いにひ

とつの課題で勉強し合うととが大切である。もともと知識というものは

客観的に教えられるが，智慧は口では教えられないものである。智慧は

知識と観照の力を養う乙とであるが，乙れは学校だけにすべてを期待す

る方が無理かもしれない。家庭も社会もすべてのコミュニティがその役

割を果している。もし学校が知識の受け売りと，ひややかな批評のみに

終始するならば，今日の社会からおいてきぼりを食うだろう。人間教育

は実践のうちに乙そ生れるもので技術教育と人間教育をわけで考える乙

とはできない。むしろ技術偏重が即，人間教育であるはずだ。昔から一

芸に秀でた人は人間と して立派であるといわれているではないか。

しかし今日，乙ういう乙とは望む方が無理で，少なくとも学校教育で

は一応基礎的な教育を望みたい。そして建築の分野はきわめて広いのだ

から ，何もデザインだけが建築のすべてではない。人聞には，それぞれ

の向き ，不向きがある。それぞれの人にあった方向に指導されたい。そ

れも今の教育者には期待できないのだろうか。

〈ひとたに くにいち K K 彦谷建築設計事務所)

安全衛生問題をもっと大切に

( とくに学校教育に提言する〉

星 康 文

+  
( ミドリ十字)

「 安 全 の と と ば 」

きのうが そうであったように きょうも

幸福な一日一日であれ 幸福は安全とともに

そ し て 安 全 は い つ も 心 う ち 乙 む

職場の中の 規 律 正 し い 作 業 の 上 l ζ ( 京阪電鉄鎚供〉

私はと乙では& 近お乙った千日デノ f ー ト，または北陸トンネ J レ事故の

ような ，主として有害ガスの発生が原因とみられるような問題をとりあ

げるのではなくて，日常私達が直面している建設現場の安全管理につい

ての私見である。乙の労働災害は建設現場とか事業の内とか一般市民の

自にとまらない限定された場所で発生する ζ ともあって，交通災害など

に比べ，いままで、は一般世間の関心を集める乙とが少なかった。しかし

その被害の規模は交通災害を大幅IC上回り，その損失は 6，∞0 億円とい

われ，おどろくべき乙とである。

乙れほど大切な安全管理の必要性がまだまだ小零細企業には必ずしも

ゆきわたっていない。その原因はど乙にあるのか。最近労働安全衛生法

が発令されておるにもかかわらず，小企業の現場では足場丸太の組方は

おろか保護帽ですら着用していない。そ乙で提言したい乙とは安全管理
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各積災害による被災者( 昭和46年)

資料出所 ・労働省「労働者災害補償保険事業年報」箸察庁 ・消

防庁調べ

ない。乙れは単に軌

道関係だけではなく ，今や建設工事全般にいえるべきととである。最近

大手業者を含む全業界から安全管狸授を発注者がその積算のなかに明確

に計上してもらいたいという要望は業界からつよく出されているが，ま

だ業界が希望するような線は出されていない。現状では削りやすい仮設

費を削らなければ安全貨が出ないような仕組ではなく ，安全管理授を見

積のなかに組まなければならないように仕向けるべきである。建設省を

はじめ諸官庁，設計事務所にとくに要望するものである。

乙れほどの問題が( 労働災害によって職場で一日約20人近い人が死亡

し年間50万人が怪我をしている) ，はたして学校教育でそのような特別

科目があるのか ? 大学ですら安全衛生管理の講義があるようにきかな

い。せめて課外講義としてでも業者の担当専門家を招き ，月 1 ，2 時間

程度でもよろしい。大きく目を開いてもらいたいものである。

( ほし こうぶん 元平和建設勤務星建築股計事者置所)

専門教育以前になすべきこと

長 町 守 康

建設業界において，現在，最も困った問題は，技術者の不足とその質

的低下および，各職技能者，下部労働力の絶対不足と賓水準の低下で‘ あ

る。工事は軒並みに ，工期遅延と質水準低下の危機にさらされている。

昨年 8 月下旬よりとく K 顕著となったとの現象は，実は何年も前から徴

候が現われており ，多くの人々の危倶していたととにほかならない。乙

の問題について人々は確かに個々人として指摘はしたが，それが行動に

まで進む乙とはなかった。解決策が見出せなかったというよりは ，取り

組もうとしなかったというべきであろう。

いかに学問の分野における研究が進み，施工技術が高度化されても ，

即ちそれが建築の進歩とはなり得ず，また優れた内容をもった建物とし

て具現化されるものではない。建築 IC従事するすべての人々一一学者 ・

研究者 ・建築家 ・技術者 ・教育家 ・技能者の個々人，さらにそれらの集

団 ・建設業者 ・設計事務所 ・ディベロッパー・ 為政者 ・行政機関も含め

てーーは，狭い自らの殻に閉じ乙もって大局から目をそらし ，日本の近

視般的住宅政策に便乗し，産業 ・商業界のがむしゃらな経済的欲求に追

従し ，建築家は独善的思想におぼれ，建設業者は企業の業績発展のみを

目指した。狭い国土のほとんどすべてにわたって，自然の破壊が強行さ

れ，公害や過密の問題，不法建築の横行，欠陥建築物の乱立，建設事故

の多発，不正の頻発，訴訟問題の多発，建設産業廃棄物の処理問題，等

々，難問を抱え，発注者と受注者の間の相互信頼は薄れ，個々人の責任

低下や怠慢と不注意の日常化IC苦しみながら ，問題解決IC知恵を集め ，

解決を計るエ ネルギーの結集も努力も見られなかった。建築社会におけ

る乙のような様相は，人類社会のnの進歩が何であるかという 命題と密

接に関わっている。

京大興和夫教授の「建築のような複雑な内容をもっ仕事に従事するも

のは，人間 ・社会 ・芸術 ・工学lζ 関する正しい認識と判断力 ・実行力を

備えている ζ とが必要であり ，視野の狭い "職人" あってはなら ない」

とのご怠見( 注 1 ) は，全くその通りであり ，同教授の「建築行為の "総合

性" や "総合型" 教育システムの必要性J (注 2 ) は，大学卒 ・工高卒に共

通していえる乙とであるが，それ以前の問題として，知的好奇心が乏し

し学習意欲に欠け，無気力な人々 ，あまり利己的，自己中心的であり ，社

会への奉仕の精神や，責任感に欠け，自分の職業 IC其の生きがいを見出し

得ぬ人々の増加は，単iζ 工高や大学の教育段階でのみ解決できる問題で

なく ，中学や小学校教育まで逆のぼった問題として考える必要があり ，今

日の日本の社会の風潮様態がそのまま ，濃縮されて建築社会へ持ち込ま

れている思いがする。もっとも基本的な「新らしい人閣のモラル」といっ

た問題 IC，教育界をはじめ，すべての世の人々は目を向けねばなるまい。

( 注 1 ) 日本建築学会誌昭利47年 3 月号

「大学における建築教育のシステム」 奨 和夫

( 注 2) 日本建築学会総昭和46年 9月号

「大学にお ける建築教育のシステム」 奨 和 夫

( ながまち もりやす K K柄谷工務居常務取締役〉
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自ら思考し創造する能力を

中 川 秀 夫

「官公庁職員のなかでの建築技術者の位置付け」といえば，一般的に

公務員は ， i全体の奉仕者」とされており ，何にも増して中立公正な行

動が，義務付けられている。一方，官公庁の職場における建築職員は，

さまざまな行政目的に沿う事務，事業の執行に当って，技術スタッフの

一員として建築技術面で，そのー認を担う形をとっているのである。行

政目的は，社会現象や階居のあらゆるととろに向けられるものであるの

で，建築職公務員は，きわめて多種多様な職務に従事する。都市計画や

建築基準行政という官公庁特有の業務から ，官庁営繕，建築物の評価な

ど，民間と変らない仕事もある。しからば，乙のような立場にある官公

庁建築職員として有用な人材を学校教育lζ 求めるとすれば，何を望むべ

きか ? すぐ実務lζ 役立つ人は，はじめは歓迎されるであろうが，社会構造

や科学技術が日進月歩目覚ましく変化し ，学校において学んだ知識は，

数年ならずして過去のものとなりさる時代である。また，学生の立場と

実社会人のそれとは，責任のあり方が，根本的 IC異なるものである。学

校を卒業して官公庁に就職するとその日から，職務に伴う責任を果すた

めに，さまざまな制約の下に置かれるのである。いずれにしても ，学校

で学んだ技術知識は，ストレート に生かすととが不可能であり ，常lζ 自

ら研鎖を重ねてゆかなければならない。当代は，生涯教育の必要性が強

調されるが，なかでも職業のためのものは厳しいものである。そもそも

学校教育は，全人教育であって専門学科であっても単なる技能訓練では

ない。最も望ましい学校教育は ，社会の正しい進歩向上に貢献する ζ と

のできる良識ある人筒形成の一環として，職能としての技術知識を修得

するテクニックと能力の教育である。建築技術者としては，そのために

立体感覚，創造力 ，綜合性，表現力といった基礎的な能力が要求される。

建築の専門教科においてはもちろん，教養課目を通しでも ζ れらの能力

を身につけさせる教育がほしい。従来の学校における教科内容，と くに

専門学科では，あまりにもスペシヤルな学聞を縦割的に教える乙とに偏

り過ぎているのではないか ? 設計製図などのように自らアイディアし ，

思考し，まとめあげるといった応力作業を中心とした課自に，より重点を

置くべきであろう。乙う考えてくると「公務員としての人材を求める ，

学校教育に対する注文といっても ，民間企業のそれと本質的に何ら異な

ると乙ろはない。」というのが結論となるように思う。

( なかがわ ひでお 大阪市建築局企箇銀長)

95 



互i 工 高 建 築 教 育

工 高 の 建 築 教 育 に

お け る 課 題 と 展 望

鍛 治 拓 美

今日の工業高校の現状は ，教育上きわめて重要な事態に直面

している。それにはつぎの二つの事情がその背景とな っている

ように思える。その一つは ，高校進学者が急速に増加してき た

結果 ，生徒の能力 ，適性，進路などが著しく多様となり ， した

がって彼らの教育的要求もまた複雑多様なものとなっている と

とである。もう一つは ，科学，技術の発達や産業，経済の進展

により職種の専門分化や新職業分野が拡大し ，それに応じて産

業界や一般社会が学校教育 lζ 求める人材もまた多様なもの とな

っている乙とである。 ζ れら二つの事情がそれぞれにも つ多様

性の相乗作用のゆえに ，工業高校の性格が二重 ，三重に交錯 し

て問題を投げかけているのが実情であろう。つぎにそれらの 問

題についてのべてみよう。

まず第ーの問題は ，教育の多様化あるいは分化をどの ように

考え ，どのように受け とめるかという乙とである。

昭和43年度の日本建築学会東海大会研究協議会で「工高建築

教育の多様化は是か否か」 と 題 して 教育の多様化が論議 され

た。乙乙では ， r多様化と は，生徒の適性 lζ 応じ ，産業の要請

にとたえて 多様な学習課程を用意する乙とである J と 定義 し

て， r工高教育の多様化」についてつぎのような提案が行なわ

れている。
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まず，なぜ多様化をするのか ，その必要な理由とし て， ① 最

近の生徒の資質の幅の拡大，②建築技術の発達と分化 ，@ 中卒

技能者の減少 ，の三つを指摘し，その多様化の方法 としては ，

現在の建築科を否定したり ，解 体 し た り す る の で は な し 現 行

の教育課程を工夫勘案する乙とによってもある程度の多様化は

可能であるが，さらに徹底するためには，そのほかにいろいろ

な学科を考え ，必要のあると乙ろから設置してい乙うというも

のである。たとえば，建築設計科，建築施工科，建築構造科 ，

建築技術科，建築設備科 ，建築製図科，建設機械科 ，空気調和

科などの新設が提案され，さらに中卒技能者の不足に対処する

ものとして ，短期高校制度で建築の各種技能花関する学科を新

設し ，類型別 lζ 工法技能を専修させる ζ となどについての可否

が論議されている 。(1)

乙の協議会で論議されたように，たしかに生徒の質は多機で

あり ，それゆえに ζ そ能力 ，適性などに応じて教育を行なうとい

う乙とは原則的には望ましい乙とであるにちがいない。だが，

そのことは ，決して簡単にできる乙とではない。なぜなら ，中

卒程度の年令段階の者が，かくも専門分化した建築 lζ 関する学

科をはたして正しく選択することができるだろうか。特定の学

科を習得するために必要な能力や適性の客観的な診断は ，断片

的にせよきわめてむずかしいものであり ，だれがそれをなし得

るであろうか 3 しかも ，人間の能力，適性というものは ，教育

のやり方しだいでどうにでも変化するものではないか。そして

また ，能力 ，適性 lζ 応じて進路を分化するときの分化の時期と

方法が問題となる。教育学上，いまだ分化の時期についての決

定的な見解はない。ただ一般的な傾向としては ， r子どものも

っている才能は ，正確に早く発見され，豊かな教育経験をでき

るだけ多く与えて コー スへの分化はできるだけおそくまで延長

する J (2) といわれ，また ，分化の方法としては ，その時期をお

くらせ ，かっ ，分化を「傾斜」的なものにし ，幅広い共通課程

のうえに教科選択制( コー ス制や学科制でなく〉を組み合わせ

る乙とが先進的なカリ キュ ラムlζ 共通する傾向となっている。

うえにのべた幅広い共通課程とは，将来の進路のいかんにか

かわらず，すべての生徒が共通に習得しなければならない教養

の最小必要基準( ミ ニマム エ ッセンシャ J レズ) で・ある。その最小

必要基準 として ，第一 lζ ，人聞の諸能力を調和的 lζ 発達させる

ものである乙と。第二! と ，将来 ，どのような職業につ乙うと ，

その領域で現代の諸科学の成果を活用する乙とがで きるだけの



基礎学力を修得させるものである ζ となどがその必須条件 とし

てあげられる。 (3) とのようなミニマムエッセンシヤ J レズを基縫

にして ， 自己の個性と好みに応じた進路を主体的に選んでい く

ととが，能力，適性 lζ 応ずる教育の原則とならなければならな

し、。

だが，どうしてもコ ース( または学科) による分化を行なわ

ざるを得ない場合には ，生徒が自分 Iζ 最も適したコ ースを自由

lζ 選ぶ ζ とができ ，かっ ，そ ζ で積極的に学習に従事する乙 と

ができるようにしなければならない 。そのためには ，いずれの

コースも 平等の価値をもっととが必要である。つまり ，コース

閣の価値の平等が認められており ， コース相互間の移行が可能

であり，しかも ，どのコ ースをとろうとも進学も就職も自由 に

できる可能性があって乙そ生徒は自由に自己に適したコ ースを

選定する ζ とができるのである 。そ乙で ，乙のような平等な価

値をもっコ ース分化を実現するためには，学校のコ ースを経て

やがて就職する職業聞に ，社会的にも ，経済的にも高度の平等

主義が存在しなくてはならないし ，そういう 意味での社会的な

措置がまずもって議ぜられなければならない 。

技術革新の進行にともなう産業変化に対応し ，かっ， 生徒の

能力，適性 1<:: 応ずる教育という立場ーか ら， もし ，コースや学科の

分化を制度化する必要が生じた場合 lζ ，直ちに教育の分化シス

テムの組織立てに向かわないで ，以上に示した教育の論理に し

たがって主体的 lζ 検討してみる必要があるのではなかろう か。

第二の問題は ，建築技術の進歩はどのような資質をも った建

築技術者を必要とするかというととである 。

「学校における建築教育に何を期待するか」という間いを発

して建築技術者 として要求される資質と建築教育のあり方を産

業界，建築家，学者等にたずねた最近の調査によれば，学校に

おける建築教育は ， I既成品でなく ，意欲をもったよい業併の

育成をはかつてほしい」という要望のある乙とが明らかにされ

ている 。(4) ととろで，よい素材としての技術者とは ， I建築技

術に関する基礎的な素養( 技術者としての物の見方，考え方，

処理の仕方) を修得したうえで ，それらを駆使し ，つねに新し

い問題に向かつて柔軟に理解を深め ，全体的な視野をも って怠

欲的 lζ 行動できる人であり ，かっ ，単に理論的なものの みの修

得 lとかたよらず ，人 の心 iと無意識のうちに影響を与える安ら か

ち，豊かさ ，楽しさといった豊かな感性を内に秘め ，たくまし

い想像力でもって自己の人生経験をじゅうぶんに活かす能ノJ を

備えた人である」という 。

乙のような能力をもった技術者を育成するには ，特定のせま

い分野の技術に対する理解だけではだめで ，より豊かな科学的

な教養，ないしは基本的 ，一般的な技術 {ζ 対する理解などによ

ってつちかうべきであろう。すなわち ，それはものどとの基本

に立ち返って科学的に思巧ーする態度，つまり専門的な知識，技

術の基礎[ と なる根本的な原理を学習する態度の学習が必要であ

る。と同時に ，技術をもっ て社会に奉仕する 乙とが自己を人間

的 lζ 完成す るζ とになるのだという精神や仕事を成就する使命

感 といったものが，さらに必要 となる のではなかろうか。

第三の 問題は ，建築教育においては，どんな内容を ，どのよ

うに構成し ，どのような方法で教えればよいかという問題であ

る。

最近の科学，技術の進行状況に対して教育内容は ，質，量と

もにそぐわないものとなっており ，乙れを克服するために教育

内容の現代化と構造化を進めていく乙とが電要な教育的課題と

なっている。建築教育における教育内容の現代化とは ，内容的

には現代建築学の成果の導入と建築学の基本的概念 ( マスター

キーにあたる概念〉を生徒に理解可能な形に翻案するととであ

り，方法的には発見的 ，探究的な方法によって基本的概念を主

体的 ! と把握させる乙とである 。そして乙の現代化を進めていく

ために ，教育内容の構造化がはかられねばならない 。教育内容

の構造化とは ，何がその教科の基本的な知識であり ，基本的な

技術であるのかを明碓・にするとともに ，それらの基本的知識や

基本的技術のそれぞれの内的関連をはかり( 構造化) ，境界領

域的な分野を補足する乙とによって ，総合的な思考訓練 と技術

的行動へとかりたてる刺激を生徒! と与えるように諸科目の内容

を組織立てるととである 。 乙れを建築教育についていえば，計

画 ，設計製図，構造，設備 ，施工などの諸科目について ，それ

ぞれもっとも基本的な知識や技術をどのような範聞に ，どのよ

うな順序でそれらを系統的 ，総合的に関連づけて構成するかと

いうととである。乙乙にいうととろの技術的行動とは ，目標に

対 して計画を立て ， 技術的な諸要素を組み入れて設計を行な

い，それを図面に表現し ，さらに施工( 製作，加工) して ，最

後にその作品を評価するという 一連の生産活動のプ ロセス を'口

目的的 lζ 処理する行動をいう。だから ，建築における技術的行

動とは ，単 lζ 設計製図行為だけを意味するのでなければ，単な

る施工行為のみを意味するのでもない 。そ れは，設計でも ，施
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工でも ，広範な各種の要素を計画的 ，合理的に総合していく生

産行為であり ， しかも，その生産行為は設計から施工にいたる

までの全過程が創造的な活動でみちみちているのである。だか

ら，建築教育における技術的行動の形式は ，建築の生産行為を

計画的 ，合理的に総合していく過程において創造性を発揮させ

る乙とによって形成されるものであるといわねばならない。乙

の創造活動に必要な基礎となるのは ，建築技術に関する各種の

情報を総合的 lζ 関連づけて処理していく能力であり ，金生長命

の基礎訓練 lζ 徹する態度であろう。乙の建築技術の基礎訓練

は，単なる職能的，技能的な訓練を意味するのではなく，技能

的行動の基本をなす表現手段としての訓練である。それゆえ ，

訓練の目的と役割を明確に把握し ，訓練の方法も ，教師の手を

かりずに自分のカで行動し ，その効果を評価し，評価してはま

た試みてみるという試行をともなった訓練である。すなわち ，

建築技術の基礎訓練とは ，建築技術者が，建築 lζ 関する専門的

知識，技術と造形的 ，機能的 ，経済的な諸要素とを総合的に満

たして建築物を創造しようとするときの基本となる実技を何回

か くりかえ し試行する行為をいうのである。建築教育における

技術的行動の形成は ， ζ うした表現手段としての技術，技能の

基礎訓練を通して可能となるのである 。建築教育においては ，

ζ のような技術的行動を基本的な学習活動として方法づけるよ

うに ，教育内容の構造化を図らなければならない。つぎに ，そ

の一例として実習を核とし ，技術的行動の形成を目標とする建

築教育の方法体系を簡単にのべてみたい。

乙の教育体系を形式的な側面からみると ，平面的には実習を

核とし ，理論的な科目を周辺にもって実習と理論の一体化を図

りつつ，立体的には ，求心的に課題解決へと向かう行動が，低

次元のレベ J レから高次元のレベ/ レへ高められ，深められていく

学習 のプロセスである 。 ζ れを内容的な側面からみると ，普通

科目と 専門科目の有機的な関連を図るため科目「工学基礎」を

設 け， 乙れを下部構造として ，その上部にそれとの関連的な深

まりを保 ちながら専門科目を配列し ，専門科目の理論を実験，

実習によって実証的 lζ 体験させ，さらにその体験を連合させな

がら課題解決という総合実習へと学習の深化を図る。総合実習

は，具体的な実習課題 lζ 対して生徒が自ら計画し ，設計し ，製

作するという生徒自身の自主的な創造活動であり ，与えられた

課題を総合的な立場から発見的 ，探求的な方法によって ，主体

的 lと教科の構造を学習する実習である。とのような系統的，発
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展的な学習活動を通して ，生徒は自主的に課題解決のプロセス

を構成し ，技術的に処理する能力や態度，つまり技術的行動を

身につける乙とができるのである。

と乙ろで ， I構造を学習する」とは ， J .  S. ブル ーナーによ

れば， I どのようにものどとが関連しているか」を学習する乙と

であり ， I無関係と思われていたものに関係をみつける能力を

身につけさせるととである」という。たとえば，要素と要素 ，

科目と科目 ，理論と実際などの関連や部分の全体に対する関連

等を把握させるととであり ，そのような学習を通して一般的な

原理や態度，あるいは創造性を身につけさせるととである。だ

から構造の学習は ，既成の知識体系の単なる直線的な把握でも

なければ，また同心円上をはい回る経験主義でもない。それは

知識の構造( 関係や構成〉を求めて求心的に究明しようとする

探求学習だといえる。探求学習においては ，まず構造そのもの

を理解する手がかりとなる基本的観念を発見する ζ とが大切で

ある。乙の基本的観念によって諸関係のもつ規則性，諸観念の

閣の類似性を発見する乙とができる。すなわち ，構造の把爆が

可能となる。( 乙のような探求学習のととを発見的教授法とい

う) 発見的学習を主体とする授業においては ，教師が生徒に未

知の知識を注入するととではなく ，与えられた課題を解決する

ため ，生徒は必要な情報を収集し ，課題解決のプロセスを構成

し，そのプ ロセスにしたがって実際に作業を行なう 。 それゆ

え，乙ζ では課題解決のプロセスそのものが学習内容( 学習の

しかたの学習〉となり ，課題解決 lζ 対する生徒の姿勢や態度が

きわめて重要視されるととになる。乙うして生徒は ，発見的学

習を通して構造の中心となる基本的観念を知り ，それを適用す

るととによって ，法則性の発見という学習の目標に到達すると

とができるようになる 。重要な乙とは ，観念を知る ζ とだけで

学習が終了するのではなしさらに観念を適用するととによ っ

て学習 目標の到達を図るというととである。だがとの観念の適

用を図るには ，適当な練習を必要とする。しかも練習を効果的

に行なうには ，一定の法則 lζ 従わねばならない。 ζ の法則は ，

またその背後に理論あるいは原理に基づいている。したがって

観念を適用 しようとすれば，理論や原理の発見にまでつながっ

て生きた力となるわけである。乙のような観念の適用 ，つまり

知識の動的な側面を重視していくととは ，われわれが求める建

築( 技術) 教育原理の一つの側面でもある。

第四には ，建築教育のあり方を求める迷いのなかで ，課題解



決のための展望( 探求と試行) が続けられなければならないと

いう乙とである。

(1) 意欲を失って迷える生徒のために教育改革が必要

高校進学者の増大とい っても ，中卒者の多くは普通高校への

進学を希望する。だがいろいろな事情で普通高校に進めなかっ

た者は ， 自己の志望とは無関係に工業高校に入らざるを得ない

場合がある。 乙のよ うな場合，彼らは入学時から強い劣等感を

もち ，専門の学習に対する意欲も失いがちである。工業高校の

教育を受ける意欲のない生徒が，希望もしない専門の教育を受

けるとと自体 ナンセンスである。彼らは ，結局は ，やる気をな

くして，中退するか，非行 iζ 走るか，それ とも工業高校のなか

にあって ，大学への進学準備にひとりでいそ しむかのいずれか

を選ぶことになりがちである。とのような事態をお乙させない

ようにするためにも高校入試選抜制度の改善や高校教育制度の

改革が積極的 lζ 講ぜられねばならない。

(2)  工業高校改革の道

自ら希望して工業高校に入学した者 lζ 申しわけないが，普通

高校志願の落ち穂拾いとまでいわれるようになった工業高校の

志願者の学力は ，一般に低下しつつある。 ζ の工業高校に優秀

な生徒を迎えるようにするには ，大学進学への道がもっと聞か

れるように措置するか，それとも ，工業高校を短大レベル lζ 昇

格させるかのいずれかに改革すべきであるという意見をよく耳

にする。残念ながら ， 乙のいずれの方法も実現は困難であろ

う。前者は大学の入試制度の改革が必要だし ，後者は悩める工

専の姿をみれば明らかである。とすれば，高校そのものの教育

制度を改革する以外にない。という乙とになると ，普通高校と

職業高校の二元的な存在を否定して抜本的な改革をめざす乙と

である。さもなければ高校進学に関する差別と選別は永遠にな

くならないだろう。乙の意味からして ，新しい意味での総合制

高校方式が改めて検討されねばならない。

(3)  さしあたって治療教育が必要である

低い能力をもっ者が多数，工高に進学して学習の不消化現象

をお ζ している。にもかかわらず ζ れに対する教育的な配慮が

ほとんどなされていない。高校教育につい ていけないとれらの

高校生の問題は ，根本的には小，中学校教育の改革が先行すべ

きであるが，さしあたって新入生 lと対する治療教育を組織的に

行なわなければならない。すでにのべた教育内容の構造化もそ

の一つの重要な手段である。

(4)  設計製図を単なる机上の設計遊戯に終らせないようにする

こと

とれまで建築教育においては ，教育課程を構成する諸科目の

なかでも「建築設計製図」が建築技術の総合の過程を扱うもの

として，中核的立場を保ってきた。だが心ある建築教育者が嘆

くように ，それは単に図面をそれらしく作りあげる程度のとと

であって， なぜそれがそのように作り出されねばならないのか

といった本質的な問いかけが行なわれていたかどうかは疑問で

あり ，かつまた設計製図の過程で，関係知識と技術を総合して

新しいものを創造していとうとする 一貫した意志がどれほど生

徒のなかに働いていたかどうかも疑問であるといわねばならな

い。建築教育を単なる机上の設計遊戯に終らせないで，環境構

成の総合技術者と して必要な創造的能力をつちかうよう lとする

ためには ，建築生産過程の創造活動 lと必要な基礎となる実習活

動を重視し ，すでにのぺてきた技術的行動の形成を目標とする

教育体系のなかで設計製図を位置づけるべきである 。

(5)  建築技能者養成をどうす否のか

遅くとも 12- 13 才位からはじめねばものにならないといわ

れ，徒弟制度で支えられてきた日本古来の伝統的な技芸の伝習

や，今なお建築生産活動の基礎をなす大工，左官，建具師，庭

師…… 等の技能教育をどうするか。現在乙れらの技能者の養成

は，徒弟制度か，あるいは公共職訓や事業内職訓での技能訓練

制度かによって，かろうじて養成されているが，中卒技能者が

減少し ，高校全入の傾向のなかにあって乙のまま放置すれば，

とれらの技能者はやがて消滅していくであろう 。工高の建築教

育ととれらの訓練機関とをとんどどのように関連づけてい けば

よいだろうか。すでにのべてきた多様化論の立場から ，そして

生涯教育の立場からも検討 してみる必要がある。

以上 lζ 私は現在の工高教育が直面する教育上の諸問題を背景

にして建築教育の課題をとりあげてきた。そのような方法をと

ったのは ，工高教育が現在， 宿命ともいえる難病にとりつか

れ，建築教育もまたその病から免れ得ない状況にあるからであ

る。とりあえず私はその病根にあたると思われるものについて

若干指摘し ，抜本的な改革手術への足がかりを展望したにすぎ

ない。ど批判を仰ぐ次第である。

注) (1) r工高建築数育の多様化は是か否か」建築雑皆、V oJ. 83.  No.992 日本建築学会1968.3

(2) OE C D編 .A bi l i t y and Educat i onal  Oppor t uni t y. より 1962年

(3) 主集「建築教育はいかにあるべきか ? J 建築雑誌 V oJ. 85. No.1022日本建築学会1970. 4

(4)] .  S . プルーナー著，鈴木 ・佐磁共釈 「教育の過程J ( 岩波書庖 ，昭38年)

(5) 宮原鉱ー著「青年期の教育 J ( 岩波新書. 1996.11)  

( かじ たくみ大阪府科学教育センター主幹)
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工高建築教育のあり方を考えるまえに

乾 亮 三

高校への進学率は著しく伸び，量的にはすばらしい発展を示している

なかで，実業高校は不振をか乙ってし1るというのが現状である。私は，

本誌47年 1月- 6 月号の「建築の眼」に ，建築科を中心とした高校の現

状や諸問題を紹介してきたが，さらにその補足もかね ，建築科を含めた

実業高校をとりまく大きな問題を とりあげる. 乙とにする。乙のことは，

与えられた課題から多少逸脱するかも知れないが，工高の建築教育のあ

り方を考える上で ，かなり重要な乙とではないかと思うからである 。

斉藤脇氏の資料( 建築雑誌 1971 ・9 月号) によると ，建築科へ入学し

た生徒のうち最初から建築科を目指していた者は約 60 %で，28 %は当

初，普通商佼を志願するはずであったということのほか，最終学年にお

いて大学進学を希望する者は26%に達するという乙とであり ，さらに増

加する傾向にあるとすれば，実業高校の不振，ひいては実業高校教育の

正常な発展を阻害する大きな原因のひとつが乙の辺にあるのではなし、か

と患、4つれる。

昨今，大学の選抜制度は改善されつつあるとはいうものの柔軟性に乏

しく，実業高校への入学は，同時に袋小路へ追込まれる結果になるのであ

れば，最初からこれを避けようとする者の多いのも当然の乙とである 。

昭和46年，中教審は「各学校段階どとに完結した教育を行なおうとす

る考え方よりは ，それぞれの段階の特質に応じた教育課程を積重ねる乙

とによって，全体として教育効果の高まるような一貫性をいっそう重視

すべきである- … J と答申している。

ζ うした情勢のなかで，こ れらの問題を解決するひとつの試案 lζ [ 産

業大学( 仮称) 締想」がある 。それは ，実業高校において早期lζ 専門的

な阪を関かれた者の特徴を生かすような教育を施し，高度な専門性を身

につけさせようというものでめる。その教育体制は，実業高校から引続

いて高等教育を受けられるよう進学の機会を確保するほか，生涯教育の

一環として高卒後 3 - 5 年の実務者にもその経験を生かした高等教育を

与え，さらに高校専門科の教員養成および現戦教員の高度な研究の場! こ

しようというものである。

私は ，工高の建築教育のあり方を考えるに当って，それ以前の，その

外側をとりまく， 乙のような問題の解決がなお一回大切であると思う次

第である。 ( いぬい りょうぞう 大阪府立西野田工業高等学校定時制主事)
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工高教育のあり方

池 下 進

1. 高等学校の工業科の目標は「工業の各分野における中堅の技術者に

必要な知識と技術を習得させる 。」にあると学習指導要領に記されてい

る。との意味すると乙ろは，工業高校を卒業した時期において中堅の技

術者としての知識 ・技術を習得しているようにとの目標でなく，多分将

来中堅の技術者とし活躍し得る来地を養うとの怠であろう。乙のことに

ついて私は異論をもっている 。

現在の学校は万人にとって一般的成長過程の場であり ，教育はそれぞ

れの個人がもっている可能性を全面的に発達させるにある。発達段階か

らみて ，高校時代は人生の係索が始まる時期であり ，自分の意志でもっ

て自らの人生を決定する主体性と自己実現の能力をつける時期でもあ

る。人間と して，技術者としての研修は生涯を通じて行なわれるのであ

り，成長過程の一時期を受持つ学校教育において，そ乙 K 学ぶ生徒の将

来を予測して教育する乙と自体不合理な乙とでなかろうか。生徒らは，

卒業後大学， 研究所， 職場ーなどにて本人の能力と怠欲次第で研修を続

け，自らの人生を決定するであろう。

2. 現代社会の要請しているのは ， i 進展のはやい現代 lζ 対応できる専
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門的知識 ・技術かっ創造的能力 ・態度をもっ社会人」である。その要314t

にこたえるに は，本質的基礎的な教材を要約統合して構造化，系統学習と

発見学習を統合した学習方式がと られるべきである。転移のきく鍛えら

れた恩解を得させるには ，学習する基本的概念部は少なければ少ないほ

どよいわけで，その方が爆発的知識泊加の現代 IC対応し得るといえる 。

その窓味で工業高校は完成教育を目指す場で: ない乙 とを確認したい 。

3.  従来ややもする と職業教育は普通教育より低位に考える風潮が見 ら

れた。 しか し人聞は職業を通じて社会機構 lζ 加わり社会に貢献している

Z実から ，職業との関連を考慮しな い教育は現実的で・ない。普通科目と

専門科目は下構的科目と上構的科目の関係にある。両者の有織的関lili の

上で構造化を行なう必要があり ，工業高校の大きな課題 となっている 。

しかしその乙 とよ りもっと板本的な問題である教育制度での工業高校の

位置つ. けを (1)専門的分化のl時期 (2) 普通高校と工業高校のカリ キュラ

ムの統合化 (3) 生涯にわたっての研究体制などを中心として真剣に検討

しなくてはならない。 ( いけした すすむ 大阪市立邸品工来高等学校教諭)

工高の建築教育を考える

永 弁 賓

工高の建築教育は ，まず，工業高等学校の教育，さらには高等ー学校教

育全般にわたる視野のなかで考えられなければならない。すなわち ，工

業高等学校建築科は「高等学校」の各教科のなかの「工業J の範ちゅう

に位置付けされた一学科ということになる。

高等学校の教育はその背景に文部省が学習指導要領なるものを定めて

いて学習内容やその指導について大わくを形づくっている。 したがっ

て，われわれの教育現場で・はつねに乙れらの制度上の位置付けや学習指

導内容などについての制約のなかでいかに教育効果を高めるか，その方

策 iζ :Sli. 君、している 。

すでに言い古されている乙とであるが，近年，高等学校進学率の急激

な上昇lζ 伴ない( 昭和50年では90% に達するものと予想される) 高校生

の学力差がますます大きくなってきていてそのうえ中学校での進路街導

が進学偏重となりそれがため誌礎学力でふるい分けされ，学力テス 卜中

心の見かけの成績ランクの上位から普通商校 ・職業高校へと選別指導さ

れている 。とのことは ，工業高校では非常に幅広い学力( 乙乙ではむし

ろ能力といったほうが適切〉をもった生徒を受け入れざるを得ない結果

となり，全般的に生徒の資質の低下となり ， i 多様化」の進行を促す結

果となっている 。

また ，一方では技術革新の影響で工高においてもその教科の内容が高

度化し . 専門分化が進み ，それらの膨大な泣が教科書κ 織り込まれてい

る。なおまた ，指導する教師の立場ーから考えるとき，新しい技術 ・情報

が日々洪水のようにはんらんしている現在，乙れを精選し，そしゃくし

て生徒の学習指導にまで生かすには教師と して力量はあ っても高等教育

現湯ではあまりにも多忙で事実上至難といわざるを得ない。高校では教

科の指導もさる ζ とながら ，生活指導は もちろん，場合によっては生徒

の家庭問題にまでナこち入らなければならないのである。

さて，建築は総合される技術といわれる。したがって技術教育のなか

でも建築教育はとくに総合性を重視した形の教育が自然であろう。乙の

乙とは ，はじめにふれた学習指導要領の今次の改訂のなかで遅まきなが

ら科目内容の統合による科回数の削減となり ， いわゆる mi n i mu m 

essent i a ls の考え方を取り入れ，笑習 ・製図を核とした教育課程の構

造化なとを打ち出している 。

現在. 工高という枠内で建築教育はかくあるべしという速効の処方せ

んを提示する乙 とはできない。今後技術の諸分野はますます変革を続け

るであろうし，産業界もまた建築教育 IC要望する事項が多岐となろう。

しかし建築教育では，専門性が多少低くても視野の広い教養の監かな

建築常識人の育成を目途として考ーえている。

〈ながい みのる 大阪府立布箆工業高等学校教諭)



回 大 学 建 築 教 育

大学建築教育における

総合化と専門化

福 田 晴 度

私がととで試みようとしたのは，混迷した現在の大学建築教

育に対する建設的な提言ではない。むしろそうした窓欲の一片

だけでは微動だにしない，それをとりまくすべての外的な要請ー

と矛盾をひきうけて，その必然的な結果としてあらわれている

大学建築教育を描くことであった。むろん私とて，建設的な提

言を全く無意味ときめこんでしまっているわけではないが，教

育がそうした外的な状況に対して， いかに弱い立場にあるか

を，いち若輩教師として身に惨みて覚えてしまったためでもあ

ろうか。ともあれ，このために，あるいは与えられた題名に対

して内容がそぐわないものとなってしまったかも知れないが，

お許し を ζ う次第である。

日本の大学における建築教育の特色は，欧米のそれが多くの

場合 〈建築家〉教育であるのに対し ， 日本では建築家のみなら

ず ，建築にたずさわるすべての技術者教育を目標とする，いわ

ゆるく総合型〉であるという点におかれているようにみえる。

そしてその背景として，日本においては建築家という職能が完

全には自立しておらず，その代りとして包括的なく建築士〉制

度がおかれている事実が挙げられる場合が多 L、とすれば，彼

我の職能のあり方の相違とその長短を論ずるこ とが，私の最初

の課題なのであろうか。しかし私は，こうした説明のしかた γ

は少し く疑問を感じている。

それは く総合型〉という名が，教育のどのよ うな内容 ・形態

を指して いるのかにかかわる。もしそれが常識的に判断し て，

建築技術の知識を全般的に網羅しているという窓味であるなら

( また それ以外に考えようがないのだが) ，必ずしも それは ，

職能のあり方の迷いだけから要請されたものとはいい切れな

い。な ぜなら ， く建築家教育〉を標携しているはずの欧米の大

学の場合も，その教育の内容 ・形態は，教科配分の重点にやや

違いがあるとしても ， 閉じく網羅的 ， く総合的〉だから であ

る。むしろ欧米の大学においては ，近年，建築教育の場 lζ ，従

来の技術教育だけでなく，人文科学や社会科学の諸分野まで

も，積極的 lζ 取入れよ うとする傾向があり ，見方によっては日

本の現状より遥かにく総合型〉の名にふさわしいともいえる。

してみれ ば，建築のく総合型〉教育は ，必ずしも日本独自の発

明になる わけでもなく ，現代の世界の建築界 lζ 共通し た教育方

式であって， それはある共通し た外的状況に対応し ているので

はな いか ，とも考えられるのである。

したが って私は ，問題をつぎのような一般的なものとして考

える 。すなわち ， < 総合型〉教育は何故に現われたのか，それ

を支える 共通の状況とは何か ，さらにそとから導き出される建

築教育のビジョンはどの ような ものか ，というととである 。 乙

乙では必ずしも日本の特殊性を考慮しない一般的な叙述法を採

ったが，それは ，乙うした特殊性も ，その全般的傾向によって

早晩の りこえらるべきものと考えたからである。

専門化 ・細分化は ，近代以後における技術の性格を最もよく特

徴づける現象と考えられている。乙 とに第二次大戦後の技術革

新は そうした傾向に一層の拍車をかけたといわれ ，それに対応

する職能の側もまた ，同様に絶えざる細分化 ・再編成をくりかえ

しなが ら，新しい領域をカバーする ζ とに懸命となっている。

現代の技術教育はそのように職能側が技術の専門分化の状況に

追いつ くための ，重要な手段とし て用 いられている といえる 。

そうした新たな専門分化の状況を教育の場に受け容れる場

合，具体的 lζ は 2 つの方式が考えられる。それらは ，従来の教

育体系を技術の分化に応じて再編成するく縦割り 〉方式と ，従

来の体系 はそのま まとし その上 lζ 新たな専門の各コースを積み

重ねる く高度化〉とでもよぶべき方式の 2 つで・ある。 乙れらの

うち， く縦割り〉は ，理論的にいえば，職能分化との対応とい

う点で ，最もその目的に適った態勢であるといえる。但し ，教
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育技術の面からいえば，どの程度の段階まで縦割り可能である

のかが問題となるであろう。そしてそれを問題にするなら ，各

国における教育制度の違いをも ，とζ で考慮しなければならな

くなる。前に欧米における建築教育の内容が日本と大差はない

としたが， しかしその際 ，乙うした教育制度の違いは考慮に入

れていなかった。欧米の在来の建築教育コ ースは多くの場合，

4 年制総合大学終了後の特別な専修コ ース (School ) におい

てなされており ，実質的には日本の大学院レベノレである。それ

は職能との対応からすればく縦割り〉かも知れないが， 日本の

現状とひき比べるなら ，むしろく高度化〉に近い。

とうした事例の判断は ， 実は一般にく専門〉と対置される

く教養〉という概念をどのようにとらえるかという問題とかか

わっている。あるいは逆に ， く専門〉の内容が問題であるのか

も知れない。なぜなら ，欧米の大学教育においては ，本来 ，職

能の専門化 lと対応するく専門〉教育は，大学教育の本筋とはか

け離れたものであり ，その本筋とは ，そうした職能教育とは無

縁な，自己目的的な学芸の考究にあったのである。いわゆるリ

ベラノレ ・エデ. ュケ ーションとよばれるものがそれであるが ，日

本におけるく専門〉教育の前提としてのく教義〉諜程というよ

うな考え方は ， ζ の語のなかには含まれていない。またそれと

同時に ，職能教育自体，欧米においては ，決して限られたく専

門〉教育を意味してはいなかった。

今と乙で日本におけるく教養〉課程の問題を追求する余裕は

ないが，それがある意味でリベラル ・エデュケ ーションの倭小

化であるとと ，そしてそのととによって多くの矛盾が生じてき

ている ζ とは ，疑いよ うのない事実である。近年の紛争以後の

各大学における改革案や中教審答申などのなかには ，そうした

状況に対する反省を改革の出発点とする傾向がみられるが，そ

れらの改革案は ，多かれ少なかれ，従来の一般教育を放棄して，

専門系列による縦割りを示唆しているように恩われる。 しか

し， 乙うした縦割り案が実現されるとすれば，それは従来の大

学の前期課程に対する理念を ，根底から変えてしまうととにな

ろう。なぜなら ，不充分とはいいながらも ，欧米流の自己目的

な自由学芸の理念をの乙していたそれが，今ゃそうした自己目

的的性に代って ，あるく専門〉分野からの目的性によ って再編

成されるととになるからである。すなわち ，それはく教養〉で

はなくして ， く基礎〉へと転換されることになるのである。

乙とで注意しなければならないのは ，乙のようなく専門縦割
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り〉を可能にするく専門〉とは ，実は私達の期待する職能の専

門分野 lζ 対応するく専門〉ではない ，という乙 とである 。それ

はひとつの学間体系のなかにおけるく専門〉分野であって ，た

またまそれが職能の専門分野と対応する ζ とがあったとして

も，それは学問上のく専門〉のあずかり知らぬととろなのであ

る。欧米におけるく専門〉的職能教育が，一般の大学教育の枠

外 lと位置づけられていたのは ，まさに乙うした理由によるので

ある。なぜなら， く専門〉的職能教育にとっては ， く基礎〉と

く専門〉を対置させるような視点は存在しないからである。あ

るいは ，強いてそのく基礎〉を提出せよといわれるなら ，それ

はヴィト J レヴィウス流に，ありとあらゆるすべての学芸 ・技能

であるといわなくてはならないであろう。つまり ，それは全般

的なく教養〉そのものにほかならない。とすれば， 乙うした

く縦割り〉化を専門職能教育について行な うのは ，大学の枠内

においてはあり得ないというととになる。そうしたく縦割り〉

職能教育が可能なのは ，いわゆるく専門学校〉という形におい

てだけである。そして乙のように考えるなら ， く縦割り〉と並

置して挙げたく高度化〉という方式につい ても ，事情は全く同

様であろう。 したがって， く縦割り > Iとし ろく高度化〉にし

ろ，それは大学の関与すべき問題ではなくして ，専門学校とい

う教育機関の問題である ，という乙とになってしまう。

しかし ， 乙のような結論は現実 lと照らし てみれば，全く不自

然である乙とはいうまでもない。明治以来 ，日本の大学が職能

教育において中核的な役割を果たしてきたととは ，疑いようの

ない事実であり ，欧米においても ，すでに ，在来の School で

はなしに，大学の中心的機関である F acul ty ( 学部) ないし

Depar t ment  ( 学科) が，事実上，職能教育を うけもつ傾向が

顕著となってきているのである。さらに ，社会の側からも専門

的職能人に対し ，従前以上の高等教育を要求する傾向がつよま

っている 。 乙うした事実を ，どのようにうけとめるべきなので

あろうか。前 !C，学問上の専門分野と職能上の専門分野とが，

くたまたま〉 一致すると述べたが，そうしたくたまたま〉の機

会が， 著しく増加したというのであろうか。あるいはそれら

が，必然的に一致するよ うな状況が，今や生まれつつあるので

あろうか。乙れを考えるためには専門職能教育の理念 と， その

本来的なあり方がどのようなものであったかをふりかえってみ

る必要がある。

専門職能教育における最も重要な目標は ，あくまでもひとつ



の現実の任務の達成という点にある。し たがっ てそ乙では ，学

術研究が要求するような方法的純粋性とか ，首尾一貫性といっ

た乙とは必ずしも重要ではなく ，あらゆる判断を駆使して任務

をなしとげる ζ と，そしてそのために必要なく総合的〉判断を

養成するとと ， それが重要なのであった。そのようなく総合

的〉判断を含むある技能の体系を ，私達はく技術〉とよびなら

わしてきたのであったが，とうしたく技術〉は ，当然の乙とな

がら ，それが達成すべきある任務一対象ーとは ，切り離して考

える ζ とはできないものであった。それゆえ ，対象が技術を内

包しているというような比愉的表現がとられたとしても ，驚く

にはあたらない。ウィリアム ・モリスが，モダン ・デザイン運

動の先駆とされる ，アーツ ・アンド ・クラフツ運動にインスピ

レー ションを与えたのは ，まさにそのような表現によってであ

った。彼は中世的な手工芸のなかに含まれていた多かれ少なか

れ無意識的な人閣の営為を ，技術のひとつのあるべき姿として

ひろいあげ，その意義をそうした視点から説いたのであった 。

とのモリスの思想は ，その根づよい中世懐古趣味にもかかわら

ず，パウハウスをはじめとする 20世紀のモダン ・デザイン運動

の展開 le ，強固な論理的基礎を与えたのであるが， しかし ，個

別技術の独自性の強調という点において ，近代の専門技術職能

に対しでも同様にその論理的パックを提供したはずであるの

に，現実にはモリスは ，当時の英国の建築家の職能団体である

R. 1. B. A. に対しては ，厳し く対立せざるを得なかった。彼の

職能団体に対する批判は ，その堕落，官僚主義 lζ 向けられたも

のであったのだが，それはついには ，近代のプロフェッション

の理念そのものの否定にまで到達せざるを得なかった 。

その経緯を乙乙で詳しく述べるいとまはないが，乙うした対

立にたち至ったととの責めの多くは ，モリスではなく職能団体

の側が負うべきものであったといえる。もちろん ，専門職能団

体にとっても ， そうした自己の技術に対する論理的な裏づけ

は， 望ましいものであったととは疑うべくもないととろであ

り，彼ら専門職能人たちもそのとと自体には何ら異を唱えるも

のではなかった。しかし ，職能の集団にとっては ，そうした技

術の内面的論理と同時に ，彼らの技術水準を客観的に示し ，そ

れを大衆 lζ アピ ーJ レするという外在的な要請を ，その職能教育

lと負わせなければならないという事情があった。すなわち ，専

門職能集団にとっての教育は ，重要な目的のひとつとして ，そ

の職能人の資格の ，客観的判断資料を与える という要請をにな

っているのである。しかし，技術教育 lζ 対するとうした外在的

な要請は，モリス的な技術の内面的論理と必然的に衝突すると

とと なる。彼らにとって ，そうした技術の内面性， く総合性〉

に固執するととは ，彼らの資格の客観的な評価基準の破綻を招

きかねず ， かえって己れの社会的存立を危うくする行為 とし

て， それを口にする乙とを慎重に避けなければならなかった。

とのようにして ，技術自体の，あるいは技術教育のく総合性〉

という 観点は ，職能集団によって，少なくとも表向きには放棄

されざるを得なくなるのである。 く総合性〉養成のための唯一

の手段である実地教育は ，正規の学校教育の枠内においては事

実上不可能でもあったのだが，ま すます隅へ追いやられて， 結

局は個別教科についてのぐ演習〉というと乙ろにおし乙められ

てしまう 。そして後にのとるのは ，技術 lζ 関する個別的知識を

網羅的に寄せ集めた ，regul ar educat i on としてのく総合型〉

教育なのである 。

く総合型〉教育は ，したがって，技術の く総合性〉の観念を捨

てた職能集団が採用しうる，唯一の教育方式なのであった。彼

ら自身，そのく総合型〉が技術のく総合性〉を保証するとは決

して考えていないのであるが，理念的論議を停止した彼らには ，

乙の妥協的 ・最大公約数的方式が，無用の内部摩擦をひきお ζ

さないためにも，最善の方法なのである。乙のように見るなら，

たしか lζ ，日本乙そ ，く総合的〉教育が普及するのに ，最も適した

外的状況をそなえていたといえるかも知れない。しかしそれは

決して誇りうるような状況ではなかったのである。乙の方式は，

妥協の産物であるがゆえに，教科目の時間配分についても ，均等

なバランスというとと以外には，何らの原則ももたず，またその

内部では ，寄せ集められた個別知識が，教育全体の目標とは裏

腹に ，個々ばらばらにそれぞれの独自の体系を主張しはじめる ，

という事態が起ってくる。業務の現場を離れた教育が常にそう

なるように ，技術教育が学術研究ないしはそのための教育とい

う方向へ傾斜しはじめるのである。とくに，大学のような高等

教育機関においては，そうした傾向が顕著であり ，教育者も ，

実務家兼教育者から研究者兼教育者というタイプ iζ ，徐々に変

わってゆくのがみられる。このようにして ，技術教育は ，必然

的にく総合型〉教育の拡大再生産の道をたどるのである。

近代における技術の専門分化傾向を支えてきたものは ，い う

までもなく ， 自然科学の急速な発展であった。そしてそれは全

く当然の乙ととしてうけとめられており ，乙の専門化の過程に
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ついて奇異感を抱くものは ， ほとんど存在しないようにみえ

る。しかし ，技術というものを，モリス流 lζ 対象の独自性に即

応したひとつの閉じた系としてとらえる見方からすれば，そう

した過程のなかで，技術が知らぬまに全く本質的な転換をとげ

て しまっているように思われるのである。

今日では ，技術という言葉は ，時には科学とほとんど同じ内

容を指し ているよう に恩われる場合すらあるのだが，実際 ，ほ

とんどすべての工学技術が，何らかのかたちで科学の成果を利

用しており ，科学の自己目的的な研究成果が，たちどとろに新

しい技術となって現われる乙と も稀ではない。あるいは科学そ

のものが，本来の自己目的性を離れて，あるプロジェク 卜のた

めに奉仕する という 事態すら生まれている。 乙う した科学と技

術の相互交流は，両者の基盤がほとんど共通したものとなって

いると とを示している 。いいかえれば，自然科学的な方法が技

術の分野に完全に浸透する ζ とにより ，もはや両者の差異が見

当らなくなったのだ，と いってもよい。とれは，対象の個別性

からスタ ー卜 するととにより ，その専門性( 個別性) を獲得 し

てきたはずの技術が，今や自然科学的方法というある普遍的原

理から出発して ，個別的対象に到るという ，全く逆の過程によ

って成立しているという乙とである。ひとつの閉じた，それゆ

えに時には神秘的ですらあった技術の体系が，聞かれた普遍的

原理としての科学の体系によっておきかえられた 。それは，見

方を変えれば，技術の，対象からの解放の過程である。人によ

っては ，それを対象の喪失とよぶかも知れない 。ともあ れ，現

代の技術にとって，対象とは ，一時的な ，ゆきずりのく適用 〉

の対象にすぎず ，その独自性という乙とも ，技術の単なる特殊

解のひとつとみなされる。

乙の過程が教育の場にどのような影響を与える かは ，すでに

明白であろう。技術教育と学術教育の聞の境界が全く意味をな

さない以上，一見ょせあつめのく総合型〉教育も，不都合では

ないど乙ろか ，今やかえって積極的にその意義を評価されるに

至る。そしてく縦割り〉とか く高度化〉とか いった 教育方式

も，実はさほど重要な問題ではなくなる。なぜなら，あれほど

人々を悩ませたく教養〉概念ですらも，まもな くひと つのく専

門〉的学問分野に変身するかも知れないのである 。

しか しながら， 対象を前提としない技術とは ，一体どのよ う

なものなのであろう か，そしてその技術のく総合性〉は ，一体

何によって与えられる のであろうか。
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近年さかん! と用いられるようになった技術のひとつに ， シミ

ュレ ーションという方法がある 。それは ，ある対象を何らかの

視点からモデル化し ，そ のモデルについてふるまいのパタ ーン

やシステムを分析 ・抽出す るζ とによ り，それをある現実の課

題に応用しようとするものであるが，乙の方法は ，一見，対象の

独自性からスタ ー トするように見えながら，実は重要なのは対

象を抽象化し普遍化したモデルの方で・あり ，対象をく総合的〉

に把握する ζ とを目的とするわけではない。もちろん ，モ デル

は，必要に応じていかようにも精密化し対象 lζ 近づけうるが，モ

デJ レは最後の一線までモデルで・あり続け ，その普遍性を失ない

はしないのである。乙の方法は ，そうした意味で，まさに技術

を対象から解き放す ，普遍的な技術のあり方を示唆するものと

はいえないであろうか。とすれば，そうしたモテソレを設定する

視点，モ デル! と方向を与えるものは，一体ど乙からくるのであろ

うか。そし てもしそのようなものが存在するのだ とすれば，そ

れとそが技術のく総合性〉を保証するものではなかろうか。

乙の間いに対しては，私は ，くそれは人間であ る〉というような

答を期待しているわけではない。それはいわば自明の 乙とでみ

り，同義語反復 l亡すぎない。そうした無意味な反復を避けるため

に，わざわざまわりくどく当然の論理過程を述べてきたのであ

る。モリス的技術観 [ζ しろ，対象がく総合性〉を保証するとい

う表現が， 実は人聞を大前提として いた乙 とを疑う人はあるま

い。私の現代! と対するおそれのひとつは，乙 ζ で乙う した間いに

対し，ともすればくそれは人間である〉式の，一見当然な ， しか

し全く無意味な解答が返ってきがちで あるとい う乙となのだ。

ともあれ，私の問いは ，どのような人聞が，あるいはどのよ

うな人間の考え方が，それを設定しうるのか，というととだっ

たので、あ る。 乙のように問いを置き かえてみれば，実は ζ の問

いにはすでに答が含まれている。人聞の考え方一一思想の枠組

み，つまり，それは私達がイデオロギー とよびならわしている

ものにほかな らない 。

乙の結論に満足し得ない人は， ζ れまで述べてき たのとは全

く逆の方向 ，技術の近代化，科学 lζ 裏づけられた専門分化とは

全く逆の方向をとらねばならな い。そしてそのなかで ，いまだ

科学 lとよって汚されていない新し い対象を発見する乙とであ

る。しかし ，所詮は科学の網の白からのがれられない以上，そ

うした絶望的試みも ，結局は 乙れまで述べてきた過程の ，拡大

再生産につながるのである。 ( ふくだせいけん大阪市立大学工学部講師〉



随 想

大学建築教育

の あ り 方
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総合への指向

栗 原 嘉一 郎

建築学は今日単体としての建築物を扱う乙とにとどまり得ず，広く人

聞をとりまく環境をどのようにつくっていくべきかという大きな命題の

一環として位置づけられねばなるまい。建設産業の大規模化と近代化が

進行するなかで，建設事業の "成果" が時iζ 恐るべき環境破壊につなが

っていく乙とに気づかされる状況も生じ ，ために文明論的な立場か らの

再検討，エコ ロジカ J レな視野，グローパJ レな視野の導入などが要請され

る場面も ，決して少なくはなくなってきたからである。

乙うした状況に対し，建築学の研究活動の面では，建築物のとらえ方

はすでにいろいろな怠味でかなり掘の広い柔軟なものになってきてはい

る。だが，ζ の柔軟化は現在のと乙ろ ，個々の研究者の問題意識の持ち方

によって多様化 ・拡散化の方向 lζ 乙そ動いてはいても，いまだ教育の体

系にのるような収れん的な成果を挙げるまでには至っていなし、。乙のた

め，今日建築教育の場面において，概念拡張に対応して" 環境" のあり方

との関連で建築をとらえる教育は，少なくとも体系的にはおとなわれて

いないというほかはない。乙のあたりの欠落・立遅れは，前記のごと き今

日の状況を考えるとき ，実のと乙ろかなり重大な問題といわざるを得ま

い。さし当り ，人文社会科学系 ・理学系などにわたる関連領域の専門家と

の交流をカリキュラムの上で増していく方策でもささやかな自衛策とし

て真剣に検討しない乙とには ，ギャップは次第に深刻になって乙ょ う。

しかしながら，環境の一郎として建築をつくるという途方もなく総合

性 ・創造性の高い仕事を受持つていく技術者を養成するという乙とは，

広範な知識もさる ζ とながら ，結局はそれらを生きた社会条件のなかで

福祉の向上IC向けて築き上げていける総合力をいかに身につけさせるか

という ζ とに帰着しよう。学聞が分化し，情報量がふえてくればくるほ

ど，それだけ情報を主体的に選別しつつ トー タルなアプローチをなし得

る強じんな総合力を養う乙とが要請されよう。とすれば，その時々の学

力に応じて目標!C向かつての創造的総合作業K 対して自己を燃焼させる

ように誘導し得る " 設計演習" や，曲りなりにも研究的に己れのテ ー7

を主体的に掘下げていくように誘導し得る "卒業研究" などを精いっ ぱ

い大切に取扱う以外に ，方法的には乙れといった名案はないというとこ

ろに結局は落着くのではなかろうか。総合への指向は，少なくとも建築

の場合いわゆる" 技術" だけではなし得ず，倫理までをも含む広範聞な

要素がその過程に包含されるととを考えるとき ，それ自体換言すれば技

術教育と人間教育の一致を要求している ζ とを意味しよう。建築教育と

はそんなもので、はなかろうか。

もっとも ，乙うした建築教育の特性を考えるとき ，専門課程の 2 年聞

は何としても短かい。留年者や大学院志望者の激増という事実からみて

も，制度論としては，懸案ともいうべき建築学科履修年限の l 年延長がも

う少し真剣にとり上げられでもよい時期にきているのではなかろうか。

( くりはら かいちるう 大阪市立大学教授〉

大学建築教育の「あり方」をさぐる

金 谷 英 一

編集部からいただいたテ ーマは「大学建築教育のあり方」で したが，当

然乙うあるべき " あり 方" を私はまだ知 らな いのです。そ乙で，私どもの

教室での建築教育の " 模索" を述べてみよ うと思いま す。小教育論です。

"建築学" に中心はないのだろうか

大学の建築学科の講義は「建築学の周辺ばかりで，中心がない」 とい

われます。歴史学，計画学，構造学，環境学などの精細に分れた学問体

系のなかで，漠然と "建築" を夢みて入学された青年が，ふと感じる乙

ともあり ましょう。日本の大学，建築学科の発足の歴史的事情によるの

でしょうか， それとももっと学問， 教育の本質にふれる問題でしょう

か。ともか く，近年は欧米式の建築設計，造形演習にも努力が向けられ

ています。意欲的です。

"建築設計" は教えられないものだろうか

「建築設計は教えられない ものであ る」といわれます。そ れは自ら学ぶ

もので，教員は課題の作成などの"設計の周辺" にしかやる乙とはない。そ

乙で「学生とよく話しあい論じあうととが大切である」ともいわれます。

また，科学の論証的方法に対して「芸術は実感でとらえねばならないj

といわれます。いわば "建築的センス " の育成が必要で しょう。専任教

員を建築事務所から迎え，また建築界の第一線の方々のど協力を仰いで

いる のも，そのような方向への努力の一端かと思います。

「設計論」という考え方

大学の設計演習は「作家の養成や コンペであってはならない」という

反省もあ ります。それでは建築設計をどう考えた らよいでしょうか。渡

辺茂教授の「設計論J ( 岩波講座基礎工学) は， r設計は，技術の中心

であり，工学を勉強するキ ー ・ポイント! となる ものであ る」といい，

「目標の達成に至るま でのネック の発見とその問題解決の訓練である」

としています。 ζ れでは " デザイナ ー" には不満の向きもあろうと思わ

れますが，学生は必ずしも建築事務所のみでなく ，建設現場や官庁，あ

るいは学校などの多方面に活躍するのだから ， ひとつの新 しい見方で

す。それは学科と設計との橋渡しをするものと思われます。建築設計を

全教員で分担している当教室では，担当教員の専攻分野を考慮 した出題

をしています。もっとも ，乙れは創造教育の基本概念であって，単lζ 建

築設計のみの乙とではないだろうと思います。一悠考です。

( かなたに えいいち 大阪工業大学数綬〉

重要考資料一一w. o. レスター ・スミス 教育入門( 周郷樽択，岩波新書〉

教育の定義 ? ( P.  1  )  

教育の定義をするなどというととは，パーラー ・ゲームみたいなも

の，罪のない，だがなんの役に も立たぬ暇つぶしだとされてきた。され

ばといって乙れまでに教育の定義をしてみよ うとした偉人たちをふくめ

て，そういう人々に礼を失しているわけではない，と思う。なぜなら，

それは定義でき るような ものではないからである。確かにどんな場合に

も正しいとして適用するよ うな定義はないものだ、。

教育の目的 ( P. 35)

1944年の教育法( 英国) が議会を通過してからあとの熱狂のなかで，

教育について多くのととがいわれたり寄かれたりした。ある者はどちら

かといえは1虫断的に「教育の目標は・H ・H ・.. J r教育の目的は.. ..・ H ・.J と

いずれもきっぱりといいはなった。 日曜のスピーチ ・デイの演湿はそう

いう発言でにぎわった。その乙ろに警かれた書物のなかで，詩人T . S

・ェ リオット氏は，乙ういう大胆な主張をうまくまとめて，乙う批評し

た。 r教育の目的をのべようとするときに ，彼らはつぎの二つの乙との

一つを大いにのべたてる。一一彼らは，乙れまでにずっと無意識的に目

的としていた と思われる ものを引き合いにだしてきでそれで歴史の解釈

をしようとする ，でなければ，乙れまでに一度も実現されなかった，あ

るいは気まぐれに しか実現されなかった過去の目的を持ちだしてくる

が，そういう見方が将来の発展を指導するよ うな目的にな るだろうか」
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モーラ ン トの，人格の形成と知性の発展というこつの優先的な柱を思い

だすなら，われわれは教育の目的を考えるにあたってあまり考えすぎて

はい けないのだ。 文化的な遺産を伝達 しもし可能ならそれを改善してい

くととを目的とみたミ J レの目的を考えてみるのもよいととだ。エリオッ

ト氏は彼が集めた目的についてよくはいわなかった，が 「生計を立てる

ことができるようにする乙とが教育の目的の一つだ，という単純でわか

りやすい考え」をのべたものがあったのを発見 したのは救いだった，と

いっ ている。

「大学建築教育のあり方」

桑 天 義 久

「大学建築教育のあり 方」というテーマは，議論は一応出尽している

にかかわらず，まだよい方途が見つかっていないといってよく ，社会の

変化IC伴って果てる乙とのない課題である。筆者の在籍 している神大に

例をとっても ， i どういう人聞を育てようとするのかJ i建築教育とは

何か」の根源的議論から大学教育の社会的責務，社会的要請などに至る

論議にもおよび，学園紛争のはるか以前，他学科が固定したカリキュラ

ムで行なっていた時期から過去20年にわたってほとんど毎年のごとく，

カリキュラムの編成替え，内容の改訂，卒論，卒業計画の廃止，再実施

をするなど試行錯誤を繰返して学生課に迷惑をかけ通してきた実績をも

っ有様である。乙の点，他学科よりもより真面白 IC大学教育のあり方に

取組んでいたのだともいえるが，むしろ問題は建築教育という特異性IC

由来する もののようだ。乙の問題はいつまでもそうであるが，建築家と

いうもの，建築技術者というものの窓昧と ，大学 ・学生 ・社会の内容と

そのかかわりあいをその時点でとらえ直す乙とから出発しなければなら

ない乙とだと恩う。大学建築教育が，建築家の養成と建築技術者の養成

というこ面でとらえられ，乙れは相反するかのどとき 印象をもたれてき

ていたようだ。乙れに対し，私は産業革命を契機として生れたア ーキテ

クトの概念はもはやエネルギー革命，生産工業化，情報化の今日の社会

のものではなく， Engi neer i ng Appr oac h を行ない得，かつリエ ーゾ

ンにおいて調和，総合K 新しい価値を創造しうる建築的能力をもっ新し

いアーキテクトが登場すべきだとして，私流にとの問題の答にしたい。

第二の問題点は，大学は今日の「学習する社会」においてはもはや最

高学府ではあり得ない。 i 学習する社会」への出発点を学生に与え得る

乙とができるだけであるとの認識をもちたい。大学学部教育で教えられ

る程度の専門知識( コンピーターに繰込まれる知識〉は，数年を経ずして

枯渇して失うだろうし ，その人の能力の判定にも役立たない。社会，企

業に必要な応用力は「学習する社会」の教育と勉学で専門別に行なわれ

る必要がある 。 したがって，大学学部ではコ ース制はむしろ有害無意味

で，ζ れはとらず，専門の各分野における原理，基本理論など基礎的な

知識を確実に修熱させればよく，むしろ ，その活用 ，恩考能力，判断，

綜合能力を主主うととが肝要で，個人能力の発現と ，グループ作業による

綜合能力の開発が交互に行ないうるどとき演習 ，設計，実習の実施，充

実 ζ そが急務であると考えている。( ぎようてんよしひさ神戸大学教授 J
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大学建築教育のあり方

一 一大学 は国家 試 験 の予備 校ではな い

林 野 全 孝

私tζ 標記の課題が与えられた。なにげなくお引受けしたが筆をとって

みて，正直こんなに困難な問題はないというととが分った。本来なれば

多くの資料を集め，大学制度から現在の教育制度全般を理解し，学生の

側からの発言も用意しなければとても舎ける問題ではない。したがって

乙の拙文は単なる私の感想にすぎないと ，はじめにお断りしておく。

教育とは本質的IC個人の特長，個性を見出し ζ れを伸ばすととと，集

団の t社会の) なかでの個人の責任を認識させる ζ とにあると思う。そ

106 

のためには人間性を高める乙とが基調になっていなければならないとと

はいうまでもない。大学における建築教育も例外ではない。

最近ある大学の学生が行なったアンケートを見ると ，大学教育に関 し

て，①卒業後役に立つ ②学問研究①人格形成 の11頁ICそのあり方を

考えている乙とを知った。①のなかには建築士試験が強く意識され，ま

た就職の心配も含まれているわけである。一方教授側からも①を優先し

ている 大学が少なくないし，カリキュラム もまた①を意識 して作成され

ている場合が多い( 基本は文部省で定められ，それ以外の増加分は大学

の自由になっている) 。したがってカリキュラムは総花的で，選択科目

も名目だけであり ，大学の特色や学生の特長を伸ばす教育は事実上でき

ない仕組になっている。

西欧の J レネッサンスは個人の尊厳を見出し，自由な個性的な芸術，建

築を創作させ，乙 れが20世記の近代建築に至る輝かしい伝統を築いてき

た。しかしわが国の伝統はあまりにも短かく ，常 IC彼の模倣と追従lζ 精

いっぱいで自ら省みる殴もなく，さらに高度経済成長のなかで人聞を忘

れた経済と機能優先の建築生産に追われる結果となってきている。

大学は本来学問研究の府であり ，常IC現状を正視し批判するーーその

故に社会は進歩する一一役割をもっていたはずである。しかるに大学が

就職や国家試験( 私は不用論) ，あるいは官界や業界の要望 ICふり廻さ

れていては本来の立場が行方不明になってしまうと思う。

乙れからの大学建築教育は学生にもっと考える時間，自習 (Fr ee 

St udy)  の時閣を与え， 総花的実践教育からくる消化不良を除き ，個

人の特性を伸ばす乙とによって社会に貢献させるべきだと思っている。

そのためには大学がすぐ役に立つ職業訓練所や，国家試験の予備校にな

り下つてはならないし，私見のような教育乙そ遠い将来，本当 iζ 役に立

つ教育だと信じている。 ( はやしのまさのり工博京都府立大学教侵)

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

建築教育に目標像を

巽 和 夫

「建築教育のあり方」を3命ずるためには，まず建築教育の目標像が函

かれ，それが議論の共通の基盤にならなけばならない。目標像は単一で

ある必要はなく ，綾数あってよいわけだが，それが明確にされないまま

の議論は，結局すれ迷いに終る。わが国の建築教育は，建築にかかわる

すべての職能を対象としているので，目標像を明確にしにくいという事

情がもともとあるが，建築の職能の多様化と教育人口の急激な増加が，

いっそう目標像を画きにくくしている乙とも確かで= あろう。

そもそも ，建築教育はア ーキテクトなり建築エンヂニアなりの社会で

の需要に応ずる形で行なわれているのであろうか。決してそうではある

まい。大学への進学率が年々向上していくのに見合って拡大される大学

の定員増の一部の割当てを ，建築が引受けているといったととろが実情

であろう。スタッフや施設 ・設備の不十分なままのマス教育は，在来の

建築教育パタ ーンの惰性的な適用に留まって，結局教育水準の低下を導

いている 。

最近，医師の不足が激化してきたので，医大を増設して増員を計ろう

という計画がいくつか出されている。とれまで固く定員増を抑えてきた

態度は，事柄の良し悪しは別として，実に立派なととと思われる。乙の

ような態度がとれるのは，医学教育の目標が明確であって，それに到達

するに必要な教育内容や教育年[l艮がきめられており ，教育水準の維持を

果す国家試験制度が確立しているからであろう。

欧米の建築教育はアーキテク 卜教育であって，上lζ 述べた医学教育と

問機な仕組みをもっていると聞いている。わが国の建築教育の場合，欧

米とは異なって，アーキテクト教育にしぼるわけにはいかないが，建築

生産構造の変化のなかに将来の建築の職能を函きだし，それを建築教育

の目標像として，建築教育の体系をつくりだしていく乙とが必要であろ

つ。 ( たつみかずお工博京都大学教授)
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47年 ・ 第 4回若い会員の集 い

伝統工芸を見る会 (2)

川島織物と大併をたずねて

レ ポ ト

( 株) 川島織物本社工場の見学

Ｈ 株 Ｉ 大悌のショ ー Ｉ ｾーム

旧い技術のなかに乙められている知恵とは何

か，また乙の知恵を現代技術のなかにどのよう

に生かしているか， を見るために企画された

「伝統工芸をみる会」は，春 iζ 続いて 2 回目と

して開催された。

晩秋のつめたい風の吹くなかを快晴ーにめぐま

れて，観光ノイスにて京都へと向かった。名神京

都南インタ ーチェンジを出て，途中より乗り込

んでいただいた最初の見学先，阿川島織物の市

場開拓推進部，尾沢部長さんより ，綴織りの歴

史 ・織り方などについての説明を聞きながら ，

すっかり黄色く色づいたイチョウの並ぶ掘川通

りを北上した。上賀茂神社の境内の様を通り，

パスは洛北へとはいっていった。すっかり紅葉

した洛北の山々を眺めながらさらに進むと ，市

原町にある川島織物本社工場へ着いた。

まず工場内では，ジャカード ・ドビーという

て ば に

機( はた) による機械織り ，手機による紋織り

の工場を見学し，さ らに染色工場，製織された

製品の検反 ・補修等の現場等，織物の製作工程

の説明をうけながら見てまわった。続いて，今

回の見学会の目的である綴織りの現場を絵手の

そばまで・寄って見せていただいた。綴織りは，

その発祥が太古パピロンであろうといわれるほ

ど，古代からあった織法で，しかも世界各地に

わたって散在していたもので，その機装置や織

法は原始的 ・素朴的で，全く職人的技術K 依存

している。日本では，奈良時代K 中国辺から移

入されている。説明によると，明治の頃二代目

・川島甚兵衛が，フランスのゴプラン織を視察

・研究し，以前小物の範囲に限られていた綴織

りを，今日われわれがみるような絞帳などの大

きな作品までもつくるきっかけをつくったとい

う乙とです。織工が爪先を鋸歯状に刻んで. そ

の爪先で緯糸を掻き寄せ織っていく様は，まる

で絵を描いていくがどとくであり ，段も手工芸

的でプリミティブな織り方であっても ，総工の

技術，熟練，根気が必要とされ，それがゆえに

芸術味の多い織物がっくり出されていくのが理

....，まに

解された。大機の前では. 6 人の職工がー列 lζ

並んで大きな綴帳を織っているのが見られた

が，乙れまでの作品のなかには. 2 年以上もか

かって織りあげたものがあると聞いて，その根

気と熱意，手聞を委する作業内容には感心させ

られた。綴錦が高級織物として扱われるゆえん

は，その煩雑な手数と細級な技術と ，さらに洗

練された芸術的資質とを要してなる手工 ・織芸

術的所産による乙とがつぶさに知らされた。工

場内は伝統的な手工芸的要素が強いわりには家

内工芸的な感じは全くなく ，企画から色染 ・整

経 ・緯巻 ・製織 ・検査に至るまで，近代産業と

して一貫管理のもとに，立派K 伝統工芸として

の綴織りの技法を発展させておられる努力に敬

服させられた。工場の見学を終えて，ショール

ーム で作品の数々とともに秘蔵とされている天

平布裂を見せていただいた。日本で織られたも

のであるという確証はないという乙とではある

が，その色彩 ・図様 ・精巧さは現在のものと何

らかわる乙となく，あらためてその伝統の古さ

に篤かされた。

昼時間もすっかり過ぎたので，紅葉の洛北を

あとにして，昼食のために，東山通りを南下

し， 三十三間堂の東隣りにある「後白河苑」へ

と向かう。と乙で，前回問機今回も企画その他

でど尽力願った京都インテリア産業協会の方々

の出迎えをうけた。会長の川島春雄氏，副会長

の大村家具工業の大村氏および閥岡沢の村上氏

並びに前回見学させていただいた丸二商j苫( 京

唐紙) 西村氏さらに午後からの見学先である大

仰( 瓦 ・タイ J レ) の佐藤社長もど一緒 IL御白河

法皇ゆかりの名園を眺めながら「法皇弁当」 と

名づけられた京都らしい会食 Ir 舌づ‘ つみをう っ

た。昼食後は三十三間堂 ・京都博物館 ・方広寺

等，参加者各自 ，自由 K 散策し京の晩秋を味わ

っTこ。

全員集合の後，さらに南下し今熊野にある株

式会社大仰の本社へと向かった。瓦の工場は原

土を採出している京都山城加茂の方にあり ，距

離的な関係で見学する乙とはできないので，展

示室の大仰瓦を見せてもらいながら説明をうけ

る乙ととなった。大仰というのは地名で，そ乙

で原料の良質粘土が採出され窯場で焼成してい

たと乙ろから大仰瓦といわれるようになったと

の乙とであるが. 現在では建物が密集して採土

が困難となり ，上記のように山城賀茂の粘土を

使用しているとの乙と。山から採掘した良質粘

土を一年以上も風化させ腐らせ，それに独特の

砂「さく」などを加え，反復土絞りし，それを

成型し，磨きをかけ入念に仕上をした後に松割

木を主燃料とし長時間かけて焼き上ける。乙の

ような工程で製造されているのであるが，そζ

にはいぶし瓦の伝統的な良さ ，素材本来の味わ

いを守り続けるために，高度K 洗練された技法

が今日 K 伝えられているとの ζ とである。機械

化 ・規格化の発展lとともない ，忘れ去られよう

としているいぶし瓦の伝統的良さを遺していく

ために，独特の素地 ・成型 ・焼成法lζ 努力さ

れ，美しく力強い白冴えと優雅な瓦線をもった

大仰瓦の育成K 精進されている。瓦の説明を聞

いたあと ，泉涌寺の近くにあるタイル製造工場

の見学へと向かった。そ乙 Ir は現在京都で二基

しか使用していないという登窯がある。登窯

は，大量の煙を出すために，公害防止上，現在

ほとんど姿を消しているが，土の肌合いを生か

すためにも ，また窯変の色合いの微妙さを出す

ためにも，主を窯による焼成K 捨てがたいものが

あるので，乙乙で: は公害防止装置をつけて使用

している。登り勾配に耐火煉瓦で造られた 6 室

をもっ登窯の焼成方式，温度調整方法などの説

明をうける。古代土器の美とあたたかさを高温

調で出すための追求，独特の窯変の色感を出す

ための炎と煙と温度の関係などについて熱の乙

もった質疑応答がかわされた。

予定時聞に追われて帰途についたのである

が，とれら伝統工芸は，古い技法をそのまま継承

しているのではなく長い年月を経て改良され，

高度に洗練されてきた技法K . さらに現代技術

でもって，素材そのものの本質的なものをそ乙

なう乙となく一段と洗練すべく努力が払われて

いるゆえに ，今日 ，立派に伝統芸術，工芸とし

て生き統けていると理解された。( 岡本弘之)

- 日 時 11月25日 ( 土) ・怠加者 33名

. 行程 9. 15 出発 ( 貨切パス 1台) - 11. ∞- 12. 30 (J II 

島織物見学) - 13. 00- 14. 30  ( 昼食 ・御白，可苑に

て， 自由行動) → 14.30- 16. 15 ( 大梯見学〉→

16.20 出発→ 17. 20 大阪駅北口着 ・解散
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大空間建築の温度・気流分布

1. 大 空 間 建築 の空調方 式 に つ い て

大空間建築の空調は，設備容量の経済化をはかるために床から数mま

での，いわゆる居住空間を対象にすればよい。大劇場などのように空調

の対象が客席だけならば座席空調方式があるが，大きな競技フィー J レド

をもっ体育館，高さのある工場などの場合には床面に吹出口の設置が

難なため到達距離の長いノズルなどを壁面lζ 設置して，上部大空間とは

無関係に居住空間を空調するのが最良である。体育館，劇場などの階段

状の座席は後部より調和空気を吹出せば乙の気流は座席に沿って疏れる

いわゆる制限噴流となり ，自由噴流 I C比較して到達距離が倍程度まで長

くなるので気流は競技フィ ール ドまで確実に逮する。また気流の中心軸

速度は自由噴流の場合より著しく低下するのでドラフトの心配もなくな

る。乙のノズノレは冷房時，通常の暖房時， I凌房予熱時によって吹出角度

が自由に調整できれば理想的である。( ミュンへンオリンピック ・スポ

ーツホー J レは ζ のよ うになっている。) 上部大空閣に乙もる熱に対して

は壁上部のガラリから外気を流入させ屋根頂部で排気すればよい。

建物の形状，吹出口の形状 ・配置が特殊な場合には乙の居住空間の温

度 ・気流分布が均一になっているかどうかを設計段階で確実に知ってお

かなければならない。乙の方法としては室内気流分布の数値解析法がま

だ実用になっていない現段階では模型実験が設も確実である。逆にいえ

ば精度の高い模型実験から最適な吹出口形状 ・配置が決定できる 。当社

で乙れまで手がけた大空間建築のうち Ｓ ｾｊ の温度 ・ 気流分布性状を線型

実験と実物の測定とを比較して紹介する。

2. 模型法員IJ

空調時の室内気流はどく薄い乱流境界庖を除けば完全な乱流域とみな

す乙とができる。乱流域での室内気流分布の相似性は流体の基縫方程式

を無次元化する乙とによって得られる乱れのペクレイ数 ( u. e/a) ，乱れ

のレイ / )レズ数 (u・el I() ，アノレキメデス数 (g.s・M.e;u.
2

) などを模

型と実物とで等しくすればよい。一方，乱流域では経験的に . K cxu.t .  

a医師・2 であるので乱れのペクレイ数，乱れのレイノ J レス数は模型の大

きさに関係ない一定値と仮定でき ，結局アルキメデス数のみを合わせれ

ば室内の温度 ・気流分布は相似になる。すなわち ，模型と実物とで吹出

口におけるアルキメデス数を合わせればよい。

(乙 ζ I C，K; 渦動枯性係数 a ; 渦動温度伝導率， u.; 空気速度，

uo; 吹出空気速度， l ; 長さ ，g ; 重力加速度，s; 体膨張係数，M; 吹

出温度差)

いま模型の実物 lζ 対する給率をn とすれば，模型の縮率 ( nl ) ，吹出

温度差の縮率 (n dt) ，吹出空気速度の給率 (n ..o) の聞にはつぎのよ

うな関係がある。

n dt  • n t  Inuo
2

=  1  

また内部発熱五tの縮率をnQとすると

n ..o ・n e
2

・n del nQ= 1  

模型で得られる空気分布を速度では l / nuo倍，温度では l l n dl 倍

する乙とによって実物の空気分布を推定できる。ただし温度としては吹

出温度を益準とする。

3. 建 物 の 概 要

図- 11c示す 3 つの建物について模型実験を行なうとともに実物の測

定をも行なった。

万博みどり館においては天井裏空間があるうえ ，スクリ ーン面が断熱

されており ，ま た照明器具が上部には設置されていないために天井頂部

には排気口が設置されておらず，上部大空間の温度はなりゆきにまかせ
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ている。しかし蔵前国技館，某工場の湯合には屋板( 天井面) からの負荷，

上部の照明などによる負荷を排出するため上部大空間は居住域とは切り

はなして外気またはリタ ーン空気による強制換気が行なわれている。

4.  模型実験に よる温度・気流分布

模型実験を行なう際，対象建物の形状，吹出 ・吸込ロ配置が対称であれ

ば建物の一部の模型で十分であり ，模型のスケー J レを大きくとるうえで

有利である。模型実験における吹出温度は任意にとり，模型における吹

出温度差があらかじめ決定した値になるよう IC冷房時の実験においては

模型外部からの加熱置を制御する。暖房時においては冷却置を制御する。

ζ のようにして冷房時においては模型外部からの供給熱と内部発熱が模

型内 {ζ 吹出された冷風とバランスして定常になるよう，暖房時において

は様型外部への流出熱が内部発熱，温風とパランスして定常になるよう

に調整する。乙の方法で模型実験を行なった場合，測定値は相対的なも

のであるから得られた温度分布はきめられた吹出温度差で室内居住域代

表点がある温度になった場合の相関的な分布の意味しかもたない乙とに

なる。しかしながら居住域の均一な温度分布が得られる理想的な吹出ロ

形状 ・配列を決定するうえではこの実験方法で十分である。なお温度測

定は銅 ・コンスタンタン熱電対，空気速度測定は熱線風速i l Hc ょった。

筏型実験による館内の温度分布を図- 2から 図- 6に示す。館内の気

流分布もまた測定しており ， ドラフ卜の点から居住域の空気速度が 0. 5

m / S 以下になるよ うに考慮した。冷房時の温度分布 IC関してはいずれ

の場合も上部大空間の温度は居住域とは無関係に高くなっており ，居住

域のみの冷房が成功している乙とがわかる。暖房時においても ，館内の

温度分布は上下でかなりの差が生じるのが普通であるが，今回の方式で

は上下でほぼ均一な温度分布になっているととから ，居住績のみの暖房

も良好であるといえよう。また図- 7から 図- 91 C 示すように居住域の

混度分布もほぼ均ーになっている。

5. 実物の建物との比較

模型実験で得られた結果が実物とどの程度合致しているかを検討する

ため ，実物の建物の測定を行なった。温度分布の測定結果を模型実験と

比較して図- 7 から 図- 9 に示す。図中，各測定点lζ っき温度が二重に

示されているが，上段が実視IH直であり下段が模型実験値である。

測定は実物の建物における吹出温度差が模型実験時とほぼ同じになっ

たときに行なったわけで・あるが，そのときの負荷条件によって居住域代

表点、の温度が実物 と模型とで異なる場合には両者の値が一致するように

模型実験の値を全体的にある温度ずつ上下 した。模型実験で得られる温

度分布は相対的なものであるから乙のような操作が可能である。図から

両者の温度分布は大変よく一致している乙とがわかるが，図- 8 の某工

場の場合において最上段の温度が模型と実物でかなり異なっているが，

これは実物の建物では乙の直上に照明器具があり ，乙の幅射熱の影響を

温度測定の熱電対がまともに受けたためと恩われる。全般的にみて様型

実験の誤差率は大体 Ｘｾ 杉以内 ｩζ 納まっている 。

6. おわりに

① アルキメデス数を合わせる模型実験法は精度が高く，模型実験から

最適吹出口形状 ・配置などを決定できる。

② 設備容量の経済化をはかるための居住域のみの冷暖房方式は満足す

べきものであるが，暖房計においては吹出 ・吸込ロをどのように配置し

でも，対流式暖房方式では上下の温度分布を均ーに保つのが限界である 。



，
，
 

一

ノ

士一引

一

キ

L

一

℃

℃

℃

℃

℃

域

「

0

0

0

刀

O

住

-

m

M

m

幻

お

居

一

…
…

…

…

 

ι  
万 博 み ど り 官 官

昭 和45年竣工

場

一
紅

工

一

押

菜

一

U

蔵 a  ｾ＠ ｾ支 色言

昭 和45左渓工( 空詞設備のみ)

と己説屈を示 T

建有名

干高要

箇

図

、，

¥ 

2 主ノマン分

• _ 1  Y 円

三， j ; 、|干 7十 協 15

Ｔ ト急車 ｉｾ Ｑ 草二二Ｍｾ 0 出 し た 部 分 を 示 す

lィ。 | 与。

某工場内冷房時温度分布 (模型実験)図- 4

ふ〈流型日欠 出口( 中 央に l 個)5えF 型スリ

ι  

26・c

10 C  

18  'c  

7 'C  

平

五

/〆12

25 C  

V H S .  

26 'c  

ノス J レ

20 'C  

7.7 ・c

1，0 - 60' C  4.0- 6.0 C  

18. 0 壬θ < 18.5 'c  

人 間 、 照 明型、日早月、工作機似人想、月有限
るそ

， .. 

18. 5 壬θ <19.0

，
，
 

一

/

26.0

0

C  

18.0 壬θ < 18.5 

図- 5某工場内暖房時温度分布 (模型実験)

も

図- 2 蔵前国技館内冷

房時温度分布(模型実験)

建物の概要

I  I  

図- 1

1
0  

.  

? ‘ .  

-
1 0  t  .  

.  

二、 J ‘

.  
句

.  

ι  

万博みどり館内冷房時温度分布 (模型

実験)

109 

図- 6. l oi ェ; ，-;:. ｾ｜Ｎ＠

蔵前国技館内暖房時温度分布 (模型実験)図- 3
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日本建築総合試験所だより 5 GE NE R AL  BUI L DI NG RE S E ARCH CORP ORA T I ON 

日本建築総合試験所に望む 山 内 昭

毎年，木枯しの吹く頃になると心配なのが建築物の火災である。寝静

まっている聞に発生し，朝のニュ ースを聞いて驚く事故が繰りかえされ

ている。建物だけの損害ならまだしも ，人命におよぶとあってはー 臼も

早く問題点をっきとめ，乙の悲惨な状態を防がねばならないのは当然で

はなかろうか。私がー材料メ ーカーの内装用化粧板の開発担当としてこ

の問題 lζ 強い関心を持ち続け，実際に仕事として関与できるのは当社の

方針がその方向を注視している乙とにほかならない。そのようなわけ明

試験所とのおつきあいが始まり ，日 頃何かとお世話になっている 。

建設省が認める公式の試験機関として関西における唯一の存在は貴重

であり ，非常に役立たれている乙とは利用者が一番よく知っている 。私

どもの関係でお願いしている難燃性試験についても親切にど指導下さ

り，迅速に処理されるのでと ζ で申 し上げる乙とはないのだが，ただ総

合試験所という名前IC甘えて二，三欲を云わせていただくならば，試験

研究の拡充についてで、ある。私ども ，材料メーカーの製品は国内の需要

家にど使用いただくのはもちろん，海外の輸出ものばしたい。その場合，

海外機関の試験を受けるとなると ，打合せや大きいサンプJ レの輸送κ か

なりの費用や ロスがでる。でき得れば関係深い U L 規格やB S 規格の大

型試験の公認機関としての機能が具備されないものであろうか。

つぎに材料の加工性の試験研究であるが，ム ダな労力を節減し，適切な

工具の開発にもつながる研究機関が現状では少ないように思う。切削，

釘打性，カンナがけ，接着なと、の加工について充分な評価が必要と考え

る。材料面ばかりからで恐縮だが，耐久性の試験研究などは長期にわた

りしかも広範な角度からの検討がなされねばならない。そのほか，工法

研究や一般住宅を対象にした部位別性能の基準など試験所 IC期待するこ

とは多い。幸いなととに北千里の広々とした環境IC設立された乙の試験

研究機関が建築に関係する各界のど協力によってますます充実されんと

とを切に望みたい。 ( 松下電工側 J マネ事業部研究開発部)

|ニュー ス |

建 築 音 響 研 究 会 開 催 さ る /

昭和47年11月22日( 水) ，当試験所外来研究室において日本音響学会

建築音響研究会が開催され，当試験所の音響測定施設を披露するととも

に，夕刻まで熱心な質疑応答がくり返された。当日の出席者は約ω名，

東京，名古屋，福井， 京都，大阪，神戸，広島なと名，二域からのご参会

をいただいた。

研究会議題をつぎに示す( 持ち時間 1題あたり 5 0分〉。

t甚 題

[午前 9 :  30- 12 :  30)  

1  ) 日本建築総合政験所 IC新段された残響室について( 含，見学)

十 倉 般 ， 長 編 英 彦 ( 建 築総合試験所〉

2) 京都会館の音響改善のための基礎鏑査

古江嘉弘，松浦邦男( 京都大学工学認〉

3 ) 拡声音による音楽ホール内の初期反射音補償の可能性の検討

小川有子，鈴木文吉，山本昭二 ( NHK技研〕

[ 午 後 13 : 30- 17 :  30)  

4 ) 現場における窓の遮音測定方法の綾町

中村俊一( 小林理研) ，木村刻( 日大理工) ，山本照二 ( NH K技研) ，

大川平一郎( 大成技研)

5 ) 建物の現渇における床衝寧音レベル測定方法の検討

木 村 麹 ( 日 大 理 工 ) ，久保悶喜八郎( 清水建設) ，大川平一郎( 大成技研〉

6) 航空機屋音 IC対する家屋の遮音性能とその分続法一木造防音住宅 ICよる実験ー

福 西 逮 ， 詑 間 衛 ( NH K弦研)

7) 有限二重史の空気燭の共振について 今井章久，伊藤 薮( 早ス理工)

本I i t 酸所 : e お 5 吹図市J i 白台 5丁目 125 電伝/ 干里局 (ω8) 72- ω91代表

大淀分室・ e .531  大阪市大淀区長柄西通 2丁目3 s 電 信 /大 阪 (ω ) 351- 7217 

試験装置紹介 ・その 5 I  

大型壁用耐火試験炉

概 要

当試験所の耐火 ・

防火試験試験設備は

関西唯一の耐火試験

炉を有する施設で昭

和43年 6 月21 日付で

建設省の指定試験機

関となり ，本大型壁

用耐火試験炉は，柱

用耐火試験炉，梁床

用耐火試験炉，小型

壁用耐火試験炉，防

火材料試験装置等に

ついで，昭和46年 3 月IC完成した。

大型庭用耐火民駿炉

以後，間仕切壁，外壁，防火戸等の実大耐火試験に使用され，建築基

準法にもと づく壁の耐火構造，防火構造， 防火戸等の指定，認定のため

の試験を行な っている 。

試験炉の有効寸法は有効受熱面が幅2. 4 m，高さ 3. 0 mで，試験体は当

所lζ 用意された鋼製の内法幅2. 5 m，内法高さ 3 . 0 mの試験体支持枠に装

着して，5  t クレーンにより試験炉正面K 設けられた移動式台車ICのせ

試験炉に装着される。 したがって試験体の標準寸法は，幅 2 . 5 m，高さ

3 . 0 mとしているが，サッシ， ドア等の実用す法がそれより 小さい試験

体の場合は，試験体の周囲を A L C板等熱抵抗の大きい材料でふさいで

試験に供される。燃料は都市ガスを使用し，加熱温度は制御装置により

J  1  S 規格にきめられた温度 IC 自動的に操作される。また試験体へ50 t  

以内の荷重( 鉛直) でi除荷加熱試験も可能となっている。加熱試験中の

試験体の観察は炉壁にもうけられた 6 カ所ののそ・き窓から行なうと とが

できる。

以下，本試験炉の性能ならびに外観を示す。

有 効 寸 法 H3 . 0 mx W 2. 4m 

fiit 陰体寸法 H  3. 0 mx W 2. 5m 以下

燃 料 都市ガス 4500kcal /Nm3  

パ ー ナ ー 7 ラ γ トフレームパーナー使用( 大阪ガス式 F J at F J ame Bur ner )  

上 4 段 F F  5  5  m
3
fhr x  16 set s 

最下段 F  F20 20m
3
/hr x  4  sets  

加熱湿度制御 P I D動作による自動制御

Z重 荷 50t 以内で観荷加熱可能

適用伎酸規格等 J  I  S  A1304 

J  I  S  AI 301. 1302 

J  I  S  A1311 

I S Oおよび建築基耳障法 IC もとづく耐火，防火性能試験

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川11111111111111111111111111111111111111111111111日111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111白 1111111111

年も改まり気分を一新，ご出精の乙とと推祭いたしております。

さて，昭和42年12月大阪より現在の場所 lζ 本所を構えましてから，お

かげ様で私と‘ も満 5 年を経過する乙とができました。また昨年は念願の

l. OCゆトン圧縮曲げ試験機の購入，音響 ・熱実験棟の竣工を果たし ，ま

ずは創設期を終えたように，思われます。つきましては，さらに内外一層

の充実をはかるため，今後本欄 ICおきまして「日本建築総合試験所 IC望

む」の表題のも とに数回のシ リーズを企画いたしました。業界，大学 ・

行政方面など各界の皆様に執銃そお願いしておりますが，読者の皆様か

らのど投稿も歓迎します。本試験所「試験所だより」宛，ど要望 ・ζ ‘不

明の点をお寄せ下さい。

建築と社会/ 1973年 l 刀号 111 



日本建築協会

月間の動き

昭和47年11 月分

評 議 員
.6‘  

コz

定時評議員会 ( Cかえて主主面表決

11月22日付をもって下記事項について文書; に

よりお諮りした。

(1) 昭和48年度評議員選出数決定の件

(2) 副会長補選延期の件

理 事
. 6.  

τ'" 

15日 正 午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本 会 長 ほ か10理事

明t $( 1)事務局職員退職承認の件

(2) 事務局職員採用承認の件

(3) 12月定例理事会開催日変更の件

(4) 事務局職員下期1 1 : 与支給の件

(5) 会勢委員会よりの報告書の件

(6協tl 立記念日の行事の件

(7) 入退会者承認の件

(8) 報告事項

1_. 業 委 員 会

広報小委員会

1 日 6 時 - 7時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 泉 幹 事 ほ か 5 名

議事( 1 ) i 新し l 、防火材料と工法について」の説

明会実施報告

(2) 第 4 回 展示写真( 大阪の今と昔 ー… 天満

橋附近) の実施報告

(3) 第 5 回展示写真の企画について

(4) 防水関係説明会の実施企画について

(5) そのほか

若 い会員の集い小委員会

2日 6 時- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 奥 尾 ， 佐 々 木 幹 事 ほ か 4 名

議 唄1) 第 2 回オ ーノレ建築人ボウリング大会実施

報 告

(2) 海外視察の募集委項について

(3) 第 5 回 「建築家 lζ 話 を聞く会J の企画に

ついて

(4) 第 6 回「高j笥悠築を考える」企画について

(5) そのほか

見学会小委員会

7 日 6 時 - 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 堤 副 委 員 長 ほ か 5 名

議善試1)1 0月に実施した見学会の報告

112 建築と社会/ 1973年 l 月号

(2)11月 - 12月の見学会企画について

(3)48年 l 月以降の見学会企画について

忘年懇親会受付分科会

8 日 6 時 - 8時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 今 井 幹 事 ほ か 1名

議 事(1)賛助金依頼の件

議事¥1 ) 会員 lζ 対するアンケ ート ( 案) について

(2)No. 41 ( 7 月号附録) 以降の企画について

(3) そのほか

委 員 会

15日 6 時 - 8 時 15分 於 会 館 集 会 主

出席者 井 上 ・其塚正副委員長ほか10名

(2) みやげ品その他当日までに調達する物品 |  議 制1)会員に対する アンケ ート ( 案) について

の 件 I  (2) No. 41 ( 7 月号附録) 以降の企画について

(3) 会員への開催案内状の件 I  (3)掲載会社lζ 対する アンケートの利用方法

(4) 参加申込の件 |  について

(5) 名簿作成の件 I  (4) そのほか

委 員 会

9 日 6 時 - 8時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 大 僑，径回 ，堤 . 三品副委員長

ほか 3名

議事罰1)各小委員会の事業報告並びに事業企画に

ついて

(2) 忘年懇親会の全体計画について

(3) そのほか

忘年懇親会会場分科会

14日 4 時- 5時 半 於 太 閤 園

出 席 者 小 泉 幹 事 ほ か 3 名 ゲ ス ト 森 本 氏

議 事1) 会場配置計画について

(2) 委員作業分担について

忘年懇親会進行分科会

14日 6 時- 8時 半 於 太 閤 園

出 席 者 上 松 幹 事 ほ か 2 名

ゲスト 菜山氏，森本氏

議 事(1)拍せん分科会と合同打合せ

(2)進行表作成

忘年懇親会抽せん分科会

14日 6 時 - 8 時 半 於 太 閤 園

出 席 者 佐 藤 幹 事 ほ か 3 名

ゲスト 栗 山 氏，森本氏

議事( 1 ) 進行分科会と合同打合せ

(2) 当日の委員配置について

(3) 委員の作業分担について

若い会員の集い小委員会海外視察分科会

20日 6 時 半- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 藤 縄 主 査 ほ か 5 名

ゲスト 日 本 交 通 公 社 宮 後，山地氏

議 事(1)調査団募集要項修正について

(2) オリエンテーションについて

(3) そのほか

忘年懇親会小委員会

29日 6 時 - 8時 半 於 太 閤 園

出 席 者 窪 田 副 委 員 長 ほ か10名

ゲスト 森 本 氏

議 事1) 各分科会の担当作業確認

(2)賛助金 ，寄贈品について

(3)進行スケジュ ーノレ表による計画全般につ

いて

(4) そのほか

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 |  

企画分科会

7 日 正 午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井 上 委 員 長 ・伊藤幹事ほか 3 名

| 住 宅 委 員 会

委 員 会

8 臼 5  r時半- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 小西委員長ほか 17名

殺 事(1) 各小委員会主査確認の件

(2) 新ら しい小委員会設置と主査選任の件

映 薗 新 ら し い ア メ リ カ 式 住 宅 建 築

( ツーパイ ・ホワ) 16弘 映 写

編 集 委 員 会

委 員 会

13日 4 時 - 6 1時 於 会 館 集 会 室

出席者 彦谷委員長，福田副会長，渡 辺，

山田 ，小西各理事ほか 4 名

議1#( 1)第 3 回編集理事会報告

(2) 12月 号 = 北陸の新建築特集報告

(3) 1月号= 建築教育特集報告

(4) 2 月号の件

(5) 3月 号 = 観光レジャ ー と施設特集( 仮称)

企 画

(6) 4 月号企画

(7) 正月号以降の表紙

(8) 正月号以降のシ リーズ ものの件

作品作風小委員会

20日 6 時 - 8 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 谷 委 員 ほ か 3 名

議 事 48年 1月号より 6 月号までの海外写真決

定

3月 号「観 光 レジャーと施 設」特集編集幹事会

28日 3 時 - 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 富国男 ・高橋義親 ・中井之夫各特

別幹事ほか 3 名

議 事 3 月号「レジャ ー と施設」特集企画

( 特集名を乙のように変更した〉

見

Aふ，

十

. 6.  
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大林ハウジング (株 ) 八日市工場の見学と紅

葉の永源寺参拝

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿支銘 共他〉

10日 11時- 18時半

参加者 45名

大林ハウジング附よりのノてスど提供により見

学

奈良の茶室見学の会

18日 l  時 半- 5 時

参加者 34名

講 師

帝 塚 山 学 院 大 学 教 授 工 学 博 士 岡 田 孝 男 氏



修学院緩宮の拝観

24日 311寺- 411寺、ド

参加者 14名

27日 31時- 4 1時半

参加者 14名

若い会員の集い 「伝統工芸を見る会 ( 2)  J  

25日 91時- 171時半

参加者 33名

附川島織物，岡大仏見学

京都御苑内，仙洞御所の拝観

28日 11時- 12時

参加者 21名

28日 11時半- 2 1時半

参加者 23名

|第18回 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 表 彰 式|

11 日 21時- 3 11寺於会館集会室

出席者今西審査委員長，斉藤教育副委員

長ほか 4 名 坂内ーの会代表

入選者 10名

人選者 K 対し賞状，賞牌を，また最優秀作に対

して関西悠築家懇談会ーの会より「ーの会賞」

を授与した後茶話会を開催した。なお解散後

ロイヤノレホテル新築工事の見学を行なった。

講 習

L: . .  

コZ

「建築基縫工法と実例」講習会

( 本会 ・東京建築士会共催〉

28日 ? 時- 161時於東京大和証券ホール

講 師

建築基礎工法の発展過程

早稲回大学教授古藤間喜久雄氏

基礎構造の基本計画

関 西 大 学 教 授 山 居 邦 男 氏

深い基礎工法( くい打工法，ピヤ工法)

竹q.J工務庖技術研究所主任研究且 幾凶悠康氏

泥水工法と災例

大休組本社技術部次長崎ふ; 良介氏

総説者 195名

建 築 業 務 基 準 委 員 会

10日 2時- 41時 於 日 本 建 築学会

出席省谷委員長ほか15名

後 :T:( 1) 悠築の複合責任業務につい て

(2) 小規模住宅業務基準委員会について

(3)そのほか

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

14日 811寺- 91時半於; f f r : ; / ( 阪ホテ j レ

出席者 61名

当日は大阪市総合計画局長寺国久弥氏より

「大阪の郎市計画」についてのお話を伺った。

11月 の 入 会 者 (敬称略}

〔団体会員 1 社〕

共立処& 株式会 社

〔個人会員 13名〕

岩 . m . A 義 i 河 本 博 司 : 平 井 雅 災

岡 野 砲 : 但 線 紀 夫 : ' g 長 二 郎
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、際協力 の道開 いた世界大都市会議

ロンドン，モスクワ ，ニューヨー ク，パリ，東京の 5 つの都市の代表が参加して，東京

・新宿の京王プラザホテ J レで関かれていた世界大都市会議は. 1972年11月30日午後. i東

京宣言」と共同コミ ュニケを採択し. 3 日閣の会議の幕を閉じた。宣言は ①世界平和の

実現と存続乙そ ，都市問題を解決する前提条件であり ，われわれは平和を願う怠恩を乙と

に表明する ②都市問題解決のために ，乙の会議で結ぼれた緊密な関係を継続させる，の

2 点を強調している。また ，共同 コミュニケで，会議は今後 2 年どとに参加都市のまわり

もちで開催するとと ，次回は1974年にパリ で開くとと ，が確認された。

世界大都市会談を傍聴して，とくに印象 の教育には力をいれている」と社会主義国

深かったととは. 5 大都市の代表が，それ 家ら しい視点から都市と市民との関係を説

ぞれ，自分たちの取組んでいる都市問題の 明した。

実態と対策について率直に諮りあったと とくにニューヨー ク，ロ ンドン ，東京の

と。そ して他の都市の体験から学ぶべきも |聞での意見が一致した乙とは，都市という

のは学んでいと う，とい う謙虚で，同時に 地方政府は，固という中央政府と対等の立

積極的な姿勢をとった乙とだ。 場IC立っているという乙 とだ。 美濃部知事

会議での討論の焦点は ，ニュータウ ンを が「住民福祉に責任をも っ東京都と，基本

中心と する住宅問題，ゴミ対策，地価問題 的には経済成長優先の中央政府との聞には

そ して都市と中央政府との関係だった。 矛盾対立が内在している」というと ，リ ン

初日にヘリ コプターで多摩ニュータウン ゼー市長も， ニューヨー ク市と州 ・述邦と

を訪れた一行は，現地で 3 D Kの都営住宅 の対立を紹介し . i都市自治体が述合して

を視察した。 ロンド ン代表の l 人は ，近く 中央政府と対決しなければならないととも

rc職場のない多摩ニュー タウンをみて「乙

れがどう して職住近接のニュータウンなの

か。乙れでは東京へ通 う人々のベッドタウ

ンにすぎないではないか」と率直な質問を

ぶつけ，美濃部都知事が弁解lζ 苦しむ一幕

もあった。

パリの代表は「わがパリでも 300 ' " の郊外

に，はじめ 8 つのニュ ータウンをつくる計

画をたてた。 しかし ，成功がおぼつかなく

なったので5 つにしぼった 。パリか ら近す

ぎる と大部i I I 闘の中に溶り' ζ んで しま う

し，速すぎると， 大観¥df 図の人 U 分散の効

果も1.1:' . てと ないし，むずかしい」と，ニュ

ータウ ンづ くりの困難 さは，ひとり東京ど

りの ζ とではないと慰めた 。

モスクワ代表か ら も「モスクワも ＴＰ ｯｾ 協 ｬ

IC人口 12万の衛星都市を建設したが，乙の

場合，気になるのはとの都市がモス クワに

吸収されはしないか，という心配。そのた

めには合連的な輸送手段をつくると同時

に，モ スクワ市民IC衛星都市へ移ってゆく

気持を起させる乙とが大切だと思ってい

る」とパリや東京と同じような苦労がある

と諮った。

各都市の代表の意見が期せずして一致し

た ζ とは ￭ｾ｜､ｪ の主人は市民 で ある」とい

うζ と。 美濃郎知事が放射36号の都道建設

をめぐ って，部l民参加による住民投裂を計

画している ，と報告すると ，モ スクワ代表

は「わがソ速でも広範な市民大衆が都市環

境の保存，回復に積極的! L 活動するよう ，

あらゆる手段をとっている。とくに青年間

ある」 と述べた 。ロン ドンの プラ 7 一代表

も「中央政府は，大ロンドン市に，さ らに

多くの財源、を提供すべきだ」と控え目なが

ら，地方自治の伝統に立つイ ギリス の姿勢

を説明した。

世界の 5 大都市の代表が集って「たがい

に都市問題の重要性を確認し あい，次の世

代の市民IC対する責任を銘記し ，とれらの

問題の解決のために必要な強い関心とあら

ゆる手段を，乙乙 IL結集させなければなら

はい ととを， それぞれの国民と也・界IC向っ

て訴える」 との「東京宣言」を発表した 乙

とは，ま さに鶴市自治体が国と国との 31 テ

ワリのワクを越えて，ヨコ lζ 述なったもIJ め

ての行動といえよう 。市民の自治機憐とし

ての都市自治体が，自分たちは中央政府の

下請機織ではないとい う自覚のもとに ，独

自IC. 交流をはじめたのだ。それを「市民

外交」とい っても ，あるいは「草の板の外

交」といってもいいだろう。

環境問題という人類共通の問題をとりあ

げて，昨年 6 月，国連人間環境会議が関か

れたが，いま や，各都市共通の都市問題を

とりあげて，世界の 5 大都市が会議を聞い

た。国i単人間環境会議の開会式で ワルトハ

イム国連事務総長は. i 乙の会議乙 そ. 人

類が産業革命後'2∞年たって，いま時代の

転換期 IC立っている乙とを示すもの」と諮

ったが，世界大都市会議についても，後世

の人々は同級の評価をくだすのではなかろ

うか。

( 朝日新聞1972年12月 l 日版より転載)
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NE WA R-K - 地 方 中 小 都 市 の 交 通 問 題

共 同 研 究 都 市 の 開 発 的 保 存12

里子津敏紀

は じ め に

膝史的な者I1市において、 IJ 日発と保存は一般的に対立した慨念で捉えられ

る。とくに経済的な flllll(li から 比 た場合、これは其突かのようである。あ

るいはこのことは大都市ではそうなのかむ知れな L 、。しかしながら、地

万中小郷市においては少し級相 iが民なってくる。活力にあふれ、大きな

1J で人をひきつける大都市の谷間にあって、 J也}J 中小郎市がそれに抗う

武総 l立、その都市独特の人 IHl 的空 IHI であるように思われる。そして多く

の場合、 地 方 中 小 者 ＱＱ 市における人 間 的 ｾｉｈｉ の自 ｉｊ ｩ￭ｉは、骨量史的環境の保存

および活性化に イ- 1行しない。ここにおいて、似仔はむしろ開発の手段と

久るとも三えるのである。

ニューアークの膝史的保存の. i J : . & は以上のごとく理解される。以下のレ

ポー トは、 地 方中小者11市の 1) 日発的保存の一つのケーススタディとしての

ニューアークの保存百十両を、とくに歴史地区の交通問題を中心に、文献

より紹介するものである。保存と開発のジレン? は、交通問題のなかに

最も顕著に表れる。ニューアークの保存計画にあっても、住物の保存と

同時に、交通問題解決に最- 大の丞点がおかれている。そしてニューアー

クでは 、通過交通のバイパス化と 、中心地区内の自動車交通の祭止 、そ

してそれに伴う表面サ ービス道路の新設というきわめてオーソドックス

な手法を採っている。この意味からも 、以下のレポートは、地方 中小者I1

市の保存計画の一つの典 型として考えられよう。

ニュ ー ア ー クの歴 史

ニューアークは、 the Fos s { e)  Wa y と Gr eat Nor t h 

Road の二つの街道の交叉点に発達した。 ロー マ 人 が

the Fos s { e)  Wa y を建設し、サクソン人が村を作り、デ

ーン人がこれを「新要塞」を意味する Neu- Wa r k と名

付けた。 12世紀に、 the Cast l e の 建 物 と ト レ ン ト)11 を

またぐ 紙 を作るために、 the Fos s { e)  Wa y が現在の位置

に付け変えられ 、 このときに交通 の中 心 地としてのニュ

ーアークの機 能 が佐 立された。さらに 、へンリ一五によ

り、the Ma r  ket  Pl ace で交易を行う権利 を与えられ、

この時期に河川交通が11" : 加 したこともあって、ニューア

- 7 はとくに羊毛交易の内陸港として発展した。またこ

の世紀には A St one Chur chが聞かれ、 14世 紀 に は 大 尖

塔が加えられた。 17世紀の内戦の際に、ニューアークは

海i? に最 も近いトレント 川の渡河点として Ij世田向上の重要

地点とされた。このため大きな IW街、攻撃似. ! : i が築かれ、

これは rI J- t!tよ リもかな り大きな 地 域 を取 リ込むことにな

った。 19世紀 まで、IlfJ 発はこの唱を越えることはなく

したがってこのなかにニューアークの枇 も朕史的で往築

的に凶l 白い，建物がある。

18世紀の求までに、この i封の) . L; さは 860エーカー {344

ヘクタール) にまでおよがリ、人 11 は 7，000人に注した。

この世紀に建てられた，建物は、今日のニューアークの主な部分を情成し

ている 。1708年 に は 新Moot Hal l  、1772年には the Moot  Hal l が建てられ

たが、これら kJ_ 方とも the Mar ket  Pl ace にある。石と赤煉瓦と筏瓦と

古 典 的ジョージ時代の様式がこれらのｾ物の特徴であり、今日でもこの

街を印象づけるものとして残っている 。

J  ohn Wes l ey は1887年に、ニューアークは「イングランドで紋も l安維

な術の一つ」と記している 。

この時刻 ｬ に発達した駅ＡＺＡｾ '11交i凶は、当然のことながらニューアークにも

;jf3 - 科を与え、 Cast l e Gat e が鉱恥i されるなどした。 1837年の記録による

と、 「道は駅馬 '11や荷馬 '11などで泌総し、 二 台の馬 'II が花いに行き交う

こともできない。 一万、川の水 I"J が墜Wi され、そのため川の交通が日立

ってふえ、波止場は産業の' i '心となっていた。」しかし 1846年に Notting-

hamから Li ncol n に歪IJ る鉄道が開通するとともに寂れた。

この i打の境界は今日までに大きく拡がり、なかでも北への発肢は苫しい。

しかし、 ＲＰ 世紀になっても街の中心部の性格や機能に基本 Ｈｉｾ な変化はな

く、ただ街の周辺苦11と近隣の村々は過去20年間に発展した。. 新しい jl '(f業

が加えられ、他の街と同様に交通i l 1 が1 1 "1JJ f I した 。古い街路パターンや- i 1l

物のほとんどはそのまま残されているが、自動事時代の f問題や、新しい

商業上の諸要求から、 1行を繋fffii 、改 v自主することが必要とされている 。
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タウンセンターのま見3兄

1 . ショッピング

センターの第一義機能は、現在 5 万人と推定されるニューアークおよび

その周辺地域に住む人々 の購買需要をまかなうことである 。 1964年のセ

ンター内の笑1'l 小売り唐古I i 蘭績は 178，000 ft
2  

(l 6，600mりであり、 1985

年までには ｦｲＯｾｴ 部分も含むとさらに ＳＷ ， ＰＰＰ ft 2( 3， 400m
2
) の実i ' [ 小売リ庖

布li 而柏が必要になると推測されている 。 the Mar ket  Pl ac eでjl{i!に 二 度

l苅かれる市場( オープンマーケット) は今でもニューアークの主要な活

t功となっている 。

既存のシヨソピング地区内には、ショッピング陥設の効率と魅力を煩い、

タウンセンターの活力を枯渇させるような欠点がいくつかある 。 ショ ッ

ピング街路には自動車があふれ、歩道は 一般に隔が不適当で、騒音 も激

しく、ンヨ ッ ピングを楽しむというよりむしろ危険なものにしている 。

底舗の裳11111からサービスできる商庖はほとんどなく、輸送自動車が庖の

正聞に駐 'II して、不! 史さとともに危険に拍車をかけている 。

新しい商庖は、タウンセンタ ーから外に抜ける放射道路に沿って拡がっ

てきているが、ここでは各商腐はひどく競争的で、歩行者には不似て' 、

既存のンヨ y ピングセンターのもつ経済的ポテンシャルを浪費するのみ

である 。 さらに新しいパスステーションと大規模な駐車場を設けること

によって、 St odman St reet に新しいンヨ ツ ピング街ができることにな

った 。これらの理由により、タウンセンターの古い街路のいくつかには、

衰退の傾向が見える 。the Mar ket  Pl ac e や Carter Gat e の一等地にあ

るもののいくつかを含め、多くの商庖は、| 浪られた間口しかもたず、裂

には拡張の余地が残されているにもかかわらず、裏の広い空間は全く放

楽してしまっている 。

2  オフィス

業務活動は、タウンセンターにある業務用に改造された建物や、庖舗の

上 部1; 告にあるオフィスで行われている 。実際、業務用にデザインされた

ものは一 つもないが、ジョージ王時代やヴィクトリア時代の住宅をうま

く利用している 。 こういった使い方は、必要なサービスを満足すると同

時に、 f' i ! i れた建物の多くの維持と保存を似証している 。 駐. I j [ 施設のない

ことと、アプローチが不便なことが、オフィスをセンターにおくことの

最大の欠点であり、タウンセンターから交通問題がそれほど深刻l でない

住宅地へオフィスを移す傾向がみられる 。

3  住 宅

タウンセンターの主な住宅地区は、中心ショ ッ ピング街の北、東および

南11!11にある 。 タウンセンターでは所々、住宅が他のものに囲まれた形で

あり、庖10ili の上宮11階や後宮11 も住宅として佼われている 。環境と建物を改

善することによって、タウンセンターの近くでも魅力的で便利な住宅を

提供することも可能である 。現在、 Cast l e Gat eや Mi l l Gat e の河岸部

分にはほとんど住宅はないが、レクリエーションや観光と結びつけるこ

とによって、タウンセンターの近〈に新しい高密度住宅を作ることも考

えられる 。

4. 観光

観光センターとしての ニューアークのポテンシャルはかなり大き¥' . ニ

ューアークの歴史、建築、および全国幹線上にあるという立地性は観光

客にとって魅力的なものである。適切な駐車施設を設け 、古い中世の街

路や広場への自動車のアプローチを制限することによって、ニューアー

クの魅力は大きく成長する 。 観光がこの街の経済的繁栄についてより重

要な役' ，1刊を果せるようになる。観光収入は市場活動を活発にし、再開発

と開発に刺激を与える。

自 動 車 交 通 と 歩 行 者 交 通

現在、ニューアークの自動車の保有率は、 2世帯ごとに 1 台の割合であ

るが、今後 20年以内には、この比率は 1世 帯 1 台になると恩われる。こ

の増加率は 1970年代前半に最大になると予測されるので、早期に改普ー策

が実施されない場合には、交通困難が今後数年間l に悪化することが考え

られる 。

自動車交通は、二つの主な分野に分けられる 。

(1)長距離通過交通

The Foss (e)  Wa y とA6065の都市間交通は、この街に大きな影響力を

もっている。この街に何の用事もないこれらの交通は幅も形状も全〈不適

切な街の道路をパンクさせ、環境や経済効率改普ーの障害となる 。 夏期に

は海l Fへ出かける人々て・交通混雑が明大する 。The Castl e  Gat e で交わ
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る主要ルートが過度に似われると、 the Cas tl e  Gat eと川がタウンセンタ

ーから切り離され、これらの! 日1の交通は魅力のない危険なも の に主ってし

まう 。 また Lombard Str eet を幹線道路として使えば、交通の流れがタ

ウンセンターに余りにも近づき過ぎ、パスステーションを主要ショ ッ ピン

グ地区から分けることになり、したが って交通混雑を明すことになる 。

(2)局地交通

この交通は、街のなかに目的地をもつか、あるいは街のなかを走り廻る

自動卓よりなる 。 この分類の なかには、買い物客の車 、通勤者のIII、訪

問者の車、サービス の阜、配達の阜、公共交通機関の車等が含まれる 。

タウンセンターの主要な建物の大多数では、サービスは表の街路より直

接なされている 。 ここでは仕入れ品や廃物は j苫を通 って述ばねばな らず、

不満足な状況にある 。 この最大の欠点は、配達率やサービス卓が路上に

長時1m!駐車することにより交通が阻害されることである 。品物の持ち巡

ぴの距離を勾くするために、よく! I ! 列駐111が行われる 。 1965年に行われ

た調査では、タウンセンターの午前中の平均駐車台数は 700台を数え、

二 つの市場が関かれたときには 1，150台に達した。 この数字 に基づ いて

なされた計算では、 1975年には、最低2，600台、 1985年には最イ氏3，400fi

分の駐車スペースが必要だとしている 。状況を悪化させないためには、

路外駐卓場を増設し、タウンセンターへの車 の流入を i剛;J - l しなくてはな

らない。

多くの古い街と同様に、ニューアークにも 幸 いなことに歩行者道があり、

交通の激しい道路からの一 服の場を与えているが、この袈所から出てみ

れば、これはかえって買い物客に外界の不快さを強調するだけに終って

いる 。The Mar ket  Pl ace で は 人 間 と 自 動 車 が j昆 1) 合い、そ の結果、

見た目には交通の海のなかの! 誌と映るような所でにき' わいのある市場が

閲かれることになり、その周辺の交通は危険で図維である 。

通過および局地交通による問題の解決策の一 つは、街路の幅を拡げ、 Ih

やタウンセンターにより多くの自動車が入れるようにすることであった。

しかし、これは街の構造の 多くを破壊し、したがって伝統的環境全体に

影響を与えずにはおかない。単に街路幅を拡げるということは、問題 の

根本に触れていないがゆえに、高価な短期策である 。 自動車は依然、とし

てどこにでも駐車し、 一方、 1i Ui i l / l : あるものの多くは取り返しのつかない

までに失われる 。 歩行者が楽しめるためにニ ューアークのタウンセンタ

ーの古い街路パターンを維持し、 11i の建物や性格を保全しようとするな

らば、街路の拡幅が問題の解決にならないことは明らかである 。 歴史的

地域、およびとくに建築的に価値ある地域の保存は、満足できる環境基

準の維持がいかになされるかによって決定される 。 これらの地域の保存

は、これらの地域がその風格を残し、楽しまれるという条件のもとでな

されない限り、意味がない。

計 画 の 枠 組 み

今日のニューアークのタウンセンターの調査から、二つの主要目様が定

められた。

(1)古い街路パターンと優れた建物を保存する 。

(2)中心核とその周囲の環境全体を復原し、改善する 。 とくに交通が建物

と街路パターンを破壊した、あるいは破駿する恐れのある場所、また

は過度の交通によって建物や街路の趣がかなり損われている場所が重

要である 。

可ト
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これら一つの AE本的目標を補うものとしては、

(l )j 1 f l ; 品交通のための新しい適切なルートを設けることによって、 i.l'iの 'l'

心部から通過交通を取り除〈 。

(2)ニhfliJ される将米の必要度に応じて、適切な規模、デザイン、位訟の駐

'111池設を i設ける。

Ｈ Ｓ Ｉ 可能な ｭｾ 1) 多くの建物に対して、袋 fl!l J からのサービス地設を設け、環

境に打1 3 をうえずに、これらの地設にアプローチできる道路網を強制

する。

(4)歩行花道路網を拡張して、主要なショ y ピング街を取りこみ、 the

Cas tl e、刊f / : ! : 、タウン センターに隣接する住吉地区と結ぶ。

(5)1山市I i やオフ ィスの拡散を制限し、 これらをタウンセンターに集め、 {4l

0・すべき ill 物の、とくに上' ¥" I ifll の効用を le: てる。

Ｈ Ｖ ＩＱ ウンセンター内、あるいは袋側、そしてとくに河 ｌｾｾＺ に住居を新築 、

あるいは改築する。

(7)不適切な、あるいは惑い位置におかれた機能を再配置する。

(8) タウンセンターにある泣楽された土地や雄物を再開発し、使用されて

いる往物と泣来された控物の ｉｬｬｪ の対照的な明暗の昔 ｾｊ 米を ｬ 取りｼ徐〈 。

(9)ニューアーク| 吋布の歴史、性格および立地の観光とレクリエーンヨン

のポテンシャルを活用する。

交 通 計 画

1 . 通過交通

トレント川の西lゃに沿って新しい道路を作るよう計画されている。この

道路は、トレント川や the Cas tl e! こ直般沿ったものではなく、この地械

のi管イ'E(I(J な環境の伎を扱うことを避けるために、これらから十分自佐れて

おり、しかしながら、タウンセンターに i必手IJ なアプローチができる程度

には卜分近い所にある。この新しい道路は、既存の Foss ( e) Wa y  と

North Gat e をA 17 との交叉点て' 結 ...i; 。この路線のヴァリエーションと

して、たとえば、 A46 とA17の交叉点を川の向こうの西 11!11へ移動し 、Nort h

Gat e をj1fl j品 交 通 か ら 開 放 す る こ と を s羽作中である 。 これによって、

F oss( e)  Wa y の交通に対する魅力と、この交通からの収入は維持され

る。 T he Church の尖塔、 the Castl e および殺物交換所を中心とした

河岸のスカイラインの高い ti が必" 設されているが、この道路は、スピー

ドと悦党の IIlj にバランスを保ち、ニューアークのこの特別の性格を楽し

ませる 。

さらにこれを 111 i うものとして 仰の北 点および南部にある主要道路の

っけかえ、拡 'TMなどの整備が計同l され、通j品交i J . 自の効率の改善と、タウ

ンセンターへの J137平の排除が肉られている。

2 . 局地交通

lニ述 の主' t l ! 交通網 l立、i J . 昼過交通の排除には刻IJ ! f とがあるが、大きな} ; ，j . t 也交

j 1f l : ，( は残ることになる 。 既1 ? の、あるいは潜在的な建築および街全体の

; 止観としての良い伐をむつ地区から交通の流れを取り| 徐き、しかも街の

中心伎の周' ) を 'II が定' ) 廻 1) 、，辿物や駐 '11場にアプロ一千させることが

できるような交通網が要求されている 。

(1)サービス道路

サービス道路は、公共交通機関のためと、 II J - が中心地区の周囲をはしり

ｾれるようにするために計画されている。サービス道 路 の路線を考慮す

るに引っては、その実現性に重点がおかれた。その結果、計画された 路

線の場介、影響を受ける建物の数はきわめて少なく、またそれらの大部

分は、質の低い、または廃棄されたものである。

(2)裏面アクセス・サービス道路

人の多いショッピング街や良好な建築物のある地区を車から解放するた

めに、可能な所では、既存の道路、あるいは新しいクルドサ y クまたは

ループ状の災而サービス道路を使って建物の袋面へのアプローチを設け

ることが計阿されている。ただある地区ではスペースの不足とか、アプ

ロ一千の制限とか、重要，注築併を 保存する必要性といったことから、袈

l而からのアプローチを設けることは不可能な所があるので、ここでは攻

必と問機に、道路から正面へのアプローチな残さざるを符ない。しかし

ながら、このような場令には、曜のアプローチは歩行者交通が最低レベ

ルにある 11寺HH';Wに| 以ることは可能である。

(3)駐車場

車ＱＺＧドｪＭ ｾｪ は、サービス道路に沿った街の ｪ 主観をＱｦｩわない所におかれる。 ＱＹＸＵ

年にｦＭｩｉｉ ｬｬ される Ｓ ， ＴＰＰ 台分の段 ｉｬｴ スペースを隊 ＱＴｾ するためには、亙ｴＮ Ｇｉｕｊ｢
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は最終的には多 l臼にする必要があるが、これがスカイラインのなかで目

立ったり、あるいはその地域のスケールや特徴を壊すことがないよう、

その高さとデザインはt i ' i Aに制限して、段高 31併を越えないようにする

ことが必要である。

(4)歩行者の動き

記述の交通計四を; g ，入することによって、街の中心核部分、とくに主要シ

ョッピング街の特徴位かで楽しい地域からは、完全に 、あるいは部分的

に向泣かドを 持制徐することができる。このとき、 the Mar ket Pl ace は、そ

れに絞< Cat er  Gat e， Ki rl  Gat e， St. Mar k' s  Lane および St odman

St reet の各街路を結ぶ歩行者道路網の焦点として、とくに 強調される 。

また中心核部分と the Cast l e をCast l e Gat e を横切って結ぶことも計画

されている。こうすることによって、計画にある河岸沿いの波士車場 ( T own

W hart ) とthe Cast l e を結ぶ新しい歩行者道を活用して、川に而した部

分のレクリ エーション地としての潜在価jfl(( を活かすことができる 。 既存

のすべての歩行者道は残され、その重要性は歩行者道の全体システムの

なかでより大きなものとなる。

道路と歩行者道の主要l J ;lWI J の笑胞は、つぎの優先順序にしたがって段階

(1サに行われる。

1  ) タウンセンターからの通過交通の段| 桁的排除

2  ) 高い1 ' i の景観をもっ地域からの川地交通のひき 向性し

3  ) 適切な駐車地設の設置

4  ) 主要ショッピング街とその周辺地域における自動 lji 走行の禁止と、

可能な所においては袈而アクセス ・サービス道路の設置

5  ) 新しい歩行者道の建設( これは上述の 4 つの計画と同時に行える)

お わ り に

今までに示したのは、あくまです|・阿災であって実際に実現されたもので

はない。ところが、今までの経験は私達に、計画家の作成 自体よりも、

その実地過程により大きな問題のあることを教えてくれている。ニュー

アークのこの計画案に対しても、きわめて| 以られたものであるが、住民

がすでに関与した部分がある。それはおおむね良好なものであったよう

だが、日十闘の完全実胞は予断を，￬ｾーさない。故後にその計画と住民との ｼ 剥

与の経過を簡単に記す。

批f J J のタウンセンタ一計画図案が作成され、ニューアーク市議会に提出

されたのとほぼ同時に、 ｾｉｊ に 二つの ‘ ｊ ＾［ｾ が開始された。これはニューア

ークの旧市街地の独特の 'i'i に対する汗fiHi と興味が沸き起ったことの証左

ともいえるべきものである。すなわち、ニューアーク市議会は、 the Mar ket  

ｐ ｬ ｡｣･ の ｻ ｬｾ んだ数万をはがして倣き直すという紫 ｈ ， Ｇ ｪＭしい決定を行ったの

である。アスフアルト官 Ｑ Ｑ￬ ｾ主というｪＱｦｬ Ｇｩ Ｚ Ｚ ［ の ｽｊ 法を採らずに、このｾＧＨ用のか

かる、しかも時間のかかる事業を選んだことは、 the Mar ket  P lace に

その全体の質の本質的な告書紫である魅力ある I米l而のテクスチャーが伐さ

れることを意味する 。

また同じ年に、ニューアーク市民トラスト ( Newar k Ci vi c  Tr ust) と

ot t i ngham 大学が協力して、ニューアークの道路改善事業を学生の

「笑 ｊ 也」教育として行った。この改 Ｇｻｙｦ Ｂ ｾ ｊ ｾ ) 主には二重の効果があった。第

ーには 、the Mar ket  Squar e とその周辺地域の景観が目立って良くな

ったこと。第二には、一般L U. c のl I i J に他物に対する関心がl喚起されたこ.

とである。これらは広i境を改善しようとする積極的な試みであり、 j汚の

表や広特や全体的構成のデザ イ ンにより多くの関心 を払わせることにな

った。
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株式会社入江三宅設計事務所

代表取締役

.....，.. 

毛

三厄

日

東京都港区芝西久保桜川町 2 8  (第10森ビル) 電話 03 ( 501)  0286聞

大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 4  8  - 3 電話 06 (201 )  5 3 0 5  

@  株式会社栄和設計事務所

取締役社長 小 泉 善 重

本 社 大 阪 市 福 島 区 堂 島 浜 通 4 丁目 14 T  E  L 大阪 (452) 1651 - 3  

環境事業計画研究所(」図地域計画附)

Insti tute of Envi ronment al  Pr ogr ammi ng and Pl anni ng 

代表取縄役 吉 村 元 男

大 阪 研 究 所/ 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町2- 16 恵 口 ビ ル 4 F 06- 942- 4  5  7  7  

京 都 研 究 所 / 京 都 市 中 京 区 蛸 薬 師 堺 町 上 ル み よ い ビ ル 2 F075- 221- 1017 

大阪研究所所長: 東集成 京術研究所所長: 村 田 邦 雄

大山雄三 ・青木保次郎 ・芝原幸夫・古田恭一 ・葦 j畢拓実 ・服 部 保

公 コータケ建築設計事務所

所 長 高 武 主 計

大阪市西区江戸堀 5 - 1 5 5 ( 新山越ビル) T  E  L  06(448)0178 ・2408

去を小林得志建築事務所

代表取締役
林 得

土

日

山

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 2 0  藤田 ビル 内 電話 (341) 5  6  5  8  (代)

隷 河 内 義 就 設 計 事 務 所

代表取締役 河 内 義 就

広 島 市 上 轍 町 2 番 3 7 号 電 話 (0822) 28ー 2 2  7  1  
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園
額桜井建築設備研究所大阪事務所

常務取締役所長
福 田 を岡

大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 - 50(第 2 富士ビル) 電話06 (443)7891(代)

本社 ・東京都千代田区麹町 4 - 2 - 7 (大森ビル) 電話03 (265)7826(代)

東 京 事 務 所 ・東 北 支 所 ・名 古 屋 事 務 所 ・岐 阜 支 所 ・北 陸 支 所

北 海 道 事 務 所 ・神 奈 川 事 務 所 ・中 国 事 務 所 ・九 州 事 務 所

r  株式会社

株式会社

篠田川口建築事務所

協 同 設 備 事 務 所

代表取締役社長 川 口 喜 代 枝

名 古 屋 市 東 区 富 士 塚 町 3 - 2  

T  E  L  962- 7  5  8  1  ( 代)

T  E  L  971- 2  2  5  5  ( 代)

株式会社清水和禰設計事務所

代表取締役

清 水 和 禰

大 阪 市 北 区 万 オ 町 4 3  ( 浪速ビ l レ) 電 話 大 阪 (312)4616 ・7278(代)

@  株式会社 Bjg 示日
三H三又月d

日十

代表取締役社長
岡 本 行 善

設 計 ・監 理

代表取締役専務 中本 日住 夫

大阪事務所 大阪市西区西長堀北通1-8 四ッ橋ビル T E L 代表 532- 3421 

神戸事務所 神戸市立合区八幡通 5 - 6 久徳 ビル T  E  L078- 251 - 0651 

e

 

株式会社新日本設備計画

代表取締役 長 谷 川 幸 雄

本 社 大 阪 市 北 区 金 屋 町 2 - 31 (佐川ビル) 電話 353- 4061附

九州事務所 福岡市博多区博多駅町 4丁目 38- 26(柏村ピル) 電話 43一7823附

C  

株式盆祉大盲目! . . J 山ヨヨコド:

一 級 建 築 士 事 務 所

代 表 取 締 役 渡 辺 正 雄

本 社 大 阪 市 北 区 南 扇 町 5 番 の 1 ( 新扇町 ピ ノレ)

電 話 大 阪 06- 313ー 2 9  2  1  ( 代表)

支 社 名 古 屋

支 l苫 大阪 ・梅田 ・東 ・南・ 京都 ・神戸 ・大 津 ・沖縄

123  



高木建築デザインスタジオ

所 長 高 木 茂 雄

大阪市南区心斉橋筋一丁目 ーの二 心ー ビ ル 電 話 大 阪 (06)252 ・8355

356 

i  

田 中 主 主 幸 笠E 言王 三五欠一昨

株式会社 棒 当 事 事 末 現 附
小 西 矢 云 芳 乏 守 才 少 刀 仁 川

取締役社長 小 西 岬

本 社 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0 電話( 印) 4051大代表

東京事務所東京都千代田区神田鍛冶町3ノ3( 大木ピル内) 電話( 邸) 9301代表

名古屋事務所 名古屋市中区丸の内l の8番39号( 三信ピル内) 電話 (211) 4  0  3  5  

大 津 事 務 所 大 津 市 梅 林1丁目4番15号( 滋賀県教育会館内) 電話 (22) 5373- 4 醤

1  

株 式 会 社 大
建

=.n... 

員又 言十

取 締 役 社 長

取 締 役 副 社 長

取 締 役 副 社 長

夫

郎

郎

太

五

慶

徳

大

橋

嶋

原

高

西

千

本 社 大 | 仮 di 白 区 京 田f J-A1 2 丁 目 7 5 番 I也 大 阪 ( 441 ) 9351聞

大 阪 本 社 大 阪 市 1/4 反応、田T .l}.i! 2 丁 目 7 5 番 地 大 阪 ( 441 )  9351(i-l:) 

*  J;{ 本 社 東 京 町1¥; 住 民 新 橋 1 T  Fl 10帯 7 サ( 大 和 銀 行 新 編 ビ ル ) 東 京 ( 572) 4595(ω

名内民 '1吋指戸;Ir ｲ ，で ｩ ＦｬＮ， ｩｩＧｬ Ｇｬ 孟栄 Ｔ 丁目 Ｖ 得 ＱＵ ｾ ナ名古屋日産生命館ビ ｊ レ 名 古 屋 ( 261 ) 8531附

! L  ，)+1  Ｇｉｾ 務所北ｬｌ州市小介区魚町 Ｔ 丁目 Ｓ 番 Ｘ 号Ｈ九源 ビル Ｉ 小倉 Ｈ ＵＲ Ｉ 4285間

分 室 福 岡 ・ 水 島

株式会社竹内建築事務所

代表取締役

代表取締役

内 藤

林

真

茂

大 阪 市 南 区 長 堀 横 筋 2 丁目 35の 1 ( 日亜ビル) 電話 (211) 27侃 - 8 番

ム
株式会社地域計画・建築研究所

代 表 取 締 役 所 長

大 阪 事 務 所 長

京 都 事 務 所 長

東 京 事 務 所 長

司

喜

稔

裕

泰

貞

通

輪

乗

田

野

ニ

糸

霜

河

本社 主 Ｚ ｊｾ 務 所京都市左京区下鴨上川原町 ｔ 6  9  植 物 聞 fttf事前 T E  L  ( 075)  711- 2161間

大 阪 本 務 所 盟 中 市 新 千 里 m : aT ! 丁目 2番 I 号 干 車 中 央 セ ン タ ー ピ ル 内 T  E  L  (068)  32- 5765- 6  

東 京 務 務 所 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 明 母 国T 1  4 番 地 博 友 ピ ル T E  L  ( 03)  591 - 0682 

株式会社翼建築設計事務所

代表取締役

白

日ヨ
中 繁

本社 ・大阪事務所大阪市西区靭 1 - 130 ( 布亀ビル) T  E  L06- 441- 2288 大代

京都事務所 京都市下京区五条通室町東入大黒町196 ( 木村ビル) T  E  L075-361-8622 

351-4366 
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東西建築サービス株式会社

取締役社長 布 袋 園 雄

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 4 8 ⑮ 541 電話 06 ( 202)  3  6  2  6  

事務所所在地 東 京 ・ 名 古 屋

株式会社東畑建築事務所

代表取締役 東 畑 謙

実 阪 事 務 葉 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9 電 話 大 阪 (06)202- 0391

東 京 事 務 所 東京都千代田区永田町2( 永田町ヒ・ル) 電話 東京 ( 03) 581- 1251

名古屋事務所 名古屋市中村区堀内町2( 堀内ピル) 電話名古屋 (052)571- 8471 

北 九 州 支 所

株式会社 中原茂建築事務所

代 表耳対帝役 中 原 茂

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 丁目 9 0 番地( 岡崎橋ビル) 電 話 (445) 0  0  3  9  

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所

所 長 井 上 ・正

名古屋市中村区怖削 寸 8(国鉄会館ビル) ⑤ 453 電話j初出佐伯)

株式会社内藤建築事務所

代表取締役社長
内 藤 資

申

d じ、

本 社 京 都 市 左 京 区 田 中 大 堰 町 1 8  9 番地 電 話 075 (781 )  6195代

事務所 ・出 張所 青 森 ・仙 台 ・東 京 ・松 本 ・ 静 岡 ・ 名 古 屋 ・京都

滋 賀 ・ 奈 良 ・ 大 阪 ・ 四 国 ・福 岡 ・大 分

株 式 会 社 日

取締f支社長

建

呈n

5 叉

塚 本 猛 次

言十

大 阪 市 東 区 償 堀 2 丁目 3 8 番 地 電 話 2 0 3 - 2 3 6 1 ( 大代表)
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株式会社根津建築事務所

郎根 津' 耕代表取締役

大阪市北区悔ヶ牧IIIT81(大阪弁護士ビル ) 屯 話 (06)364- 8301(代表)本 社

社

. &  

ｾ＠

治 郎

昌 次

式株園

ｾｈ ュ
11: 司

曲

豆花

米回

目

山

山

代表取締役

6  ( 代)

8  ( 代)

5  ( 代)

a
u
τ

唱

i

η

J

n

L

n

6

F

D

 

代表取締役

京都市下京区大宮通五条下る T E L 0 7 5 - 341- 2  

字 治 市 木 幡 南 山 畑 1 4  T  E  L0774- 32- 1  

滋賀県栗太郡栗東町字手原170 T  E  L  07755- 2- 3  

阪神造園建設業協同組合
⑨ 

作

h

H

w

n

H

司

リ

白

川
F

白

μ

R

H

次

太

源

亮

員

村

藤

合

木

加

組

理 事 長

専務理事

大阪市北区神山町27の 2 造園会館内電話大阪 ( 312) 4553代 表事 務 所

彦谷建築設計事務所
株式会社

手目

/ _ '、

合彦代表取締役

大 阪 市東区高麗橋 2 - 3  9  ( 柳湖堂ビル) 電話 231- 2 8 10 ・76 34

福永建築設計事務所
株式会社

薫刀く福

福

代 表取締役

健刀く
専務取締役

(06)  251 - 3102 ・5189電話1  ノ 6大 阪 市 南 区 111長鹿町. i J 1i 4  

宮 後 建 築 事 務 所株式会社

m 

健

大阪市天王寺区上汐町 6 - 3  5  電話 772 - 0 1 6 5 (代表)

大 阪 椎 寺 町 ・大 阪 本 町

後{
呂

代表取締役

社

室

本

分
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村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

村

森

野 藤

申

五

口

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8 電 話 (624) 0  9  2  6 代表

研 究 所 大 阪 市 南 区心斎橋筋 1 - 4  3 電 話 (253) 0  8  7  5 代表

東京事務所東京都中央区日本橋茅場町 2 - 3 電 話 (661) 7  1  5  8  

r  

ｾ＠
ｾＭｬＮＮｌＢＢニ｢ＮＮｨヂず二円ニユＮｲ｟ τ 主・ Ｑ し→ ｲ

株式会社安汗建染設計事務所

代表取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 7 番 地 電 話06(943)1371 ( 大代)

大 阪 事 務 所 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 7 番 地 電話06(943)1371 ( 大代)

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1 丁目 3 番 地 電 話03 (261)  5101 ( 代)

名古屋事務所 名 古 屋 市 中 区 錦 3 丁目 2 4 番( 日本生命ビル) 電話052(961) 1861 ( 代)

神 戸 事 務 所 神戸市牛 IA[){ =: 常町2丁目 18番地 (阪神相互ビル) 電話078 (321)1533(代 )

九州事務所福岡市波辺j J f j 3 了間 6 得地 (福岡フコク生命館) 電話092 (75) 3  5  6  8  

ω  株式会社 U. A. 建 築 事 務 所

代表取締役

専務取締役

上 田 良 治

浅 井 潤

大 阪 市 東 区 谷 町 5 - 3  0  ( 新野村ビル) 電話 768ー 2 9 4 1 - 2

株 式 会 社 洋 建 築 事 務 所

代表取締役 設 楽 貞

大 阪 市 北 区 松 ケ 枝 町 8 8  ( 大徳ビル) 電話 358- 6  3  7  2  ( 代)

株式会社吉田建築事務所

取締役会長
士

口

取締役社長
佐

田 信 武

治 誠 次

大阪市西区北堀江上通 3 - 22( 久竹ビル) 電 話 (538) 2991 代表

渡辺 建 築 事 務 所

渡辺 道 輝

〒541 大 阪 市 東 区 今 橋 2丁目 2 1番 地( 藤 浪 ビ ル) 電 話 06 (231 )  1  6  9  6番制

〒102 東 京 都 千 代 田 区 二 番 町 11- 10(盤町山主マンション ) 電 話 03(262) 4567番
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正賀

1 9 7 3  

建 設 業 者 有 志

、=ル

員又木 建

青 木 益 次

吉 田 卯 之 松

車

問

取締役社長

常務取締役

大阪支庖長

株式会社.

事理担

T E  L  06 (458)  5851 

T E L  03 (407) 8511 

T E  L  06 (458)  5851 

E

D

q

a

p

D

 

の

一

の

n

，. 

-

E

A

'

E

A

-

-

A

 

南

一

南

町

2

町

淀

谷

淀

大

渋

大

区

区

区

淀

谷

淀

大

渋

大

市

都

市

阪

京

阪

大

東

大

本 社

東京本社

大阪支庖

組沼?蚤

式

社

株

会

⑬ 
取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

本 社

本 庖 ・大阪市天王寺区東高津町 8 番地の l 電 話 代 表 ( 762) 0  2  5  1  

支 庖 ・東京 ・名古屋・札幌 ・仙 台 ・福岡・広島

営業所・秋田 ・岩手・水戸 ・千葉・立川 ・積浜 ・新潟 ・北陸 ・静岡・岐阜 ・長野

三重・奈良 ・京都・郡山・和歌山・神戸 ・岡山・高松 ・徳島 ・高知・熊本

所務工新

式

社

株

会

Q)  
昭

電 話 代 表 大 阪 (313) 1331 番

電 話 代 表 東 京 (291) 3741 番

電 話 名 古 屋 (262) 1725 番

電話 神 戸 (87)  6119 番

アタラシ

取締役社長 新

本 庖 ・ 大 阪 市 北 区 曽 恨 崎 中 一 丁 目 四 三

支 庖・東京都千代田区後楽町二丁目 一番十四号

営業所 ・名古屋市中区大須四丁目 一番七一号( 時計ビル)

神 戸 市 灘 区 倉 石 通 一 丁 目 二

屋
力、

りめあ
株式会社。。

良日太慶里子前取締 役 社 長

電 話 代 表 ( 444) 1501番干 530 大 阪 市 北 区 常 安町 1 7 番 地杜本

安藤建設株式会社大阪支応

村 田 隆

大阪市福島区上福島北通 1 - 17 - 1  電話 代表 453 - 2190 

本 社 ・ 東 京都 中共 区 八 重 州 四 丁目 七番地 電 話 大代表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州 | ・ 広 島

営業所 ・千葉・繍浜・水戸・盛岡・新潟 ・神戸 ・沼 津・札幌・宇都宮・ 北九州 ・熊本

。シ
次

取締役大阪支庖長
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4惨

株 式

会 社 井 上 組

取締役社長 井 上 福 蔵

本 社 大 阪 市 都 島 区 制 鳥 町 6 番 2 5 号 大阪 (351) 0530 (352) 4031- 4  

出 張 所 神 戸 市 生 田 区 加 納 町 三 丁 目 二 番 地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  

F  
ｴｦｾ 、

、家J

そき 式 A  

支 社 7  

取締役社長

西
事
時西

組

A 、
7  

雄

本 社 大 阪 市 天 王寺 区 上 本 町 七 丁 目 二 番 地 ノ ー 電 話06(772) 1  2  5  1  

支 居 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 一 番 地 電 話03( 354) 0581- 5

営 業 所 神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 四 丁 目 四 番 地 ノ ー 電 話078(331) 606 0  

t奇玉県所沢市大字中富字北見元秋津分990番 地 電 話0429(22) 0180 

@  

株 式

会 社 大 林 組

取締役社長 大 林 芳 良日

東京本社 ・東京都千代田区神田司町2丁目 3の l 電 話 大 代 表 (292) 1111番

本 庖 ・ 大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 7 5 番地 電話 大代表 (941) 0861番

支 庖・札幌・仙台・横浜・名古屋・神 戸 ・岡山・ 広島 ・高松・福岡

@  株式会社

奥 キサ 家E

社 長 奥 村 俊 夫

大阪市阿倍野区松崎町 1 の 2 の 3 電 話 大 阪 (621) 1  1  0  1  ( 大代表)

支 l苫 札帆 ・仙台 ・東京 ・名古屋 ・大阪 ・広島 ・高松 ・北九州 ・福岡

鹿 島 建 設 株 式

之》

ｾ＠ 社

取 締 役 社 長

常務取締役大阪支庖長

渥 美 健 夫

橋 本 正

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2  - 7 電話 03 (404)3311(大代 )

大阪支庖 大阪市東区瓦町 5 - 7  1  (瓦町ヒール ) 電話 06 (203)3381(大代)

⑮ 株式舎社柄谷エ務右

取締役社長 柄 谷 吉 太 郎

本 社 尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 番 地 電 話 大 阪 06(411) 1  4  5  1  ( 代 )

営 業 所 大 阪 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 高 砂 ・ 豊 田
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令 雲 を 神 崎 組 大 阪 支 庖

取締役支町長
本 田 稔、

大 阪 市 北 区 曽 恨 崎 新 地 1 丁目 2 1  電 話 (341) 7  3  7  1  ( 代表)

本 底 ・ 姫 路 市 北 条 口 8 6 ー 3 電 話 姫 路 (23) 2021(代表)

①

 

株 式 会 社 近 畿 建 設

t  

@  

代表取締役 )  11 崎 敬

本 社 大 阪 市 西 区 靭 本 町 4 の 1 0 3 電話大阪06 ( 532) 0081( 代)

滋賀支社 滋賀県栗太郡栗東町岡 1 9 3 の 1 電 話 07755 ( 2)  1361- 2  

実長 谷 組

専務取締役支庖長
泉 治 良E 一

大阪支庖大阪市者[1品区) '，- 町 2 丁目 1 0 番 5号 電 話 (352) 1151番( 大代表)

本 社 東 京 都 新 宿 区 筑 土 八 幡 町 二 二 番 地 電 話 (260) 2111番( 太代表)

支 山 札幌・仙台 ・北関東・東京土木 ・東京建築 ・横浜 ・名古屋・広島 ・四国 ・福岡 ・福井 ・那覇

⑥ 

株式会社

坂 井 組

取締役社長
坂 井 正 夫

本 社 大阪市北区太融寺 町五 六番 地 電 話 代 表 (311) 9  3  3  1  

営 業 所 尽 者日 市

出 張 所 東 大 阪 市 ・ 和 歌 山 市 ・ 堺 市

小 林 住 宅 産 業 株 式 会 社

社長 一級建築士 小 林 三 甫 朗

本 社 / 大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺 町 5 - 18 f i  (06) 251- 8371 

支居/ 東京支唐古 ( 03)  563 -3061 名古屋支庖f i (052)931-7571 

京都支庖f i (075)351- 3206 神 戸 支 居合 (078)231- 6023

取締役社長

鴻 池

藤

組ｾＸ＠ 株 式 会 社

本 庖 大 阪 市 東 区 北 久 宝 寺 町 4 - 2  7 電 話 代 表 (252) 3  1  0  0  

支 庖 東京・名古屋・広島 ・福岡 ・鹿児島 ・松江 ・仙台 ・1白紙 ・償 浜・札眺・神戸・京都

130 



. " 
甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社

代表取締役 原 精

大 阪 市 東 淀 川 区 十 三 西 之 町 4 丁 目 3 番 地 電 話 (06)302 ー 1551代 表

東 京 都 千 代 田 区 神 田 須 田 町1- 18( 共同ビノレ ) 電 話 (03)253 - 4455代 表

尼 崎 市 東 富 松 字 道 水 7 6 6 の 1 番 地 電 話 (06)427- 9631代 表

神 戸 市 葺 合 区 八幡 通 5T 目6番 地 ( 松井 ビ ル ) 電 話 (078)22 - 6293代 表

堺 市 宿 屋 町 東 3 丁 1 番 1 9 号 電 話( 0722)2- 5  4  2  3  

， 

画
佐 藤 工 業 株 式 会 社

取締役社長 佐 藤 欣 治 ・常務取締役大阪支! 苫長 山 本 良 勝

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 日 本 締 本 町 4 - 8 電 話 東 京 (662) 2331 (大代 )

大 阪 支 庖 ・ 大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大 阪 (203) 7221 ( 代表)

支 庖 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 富 山 ・ 札 幌 ・ 福 岡 ・ 仙 台 ・ 広 島

争

-国...... ・-

--
ー一. . . . . . A 和 建 設 株 式 会 社

代表取締役
J々

'
々
』 下 文 武

本 社 〒532 大 阪 市 東 淀 川 区加 島 町 4 3  1  T  E  L  (301)6636代

東 京 支 庖 干105 東京都港区西新橋 2丁目 19番 1号 T E L 東京 (436)1271代

京都営業所 干615 京 都 市 右 京 区 西 大 路 五 条 上.ル T E L 京都 (311)8897

東 京 工 場 干332 )11 口 市 仁 志 町 1 - 2  4  1  T E L 川口 (52) 4100 

高槻工作所 〒569 高 槻 市 芝 生 町 5 の 2 T E L 高槻 (74) 0381 

⑧ 
島藤建設工業雲霊大阪支唐

常 任 顧 問

西 田 康

、t .

関西! 駐在

t口

支 庖 長 +辱
田 光 男

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 8 丁目 5 番34号 電 話 東 京 (403) 1  5  l  

支 庖 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 1番地の 2 電 話 大 阪 (372) 6  0  0  1代 表

清 水 建 設 株 式

ｾ＠
社Z ヨミ

社 長 野 地 紀

本 社 東 京 都 中 央 区 宝 町 二 ノ

支 庖 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 仙 台 ・ 札 眼

‘惨
位決建設株式令必

常務取締役大阪支庖長

、

E

E

-

-

E

J

 

F

〆 山 ffi 

大阪支庖 大阪市東区北浜 5丁目 2 2 番地( 新住友ビル2号館) 電話 (202) 代表7421番

本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 13 番 地 電 話 (353) 代表5111番
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組

古 -

I司銭

式

社

株

会。
之

大阪市西区阿波座上通 3 丁目 2 番 地 電 話 大 阪 (531) 6431番( 大代表)

札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

青 森 ・秋田・盛岡・ 前 僑 ・ 新 潟 ・千 葉 ・横浜・ 静 岡 ・i章・京都

神 戸 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・ 松 山・松 江' 北 九 州 ・ 熊 本 ・ 長 崎 ・大 分

輝
古

同銭取締役社長

本 庖

支 庖

営業所

ー‘

社

之〉、

コ三、式ホ朱

壬壬尺」

員又建幸大
@  

平

大 阪 市 西 区 西 長 堀北 通一 丁 目 五 番地 電 話 06( 538) 0881代

大 阪 市 東 区 今 橋 五 丁 目 二 番 地 従 話 06( 203 ) 0373代

東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 二 丁 目 十 番 七 号 電 話 03( 407) 7426代

名 古 屋 市 中 村 区 若 狭 町 一 ノ 二 五 電 話052( 581 ) 7376代

松 江 市 和 多 見 町 一 七 五 電 話0852( 21) 3747代

富山 ・岐 阜 ・滋賀 ・兵 庫 ・岡山・ 広島 ・愛媛・ 福 岡・徳 島 ・静岡

幸?尺大取締役社長

本 社

本 社 分 室

東 京 営 業 所

名 古 屋 営 業 所

松 江 営 業 所

出ｾ ii 斤

子士会式株
手ｾ
闘え建末大。

取締役社長 山 本 末 男

大 阪 市 南 区 大 和 田T 1  ' I l 干地屯ぷ ( 213) 大 代 o 5  5  5  

大 阪 府 市 河 内 ms 尖 原 田T 'i'¥' 生 8 1  0  - 1  氾，l，r; ( 0723)  61 - 5 8 8 1  

東 京 都 千 代 l日 区 神 1J3 駿 河 内 2 の 9 ｾ正， Ｑ ， ￇ ( 294) 大 代 4 3 1 1  

名 古 屋 市 '-1'[ え針a 丁 目 2帯 11サ ( 新 凹 ピ ル ) '.:ltll 吊 ( 211 )  代 5  4  2  1  

広 島 市 山 士 凡 田f 11 番 4 号( [ 1¥1ピ ル ) 屯 訓 4  4 ー 0 2 1 0  

縞! 日1市 中 央 区 天 神 3 丁目 3 番11号( 新梅肘ビル) γ1I Irl i  7  6 ー 5 3 3 1  

那 新 市 松 山 1丁 目 13得 I也の 7( 八 足 掛|ピ ル ) "; Tl. r!i !I 6  8 ー o 4  7  0  

仙 台 市 岡 分 間T 3 丁 目 4 得 20号( 浦和 ピ ル ) Ｇￎ Ａｌ， Ｑ ，ｾ＠ ( 0222)  61 - 2411 (代 )

千葉 ー術浜 ・ぷ川・ 京都 滋れ ・神戸 ・殺良 ・利秋山・ |崎山・鹿児 i; ゐ

アド 十上

主止 h畦 持[1

東 京 :支 J，l i

名古屋支が;

a : 仏文 1; 'f

九 州 支 が;

;中 A唱え: 1j lf  

f山 内 支 叩 ;

営! . f Z ij丹

社成 建 設 株 式 会

程 締 官 南 幸 治

;出;日:;1:務若州l取収陥M品前締‘百 附E

2i誤f 芝 氷 室 紳 三 郎

東京都中央区銀座 2丁目 5 番 11号 T E L 東京 (567)1511大代 表

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7 番 地 T E L大阪 (262)1131大代表

東京 ・ 名古屋・横浜 ・ 福岡・高松 ・ 新 ｩｾ ， ｊ . 仙 台 ・札帆

大

本 社

大阪支庖

支 庖

• 
大 日 本 土 木 結 大 阪 支 応

関 西 駐 夜 常 務 取 締 役 山 田 豊

高 木 政 夫
常 務 取 締 役 支 庖 長

東 京 本 社

本 1苫

支 1苫

営 業 所

庄手多工中Tケ
株 式

会 社

パh

q フ

中 錬

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表)

札 l悦 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・横 浜 ・千 葉 ・静 岡 ・名 古 屋 ・富 山

京 都 ・ 神 戸 ・岡 山 ・ 広 島 ・高 松 ・福 岡 ・北 九 十 ト1. 沖 縄

竹
取締役社長

本 1苫

支! 百

営業所
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鉄 建 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 腐

⑧ 
良日

電話 (358) 0321 ( 代表)

電話東京 (262) 34!l ( 代表)

越

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地( 天六阪急 的レ)

本社・東京都千代田区三崎町二丁目五番三号

子金
取締役支庖長

東 淀 興 業 株 式 含 祉 大 阪 支 庖

⑪ 
金野祐吉

電 話 東 京 ( 212) 3 2 6 1

電 話 大 阪 (343) 0  4  5  1  

役

長

締取

庖

務常

支

東京都千代田区丸の内 3- 4- 2 日石ピル

大阪市北区梅田町 2 7 サンケイ ビル

東 京 ・名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌

小松英二

大 阪 駐 在

専務取締役

本 社

大阪支庖

支 庖

東 洋 基 礎 工 業 株 式 会 社

¥ノ
繁村

井

杉

石

取締役社長

ー+←

音巴

電話 03 (444)2141 

電話 06 (441)6678 

取締役所長

東京都渋谷区広尾五丁目 4-12(大成鋼機ビル )

大阪市西区京町堀 1 丁目 1 5  6  ( 中谷ピル)

本 社

大阪営業所

田 建 設 さ ま 大 阪 支 底

加 納 秀 雄

大 阪 市 東 区 本 町 3 丁目 27の 1 ( センパ・セントラルビル)

電 話 ( 252) 6311 ( 大代表)

本 社 ・東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 3 番 地

支 庖 名古屋 ・札幌・仙 台 ・関東 ・横浜 ・広島 ・福岡

戸

@

 

常務取締役支庖長

飛島建設株式奮粍大阪支J苫

I T、
てフ

準脇木常務取締役支庖長

大阪 (942) 2 4 8 1 (代表)電話8 番 地丁 目 2

東 京 都 千 代 田

大 阪 市 東 区 島 町 2

社本 九 段 南 2 丁 目 3 番 2 8 号

電 話 東 京 (263) 3  1  5  1  ( 大代表)

区

=J "L， 

員又建松西
明日をささえる

@  

番 地1  大 阪 市 東 区

2務E締芸 鈴 木 製 吉

東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 1

4  目丁2  釣 鐘 町大 阪 建 築 支 庖

番 地
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生 不 動 産 株 式 会 社日

@砂
児健野星代表取締役社長

( 262)  2  8  4  1 肘)T E L  大 阪 市 東 区 本 町 四 丁 目 一 番 地

l 込

Z 三式株東
輸

ネ土

03 (265) ( 大代表) 4281番

06 (351) 代 0 6 2 3 番

夫

郎

郎

設

取締役会長 長 久 保 俊

取締役社長 疋王 才畢 プミ

取締役支庖長 本 津 平 八

102 東京都千代田 区平河町 1丁目 4 番 地 9 電話東京

530 大阪市北区末広町12番地( 新末広ビ J レ) 電話大阪

建日

本社

支庖

社

芝〉

Z 五ミ式株設建本日

③ • 

〒541

国

政

T E L  (261 ) 7 5 9 1 - 6  

島 ・仙 台 ・札幌・ 四

重田生

大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  

東 京 ・名 古 屋 ・福

長社

社

庖

本

支 岡 ・広

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

iL' 

電話但02) 代表 4 7 9 1  

電話但41) 代表 4 1 7 1  

義

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 二 丁 目 九 番 地

東京都千代田区大手町二丁目一番一号

本岩取締役社長

本 社

東京支庖

庖支阪大組

回

目

吋

z

r

E

 

株 式

会 社@  

男

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁目 20 番 1 号 電話 (201 )2  7  5  1  ( 大代表)

自 ・東 京 都 港 区 北 青 山 2 丁目 5 番 8 号 電 話 (405) 1111番( 大代表)

府 ・東京 ・大阪 ・名古屋 ・福岡 ・仙台 ・北陸 ・札帆 ・広島 ・高松・海外工事局

貨百音E神

常務取締役

支 庖 長

本

支

社

b ， 

:o; 式株組
E-------

-----E

・

E

・-a'

谷長

⑪ 
為

阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 一 三 O

話 (771) ( 代表) 4  1  4  8 ・4 1  4  9 ・4 1 4 0  

阪 市 生 野 区 巽 四 条 町 1 0 3 の 2

話 ( 791) 2  7  4  4 番

l

 

i

 

-
-

J

 

/_、

' 口一長取締役社長

大

電

大

電

社本

工 作 場
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@  
阪 神 土 木 工 業 株 式 会 社

1'It 骨舌 ( 341) 5445仔。

司E住吉078( 851) 5362

1'It 晋舌0798( 41 ) 4908

電 話 ( 412) 1  8 6 6  

司E胃舌0734( 36) 0231

哩E箆苦0862( 24) 6689

電 話0859( 33) 9143

正

干 530 大 阪 市 北 区 梅 回 町 9 3 番 地

干 658 神 戸 市 東 灘 区 御 影 本 町 2 - 18 - 1  

干 662 西 宮 市 甲 子 園 高 汐 町 2 - 29 

〒 660 尼 附 市 昭 和 南 通3- 26 尼 崎 松 本 ピ ル 内

〒 640 辛口 E欽 山 市 3  番 T

〒 700 岡 山 市 鹿 田 町 1 丁 目 4 番 9 号

干 683 米 子 市 富 士 見 町 2 丁 目 96 岡 田 ピ ル 内

京 都 ・ 寝 屋 川

原藤取締役社長

本 社

神 戸 支 J苫

西 宮 営 業 所

尼 崎 営 業 所

和 歌 山 営 業 所

岡 山 苦言説E 戸斤

山 陰 営 業 所

出 張 所

飛 騨 建 設 株 式 会 社
@  

泰{.尽清代 表 取 締 役

3 6 3 - 1 7 4 1 代 表

フジ少工業

屯 話 ( 06 )  大 阪 市 北 区 高 田 町 3 8 番 地

未来をひら

キ土本

告惨

15 

広 島

ン パ 勺

文 之 介

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 3 8 番 地 電 話 ( 345 ) 代 表 7 6 7 1  

本 社 ・ 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  

支 庖 ・ 東 京 ・ 札 幌 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪

九 州 、 | ・ 仙 台 ・ 1) ? ・ カ ラ カ

賀古常 務 取 締 役 大 阪 支 店 長

ロ

株 式 会 社

サス

九

又

=

=

固

山

建
-
-

不

② 
吾

大阪市西区阿波座上過 4 丁目 8 <<!!> 550 電話大阪 (06) 541 - 5534代表・ 9301代表

東京都新宿区西新宿 4 丁目 5 番 2 号<<! ! > 160 電話東京 (03) 377- 5  1  7  1 代 表

名古屋市中区千代田 4 丁目1 I 番17号<<! ! > 460 電話名古屋 (052) 321 - 8  4  8  1 代表

大 垣 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 広 畑 ・ 博 多 ・ 大 分

口取 締f支社長

社

庖

本

支

出張所

社

芝〉

A  式株設建動不

④ 
勝

大 阪 市 東 区 平 野 町 5 丁 目 3 0 番 地 電 話 大 阪 ( 201 ) 1121 

東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁 目 2 番 1 6 号 電 話 東 京 ( 567 ) 1751 

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 千 葉 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・神 戸 ・広 島 ・九 州 ・ 大 分

岡 山 ・ 福 岡 ・長 崎 ・山 口 ・水 戸 ・ 瓶 路 ・ 高 崎

里子庄取締役社長

大阪本社

東京本社

支 庖

営 業 所

応務工木

藤

藤
式

社

株

会

@  
鍛
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木

本 社

大 阪 本 庖 ・ 大 阪 市 東 区 間 替 町 一 丁 目 一 三 ・ 電 話 大 阪 06( 942) 1461 (代 )

支 底 ・ 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地 ・ 電 話 東 京 03( 357) 1611 (代 )

倉 敷 市 鶴 形 一 丁 目 十 ノ 三 二 ・電 話 倉 敷0864( 22) 3330 (代)

高 松 市 丸 ノ 内 十 一 番 地 ノ 十 三 電 話 高 松0878( 51) 7272( 代 )

京 都 市 右 京 区 西 院 寿 町 1 3 ・ 電 話 京 都 075( 311 ) 4131 ( 代)

出 張 所 ・ 名 古 屋 ・ 津 ・ 静 岡 ・ 岡 山 ・ 新 居 浜 ・ 徳 島 ・ 福 岡 ・ 熊 本

取 締 役 社 長



• 
③ 

。

⑥ 

@  

@  
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真柄建設株式会社大阪支応

取 締 役

支 庖 長
佐 々 木 孝 治

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京 町 堀 3丁目 12番 地 電 話 大 阪 (06) 443- 0641(代表)

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 麹 町5丁目 1番 地 電 話 東 京 (03) 263- 1211(代表)

支庖 ・営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・富山・福井 ・京 都 ・大 津 ・神 戸 ・新 潟

前田建設工業株式会社大阪安定

常務取締役支百長 島 田 光 富

支 庖 大 阪 市 東 区 石 町 2 丁 目 7 番 地 電 話 大 阪 (942) 1301 ( 代表)

本 社 東 京 郎 千 代 田 区 富 士 見 2丁目 10番地の26号 電話東京 (265) 5551番( 代表)

株 式 会 社

松 村 組

取締役社長
松 村 雄

本 社 ・ 大 阪 市 北 区 空 心 町 一 丁 目七 O番地 電 話 大 代 表 大 阪 (353)1131 

支 問・東 京 ・名 古 屋 ・札 幌 ・仙 台 ・広 島・福 岡

-園田・・・・

-
-

井 建

常 ｦｾｊｲｸ 締役
支 庖 長

吾n . 株式

邑又会社

竹 内

大 阪 支 庖

慶 久

大 阪 支 庖 った|坂市北区 中之島 3 - 7(三井ビル 2号館) 電話大阪 (443) 代表1321

本 社 東 京 都 中 央 区H本儲室町二 ノー( 三井ピル) 屯ぷ東京 (270)大代表8651

支 庖 東 京 土 木 ・東京建築・札幌・仙台 ・横 浜 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

株式会社 村 上 工 務 庖

取締役社長 村 上 秀

本 社 大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 束 通 り 3 丁目 16番 地の16 T  E  L  (372)2 9  2  4  

営 業 所 東 京 ・ 神 戸

村 本 建 設 株 式 会 社

代表取締役社長 村 本
昼皇

. . D乙
局司

本 社奈良県北葛城郡広陵町安部 5 4 7 電 話 大 和 高 田 (55) 1151(代表)

大阪支庖大阪市天王寺区上本町 9丁目 4 9  電 話 大 阪 (779)1571 (代表)

東京支庖 名古屋支庖 福岡支庖

電 話 東 京 (265)5851(内 電 話 名 古 屋 (241)1511(it) 電 話 福 岡 (74)0119 



⑮ 
望 月 建 設 株 式 会 社

取締役社長 望 月 小 太 郎

本
社 大 阪 市 北 区堂島上 1丁目 18 電話大阪(344) 8  6  5  1  ( 代表 )

ヲh

。 株式会社 森 組

取締役社長 森 幸治

本 社 大 阪 市 東 区 繍 堀 2 丁目 1 4 番 地 電 話 201 - 2761 (代 )

( 支庖) 東京・名古屋・奈良 ( 営業所) 和歌山・尼崎・神戸・岡山

⑮ 
代表取締役社長

本

本 光

組株式会社 森

オ ミZ

1宋
男

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 夕 陽 ケ 丘町三番地の18 電話大阪06(779)1451(代)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島

営 業 所 松 江 ・神戸 ・高松 ・奈良 ・和歌山・ 新潟 ・横浜

① 株 式 会 社 盛 工 務 庖

代表取締役 盛 道 雄

本 社 ・大阪市北区南森町 4 7  ( 成興ビル) 電話 (364)  1581(代)

営業所・神 戸 ・ 福 岡 ・ 西 宮

Q

号

矢 島 建 設 株 式

芝〉

ェ=: 社

取締役社長 矢 島 浩

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 七 丁 目 11 - 3 電 話 東 京 (572) 代1436

大 阪 支 庖 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地 電 話 大 阪 (244)大代1181

? ? す 仁 平 信 也

支 庖 ・ 営 業 所 仙 台 ・ 福 岡 ・ 蒲 郡 ・ 和 歌 山

⑮ 
株式舎社米田工務届

取締役会長
米 国 治 郎 兵 衛

米 田 良 男代表取締役

本 社 干543 大阪市天王寺区逢坂上ノ町 7 T E L  大阪 (06)771-7771代表
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賀 正

1 9 7 3  

建 材 ・ 設 備 ・ 工 事 業 者 有 志

日 本 電 気 硝 子 側 代 理 庖
営業品目

鉛硝子・ガラスプロック ・光り壁

側各務クリスタル製作所代理庖 ゲージグラス ・レンズ ・サンス トY /

株式会社伊勢谷特殊硝子製作所

代表取締役
伊 勢 谷 圭 作

本 社 大 阪市西区靭本町 4 丁目 8 3  電話 大 阪 (541) 9161代

支 唐 名古屋市北区駒止町 1丁目 6 4  電 話 名 古 屋 (912)3962代

(981)5650 

支 庖 東 京 都 港 区 高 輪 1丁 目3番20号 電 話 東 京 (443) 1  3  7  6  

株 式 会 社 井 上 浄 夫 商 唐

取締役社長
井 上 浄 夫

本 社 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 1  0  1 電 話 441- 8531(代 )

支 社 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀 4 - 2  - 2 電 話 551- 6  7  5  6  

井 上 窯 業 株 式 会 社

代表取締役
井 上 秋 次

大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 4 0 番 地 電話 771- 2  8  2  5  (代 )

営 業 所 豊 中 ・奈良 ・寝屋川

株 式 会 社
梅 彦

代表取締役 松 永 彦 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 舟 場 町 20 番 地 電 話 06 (371)  4  0  3  6代

営 業 所 大 阪 市 北 区 道 本 町 4 0 番 地 電 話 06 (312)  6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 字 清 水 2 4 6 番 地 電 話0726 (43)  6  1  4  9代

寝屋川工 場 寝 屋 川 市 河 北 一 番 地 電 話0720 (21 )  4  3  3  8代

文 阪 醤 飾 株 式

取締役社長 時 川 智 造

。
宮

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁目 6 4 番 地 電 話 代 表 06 (441)  0  9  3  1  

営 業 所 東 京 都 豊 島 区 東 池 袋 1丁目 4 5番 地 電 話 代 表 03 (984)  7  7  2  5  

， 



， 

不 燃( 個) 第1118号

11 第1131号

準不燃( 個) 第2125号

11 第2140号

空 気 鯛 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 ・ 施 工

各 種 プ ラ ン ト 設 備

ｾ＠
ｾ＠

。

大島応用化学工業株式会社

代表取締役社長 田 中 政

東大阪市新庄 114番地 06 (782)  4171- 3 ・6 7 3 4 - 8

東京 ・横浜 ・名古屋 ・四日市 ・広島

宇部 ・大牟田 ・高松 ・新居浜

⑪企ＮＮＮＮｾ、
株式盆社，｟ｾ‘Ｇ

司.....‘_..... ，.......・-

旧社名 関西媛房工業株式会社

各種送風機・風力輸送装置

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁 目 3 番 地

T E L : 6 7 2 - 1 2 8 1 (大 代 表)

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡
設計・製作

空調機器類・公害防止装置

工 場 和 泉 ・名 古 屋

株 式

会 社 木 下 謹

取 締 役 社 長 木 下 光 雄

商 庖

干 550 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 5 丁 目 5 番 地 電 話 06 (443)  0115 

電 気 ・ 計 装 ・ 空 調 ・ 土 木

近儀電急エ季妹夫合絃

取締役社長

今 元 康 彦

本 庖 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 Ｑ 電話 ＳｾＲＭ 1  2  8  1  ( 大代)

製 品 名

ライオン印
年限仕様によるアスフアルト防水工事

ア ス フ ア ル トル ー フ ィ ン グ

寺 77Z-:μ 株式会社工盛社 大阪アスフアルト事業協同組合

A 絶 縁 用 ル ー フ イ ング

B ベ ー ス 用 ル ー フ イ ン グ

C ミ ネ ラ ル ル ー フ イ ン グ 干536大阪市城東区西嶋野 6丁目 4 3・ 干536 大阪市城東区西嶋野 6 丁目 43(工盛社内)

‘ ル ー フ イ ン グ 電 話 大 阪 (961) 4  4  6  0  電 話 大 阪 (961) 4  4  6  0  (962)  1  2  8  8  

。
三協列レミニウム工業株式会社大阪支庖

取締役支庖長 川 中 正 道

本社 ・工場 富 山 県 高 岡 市 早 川 7 0 電話0766- 22 - 5030 

大 阪 支 庖 大 阪市西区靭1・123( 近畿富山会館) 電話 443- 9601- 7  
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建 築 ・ 金 物 総 合 メ ー カ ー

桂 昌 霊 園 産 業 株 式 会 社

取締役社長 渋 谷 幸 雄

本 社 大 阪 市 南 区 鍛 冶 屋 町 52 電 話 大 阪 ( 211 )一7333<<勺

支 庖 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 5 - 16 電 話 東 京 ( 356) ー 7671附

営 業 所 札 幌 ・名古屋 ・福岡 出 張 所 高 岡・ 広島

株 式 会 社 シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所

フリントコート施工販売部

部 長 栗 山 和

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 り 1 - 2 5  電 話 大 阪 ( 343) 0441大 代 表

分 室 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 2 - 7 6 電 話 大 阪 ( 303) 7 1 3 1 代 表

11 . 務 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

神 東 塗 料 株 式 会 社

社 長 川 崎 政 夫

本 社 尼 崎 市 南 塚 口 町 6 - 10 - 73 電話 429- 6261 (大代 )

東京支広 東京都中央区八重洲 1-7-20 八重洲口会館内 電話 272- 4011 (大代)

大阪支庖 大阪市東区北浜 5 - 22 新住友ビル 2 号館内 電話 220- 8580(大代 )

新日本空調株式会社大阪支底

支庖長 堀 田 雅 邦

大阪支庖大阪市北区堂島浜通 1 - 2 5 - 1 ( 新大ピル) 電話大阪 (344) 6031( 代)

本 社東京都中央区日本橋本石町4-2( 三井第2別館) 電話東京 (279) 5671 ( 大代)

住 宅 タ イ ム ス

株式会社 日本住宅タイムス社

代表取締役
キ直 田 泰 弘

大 阪 市 東 区 北 浜 2 丁 目 8 4 電 話 06 ( 231) 1  4  4  1  - 3  

須 賀 工 業 株 式 会 社

取締役社長 ヲ頁 賀 孝

本 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 電 話 (06) 4 4 1 - 5 1 7 1  

支 局 東京 ・大阪・ 名古屋 ・京都 ・神戸・福岡 ・千葉 ・横浜 ・広島 ・高松

、
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ネ青 研 ;令 機 株 式 ゐヱ3t』 ネ土

取締役社長 木 内 清

専務取締役 和 回 正 八 郎

本 社 大阪市南区瓦屋町3番丁68番地( オートセンタービル) 電話 768・5031附

東京営業所 東京都千代図区九段南 2丁目 2番 5号 ( 九段ビル ) 電話262-32 4H(tl 

セ メ ダ イ ン 株 式 会 社

大阪支庖長 大 山 sg 血

大 阪 市 南 区 大 宝 寺 町 東 之 丁 41 06一 (251)3555 ( 大代表)

本社 東京都品川区東五反田 4 - 5  - 9  03一 (445)1311 ( 大代表)

西日本 アスフアルト事業協同組合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株式会社タテバヤシ商底

代表取締役
館 林 彦 四 郎

干601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 国 町37 電 話 (075) 681- 7 2 2 1 (代 )

大阪ガス風呂シ ョップ

"  -，- D  1.司 E

代 表 者 田 中 R責 雄

大阪市浪速区元町 1 丁目 7 4  7  ( 但し国鉄湊町駅南ヘ 5 0 メー ター西側 )

. 電 話 (649) j ? z i 代 ・8128

工場 守 口 市 大 宮 通 り 4 丁 目 2 5 電話 (997) 0  1  7  1代

田島応用化工株式会社

大阪営業所

大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 一 7 4  屯話 06 (441)ー 5 9  5  1附

東京営業所 東京都千代田区岩本町 3- 1  1  屯話 03 (866)  - 6  1  0  1附

鉄 骨 ・鉄 塔 叫 . 叫 仏号 凡 去I 叫 T

橋梁 ・製缶 リ ハ 叶 屯 川 鼠 匝 ，叩 ーL

株 式 会 社 大 成 鉄 工

代表取締役 高 杉 善 久

所

本 社 工 場 枚 方 市 出 口 3 8  3 屯話 (0720)31- 7001- 8  

広島営業所 広島市横川町新町8- 19( ライトビル) 屯話 (0822)32- 8  8  5  9  
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φ  

回

⑮ 

株 式 会 社

大 イ弗

取締役社長 佐 藤 四 郎

京都市東山区今熊野大仰池田町九番地ノ九電代 075 (541)  3344 干605

東京営業所 : 東京都渋谷区上原 1丁目 2 9  電 03 (467)  1  6  4  1 干151

空気調和装置 設計 ・施工

高 砂 熱 挙 工 業 株 式 怠 位

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 国 駿 河 台 4 ー 2 電話 255- 8211 (代)

大阪支庖 大阪市北区芝田町55 北阪急ピル
電話 372-2511 ( 代)

線式会終息村電機発足7定所

取締役社長 副 島 栄 八

本 社 大 阪 市 北 区 河 内 町 2 - 2  8 電話06(358) 6351(代表)

工 場 大 阪 府 八 尾 市 佐 堂 町 3 - 3  - 12 電話0729(99)0151( 代表)

株 式 会 社 大 和 商 会

取締役社長 j畢 井 修

大阪市南区高津町 4 番丁73 電 話 代 表 大 阪 06(631)6221番

東 E 工 業 株 式 会 社

取締役社長 新 田 泰 次

本 社 干581 大阪府八尾市南太子堂6丁目4番27号 電 話0729- 23 - 3921 

営業所 東

東邦パーライトコンクリート P C- D工法，東邦パーライトモルタルP M- C工法，ネオパールスキン吹付工事

φ  
東邦ハ。ーヲイト鋭茸' 会担

本 社

工事部

営業所

取締役社長 橘

大阪市東区森之宮西の・町 5 9 4

八尾市太田 2294

東京、広島、高松、金沢

泰 治

電話 (941 ) 9243- 7  ( 代)

電話 0729 (49) 0  1  8  2  

• 



⑧ : i : 田 互 業 株 式 舎 社

取締役社長 友 田 俊 夫

本社 〒 534 大阪市都島区都島中通 3 丁目 3番 6号 大阪電話 06 (921) 0331 - 6  

... 

⑧ 
株式会社

""' -7 
代 表 取 締 役 田 広 助

営 業 所 大 阪 市 生 野 区 巽 大 地 町 1 3  2  電話 757- 1101(ft)

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 烏 ケ 辻 町 6 1  

画三
額 日 刊 建 設 新 聞 社

取締役社長
中山

屋皇

...'D三 雄

大阪本社 大阪市東区高麗橋 1 丁 目3 ( 東洋ビル) 電話 202- 6861(代表)

@  

中川 式ダイ ヤ ラス ・鉄 筋 ラ ス ・親 子 ラ ス ・リプラス ・ラスシート ・溶 接 金網・ 各 種 金網

中 川 ラ ス 株 式 会 社

代表取締役
中

l

 

i

 

-
-
E

，
，

 

楢 栄

本 社 大 阪 市 南 区 鰻 谷 中 之 町 31 電話大阪06(252)8861- 3・(271)5228- 9 ｾＵＴＲ Ｍ ＹＱ＠

工 場 東 大 阪 市 菱 江 4 2 0 電話 0 7 2 9 ( 6 2 )  3 6 3 6 - 8 ⑮ 5  7  8  

ω  特許 ｉｬ￰ＮＣｾιｹＴ ，...."，φ41A念-

西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 : 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ー 74 電 話 ( 06) 441 - 5951 

名 古 屋 : 名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 町 2 - 12 電 話 ( 052) 571 - 6361 

福 岡 : 福 岡 市 奈 良 屋 町 1 - 18 電 話 ( 092) 28- 4012 

広 島 : 広 島 市 鉄 砲 町 5 - 16 電 話 ( 0822) 21 - 0266 

お
25 西原衛生工業所大阪庖

取締役社長
半

十 良E

大 阪市大 淀区中津南通 4 丁目 1 1 番 地 電 話 大 阪 ( 458) 代 3 5  3  1 番
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日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取 締 役 社 長 花 村 茂 彦 取 締 役 支 社 長 山 漣 敏 郎

株式

会社
<@t  

電話06(231) 8171(代)

電話03(961 )1691( 代)

電話078( 291)0541- 2  

電話075(463) 0 6  8  3  

大阪市東区淡路 町 1 丁目 14( 八千代ビレ )

東 京 都 板 橋 区 板 橋 町 1 丁 目4 8  - 8  

神 戸 市 茸 合 区 八 幡 通 5 丁目 6 - 1  

京 都 市 右 京 区 鳴 滝 本 町 1 1  - 4  

大阪支社

本 社

神戸支局

京都支局

日刊建設通信関西支社
株式

会社

9惨

.. 

中田代表取締役会長

郎

(444 )  

森
取 締 役 支 社 長

4  4  5  1代表電 話8  6  堀町

十

口

小
区西市阪大

8  5  8  1代 表

大阪出張所

(502)  電 話1  - 4  

日新建工株式会社

社 ・東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1  本

哉

屯訴 06- 541 - 1607(代)

屯 話 03- 803一2411 ( 代)

京佐

大阪市西区新町北J i l l 1  - 18 

東京都荒川区南千住 6 丁目 48- 19

沼新
所長

出張所

本 社

美しい防水仕上げ材( 屋根材) Iこシングル葺を /

マ ル エ ス シ ン グ ル

特許ストライプ工法( 部分絶縁工法) でアスフ ァJ レト防水を /

ピロウエ Jレド

Mι ... ・ ーーーー 、1 1#_ . . . . __ 曹、 ，、

病 I ..1.圃 芳ｾ Jt.ヲド エ¥， :z:t 

東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 丁目 21番 28号 電 話 03 (882)  2  4  2  4  

大阪市東淀川区瑞光通4丁目 30番 地の2 電 話 06 (329)  7737代

札幌・山形 ・東京 ・名古屋 ・広島 ・九州

社日

本 社

大阪支庖

営 業 所

日 本 ア ス フ ア ル ト 年 限 保E正防水( 日本アス協組員)

ニよとこ: 迄42水 ) 冷 工 法 ナ シ ョ ナ ル ポ リ プ ル ー フ 防 水

東 洋 シ ー ト 防 水 . ウ レ タ ン . N . S 塗 膜 防 水 工 法 ( 冷 工 法 )

新 エ 材 株 式 会 社

代表取締役 井 場 績

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1  7  電 話 (541) 3  

日

。

泉 化 学 工 業 株 式 会 社日

和

T  E  L0897( 33)4171大 代

T  E  L  06 (443) 2261 代

台B

，_L，.  

呂

新 居 浜 市 新 田 町 3 丁目 7 - 17 

大阪市西区土佐堀通1丁目 27- 2

専務取締役

本 社

営業本部
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A  

⑥ 

2  

@  

日米パーティション株式会社

常務取締役 寺 島 末 男

大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 本 田 二 番 町 3 8  辰己ビル T  E  L  06(581) 1131  

本 社 東 京 都 中 央 区 日本橋江戸橋 3 一 7 日米ビル T E L  03(272)2011 

建設省東計

第240-号認可
日本アスフアルト防水工業

協同組合関西支部

大阪市東淀川区瑞光通り 4- 30-2 日新工業株式会社大阪支庖内

電話 (329) 7  7  3  7  - 4  0  

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日本エレベータ工業 K. K.  

代表取 締 役 長 尾 正 大

本 社 大 阪市大淀区天神橋筋六丁 目 天 六 阪 急 ビ ル 電 話 06 (351)  4927附

東京営業所 東京都北区田端町 3 1 1 東京建築興業ピル 電話 03 (822)  0995附

工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 中 通 5 丁目 6 番 地 電話 06 (328)  0363附

社団法人日本サッシ協会関西支部

西支部長福 田 好 雄

大 阪 市 浪 速 区 敷 津 町 3 の 20(建団連会館) T  E  L  06 (641) 5  8  5  9  

本 部 東 京 都 港 区 南 青 山 5 の11の 2 共 同 ビ ル (南 青 山 ) T E L  03 (409) 1 3 0 8  

自 京 建 鉄 職 式

取締役社長 橋 本 幸 雄

。
宮

社

本社・東京支盾 東京都千代田区大手町 2- 6- 2{ 日本ヒソレ) 電話東京270- 6511 ( 大代表)

大 阪 支 応 大阪市北区+梅田町 4 7 番地 ( 新阪神ピル) 電話大阪341- 4331( 代表)

考える会社

日本熱学工業株式会社

取締役社長 牛 田 正 郎

大 阪 本 社 大 阪 市 北 区 万 オ 町 5 0 番 地 T E L大代表 (312) 8671 

東 京 本 社 東京都港区芝西久保桜川町2 第17森ビル T E L 大代表 (501 ) 7631 
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会 社今 商 事 株 式田原<m> 

蔵

電話06- 5 4 1 - 7 4 5 5 (代)

電話06- 541- 3  8  4  3  - 4  

守田原取締役社長

本 杜

水分営業所

ード

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社@  

良日

代 表 06 (302) 0231 

代 表 052 (692) 1141 

正

電話

電話

キす

大阪市東淀川区十三西之町3-34

名 古 屋 市 南 区 観 音 町 6 - 7  

杉取 締 役 社 長

本 社

営業所

社

.，d、

Z ま式電 業 株士
官

国

d、
司，

実

電話 (541) 0  5  6  4 代表

中

大阪市西区北堀江上通 1丁目 6 5  

東 京 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

田
取締役社長

本 社

営業所

社

. A  

Z 玄式株事商谷

p 晶 司

孟

③ 

水

fE言首078- 331 - 0  8  8  1  

電話06-

山谷

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 4 丁目

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビル)

宝

ニ土二

取締役社長

杜

庖

本

支 1  

製造⑬続元

主主ｾ -r- 全曲岳 企 佳 _p.  ..c岳、

ーチー」ヲ畏 ｱ 河ｾ ｾ｜，＠ :z:;; 

代 表 取 締 役 村 田 よ志、 子

エ マ ル リ シ ン プ レハ タ イ ル 内 獲 材 エ ? ジ ュ ラ ク エ マ ソ フ ト

エ マ レ y タ ス リ シ ン 明 膏 干 リ シ ン エ マ ト y プ エ マ ト ップ デ ラ y ク ス

エ マ ル ス キ ン 目 地 用 エ " ? J レ エ ? ー ロ ー ル 防 火 レ y ク ス

明 石 市 中 谷 町 8 8 8 番 地 電 話 078 ( 913)  3456代

神 戸 市 垂 水 区 岩 岡 町 野 中 字 福 音 5 6 4 電 話 078 ( 967)  0 3 1 8  

大 阪 市 東 区 北 久 宝 寺 町2丁 目 6(三 京 ビ ル ) 電 話 06 ( 271)  3967代

東 京 都 畳 墨 田 区 両 国4丁 目 37 13( 坂 井 ピ ル ) 電 話 03 ( 634)  1756代

名 古 屋 市 西 区 枇 杷 島 通 4 丁 目 4 7  電 話 052 ( 521 )  6373代

広 島 市 天 満 面T l l - 2 3 ( 内 藤 ピ ル ) 電 話 0822 ( 91 )  5927代

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 南 2 - 2 - 6 ( 泉 ビ ル ) 電 話 092 ( 41 )  4426代

364- 2  0  3  

ネ土イヒ研

特 許

本 社

第 二 工 場

大 阪 営 業 所

東 京 営 業 所

名 古 屋 営 業 所

広 島 営 業 所

福 岡 営 業 所

明

外 内 獲 材

引戸用レール各種

階段スベリ止各種

アルミ窓格子、手すり

アル ミ脚立 、椅子

アルミス パンドレル

社

A

A

一

A
式株

アルミ押出形材より… アルミ建材製品まで…

安 田

T  E  L06 (251)7091附

T  E  L03 (242)1741附

誠

大 阪 市 南 区 末 吉 橋 通 1 - 1  7  

東京都中央区日本橋本町4・3・6 ニ ンジンビル

回

炉L. . o

f京
取締役会長

本 社

東京営業所

T  E  L06 (791)3936附
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大阪市東住吉区加美絹木町 4 - 97 安田金属工蝶株式会社
アルミ押出工場



社キオ建本山
株式会社J;;Jl 

雄

電話 541- 1  8  6  1  - 7  

電話 723- 2  2  7  7  - 8  

武本

大 阪 市 西 区 西 長 堀 南 通 1 - 1  

東 大 阪 市 金 物 町 3 号 1 番

山代表取締役

社

庖

本

東

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

⑧ 

A  

通

電話 (06) 381- 9  1  3  1  - 5  

阪 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 仙 台

泰本

大阪府摂津市東別府1-3- 6  

東 京 ・ 名 古 屋 ・大

山取締役社長

本社・工場

営 業 所

庖商

-

E

・
E

・

-

-

E

E

 

-
-
E

，

 

士

ロ

銘 木 と 建 材

電話 0734- 23- 5  2  5  7  ( 代)

電話 0739- 22- 0259 ・6350

電話 07349- 2- 1423 ( 代)

株式会社

和 歌 山 市 西 布 経 町 1 の 1

田 辺 市 新 庄 町 4 9 1

和歌山県海草郡下津町下 2 2 2

本 社

営業所

ラ: 1¥' レヂシZ 業株式会社

ウ レ タ ン ・ エ ポ キ シ 系

合 成 ゴ ム 進 康 防 水 剤

一一一責 任 施 工一一ー

同司

0 6  (561)6601( 代)

052 (911) 6  8  0  1  

0822 (28)  3  5  0  0  

話

話

話

電

電

電

原

大阪市浪速区桜川 5 丁目 2 番地の 8 回坂 ビル

名 古 屋 市 北 区 清 水 町 6 の 4

広 島 市 西 白 島 町 6 の 2 1  

取締役社長

本 社

出張所

モ ル タ ル で 坦 め な い

省 力 化 し た

コ ン ク リ ー ト 型 枠 . 付

金 具

E.JII: ・
F. . . 1 

大 阪 市 東 区 南 本 町 4 - 47 イ ト ウ ビ ル

ｾ＠ 541 T E L  (06)  252- 1011 - 4  

真 智 雄指 宿

東京都千代田区永田町2- 14- 3 赤坂東急ビル

事 100 T E L  ( 03)  580- 1011 - 4  

1  i紐建築士事務所
建築デザイン株式会社

京都市中京区柳馬場通御池下る 京都朝日ビル

ｾ＠ 604 T E L  (075)  221 - 1101 - 4  

技 術 士 事 務 所
緑地デザイジ株式会社

設 備 士 事 務 所設備デザイン株式会社

所究石汗園庭本良中

作金根中長所

第445号)

電話 075 (781 )  1  1  07 

電話 075 (463)  5548 
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(建設省認定

京都市左京区下鴨札の森電停前生産開発科学研究所内

自宅 京都市右京区谷口唐図の内町 .1 の 6

公園一般・造園設計・施工・監理

(造園部門 )建設コンサルタント



冷 暖 房 Y  符 糊 サ ッ シ

給排水、衛生水道 s .  環 境 衛 生 施 設

電 気 1 =、荷 役 運 織 機 械

厨 房 ｾーー τ 化 学鉱 山機械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各務 節

取締役支庖長 j賓川 幸 十 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電信 大 阪 (202) 代表3071

本 底 東 京 ・日比谷・ 三f曹ピル

支 唐 名 古 屋 、 福岡、利点見、広島、仙台、富山

出 張 所 繍浜、金沢、 鯵岡、高松

空 調 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備 設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

+  お朝日3 : 業社

(  I  

本 社 東京都港区芝浜松町1- 2- 7  電話 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市東淀川区加島町 357 電話 (302) 2271 ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

営 業 所 書11 路 ・ 函 館 ・盛岡・横 浜・静岡 ・京 都 ・神 戸

ー

空 気 関 和 段 備

設 計 施 工

衛 生 段 備

三建設備工業株家畜社
φ  

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電話 ( 352) 11 31 ( 代 )

東京都中央区日本橋械設町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

大阪支盾

本 社

支 社

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 健 児

本 社

支 底

営 雛 所

出張所

調空

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

晃
--.. ー。

設 計 施 工

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

1式会社
大 阪 城 口 研 究 所

株 式

会 社

本社・ 均三庖 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電 話 06- 363- 1371

支 庖東京都千代田区神田小川町 2丁目 l 番地 電話 0 3 - 2 9 2ー7751

名古屋市中村区広小路西通3丁目 9番 地 電話 052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電話 0822- 47- 4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電話 0 9 2ー76- 3795

所 閉 山 ・ 筒 井 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・松 江

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電話 神戸 341局 5 8  9  2  

庸口城取 締 役 社長

世t出

業 株 式 社

A 、

五工賀須

ＱＺｾＭ 型 ｾｈｻｮ ・空気関和設備・給排水衛生設備・塗善幸設備

・ 蒸 気 噴 射 式;令 諌 機/ 設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

建材社

株式

会社ｦｲＺ ＭｦＢｾ＠ 衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 1 丁目 1 4  

康 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・神 戸 ・ 福 岡

出張所一 高 松 ・北九州

電 話 441- 5171

空 気 調 和

本社 ・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑨ (572) 7411 代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ (203)3721 代

名古屋支信= 名古屋市中区錦 2 - 2- 13 ⑨ (211)1535 代

出張所= 札 税・仙 台・盟 国・金 沢 ・神 戸

広 島 ・松 山 ・福 岡 ・ パ ン コ ， 7  

⑧ 
支

営 換 所一 千 葉 ・横 浜 ・ 広 島

冷 凍 冷 蔵

⑧話111;' 袋 線 繍:if8 ' :t

地 盤 凍 結空 気 調 和

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

、(オ ー トセンタ ー ピル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ビル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

本

ヰω)! ，，"¥.::a，i.庁

管J出 来jz
Jド出・泌}

必総出娘婿

|品l山出帰所

温 湿 度 調 聾 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 徹 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

窓 斎 藤 省 三 商 唐

本 唐 東京都千代田区丸町内 2 の 4 の 1

大阪市北区1 d 悶町T 3  0  電 昔話ー( 364) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 悶 区 丸 ノ内 3- 3- 1(新東京ピル)

電 話 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 田T 3  - 6  

1lt 骨舌 ( 971 )  3  6  2  1  

仙 台 支 庖

丸ピル 6 7 6 号

電話 212附 3751

大同ピノレ 616号

電話 443刊 3361

電話 681的 1781

岡 ・ 千 葉

熊 本

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の 1

京都市南区西九条奪回I I ! T 48 

札 幌 ・ 名 古 屋 福

宇 都 宮 ・ 横 浜

水道・衛生・媛冷房 ・其{ 也管工事

設 計 並 施 工

( 旧斎I ( j 久孝事修所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東京者11 千代田区大手町 2 の 8 1s:.t也 (日 本ピル)

電 話 東 京 ( 270) 7  4  1  1  倭 ( 代 表 )

Ｔω 見市南太池西 Ｔ 丁目 ｉｾｾ 船 ￜ ｪｊｻピル '.1.t Mi ＮｦＺＱｊｾ＠ ｾＡｩ Ｗ Ａｩ Ｖ＠
金 川 市 布 l判 町 2 ls: 1  6  ｾ［Ｎ＠ Ｇ， ＱＱｍｩ 金 ｾ ｊｾ 包 Ｇ ｬＨ 刑
制 作 市 御 幸 2 の 1 '，U，!!i ｾｾ井砂 ｬＴ Ｚ ＱＶ
， . 首 位 市 2 需 r Ｙ 心 ，ＡＡｩ ιＺ ｩｴ ￭Ａ ｾＺ［ Ｑ ＹＵ
!日.J 11I 市 大 供 3 !! 0 の l 屯 。1/; J晶l山勾: > 486

大阪支后

京都支庖

支 庖

営 * 所 名古屋支庖
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空 調 設 備 の 頁

日差 ・冷房 ・空訂以温度，UM整装置

設 計 施 ーじ

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷房 設 備

品ｾ

ｾ＠
妻子l

fi!!! 高回
C J 6 緊西原衛生工業所大阪底

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大阪市大淀区中派南. i l ! J 4丁目 11

出 張 所 = 京

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番地( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  (代 表)

東 京 都 千 代 回 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大阪支 l古

社本

平山互業株式会社

設 計 ・施工

@  新日本空調株式会社

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ピル)

電話 (06)  344 - 6  0  3  1  ( 代)

束京都中央区日本橋本石町4- 2(三井第二別館 )

電話 (03)  279- 5  6  7  1  ( 大代)

九 州 ・ 広 島 ・ 札 幌

北 陸 ・ 大 分 岡 山

著書

本社 ・東京支庖

.. 

屋

村

古

海

名

東
大阪市西区江戸上側通 2 の 2T E L  ( 44 1)刊 1994.  ( 443 )  日り0331

空 気 調 和 設 備
吾凡計施工

換気・除塵設備ー又

く哩哩型里コ 空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

@ 不 ニ 熱 紅 葉3紋曾紅
東 洋 梨 工 業 織 式 会 極 大 阪 安 倍

大 阪 市 南 区 順 慶 町 2 - 5  0  電話 261 - 2436(f ¥j 

東京都大国区西馬込 1 - 2 ー 1 電話 773ー123H仰

銀 座 ・ 浜 松 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

本 底

東京支底

営 蝶 所

T E L ( 443)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

道

設

水

施

ト

生

工

誠

衛

革

協

境

j

芯

環

計

房

生

設

暖冷

衛

温湿度調整・媛冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

会 社工 業 株 式

市 川 繁 雄

日 本 管

代 表 取 締 役

⑨ 

社

大阪市西区京 町堀 1 丁目 6 2  電話(443) 8161  ( 大代表)

名古屋市中村区水主町 1の 1 2  電稲 (541 )0966(551 )1655  

東京都港区赤坂 2 丁目 3 - 1  2'  

赤坂 ピークピル 5 階 電話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生田区北長狭通 7丁目 I の l 包 絡 (341) 1778 ・43邸

A

Q

一

A
式株業工田山

本 社

支 庖

出張所

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

也君舌(681 ) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 ( 691 ) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37(天満橋北詰)

電話 (352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑬7431 - 3  

大 添 市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話③ 3 6  1  0  

本社及京都支l苫

四 日 市 支 唐

大 津 営 業 所

津 営 撲 所

大 阪 支 底

つ
庖!  奉 仕 感 謝 lの

μ ι 事施司

特許申請中・完全滑止タイル

タイル新発売

'I} 淳 窯 s 渇怠

( カタログ進呈)

サ ン エ ス

5 5 5  

. . 式

会 社⑪ 
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本 社 大 阪 市 北 区 堂 J:h 北田T 1  6  T E L  ( 345) 9055(代表)

IiI U'O，; 営業所大阪市東区本田r4- 27i却なピル T E  L  ( 252)  3  9  0  6  

m均i宇n住 所 大 阪 市 * 区 術 坊1 2  - 3  6  T E L  ( 202)  5  2  6  0  

大 阪 市 西 区 制 本 町 2 丁目 98番地( 靭本町バス停前)

電 話 大 阪 06 ( 532) 代 o4  6  1  

姫路市北条口 126 醤地( 住友生命保険ビル 3 階)

屯 話 姫 路0972 ( 82)  0  9  9  9  

社

姫路営業所

本



社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

直言百 必 = ｾ＠ _ _ . b.  

司主文 ｌ やｾ ;x:巳

代表取締役 山 本 博 三

大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ビルデ ィング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 君11 11; 野町 2 1 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

A

Q

一

A

陽

キ土

本社営鍵所

朝

本

ｾ 電 気設備工事設計施工

ｾＭＺＱ浅海電気株式会社
F  取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2

電 話 大 阪 (362) 8  

東 京 ・札 帆・名古屋・福 岡

旭 川・神 戸 ・姫 路・高 松・広

苫 小 牧 ・浜 松 ・ 光 ・沖 縄

2  

1  

島

キ土

支社・支宿

営 業 所

出 張 所

電 気 設 備の 頁

本

京都営操所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高H.t.!ii 五丁目 二八帯地 1li.ii 再大阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 仰 千 代 悶 区 丙 神 田 l 丁同 4 帯 地 5 サ

支 社 札 純 ・仙 台 ・丸 / 内 ・名 古 屋 ・稲 岡

出 張 所 旭 川 ・ 白 河 ・ 機 1兵 ・ 的 岡 ・ 富 山

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6注 社

A

Q

一

A
式株業エ栗 原

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大 代 )

支 l吉 東京・名古屋 ・舞鶴・大阪南 ・神戸・広島・九州

原莱取締役社長

設 計 ・施工

司'

株

電 気 工 事

社

電 気 工 事 設 計 施 工

盟i

敏

一
一
一

株 式 会 社

社

収締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 lJI). 束 IR ｾｦ 江東之町 三 「目 ＮＱｩ

ｾ＠ Ui 大阪( 9 : H ) 代表 7 3 4 1 - 5

0388 ・2 1  9  :1 

大阪市城県Ｈｾｙｦ江東之町 三丁目 一 一 Ｇ， Ｇｕｍｩ 大阪Ｈ山ＱＩ ＷＨ ｍｾＨ

祭良県伽1/; !Trlii J1J lii l;曲η: 160 屯.!lif卸l'庁 2 2607 ・1お !I

A

S

A

 

式
と
一
刈

号巴

宅，中 本

本

失

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T 5  0  ( 堂ピ ル 7 階)

屯 ，iii ⑮ 3 6  7  1  ( 代)

東 京 郎 中 央 区 日 本 機 箱 崎 町 3 丁目 2 lfi:地

電 ぷ ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・相 模 原 . ey . 悩 山

林代表取締役

キ土ヰE

臨支

資 材 倉 庫

奈良営禦所

出 張 所

各種電気工事設計施工 ・制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 T 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反田 6 T 目25番11号( 福島ピル )

電 話 東 京 (491)1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 ar 2  3 番 地

電 量舌 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

社

庖

本

支

社宝 電 機 株 式

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T 五 O ( 堂 ピ ル 三 階 )

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピル)

電 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 減 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . ｾ界市 ・ 高槻市・姫路

電 気 ・ 暖 冷房・ 空 間 工事官笠宮十施工

A

Q

一

A

社

宇土

ro 

本

支

営 業 所
営業所

群出張戸斤
市神出 張 所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 御 ケ 伎 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松山・京音 ＱＱ ・ 草津・ ｉＧｾ 岡 ・ 水島 ・福岡

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

ネ土

電 気工 事 ・計 裟工 事 ・ 設 計施 工

実

大 阪 市 西 区 北 明 江 上 述 1 r 目 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7・7148- 9

東 京 ・名 古 iil .  J，1 ，口 ・師 岡

中|羽取締役社長

社本

社本

支 底

営業所 営 業 所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5  Ii 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新橋 5 - 3 4 - 6 f目馬ピル 5階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪商 ・札幌・名古屋 ・凶 11 市 ・松山 ・徳山

A

Q

一

A

電 気 工 事 設 計 施 工

取締役社長

社

東 京 支 ! 山

本

社

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  ( 代)

大 阪 市 此 花 区 恩 賞 南 之 町 7 3  

T E L (06)  462- 1  3 0  1 (代 )

A

Q

一

A
事 株 式

自日四林

工

取締役社長

社

藤エ太 陽

本

所張也

電力工事本部
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各 種 l河胃I ¥

ガラス製品卸問屋 ι ] #)

源八橋セトモノ百貨庖をご利用下さい。¥シノ

顎 吉 田 制 商 庄 日

ホ
I'y 

耐 酸

網器、

セ卜モノのデパー卜

庖

大 阪 支 庖

大 阪 市 東 区 高 鹿 紙 二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

屯 話 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 Q 0 5  

商石理大矯-矢

株 式

会 社

F UT ABAY A DE CORAT ORS .  L T D.  

惣 築 物 船 舶 等 造 作 工 事

家 具 建 具 ー 室 内 装 備 工 事 設言十方包工

内 外 装 飾 織 物 言 苦 情 敷 物 壁 紙 類 一 式 ( 創業大正 7 年 )

T ' Xt1>3 ，1-7..* 協 力 工 場 シ ン プ ソ ン ド ア ー 取

図麓週二葉屋装備工業株式会社

取締役社長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

電話・大阪 ( 371) 3321- 3・3630

大阪府知事連設登録

( る) 第 1 6  2  1  6 号

伯父〉 社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

')1ムt 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ー 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

y 、ノ 内 外装 用 策 変 美術 タ イ ル ー ー大 仏 タ イ ル

新 発 売 ・ ーーー 古代土器調高温〆タイル ーー 大 仏 古 代 タ イ ル

4  

京都市東山区今熊野大仏池田町 9 の 9 075( 54 1) 3344 ( 代 )

東 京 都渋 谷 区 上 原 1 丁 目 29の 4 03 ( 467 ) 1641 

京 都 清 水 ・ 山 城 ・ 瀬 戸

. 内 念 志 向 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

. 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 (702) 代7814- 6  

特約代理唐・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・広 島 ・今 治 ・ 福 岡

大 F 木 混 入 豪IJ 落 防 止

百と 耐 震 耐 風

i っ 安 定 経 量

里I 瓦

i 詠

官l %.¥， 

話 A

臼l 可i ' r

霊tt

ナニワ媛匂 12ii

曾

立

制

商

h

式

幸

四

嫡

汐
Board &Slate 

-

事費守

Standard 

ト弓 1 ・ヒューム宅

べン手Lーチ・ミ〉舟jレ

⑬ 

フ タ パ 需 板

警ｾ

タ J レ

軽 い

シマメ

燃 え な い

ーオ

腐 ら な い

一フカケ
-・・・・圃・

材 ・ 谷 樋 練 包 水 切 に
屋 根 材 ・ 壁

スタン夕、-

l d d I 、同- 且且J I : X I ヨ

…
一

日

U

ワ

'町

一

阪大東大 島 応 用 化 学
ドメタ j レσ〉

一-

|実|皆様の見本室年中見ていただける

〆|

AM. 1O. 00- P. M. 5. 00 

日曜・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ピ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

タイル

常設展示場



‘  

盗

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ツ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル@ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ フ・⑮ シ ャ 、χ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

防災

-・・-

防防 煙 火発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

ドアー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

タ ー

ド ア ー ハ ン ガ ー

• ユノ

シャツ

、y
サ

ス チ ー ル

• 

雲22 三 高 製 作 所

本 社 ・工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 回 2 8 0 番 地IUTK三

司ト

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -
武11¥ 1実

近代建築の要求する

特 許

11¥俣シャ11/9- 工業椋式会社大阪支庖

工

イ乍

施

+
s
 

==ロ

製

設!

※  

豊かな経験と

最 新 の 技術・. .

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 大阪市東区両替町1- 12 日生谷町ピル T E L (943) 6571代

本 社 東京 (543) 2281 ・名古屋 (331) 6171 ・大阪 ( 352) 4571 

営 業 所 横 浜 ・滋 賀 ・京 都 ・ 神 戸 ・福 岡 ・他 全 国 主 要 都 市
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• 
， 

特許 内外式電動ベンチレーター 特許 内外式コンチニアスベンチレーター

d二三!I " l n g

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

( 大量自然換気方式)

..---:::ごて

本 社 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 1 - 25 ( 相 生 ピ ル )

T  E  L  ( 441 ) 3983- 5 ・4396

内外建材株式会社

大 阪 工 場 大 阪 市 線 東 区 天 王 国 町 1 ー 1 4  1  

T  E  L  ( 962 )  1  1  4  9  

京 都 工 場 京 都 市 東 山 区 山 科 東 野 井 上 町

T  E  L 075  ( 581 )  0  1  2  6  

. L A F 汗タ リ ミ ッ ト ロ ー ド i差j草川幾

・V A F 形 可 変 式 軸 流 送 風 機

・S A F 形 ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 風 機

営 業 品 目 ・C A F 形 遠 心 式 静 音 軸 流 送 風 機

( 特言午)

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区野 江 東 之 町 二 丁 目 一 番 地

電 話 大 阪 ( 931 ) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 8 1 4 ) 6  6  5  1  - 3  

' 70年代をリードする

庖 舗 づ く り の パ イ オ ニ ア

|底舗各種 11陳列ケース 11冷凍ケース 11電飾看板|

製 造 直 売 ・すべて工場渡しで奉仕する

Cスザ〈ーマーケッ0 ・C各種専門司

@37Z3暗号室作事 τl j止

干516 大阪望号計判官翠訴1 .

石 綿 セ メ ン 卜 の 最 高 水 準 を 行 く . グ
建 物 内 外 壁 、 間 仕 切 、 天 井 扉 、 電 気 室 、 発 電

アスベストパリヤ
As bes t o 8ar r i ev  ( 硬 質 石 綿 板)

( 呈 カタログ)

@  

所 、 配電 室 、 製 鋼 、 ガラス工場の壁、製精、

製 油 製 薬 工 場 の 床 、 ス カ ー ト 壁 な ど に 最 適。

泉石綿工業株式会社

大 阪 市 北 区 間 心 町 1 の 11 電 話 ( 3 51 ) 344 2・4 0 7 8
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T A I P 工 法

にはハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製杭 を利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒 音 を 完 全 に 追 放 しま した f ノ

・主な特長

1. ネ ジ 込 力 を 杭 判l 込 力 に 変 え る の で完 全無 振 動 無 騒音 で す。

2. 根 入 長 さ が 長 〈 安 定 し た 支 持 杭 が 施 工 出 来 ま す。

3. ス ラ イ ム の 沈干i'f は あ り ま せ ん。

4.完 全 に 支 持 層 に 岩 着 さ せ る の で 大 き な 支 持 力 が 期 待 出 来 ま す。

5. 何 米 で も ヤ ト イ 杭 で 納 め ら れ 地 下室 の あ る 建 築 に 最 適 で す。

ｾ線式部Ｚ訴智工務聞
. 本 社 大 阪 市 東 l垣内 腿 俄 2 の 20( 尚 腿 新 ピ ル ) T  E  L 太 田正(202)3233( 代 )

. 名 古 屋 支 l苫 ::r， I'iJ - t t 山中 1><: 錦 1 - 3 - 2 ( 馴 鹿 ピ ル )

. 福 岡 支 m ｬｩ ，ｩｉ ｾＮｪｯｬｩ Ｎ ｬｊ ， ｪ Ｎ反 Ｑ - 15- 33( 第 二銭j陥 ピ ル )

・ 営 難 所 点 以 .'I Jl I.iQ.'，:，山 1ムJゐ・熊本・ 1血児) ; 品 ・ 工 場 大阪・才 ￭ ， ｬｩＧｾ Ｎ ・ Ｑ 庇 Ａ 札 ｊ ゐ

モルタル・コンクリート用

本 7 ノール| 坊水斉IJ は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 綴 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

寧 A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 巡 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 ぴ 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 治 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

車セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 厳 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を IIJJ ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 ・ 腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・防 湿 効 力 は 恒 久 的 で す。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z : Z : : ' - ' _ ( セメント起泡剤1). %  . .  : : 1_1.. 漂泊杭エ)

関東営業所

東北営業所

セ メ ン ト 混 和 斉IJ . 助 材 綜 合 メ ー カ ー

株式ｾＮＮＮ田区 ＱＮＮＮＮＮ ー，ー唖向島
会社 ￬ ｬｅ園周目ＮＮｾＭ畠Ｍｾ温回
東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15ー 1 哩E

東 京 (774)  4111代 表

事足械県_ I : 浦市大 田r 1  2 1 3  哩E I:i 甫 ( 2 1) 5 1 8 9  

福 島 県 福 ね 市 下 型f 寺 字 途 原 'IIt 福 島 (  34 )  7  1  1  1  

ご一 報次第
盛岡営業所 岩 手 県 盛 間 市 南 大 通 3 - 12- 50 'IIt 盛凶l (  24 )  0  2  1  3  

大阪営噴住所 大l仮 1打点 IJJ <:i ベ山: oj' Ij>: 2  - 17 - 26 
'IIt 大 阪 (971)  4  7  6  5  

カタログ進呈します
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全く新しい床タイルです

三 星 ピサ ロンは、従来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製法

原 料 配 合 が全 く違 います。塩 ピ の 他 に最 近 開発 さ

れ た 新 しい共重 合体 の 特 殊 樹 脂 を用いた 画 期的な

新 製 品 で す。軟 質 プ レスタイ プの 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り安 定 性 が よ く 、 カ レ ンダ 一方式の流れ模 様

とは対 照 的 な 静 止 した 現 代 模 様。 ピサ ロ ンの持つ

エ ラ ス チ ックで高級 な 質感 、 す ぐ れ た 歩 行感 は、

床タ イルの新 しい世界を聞きま した。

協同組合員が責任をもって施工いたします

= 星 ピサロ ンは、材 料 だ けの販売 はいた しません。

責 任 施工 の出来 る協組員 が入念 な仕上 げをします。

これからはピサロンの時代です

三 星 ピサロ ンの新 しい色調 、 パ ター ンは、現代の

イ ンテリアデザイ ンに要 求 される個性的な床造 り

に は 欠 か せ ま せ ん。東 京 浜松 町の 超高 層世 界貿易

セ ンタービルの 4 F以上の各 階通路、エレ ベ ーター

ホールにも、使用されて おります。と三星 ピサロン ミ

はその模 様がフ ラン スの画家 ピサロのタ ッチに似

ていることか ら、名 付け られたものです。

東日本床工事事業協同組合

西日本床工事事業協同組合

〈専 用 品〉 ゼヨ日こs

* 士見絡 = 333. 3 X 333.3  X  2  "Ym 9 枚 / が

333. 3  X 333.3 X  3 弘 9 枚 / m'  

脅 色 数 = 22色

女fl Ui格 = 2 税局E品 1，200円 / m'  (300m' 以上)

3 明厚品 1，800円 / m'  (300m' 以上)

小 部屋割地 - 階段40% 高製 造 元= 田島 応 用 化 工 株 式 会 社

東京/ 東 京 都千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電信 ( 44 1) 5  9  5  1  



建 築 と 社 会 “ A R C HI T E C T UR E A N D  S OCI E T Y " 第53輯第 |  号

. 昭和48年 l 月25日発行(毎月 l 回25日発行) ・昭和24年 3 月19 日第 3 種郵便物認可

金属建材におけるアイデ; ィア性と

機能性と合理性lニついじの考察。

今回ば‘ アルミ建材トリオ" の紹介です2

マ凶事凶

その昔、建築金物からスター 卜したマンテンが

いま建材メーカーとしても脚光を浴びています。

たぶん、アイ ディアを大切にする合理性の徹底的

追求の成果が、認められたからでしょう。

作 業 効 率 ま で 考 え ぬ い た ア ル ミ 建 材 ト リ オ

一 見なんでもないようで、やはり違うのです。

キメ細かな技術とアイディアを背景にした品質

の 確かさや施工の省力化 ・スピード化まで計算。

「仕事 が 早いJ r あとあとまで安心」・と好評です。

間 仕 切 壁 で も 天 井 下 地 で も 床 下 地 で も ・ ・・

すでに 、素 材 ・工 法ともに独特のノ ウハウを

確立。 51件のパテン トに支えられ、霞ガ関ビル

をはじめ京王プラザホテル ・帝国ホテル新本館[

など、名だたる高層ビルにも次つぎに採用され

役立っています。さらには、トンネル ・地 下 街

ボーリング場・・ ーなどの内装工事でも、です。

このような数多くの対応経験と、住環境だけで

なく施工時の合理性まで大切にした、マ ンテン

の 金 属 建材 。アルミ建材も、その一 環なのです。

豊富な部材による組立式で 4 5種類の標準タイプを実現。

取付施工も簡単な マンテン独自のアイディアが好評です。
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カーテンボックス>i "..l /l¥

望設お7辺I_i，辺l¥' Yf

2 0種類の標準型材から生まれる豊富な/ ' ¥リエーション。

現場施工の合理化をはかる取付部品も準備していますb

常国 ｾ ｓｋ Ｇ亨君Ｂ
牢 カ タ ロ ず は 、本 社 ・撞 装 部 K S 係までハガキでご締求ください。

株式会社7 ンテン 本 社 干542 大 阪 市 街 区 日 本 偽 筋3- 2 11' (筋 )632- 1 151 代 東 京 支 底 〒 136 東 京 都 江 東 区 亀戸 2- 3- 17 11' ( 03)682- 324H 

名古屋出張所〒454 名古屋市中川区百船町 1-3-4 官 ω5幻353-3177代 福岡出張所〒812 福岡市博多区1時多駅東卜 12-26(岩瀬 ピル) 官ω92) 43・4356イt 札続出張所〒065 *u院市東区北八長束19 22 官 (011 17川一割39

. こ' 入 会 の お 申 込 は ・ 社 団 法 人 日 本 建 築協 会 干 541 大 阪 市 東 区 北 浜3 - 37 電 話 大 阪( 06 ) 231 -9648 ・9649 ・9640 振 替 口 座 大 阪39975番
定価 400 円 ( 送料共)


